世界 中 の アル テリ ア 施 設 を 同時 襲撃 し 、 リ ンク ス 
戦争 後 、 最 大 の テロ リス ト と し て 世界 に 悪名 を 門 か 
せ た ORCA 旅 団 。 彼ら の も た らし た 破壊 と その 恐 
る べき 戦力 、 そ し て 目的 が つい に 明らか と な る !? 
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7 月 。 2 種類 ある クレ イド / 
在 す る アル テリ ア 施 設 に 対し 
同時 攻撃 が 実行 され た 。 10 
スト に よる テロ ル を 起こ し / 
ORCA 旅 団 を 名 乗り 、 空 に 』 
の 企業 に 向け て 宣戦 を 布告 

「To Nobles Welcome 
(貴族 た ち へ 。 地上 へ よう ご - 
長 マク シミ リア ン ・ テ ルミ ド - 
発表 され た わずか 一 言 の 犯 


= 


BL. UYIA 
界 に 悪名 を 轟 か 
た 破壊 と その 恐 
月 ら か と な る !? 
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7 月 。 2 種類 ある クレ イド ル 航 行 ル ー ト に 点 
在 す る アル テリ ア 施 設 に 対し 、" 和 ネクス ト に よる 
同時 攻撃 が 実行 され た 。10 機 あま り 怠 の ネ ク 
スト に よる テロ ル を 起こ し た リン クズ 大 ちば 
ORCA 旅 団 を 名 乗り 、 空 に 居 を 移し た すべ で 
の 企業 に 向け て 宣戦 を 布告 する 。 

「To Nobles Welcome to the Earth 
(WIRES. 地上 へ よう こそ ) 」 ORCA 旅 団 
長 マ クシ ミリ アン ・ テ ルミ ドー ル の 名 を も ら て 
発表 され た わずか 一 言 の 犯行 声明 。 それ は ク 


レイ ドル へ エネ ルギー を 供給 する アル テリ ア 
を 破壊 し 、 企 業 と 人 民 を 汚染 され た 地上 上 へ と 
引き ずり 下ろ すこ と が (テロ リス ト に は お きま 
YO) 彼ら の 目的 で ある と と を 示唆 し て いた 。 
た だ 他 の テロ リス ト と の 違い は 、 彼 ら が 実際 
に 複数 の アル テリ ア 施 設 を 破壊 可能 な 戦力 を 
持ち 、 それ を 実行 し た と いう と と で ある 。 
ORCA 旅 団 の 登場 は 世界 に 激 須 を も た らし 
た 。 し か し 、 ク レイ ドル 住民 の 不安 に 反し て 企 
業 の 対応 は 緩慢 に 感じ る 。 確か に ORCA 旅 団 


は 謎 に 包ま れ た 組織 で あり 、 反撃 し よう に も ど 
こ に 矛先 を 向け れ ば 良い の が 分 か ら な い 。』 才 
れ に し て も 、, あれ だ け の 戦力 を 企業 の 目 か ら 
隠し 通す と が 可能 だ ろう か ……? 
ORCA 旅 団 の 目的 が クレ イド ル 体 制 を 覆す 
TETHMNUS. BEOP WT UP HRAOR 
繋 は まだ 終わ り は し な い だ ろ う 。 な ぜ な ら ク レ 
イド ル は 1 機 も 地上 に 降り て は いな いか ら だ 。 
彼ら が 次 の 手 を 打っ て くる その 前 に 、 少し で も 
ORCA 旅 団 の 正体 に 迫る 必要 が ある 。 


ムク レイ ドル に エネ ルギー を 供給 する アル テリ 明 本 体 。 ア 
ル テ リ ア 施 設 は と れ を 稼働 させ る も の で あり 、 ク レイ ドル 
の 航行 ルー ト に 沿っ て 、 世界 中 に 点 在 し て いる 。 クレ イド 
ル 自 体 は GA 製 と イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 製 し か な い が 、 
アル テリ ア 施 設 は 他 の 企業 が 所 有 じ て いる も の も 多い 

ちな み に オ ー メ ル は GA 製 と イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 製 、 
両方 の クレ イド ル を レン タル 、 ま た は 購入 し て 使用 し て い 
る 。 すべ て の 施設 が ネクス ト の 了 酸 撃 に 対応 で きる 訳 で は 
な く 、 ORCA 旅 団 に よる 破壊 を 許し て し まっ た 。 


ORCA 旅 団 が 襲撃 し た アル テリ ア 施 設 。 青 が GA 製 の クレ 
イド ル に 対し て エネ ルギー を 供給 する アル テリ ア 施 設 で あり 、 
赤 が イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 製 の クレ イド ル に エネ ルギー を 供 
給 する アル テリ ア 施 設 で ある 。 声明 が 発表 され た 後 も ORGA 
旅団 の 舞 撃 は 途絶 え ず 、 使 用 可能 な アル テリ ア は 徐々 に 数 を 
減ら し て いる 。 た だ 世界 に は 未だ 大 小 多 数 の アル テリ ア が 存 
在 する た め 、 クレ イド ル は すぐ に 着陸 する 必要 は な い 。 
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確認 され た ORCA 旅 団 所 属 ネ ク スト | 
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他 の テロ リス ト と 一 線 を 画す ORCA 旅 団 最 
大 の 特徴 は 、 ネ クス ト を 中 心 と し た 戦力 を 有 
する こと と だ 。 た と え 1 機 で あれ 、 ネ クス ト を 抱 
えた テロ 組織 な ど 稀 で ある の に 、ORCA 旅 団 
は アル テリ ア 施 設 腹 撃 に 際 し て 実に 10 機 近 
い ネ クス ト を 投入 し て いる 。 

これ は リン クス の 調整 技術 が 発達 し 、 カ ラー 
ド に 多数 の リン クス が 登録 され た 現在 に お い 
て も 異様 な 数 と いえ る 。 彼ら は 一 体 ど こと から 
現れ た の だ ろう か ? 

その 答え の ひと つ は 、 ORCA 旅 団 へ の 参加 
が 判明 し 、 カ ラー ド を 除籍 と な っ た 元 カ ラー ド 
の 上 位 ラ ンカ ー・ ハ リ だ ろう 。 

元々 独立 備 兵 で あり 、 企業 に 縛ら れ て いな 
か っ た ハリ は 、 テ ルミ ドー ル を は じ め と し た 
ORCA 旅 団 の 中 心 人 物 と 接触 し 、 カ ラー ド を 
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裏切っ た と 推測 され る 。 彼 は アル テリ ア 施 設 
襲撃 時 に も カラ ー ド 時 代 と まっ た く 同 じ ネ クス 
ト を 使用 し て いた た め 、 簡 単に 正体 が 判明 し 
た 。 ハリ と 同じ よう に 、 ほ か に も ネクス ト を 乗 
り 換 えて ORCA 旅 団 に 参加 し て いる カラ ー ド 
の リン クス が いる か も し れ な い 。 現在 、 カ ラー 
ド は 登録 リン クス 全員 の 状況 に つい て 、 正 確 
な 把握 を 進め て いる と いう 。 

た だ 、 そ れ だ け で は ORCA 旅 団 の ネクス ト 
戦力 の 異様 な 充実 は 説明 で き な い 。 何しろ リ 
ンク ス だ け で な く 、 ネ クス ト そ の も の を 人 数 ぶ 
ん 揃え る 必要 が ある の だ 。 これ は 例え 企業 で 
あっ て も 簡単 に で きる こと で は な い 。 

ここ で 注目 し た い の は 、ORCA 旅 団長 マク 
シミ リア ン ・ テ ルミ ドー ル の 乗 機 ア ン サ ング で 
ある 。 アン サン グ の フレ ー ム は 、 リ ンク ス 戦 争 


ORCA 旅 団 メ ン バ ー の ほとん ど は 大 胆 に も 、 襲撃 に 際 し 名 乗 
り を 上 げ て いる 。 左 は その うち 、 メ ルツ ェ ル と 名 乗っ た 人 物 
の ネクス ト だ 。 メル ツェ ル は 言動 か ら ORCA 旅 団 の 中 心 的 な 
人 物 と 見 られ て お り 、 素 性 の 確認 が 急 が れ て いる 。 乗 機 は 
GA の フレ ー ム を 中 心 に 、 両 手 に ライ フル を 装備 し た 手 皿 い 
構成 の 重量 二 脚 機 で ある 。 目撃 情報 に よる と 、 戦闘 教本 に 
載っ て いそ うな 、 基 本 を し っ か り 押さ えた 機動 が 特徴 的 だ っ 
た と いう 。 


Mo 


ORCA 旅 団 に 所 属す る オー ルド キン グ の ネクス ト ・ リ ザ 。 オー 
ルド キン グ は か つて 反 体 制 武 装 勢 力 リリ アナ を 率い た リン ク 
ス で あり 、 リリ アナ が 大 打撃 を 受け た 後 、 反 クレ イド ル 思 想 と 
いう 共通 点 の ある ORCA 旅 団 に 合流 し た も の と 思わ れる 。 リ 
ザ は アル ゼブラ の 新 標準 槻 EKHAZAR の 逆 関節 脚 部 を 使用 
し た 軽量 機 だ 。 三次 元 機動 で 頭上 を 取り 、 シ ョ ッ ト ガ ン や チェ 
イン ガン な どの 近接 武器 で 曇 み 掛け る 戦術 を 得意 と する 。 


ジュ リア ス ・ エ メリ ー の 駆る 軽量 二 脚 機 アス テリ ズム 。 Yay 
アス ・ エ メリ ー は か つて アス ピナ 機関 で 、 ジョ シュ ア ・ オ ブラ 
イエ ン の 再来 と 呼ば れ た エリ ー ト だ 。 ORCA 旅 団 の な か で は 
素性 の は っ きり し た リン クス だ が 、 ど の よう な 経緯 で ORCA 
旅団 に 参加 し た か は 謎 で ある 。 アス テリ ズム は 軽量 機 に レー 
ルキ ャ ノン や ハイ レー ザー ライ フル な どの 重 武 装 を 施し 、 リ ン 
クス の 腕 で 無理 や り 動か す と いう 非常 識 な 構成 を し て いる 。 


最終 盤 に 壊滅 し た レイ レナ ー ド 製 の AALIYAH 
を 用 いて いる 。 レイ レナ ー ド 製 の ネクス トバ ー 
ツ は 、 有 崩壊 し た レイ レナ ー ド の 大 部 分 を 吸収 し 
た オー メル が 保管 、 管 理 し て いる も の は ある 
が 、 基 本 的 に 製造 され て いな い は ず だ 。 それ 
を 所 有 し て いる と いう こと は 、 レ イレ ナー トド 月 
壊 時 の 混乱 で 多数 の パー ツ が 流出 、 紛 失 し た 
可能 性 が 考え られ る 。 この と き 、 レ イレ ナー ド 
の リン クス も 同時 に 行方 不明 と な っ て いた の な 
ら ば 、 彼 ら が ORCA 旅 団 に 合流 し た 可能 性 は 
軽々 し く 否 定 で き な い だ ろ う 。 

何 に せよ ネクス ト 、 リ ンク ス を 維持 し て いく 
た め に ORCA 旅 団 に は 相当 の 資金 力 が ある 
は ず だ 。 彼ら の バッ クボ ー ン も 含め 、 Fale 
その 規模 を 把握 し な く て は な ら な い 。 


ORCA 旅 団長 、 マ クシ ミリ アン ・ テ ル 
ング 。 テル ミド ー ル は みず か ら 柚 撃 に 才 
を 証明 し て いる 。 アン サン グ の フレ ー, 
ド の 04-ALICIA、 つ まり 08-AALIYAH 
る 。 この フレ ー ム は レイ レナ ー ド 崩壊 後 
ド 出 身 と の 噂 に 繋が っ て いる 。 逆 関節 に 
レー ザー ライ フル や PM ミサ イル と いう っ 7 
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その うち 、 メ ルツ ェ ル と 名 乗っ た 人 物 
F ル は 言動 か ら ORCA 旅 団 の 中 心 的 な 
素性 の 確認 が 急 が れ て いる 。 乗 機 は 
に 、 両 手 に ライ フル を 装備 し た 手堅い 
ちる 。 目撃 情報 に よる と 、 戦闘 教本 に 
* を し っ か り 押 さえ た 機動 が 特徴 的 だ っ 
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5 オー ルド キン グ の ネクス ト ・ リ ザ 。 オー 
体制 武装 勢 カ リリ アナ を 率い た リン ク 
打撃 を 受け た 後 、 反 クレ イド ル 思 想 と 
CA 旅団 に 合流 し た も の と 思わ れる 。 リ 
準 材 EKHAZAR の 逆 関節 脚 部 を 使用 
楓 動 で 頭上 を 取り 、 シ ョ ッ ト ガ ン や チェ 
替 で 量 み 掛け る 戦術 を 得意 と する 。 


SEM WMPATUZAL, ジュ リ 
て アス ピナ 機関 で 、 ジ ョ シュ ア ・ オ ブラ 
(た エリ ー ト だ 。 ORCA 旅 団 の な か で は 
ンク ス だ が 、 ど の よう な 経緯 で ORCA 
{で ある 。 アス テリ ズム は 軽量 槻 に レー 
ザー ライ フル な どの 重 武 装 を 施し 、 リン 
か す と いう 非常 識 な 構成 を し て いる 。 


た レイ レナ ー ド 製 の AALIYAH 
レイ レナ ー ド 製 の ネクス トバ ー 
= レイ レナ ー ド の 大 部 分 を 吸収 し 
管 、 管 理 し て いる も の は ある 
製造 され て いな い は ず だ 。 それ 
5 と いう こと は 、 レ イレ ナー ド 崩 
数 の パー ツ が 流出 、 紛 失 し た 
5 られ る 。 この と き 、 レ イレ ナー ド 
時 に 行方 不明 と な っ て いた の な 
)RCA 旅 団 に 合流 し た 可能 性 は 
' き な い だ ろ う 。 

7 スト 、 リ ンク ス を 維持 し て いく 
旅団 に は 相当 の 資金 力 が ある 
) パ バッ クボ ー ン る 含め 、 早 急 に 
ほ し な く て は な ら な い 。 


ORCA 旅 団長 、 マ クシ ミリ アン ・ テ ルミ ドー ル の 乗 機 ア ン サ 
ング 。 テル ミド ー ル は みず か ら 襲 撃 に 参加 し 、 そ の 高い 実力 
を 証明 し て いる 。 アン サン グ の フレ ー ム は 完全 に レイ レナ ー 
ド の 04-ALICIA、 つ まり 093-AALIYAH の 逆 関 節 脚 部 版 で あ 
る 。 この フ レー ム は レイ レナ ー ド 崩壊 後 は 珍し く 、 レ イレ ナー 
ド 出 身 と の 噂 に 繋が っ て いる 。 逆 関節 に 似合わ な い 、 高 出力 
レー ザー ライ フル や PM ミ サイ ル と いっ た 重 武 装 が 目立つ 。 
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世界 の 秩序 は アー ムズ フォ ー ト に よっ 
られ て いる 。 それ が こ ご 数 年 の 一 般 的 な 認識 
で あっ た 。 LOL. いま その 事実 が 揺らい で い 
る 。 長年 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト の 象徴 で あっ た 
BFF の スピ リッ ト ・ オ ブ ・ マ ザー ウィ ル を は じ 
め 、 ア ル ゼ ブラ の カブ ラカン 、GA の ラン ドク 
ラブ な ど 、 企 業 の 頼み と する 主要 な アー ムズ 
フォ ー ト が 次 々 に 撃破 され て いる の だ 。 し か 
も 、 すべ て ネクス ト の 手 に よっ て 

そし て ORCA 旅 団 の 登場 で ある 

リン クス 戦争 が 終わ る まで 、 企業 は リン クス 
と いう 制御 も 代替 も 難し い 特定 個人 を 
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要 に 据え て いた 。 その 反省 か ら 制 御 可能 、 代 
替 可能 な 戦力 と し て アー ムズ フォ ー ト は 設計 
され て いる 。 た だ し 、 多数 の ネクス ト に よる 神 
出 鬼 没 の 襲撃 と いう 常識 外 の テロ に 対し て 、 
アー ムズ フォ ー ト は ほとん ど と 無力 で ある こと が 
証明 され た 

国家 に 代わ り 企 業 が 軍事 力 を 担当 する こと 
で 変革 され た 現 体制 は 、 再 び 大 き な 岐路 を 迎 
えて いる 。 この 歴史 の うねり の な か で 、 企 業 
は 、 軍事 は どう な っ て いく の か 。 ネクス ト を 中 
し て 、 改 め て 現在 の 情勢 と 、 こ れ か ら の 
軍事 的 展望 を 考察 し て いき た い 


ORCA 旅 団 の 出現 に よ ! 
れ て いた ネクス ト が 再 O 
は 最強 兵器 の 座 が 入れ : 
兵器 の 頂点 に ある の は 
が 最新 ネクス ト に 求め る 
ズ フ ォ ー ト を 含む 各種 ア - 


国家 解体 戦争 以降 、 世界 
する 巨大 企業 グル ー プ で 
世界 の 秩序 を 維持 し て い 
ルー プ が 現在 の 状況 を ど * 
う 軍 事 バラ ンス を 保っ て し 
訪れ 、 系 列 企業 ご と の 動 | 


ORCA 旅 団 の 出現 に より 、 し ば らく アー ムズ フォ ー ト の 陰 に 隠 
れ て いた ネクス ト が 再び 注目 され る よう に な っ た 。 し か し それ 
は 最強 兵器 の 座 が 入れ 替わっ た と いう 意味 で は な い 。 いま だ 
兵器 の 頂点 に ある の は アー ムズ フォ ー ト だ 。 本 書 で は 各 企 業 
が 最新 ネクス ト に 求め る 性 能 に 加え て 、 謎 の 多い 新型 アー ム 
ズ フ ォ ー ト を 含む 各種 アー ムズ フォ ー ト に つい て も 解説 する 


巻頭 で お 伝え し た ORCA 旅 団 に よる イン バク ト は どの よう な 状 
況 の な か で 起き た の か 、ORCA 旅 団 が 求め て いる も の は 何 な 
の か 、 国家 解体 戦争 か ら 続く 現代 史 を 振り 返り な が ら 、 世 界 情 
勢 に つい て 確認 し て いく 。 特に リン クス 戦争 で 活躍 し た ネクス 
ト 全 兵 誕生 の 経緯 や 、 バッ クス 体制 に お いて 、 いか に し て 企業 
連 と カラ ー ド が 生ま れ た の か に つい て 詳し く 見 て いき た い 


国家 解体 戦争 以降 、 世界 の 行く 未 を 決定 する の は 、 ERR A 
する 巨大 企業 グル ー プ で ある 。 企業 グル ー プ は 企業 連 を 作り 、 
世界 の 秩序 を 維持 し て いる 。 企業 連 の 中 核 を 成す 三 大 企業 グ 
ルー プ が 現在 の 状況 を どう 捉え て いる の か 、 そ し て これ か ら ど 
う 軍 事 バ パラ ンス を 保っ て いく の か 、 各 企業 グル ー プ の 担当 者 を 
訪れ 、 系 列 企業 ご と の 動向 に つい て イン タビ ピュ ー を 掲載 する 


現代 の 先端 技術 を 語る 上 で 、 外 すこ と が で き な い 存在 が ネクス 
ト だ 。 本 書 で は ネクス ト に 使用 され て いる 技術 を 、 制 御 系 、 動 
力 系 、 推 進 系 、 コ ジマ 技術 な ど に 分 け て 細か く 確 認 す 
で 、 最 新 の メカ ニク スレ ベル に つい て 言及 し た い 。 また 、 ネ ク 
スト バー ツ の デザ イナ ー が 残し た デザ イン ラフ を 大 量 に 掲載 
し 、 比較 する こと で 、 各 企 業 の 設計 や 方 針 の 差 を 明確 に する 


る こと 
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企业 理念 


社会 と 人 民 の 信任 を 受け 、 
経済 活動 を 基盤 と し 、 統治 を 代行 する 


企業 は 経済 を 旨 と し 、 こ とれ を 以 て 平和 を 構 
貸す る の が パッ クス ・ エ コノ ミカ の 本 意 で ある 。 
パッ クス ・ エ コノ ミカ に お いて 企業 は 統治 機 
関 の 役割 を 持つ が 、 こ と れ は 人 民 の 代行 で あ 
り 、 誠意 に 基づか ね ば な ら な い 。 


主体 的 な 意欲 を 以 て 
経済 を 回 転 させ る 


企業 は 経済 を 回 転 さ せる 巨大 な 歯車 の ひと 
つ で ある 。 回 転 の 力 を 生 お の は 、 社 員 ひ と り 
ひと り の 仕事 を 行なう 意思 に 他 な ら な い 。 
我々 は この 意思 を 育て 、 そ れ に より 社会 を 正 
常 な 方 向 へ と 推進 する る も の で ある 。 


ROSENTHAL 


Corporate philosophy 


職務 に 誇り を 持ち 、 
これ を 発展 させ 、 継承 する 


我々 の 製品 は 、 ひ と 目 見 れ ば その 製造 者 が 
我々 で ある こと と が 分 か ら ね ば な ら な い 。 我々 
の サー ビス は 他 に 例 の な く 、 人 に 真似 され る 
も の で な く て は な ら な い 。 この 姿勢 を 継続 する 
こと こそ で ぞ 職務 に 誇り を 持つ と いう 意味 で ある 。 
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業 連 最新 軍事 動向 


ORCA 旅 団 か ら 宣 戦 布 告 を 受け た 企業 連 。 奇襲 は 許し た が 、 状 況 の 整理 
| と と も に 反撃 に 出る こと は 間違い な い 。 ORCA 旅 団 が 規格 外 の 装備 を 持 
ro つと し て も 、 企 業 軍 に 抗 す べく は な い だ ろ う 。 問題 は 、 企 業 間 の 足並み が 
揃う か どう か だ 。 ここ で は 各 企 業 グ ルー プ の 担当 者 か ら 軍 関係 の 近況 と 、 


これ か ら の 動向 に つい て 伺っ て いく 


企業 連 と は 

企業 連 、 正式 名 称 ・ 統 治 企業 連盟 は 、 世界 
の 平和 と 秩序 の 維持 を 目的 と し た 企業 間 の 調 
停 ・ 協 力 機 関 だ 。 企業 連 は リン クス 戦争 以前 
の 企業 統治 体制 (通称 ・ パ ックス ) が 統一 し た 
の 決定 機関 持た な か っ た こと 、 そ れ が 
クス 戦争 の 一 因 に な っ た こと を 踏ま え 、 リ 
ンク ス 戦 争 後に 誕生 し た 

企業 連 は 基本 的 に 国家 解体 戦争 以前 に 経 
済 学者 が 提唱 し た バッ クス ・ エ コノ ミカ (経済 
に よ き と し た 、 企業 統 
も と に 設立 され 、 され て いる 

つま り 企業 連 は 企業 に よる 秩序 の 維持 、 企 
業 を 中 心 と し た 社会 シス テム を 青 定 する 機関 
で あり 、 象徴 と いえ る 


fl) 在 下 意 章 を 


企業 連 の 現状 


企業 連 に は 多く の 企業 が 参加 し て いる が 
それ は 主 に 3 つの 企業 グル ー プ と その 
業 に 分 けら れる 

企業 グル ー プ の 中 核 を 成す の は 、 メ ガ コ ン 
グロ マリ ッ ト ( 超 巨大 複合 企業 体 ) と 呼ば れる 、 
RHE SIS 
も な い 規 模 の だ 
メガ コン グロ マリ ッ ト は それ ぞ れ 強力 な 軍 を 有 
し 、 秩序 を 維持 し て いる 

こと の 3 グル ー プ は その 巨大 さか ら 利 害 が 衝 
突 せ ざる を 得 な い 状況 に あり 、 企 業 連 は 有効 
に 機能 し て いる と は 言い 難い 

現在 で は 政治 力 に 優れ た オー メル が 企業 連 
内 で 大 き な 発 言 権 を 得 て お り 、 企 業 連 の 決定 
ーー オー メル の 意思 で ある こと も 多い 


] 企 


ウン 


Ole 


ほ は 許し た が 、 状況 の 整理 
旅団 が 規格 外 の 装備 を 持 
] 題 は 、 企 業 間 の 足並み が 
当 者 か ら 軍 関 係 の 近況 と 、 


統治 企業 連盟 参加 企業 
GA アメ リカ 


MSAC 
ジニ ニナ ョ シンコ ワレ 


BFF 
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ite アル ゼブラ 


テク ノ ク ラー ト 


イン テリ オル ・ 


TERIOR wo aa 三 - By, 


© 


北米 の 軍 産 複合 体 を 出発 点 と する メガ コン グロ マリ ッ ト 。 環 太 平 洋 経 
で は 最大 の 企業 で あり 、 食料 や エネ ルギー 資源 に 強い 。 また 軍事 的 に は 、 
パワ ー ド スー ツ 開 発 に お いて 指導 的 役割 を 占め て いる 。 


電算 機 、 セ ン サ ー な どの 電子 系 を 母体 と する ハイ テク 軍事 企業 。 極め て 高 
い 技 術 水 準 に より 、 特 に ミサ イル 分 野 で 圧倒 的 シェ ア を 持つ 。 GA グル ー プ 
の 企業 価値 の 一 端 を 担う と 言わ れ で いる 、 重要 な 企業 で ある 。 


ロケ ッ ト エ ンジ ン 技 術 に 専門 性 を 発揮 する GA グル ー プ の 軍事 企業 。 技術 
的 影響 力 の 低下 が 指摘 され て いた が 、 な り ふ り 構 わな い 手 段 で 技術 者 を 引 
き 抜き 、 コ ジマ 系 ロケ ッ ト エン ジン 技術 を 無理 や り 引 き 上 げた 。 


日 本 を 本 拠 と する 、 伝統 ある 重工 業 系 総合 企業 。 兵器 分 野 で は 軍用 車輌 と 
省 薬 に 専門 性 を 発揮 し 、 堅 呈 さ に お いて 他 に 類 を 見 な い 。 形式 上 は 独立 企 
業 だ が 、 ここ で は 実質 的 な GA グル ー プ の 一 員 と し て 扱う 


欧州 第 二 の 規模 を 誇る メガ コン グロ マリ ッ ト 。 リン クス 戦争 で 本 社 艦 を 失う 
と いう 大 打撃 を 受け た が 、 敵対 し て いた GA の 支援 で 持ち 直し た 。 相 変 わ ら 
ず 、 民族 的 な 対立 を 引き ずっ て いる オー メル と の 折り 合い が 悪い 


西 ア ジア 発祥 の メガ コン グロ マリ ッ ト 。 リン クス 戦争 で 壊滅 し た レイ レナ ー ド 
を 取り 込み 、 さ ら に 力 を 増し た 。 リン クス 戦争 まで は ロー ゼン ター ル を 前 に 
立て て いた が 、 近年 で は グル ー プ の トッ プ と し て 動い て いる 。 


オー メル グル ー プ に 属す る メガ コン グロ マリ ッ ト 。 も と は オー メル に よっ て 
トッ プ に 据え られ て いた が 、 現 在 で は 力 関係 通り の 位置 に 戻っ て いる 。 汎 
用 的 で バラ ンス 感覚 に 優れ 、 象徴 性 を 重視 し た 兵器 を 製造 し て いる 。 


旧 イ ク バ パール 。 南ア ジア 経済 圏 を 実質 支配 する メガ コン グロ マリ ッ ト 。 オー 
メル グル ー プ の 一 員 と し て 扱う が 、 オ ー メ ル と の 関係 は 同盟 に 近く 、 独自 色 
を 保つ て いる 。 近 距 離 戦 を 重視 し た 特異 な 発想 の 兵器 を 多く 生む 。 


元 ロ シア の 半 国 有 軍 事 企業 。 か つて は 邦 国 ロ シア の 軍備 の 9 割 以 上 を 提供 
する 巨大 軍事 企業 だ っ た 。 現在 で は 技術 水準 が 低く 、 兵 器 の ほとん ど が 旧 
式 で ある 。 アル ゼブラ 傘下 の 企業 で あり 、 オー メル グル ー プ と し て 扱う 。 


レオ ー ネ メ カニ カ と メリ エス が 合併 し て 生ま れ た 、 欧州 第 一 の メガ コン グロ 
マリ ッ ト 。 他 の メガ コン グロ マリ ッ ト よ りさ ら に 多角 的 な 経営 を 行なっ て いる 。 
分 類する な ら ば 、 ハイ テク 系 総合 企業 の 趣き が 強い 。 


欧州 に 根付 いた 重工 業 軍事 企業 。 AC を 特徴 付け る アク チュ エー タ 複 雑 系 
の 開発 元 だ が 、 そ の 優位 性 は 現在 で は 崩れ て いる 。 イン テリ オル グル ー プ 
の な か で は 比較 的 実弾 を 重視 し て お り 、 職人 的 精巧 さ の ある 重 兵器 が 特徴 。 


旧 GA ヨ ー ロ ッ パ を 母体 と し て 、 壊 減 し た アク アピ ッ ト の 技術 者 を 取り 込み 、 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 支援 を 受け て 成立 し た 新興 企業 。 エネ ルギー 分 
野 や ハイ テク 分 野 、 特に コジ マ 技 術 に 高い 専門 性 を 発揮 する 。 


H1 ヨ /aug 
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GA グル ー プ は GA アメ リカ を 7 と し た 企 
業 グ ルー プ だ 。 軍需 産業 的 に GA アメ リカ は 
ノー マル 、 パ ワー ドス ー ツ 開発 で 指導 的 役割 
を 占め て お り 、 実 戦 的 で 1 
投入 し て いる 。 この 思想 は グル ー プ 全体 に 行 
クス 戦争 後 い ち 早 く ア ー ム 
ズ フ ォ ー ト を 中 核 と し た 還 の 戦略 の 中 
心 に お いた 。 この た め 、 グ ルー プ 全 体 の アー 
ムズ フォ ー ト の 保有 数 と パリ エー ショ ン は 企業 
連 一 と な っ て いる 

クー ガー、MSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル な ど 
技術 開発 を 推奨 より は 、 自 社 に な い 技 術 
を グル ー プ 企業 に よっ て 埋め る 傾向 が ある , 
し か し 述 す る トー ラス 、 オ ー メ ル と の 不仲 
の た め 、 コ ジマ 技術 に 関し て は 他 グ ルー プ の 
拝 し て いる 

ネクス ト に 関し て は NSS プ ロジ ェクト を 推進 
し 、 量 産 性 の 高い 、 つ まり AMS 適 性 の 低い リ 
ンク ス で も 一 定 以 上 の 戦力 と し て 運用 可能 な 
ネクス ト を 製造 し よう と し て いる 

グル ー プ と し て は リン クス 戦争 時 、 激しく 


き 渡 っ て お り 、 リ ン > 


CAS 


グル ー プ 企業 関連 図 


GA グル ー プ 


争っ た GA ヨー ロッ パ が 抜け 、 
GA アメ リカ の 支援 で 破綻 を 
が 新しく グル ー プ に 参入 し た 。 

GA ヨー ロッ パ は 同じ く リ ン 
し た アク アピ ッ ト の 技術 者 を 取 
ス と し て イン テリ オル グル ー 
る 。 と の た め 、 現 在 も GA と ト 
い が 悪 い 。 も と も と GA アメ リ 
カニ カ は ネクス ト 技 術 に 関し 
あっ た が 、 ト ー ラ ス の 存在 の ] 
力 関係 は 解消 され て いる 。 

また 、BFF を 取り 込ん だ と , 
野 で BFF と 衝突 する オー メル , 
に 取り 込ん で し まっ た 。 この ※ 
一 説 に は 経済 全体 に 影響 を 及 | 
の 温床 だ と も 噂 され る 。 

提携 企業 と し て 結ば れ て い 
正確 に は 独立 企業 だ が 、 実 
ルー プ の 一 員 と 言っ て いい 。 C 
澤 重 工 の 関係 に よっ て 、 環 太 * 
定 し た 市 場 と な つて いる 。 


"ププ は GA アメ リカ を トッ プ と し た 企 
だ 。 軍需 産業 的 に GA アメ リカ は 
パワ ー ド スー ツ 開 発 で 指導 的 役割 
/、 実 戦 的 で 安定 し た 兵器 を 多く 
Do この 思想 は グル ー プ 全体 に 行 
、 リンクス 戦争 後 いち 早く アー ム 
中 核 と し た 物量 を 軍 の 戦略 の 中 
と の た め 、 グ ルー プ 全 体 の アー 
の 保有 数 と パリ エー ショ ン は 企業 
いる 。 

MSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル な ど 、 
所 する より は 、 自 社 に な い 技 術 
E 業 に よっ て 埋め る 傾向 が ある 。 
する トー ラス 、 オ ー メ ル と の 不仲 
ジマ 技術 に 関し て は 他 グ ルー プ の 
いる 。 

関し て は NSS プ ロジ ェクト を 推進 
高い 、 つ まり AMS 適 性 の 低い リ 
定 以上 の 戦力 と し て 運用 可能 な 
第 し よう と し て いる 。 

こし て は リン クス 戦争 時 、 激 し く 


GA アメ リカ 


争っ た GA ヨー ロッ パ が 抜け 、 そ の 代わ り に 
GA アメ リカ の 支援 で 破綻 を まぬがれ た BFF 
が 新しく グル ー プ に 参入 し た 

GA ヨー ロッ パ は 同じ く リ ンク ス 戦 争 で 崩壊 
し た アク アピ ッ ト の 技術 者 を 取り 込み 、 ト ー ラ 
ス と し て イン テリ オル グル ー プ に 加入 し て い 
る 。 この た め 、 現 在 も GA と トー ラス は 折り 合 
い が 悪 い 。 も と も と GA アメ リカ と レオ ー ネ メ 
カニ カ は ネクス ト 技 術 に 関し て 協力 関係 に 
あっ た が 、 ト ー ラ ス の 存在 の せい で 、 こ の 協 
力 関係 は 解消 され て いる 

また 、BFF を 取り 込ん だ こと か ら 、 金融 分 
野 で BFF と 衝突 する オー メル と の 対立 も 同時 
に 取り 込ん で し まっ た 。 この 対立 は 根 が 深く 、 
一 説 に は 経済 全体 に 影響 を 及ぼ す 陰 謀 と 策 課 
の 温床 だ と も 噂 され る 。 

提携 企業 と し て 結ば れ て いる 有澤 重工 は 、 
正確 に は 独立 企業 だ が 、 実 質 的 に は GA グ 
ルー プ の 一 員 と 言っ て いい 。 GA アメ リカ と 有 
澤 重 工 の 関係 に よっ て 、 環 太平 洋 経済 園 は 安 
定 し た 市 場 と な っ つて いる 


イン テリ オル 
グル ー ブ 


新規 参入 
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GA グル ー プ 


倒せ る か どう か だ 。 パ バック | 


ざさ て ここ か ら は 、 各 企業 グル ー プ ご と に グ 
ルー プ 全 体 の 動向 に 詳し い 担当 者 か ら 、 各 企 
業 に 関し て 直接 話 を 伺っ て いく 。 

数 字 に は 現れ な い 現場 の ORCA 旅 団 へ の 印 
象 や 、 今後 の 展開 に つい て 聞い て いき た い 


自己 紹介 を お 願い し ます 
オニ ー ル 氏 (以下 敬称 略 ) : お い お い 、 他 人 
行儀 だ な 。 久しぶり に 会 っ た の に どう し た 


GA アメ リカ 


グロ ー バ ル ・ ア ー マ メ ン ツ ・ ア メリ カ 


ーー パブ で 飲ん で る ん じゃ な いん だ ぞ 、 ま じ 
め に や っ て くれ 
オニ ー ル : そう か 、 ま ぁ 飲 む の は 後 で だ な 。 
ジョ ー ジ ・ オ ニー ル 、 GA アメ リカ 社 の 渉外 部 
渉外 交渉 科 が いこ …… まぁ 手配 係 の 何で も 屋 
だ と 思っ て くれ 。 実は 本 社 が 飛び 始め て か ら 、 
本 社 に 上 っ た の は 初 だ 。 身内 の 噂 話 に は 詳し 
いか ら 何 で も 聞い て いい ぞ 

クレ イド ル に 移る 以前 の 本 社 は 北米 の 


ビ ピッグ ボ ックス だ っ た な 。 
オニ ー ル : あそこ は いま 、 廃 棄 さ れ て ほほ ぼ 無 
人 な ん だ が 、ORCA に 関す る 面白 い 噂 が 入っ 
て き て る 。 後 で 聞か せよ うか ? 

いや 、ORCA 旅 団 の 話 な ら ま さ に いま 聞 
きた いと ころ だ 。 ORCA 旅 団 と いう 最悪 の テ 
ロリ スト を 迎え 打つ 、 企 業 側 の 最新 軍事 動向 
が テー マ な ん で ね . 
オニ ー ル : それ な らち ょ うど いい 。 あく まで ま 
だ 確認 の と れ た 話 じ ゃ な いん だ が 、 使わ れ て 
いな い は ず の ピッ グ ボ ックス の 一 部 、 迎 撃 施 
設 な ん か に 火 が 入っ た っ て 話 だ 。 本 当 だ と す 
る と 、 や っ こさ ん 、 ア ル テ リ ア を 壊し て クレ イ 
ドル を 叩き 落す つも りか と 思っ て た ら 、 そ れ 
だ け じ ゃ な く て 余剰 の 電力 を ビッ グ ボ ックス 
に 回 し て た みた い だ な 。 拠点 の ひと つ な ん 
じゃ な いか っ て 噂 さ 

あー ( ゴ ホ ン ) つま り 、 ク レイ ドル に 
エネ ルギー を 供給 する 供給 機 で ある アル テリ 
ア を 破壊 し 、 本 来 ク レイ ドル に 回 る は ず だ っ た 
エネ ルギー を 使っ て 、 廃 棄 さ れ た ビッ グ ポ ボッ ク 
ス を 再起 動 し た と いう こと で すね 。 そ れ が 本 
当 だ っ た 場合 、GA は どの よう な 行動 に 出る と 
考え ます か 。 アー ムズ フォ ー ト に よる 攻撃 は あ 
りえ る で し ょ うか 
オニ ー ル : な い 

その 理由 は ? 
オニ ー ル : 第 一 に 、 時間 だ 。 アー ムズ フォ ー 
ト は GA の 重要 拠点 に 分 け て 配置 し て ある 
うち の ギガ ベー ス や ラン ドク ラブ は イク リプ 
ス み た い に 飛 べ る わけ じゃ な いか ら な 。 えっ 
ちら お っ ちら 歩い て いる 間 逃げ られ る の 
が オチ だ 。 それ に いま 言っ た 通り 、 ア ー ム ズ 
フォ ー ト が ある の は 重要 拠点 だ 。 簡単 に 出張 
は で き な い の さ 。 ア ー ム ズ フ ォ ー ト を 使っ て 
大 雑 把 に 破壊 する ん な ら 、GALAXY 出 し て 
空爆 し た 方 が よっ ぽ ど 早い よ 。 
ーー で は ネクス ト で すか 
オニ ー ル : まぁ そう な る だ ろう な 。 ORCA と 
の 戦い は 、 拠点 を 潰し て も 意味 が な い 。 ネ ク 
スト 、 も っ と 言え ば 換え の きか な い リ ンク ス を 


よっ ちゃ あ ネ クス ト は ホイ ホ - 
れん が 、 リ ンク ス …… 腕 の し 
充 は で き な いか ら な 。 
ーーORCA 旅 団 の バッ ク に 伯 
る と お 考え で すか ? 
オニ ー ル : 分 か らん ね 。 
それ より 、 こ ん な 予想 の 話 を 
な い だ ろ 。 軍事 的 展望 だ っ け 
ー 一 そう で すね 。 まず は アー 
いて お 話 を 伺い た いと 思い ま 
は ラン ドク ラブ 、 ギガ ペー ス 、 
ル な ど 、 最 近 に な っ て 相次い 
ト が 撃墜 され て いま す 。 
オニ ー ル : 確か に 。 まぁ グレ - 
幸 か 不幸 か 本 来 の 半分 の 長 さ 
た ん で 、 あ と 7km は 残っ て る , 
と も ども 、 も と も と 増産 する 
ペー ス は 、 こ れ は 偶然 な ん だ 
2 機 ぶ ん を 現在 建造 中 だ 。 半 
する ん じゃ な いか な 。 それ が 
機 に 戻る 。 いま は タン カー の 
保 し た りす る た め に 、1 機 ご と 
ん で 、12 機 まで 増やす 計画 
は どう な る か 分 か らん と ころ て 
新型 アー ムズ フォ ー ト の 
り 込む お ? 
オニ ー ル : そう な る か も し れ , 
が 、 アン サラ ー 計 画 を 妙 に 意 | 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 
同 開発 し て いる と いう 最新 ア 
で すね 。 ORCAMMO MME 
DUT, まだ 実戦 の 記録 すら ぁ 
オニ ー ル : 何だ ろう な 、 コ ジ * 
噂 だ か ら 羨まし い の か も な 。 ・ 
冗談 に し て も 、 対 抗 し て 対空 
ト を 建造 する な ん て 言い 出し 7 
の 予定 が 狂う の は 違い な い 。 
ーー アー ムズ フォ ー ト と 合わ 1 
ノー マル 、 了 戦艦 な ど に つい て は 
办 。 
オニ ー ル : 海上 戦力 に つい て | 
第 8 艦隊 が ステ ィ グ ロ に 噛み 
そこ は 建て な お さ な き や な ら / 
ノー マル は 、 我 ら の SOLARV 
ら ず 絶好 調 だ 。 旧式 の タン ク ヵ 
ぽ 完 了 レ し て 、 い ま 一 番 充実 し 1 
し て 新型 ノー マル の 設計 が 進 % 
ず だ が 、 そ っ ち は 有 澤 が 絡ん 
し か 聞こ えて こない な 。 


倒せ る か どう か だ 。 バッ ク に 何 が いる か に 
よっ ちゃ あ ネ クス ト は ホイ ホイ 出 て くる か も し 
れん が 、 リ ンク ス …… 腕 の いい リン クス を 補 
充 は で き な い か ら な 。 
ーーORCA 旅 団 の バッ ク に 何 が 組織 が 存在 す 
る と お 考え で すか ? 

オニ ー ル : …… 分 か らん ね 。 まだ 分 か らん 。 
それ より 、 こ ん な 予想 の 話 を し に きた わけ じゃ 
な い だ ろ 。 軍事 的 展望 だ っ け か 

7 ス だ っ た な . ーー そう で すね 。 まず は アー ムズ フォ ー ト に つ 
あそこ は いま 、 廃棄 され て ほぼ 無 いて お 話 を 伺い た いと 思い ます 。 GA アメ リカ 
、ORCA に 関す る 面白 い 噂 が 入っ は ラン ドク ラブ 、 ギガ ペー ス 、 グレ ー ト ・ ウ ォ ー 
後 で 聞か せよ うか ? ル な ど 、 最 近 に な っ て 相次い で アー ムズ フォ ー 
ORCA 旅 団 の 話 な ら ま さ に いま 聞 ト が 撃墜 され て いま す 

ろだ 。 ORCA 旅 団 と いう オニ ー ル : 確か に 。 まぁ グレ ー ト ・ ウ ォ ー ル は 
DATO. ER NOMA 幸 か 不幸 か 本 来 の 半分 の 長 さ の と き に 隈 われ 


ん で ね た ん で 、 あと 7km は 残っ て る よ 。 ラン ドク ラブ 
それ な らち ょ うど いい 。 あく まで ま と も ども 、 も と も と 増産 する 予定 は な い 。 ギガ 
れ た 話 じゃ な いん だ が 、 使 われ て ペー ス は 、 ご これ は 偶然 な ん だ が 、 撃 墜 され た 
の ピッ グ ボ ックス の 一 部 、 迎 撃 施 2 機 ぶ ん を 現在 建造 中 だ 。 半年 以内 に は 竣工 
火 が 入っ た っ て 話 だ 。 本 当 だ と す する ん じゃ な いか な 。 それ が で きれ ば も と の 8 
こさ ん 、 アル テリ ア を 壊し て クレ イ 機 に 戻る 。 いま は タン カー の 航路 の 安全 を 確 
落す つも りか と 思っ て た ら 、 そ れ 保 し を た りす る た め に 、1 機 ご と の 負担 が 大 きい 
く て 奈 刺 の 電力 を ビッ グ ボ ックス ん で 、12 機 まで 増やす 計画 が ある 。 た だ これ 
みた い だ な 。 拠点 の が の ひとつ な ん は どう な る か 分 か らん と ころ で も ある な 

っ て 噂 さ 。 新型 アー ムズ フォ ー ト の 建造 予定 で も 割 

( ゴ ホ ン ) つま り 、 ク レイ ドル に り 込 む ? 

を 供給 する 供給 槻 で ある アル テリ オニ ー ル : そう な る か も し れん 。 実は お 偉 方 
本 来 ク レイ ドル に 回 る は ず だ っ た が 、 アン サラ ー 計 画 を 妙 に 意識 し て て な ぁ 
を 使っ て 、 廃 棄 さ れ た ピッ グ ボ ッ ク イン テリ オル ・ ユ ニオ ン と オー メル が 共 
し た と いう こと で すね 。 それ が 本 同 開発 し て いる と いう 最新 アー ムズ フォ ー ト 
合 、GA は どの よう な 行動 に 出る と で すね 。 ORCA 旅 団 の 農 撃 後に 公表 され た ば 
アー ムズ フォ ー ト に よる 攻撃 は あ か り で 、 まだ 実戦 の 記録 すら あり ませ ん が ? 
うか オニ ー ル : 何だ ろう な 、 コジ マ 技 術 の 塊 っ て 
な い 噂 だ か ら 羨 まし い の か も な 。 …… ま ぁ そ れ は 
由 体 ? 冗談 に し て も 、 対 抗 し て 対空 アー ムズ フォ ー 
第 一 に 、 時 間 だ 。 アー ムズ フォ ー ト を 建造 する な ん て 言い 出し た りす れ ば 、 他 

『 要 拠点 に 分 け て 配置 し て ある の 予定 が 狂う の は 違い な い 

ペー ス や ラン ドク ラブ は イク リプ アー ムズ フォ ー ト と 合わ せ て 運用 され る 
飛べ る わけ じゃ な いか ら な 。 えっ ノー マル 、 戦 艦 な ど に つい て は いか が で し ょ う 
歩い て いる 間 に 、 逃 げ けら れる の か 

を れ に いま 言っ た 通り 、 ア ー ム ズ オニ ー ル : 海上 戦力 に つい て は BFF 様々 だ 
5 る の は 重要 拠点 だ 。 簡単 に 出張 第 8 艦隊 が ステ ィ グ ロ に 噛み 付か れ た ん で 、 
の さ 。 アー ムズ フォ ー ト を 使っ て そこ は 建て な お さ な き ゃ な らん が ね 。 それ と 
RT SAGS, GALAXYHLT ノー マル は 、 我 ら の SOLARWIND が 相 変 わ 
が よっ ほど 早い よ ら ず 絶好 調 だ 。 旧式 の タン ク か ら の 移行 が ほ 
クス ト で すか が 。 ほ 完了 し て 、 い ま 一 番 充 実 し て いる よ 。 並行 
まぁ そう な る だ ろう な 。 ORCA と し て 新型 ノー マル の 設計 が 進め られ て いる は 
拠点 を 潰し て も 意味 が な い 。 ネ ク ず だ が 、 そ っ ち は 有 澤 が 絡ん で いる と か の 噂 
言え ば 換え の きか な い リ ンク ス を し か 聞こ えて こない な 。 
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ー 続 いて ネクス ト の 開発 に つい て 伺っ て い 
きた いと 思い ます 。 
オニ ー ル : アー ムズ フォ ー ト と 違っ て 技術 に 
関す る 機密 が 多い ん で 、 い ま 開 発 中 の も の に 
つい て は 俺 も 知ら ん ぞ 
ーーNSS プ ロジ ェクト に つい て は いか が で し ょ 
うか 。 例え ば 、 次 に 開発 され る 機体 は NSS プ 
ロジ ェクト の 機体 だ と 考え られ ます か ? 
オニ ー ル : NSS プ ロジ ェクト は 社内 で も 賛否 
ある ん だ が 、 概 ね 好意 的 な 評価 を 得 て いる 
新開 発 の 機体 に も まず 間違い な く コ ン セ プ ト 
は 引き 継が れる だ ろう な 

どう いっ た 理由 が ある の で し ょ うか 
オニ ー ル : AMS 適 性 の 低い リン クス が 搭乗 
し て も 十分 な 戦力 に な る よう な ネクス ト を 開 
発し 、 そ れ に よっ て リン クス の ハー ドル を 下 
げ 、 ネ クス ト 戦 力 を 充実 させ る っ て の が NSS 
プロ ジェ クト だ 。 この 試み が ある 程度 成功 し 
て いる と 評価 され て いる 。 これ が 内 部 的 な 理 
由 だ 。 も う ひ と つ は 対外 的 な 理由 で 、 オ ー メ 
ル が リン クス を 増やし て いる ん で 、GA も ネ ク 
スト 戦力 の 増強 が 急務 だ っ て わけ さ 

オー メル に も NSS プ ロジ ェクト の よう な も 
の が ある と いう こと で し ょ うか , 
オニ ー ル : いや 、 あ ちら さん は ある 意味 も っ 
と 直接 的 だ 。 AMS 適 性 を 手術 で 後天 的 に 付 
与 する 技術 を 研究 し 、 あ る 程度 実用 化 も させ 
て いる 。 どちら に せよ 、 今後 は リン クス の 数 


が 増え る こと は 同じ だ な 。 リン クス 戦争 時 に 
厚遇 され て いた リン クス た ち が 地 上 に 残さ 
れ 、 備 兵 み た いな 扱い を 受け て いる の は 、 何 
も 彼ら の 危険 性 が 認識 され た せい だ け じ ゃ な 
い 。 以前 に 比べ て 値段 が 下がっ た ん で 、 企 業 
が て いね いな 扱い を し な く な っ た っ て 事情 も 
ある 。 それ が 加速 する わけ だ 
ー ネ ク スト と リン クス の あり 方 が 変化 し て い 

る と いう こと で すね 
オニ ー ル : そう だ な 。 今後 、 兵 器 と し て の 安 
定性 だ け を 求め る な ら 、 適 性 の 高い スペ シャ 
ル な リン クス は 邪魔 に すら な る か も し れん 

現在 は 四 脚 に 代表 され る 、GA ヨ ー ロ ッ 
パ の デザ イン し た ネクス トバ パ バーツ を 生 』 
ます が 、 そちら 5【 うな り ま すか 
オニ ー ル : 多 脚 な ん ぞ ア ー ム ズ フ ォ ー ト が あ 
る ん だ か ら 十 分 だ ろう 

捨て る 可能 性 が 高い と ? 四 脚 が 得意 な 
BFF と の 住み 分 け を て で すか ? 
オニ ー ル : いや 、 冗 談 だ よ 。 確か に 住み 分 け 
は 大 事 だ が 、 そ れ 以 上 に 他社 の 遺伝 子 の 入っ 
た パー ツ を 作っ て る っ て いう 多様 性 は 大 事 
だ 。 ネクス ト な ん ぞ 、 市 場 が あっ て な きよ うな 
狭 さ だ か ら 、 放 っ と く と すぐ に 数 種類 に 収束 し 
ちまう 。 そう な る と 兵器 と し て 先 が な いし 、 技 
術 開発 の も と と し て の 有用 性 も な く な る 。 俺 は 
一 見 無駄 が 多い よう に 見 えて も 、 意識 し て 多 
様 な パー ツ を 作り 続け た 方 が 良い と 思う ね 


GA の 持ち 味 て 
他 企業 に 譲 


ss 


= 


4 バ ズー カ 、 グ し 


AGANO2-NSS-A, 射撃 安定 を 優先 し 
パー ツ 。 自社 の 重量 級 腕 部 武器 を 苦 に し 
重量 級 パ ー ツ 並 の AP は NEW-SUNSH 
レー ム に 共通 の 特徴 だ が 、EN 武 器 へ の 
な い の も 共通 。 こ 調整 の 結果 と いう 
技術 的 な 問題 が 大 きい 


AGANO2-NSS.-C, 高い AP と 実弾 防御 
量 級 に 調整 され た NEW-SUNSHINE の 
見 通り の 安定 性 の 高 さ が 支持 さ れ て いる 。 


ょ GANO2_NSS-WBS。 NEW-SUNSHT 
開発 され た 、 散 弾 を 撃ち 出す 特殊 バズ ー: 
弾 さ せる こと で 、 ネ クス ト の 足 を 止め る こと 


7 スト の イメ ー ジ を 代表 する GANO1 
の 頭 部 フレ ー ム 。 と の 重厚 な 四角 さこ そ が 
で ある 。 耐久 力 が 高い 反面 、 カ メラ 性 能 は 
部 分 が 多い . 


グレ ネー ド 、 ミ サイ ル を 装備 し た 重量 二 脚 機 
の 装備 で は な く 、 構 造物 と それ を 守備 する 
「 部 隊 を 残 減 する た め の 装 備 だ と 思わ れる , 


少な い 四 脚 脚 部 フレ ー ム だ が 、 意 外 に も 山 
だ し GA 製 の 四 脚 脚 部 は GAE の 試作 型 パ 
だ だ け の も の で あり 、 性 能 が 高い と は 言い 


^GANO2-NSS-A。 射撃 安定 を 優先 し た 腕 部 
パー ツ 。 自社 の 重量 級 腕 部 武 
重量 紋 バ パー ツ 並 の AP は NEW-SUNS 
レー ム に 共通 の 特徴 だ が 、EN 武 器 


4 GANO02-NSS-L。SUNSHINE の 
ス 型 に 丸め た 性 能 を し て 
GA の コジ マ 技 術 の 向上 に と も 


な い 、 PA 整流 性 能 も 


な い の も 共通 。 これ 
技術 的 な 問題 が 大 きい 


調整 の 結果 と いう より は 


改善 され た 


AGANO2-NSS-C, 高い AP と 実弾 ^GAN02-NSS-H。 SUNSHINE の バー ツ を 再 調整 AGANO2-NSS-G, EN 容量 重視 の 中 量 級 ジェ ネ レ ー タ 
量 級 に 調整 され た NEW-SUNSHINE の コア 。 無骨 な 外 中 て 部 フレ ー ム 。 カメ ラ 、 整 波 性 能 は KP 出 力 は 改善 され て いる まだ 不安 。 KP 出力 の 影響 
見 通り の 安定 性 の 高 さ が 支 持 さ れ て いる や や 物足りな い が 、 AP と 安定 性 は 十分 以上 。 想定 され て が 薄い 中 距離 で の 撃ち 合い で 容量 の 大 き さ が 活き る , 


いる 単純 な 正面 か ら の } 


で 、 力 を 発揮 する 


4GANO2-NSS-WBS. NEW-SUNSHINE に 合 GANO2-NSS-WR. NEW-SUNSHINE の 標 


ライ フ 


開発 され た 、 散 弾 を 撃ち 出す 特殊 バズ 近 距 離 で 着 の 多 さ で 機体 の 継 戦 能 力 を 引き 上 げ る 。 対 ネ ドー ザー。 ノー マル で 大 規模 な 戦争 を や っ て いた 時 代 の 
で 、 ネクス ト の 対 ノー 意識 し た 兵 名 残 だ が 、 まだ 生産 され て お り 愛 好 者 も 若干 名 いる 


O1LFeuc 


MSAC 三 
International = 


ーーMSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル は 、 リ ンク ス 
戦争 終結 後 も 極め て 高い 技術 水準 を 維持 し 続 
け 、GA グ ルー プ の 企業 価値 の 一 端 を 担う 超 
優良 企業 で す 。 
オニ ー ル : ミサ イル の 会 社 だ と 思わ れ が ち だ 
が 、 電算 機 、 セ ン サ ー な ん か の 電子 機器 を 母 
体 と し て いる ハイ テク 企業 だ 。 た だ 、 ネ クス 
ト パ ー ツ に 限っ た 話し を する な ら 、 最近 は レー 
ダー に は 手 を 伸ばさ ず に 、 ミ サイ ル の 開発 に 
力 を 入れ て いる 。 新しく GA グル ー プ に 入っ 
た BFF が 、 同じ く セ ン サ ー 系 に 強い ん で 、 
譲っ た 形 だ な 

ミサ イル の 開発 に 専心 し た 結果 、 
SALINEO5 や WHEELING 系 の 優秀 な ミサ イ 
ル が 開発 され た と いう こと で すね 
オニ ー ル : SALINE05 は ライ ン ア ー ク の ネ 
クス ト 、 ホ ワイ ト ・ グ リン ト が 使っ て 名 前 を 高 
め て くれ た な 。 ホワ イト ・ グ リン ト は コロ ニー 
の 英雄 っ て こと で 一 般 の 知名 度 も 高い 。 撃墜 
され る まで は MSAC の 電子 レン ジ が よく 売れ 
て いた らし いせ ぜ 。 

MSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル が 製造 し て い 
る FCS の YELLOWSTONE 系 も ミサ イル に 特 
化し た 性 能 で すね 
オニ ー ル : FCS は レー ダー と 違っ て 、BFF 製 
の も の が ミサ イル と 相性 が 良く な い 。 こう い 
う 必 要 な も の を まとめ て 用 意 で きる 技術 力 の 
高 さ が 、MSAC の 強み だ 

ーMSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル は 、 ミサ イル と 

同時 に 、 対 抗 手段 で ある フレ ア も 製造 し て い 
ます 。 
オニ ー ル : 基本 的 に は 自社 と 繋が り の ある リ 
ンク ス が 使う も の だ か ら 、 で き の 良 い フ レア 
を 作っ た か ら っ て 、MSAC の ミサ イル が 役 に 
立た な く な る わけ じゃ な い 。 度々 話題 に 登っ 
て いる が 、 リ ンク ス の 数 は 増加 傾向 に ある ん 
で 、 そ の うち 独立 備 兵 が 増え れ ば MSAC の 
ミサ イル を MSAC の フレ ア で 防ぐ 光景 が 増え 
る か も な 。 も し そう な れ ば 、 ミ サイ ル が 売れ 
れ ば 、 フ レア も 売れ る …… っ て 形 で 儲け が 出 
る か も し れん 。 


HeH/awn 


4ALLEGHENYO1. 新 
サイ ル を 高密 度 に 撃ち 出す た め 、 火力 が 高い 


の ハン ドミ サイ ル 。 多 数 の 


^ ム GUYANDOTTE04。 上 方 向 に 熱源 を 発射 する フレ ア 」 
上 方 か ら 隊 っ て くる 垂直 ミサ イル に 対し て 効果 が 高 し 


人 WHEELING03。 WHEELING 系 の 垂直 ミサ イル 
WHEELING01 の ミサ イル コン テ ナ が 優秀 だ 


パー ツ の 多く が 流用 され て いる 


MSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル 


^YELLOWSTONE01。 処理 能力 に 優れ た FCS, 
MSAC イ ンタ ー ナ ショ ナル 製 だ け あ り 、 ミ サイ ル ロ ッ ク 束 
度 は も ちろ ん レー ダー 関係 の 数 値 も 優秀 


4GANO2-NSS-M.CG, NEW-SU 
ブー スタ ー。 通常 ブー スト を 重視 し 
ガー の 特徴 を よく 表し て いる 。 


SALINE05。 新型 の 分 裂 ミ サイ ル 。 8 つの 高槻 動 ミ サ 
イル に 分 裂 する た め 、 回 避難 度 が 高い , ^GAN02-NSS-B.CG。 SS-B.CG? 
され た パッ ク ブ ー ス ター。 水平 推力 
良好 。 クイ ッ ク プ ブー スト が 貧弱 だ が 、 


く 、 連続 性 は 高い 


人 WHEELINGO1。 背 部 に 装着 する 多 連 装 ミ サイ ル 
WHEELING 系 の 特徴 と な る コン テ ナ 式 を 産ん だ 。 垂直 
方 向 に 発射 する が 、 垂直 ミサ イル ほど 高く は 上 昇 し な い 


iTONE01。 処理 能力 に 優れ た FCS, 
ー ナ ショ ナル 製 だ け あ り 、 ミ サイ ル ロ 
ンー ダー 関係 の 数 値 も る 優秀 


新型 の 分 裂 ミサ イル 。 8 つの 高 機動 ミサ 
5 た め 、 回 避難 度 が 高い 


01。 背部 に 装着 する 多 連 装 ミ サイ ル . 


の 特徴 と な る コン テ ナ 式 を 産ん だ 。 垂直 
5 が 、 垂直 ミサ イル ほど 高く は 上 昇 し な い 


^GAN02.NSS-M.CG。 NEW-SUNSHINE の メイ 


スタ ー。 通常 ブ 


ガー の 特徴 を よ 


AGANO02: 


連続 性 は 高 


表し て いる 


SS-B.CG。 SS-B.CG を 


視 し た 堅実 な 作り で 


再 設計 


数值 / 


OREN DE 


AGAP-AO.CG. 


実験 的 オ 


^GANC 


ドブ 


2.NSS-O.CG, 


ァ サ ルト ア 


を 盛り 込ん た 


サル ト ア 
> 


NEW-SUNSHINE の 標準 オ 


GA グル ー プ は 、 グ ルー プ 全 体 で の コジ 
マ 技術 の 遅れ が 問題 視 さ れ て いま す 。 た だ 、 
ネクス ト の ブー スタ ー を 担当 し て いる クー ガー 
に つい て は 、 そ れ が 当て は ま ら な く な っ て き て 
いる 印象 で すね 
オニ ー ル : 実用 レベ ル の 技術 は そう だ な 。 し 
か し まだ 借り 物 で 、 ト ー ラ ス の 連中 みた い に 
怪し げ な 実験 が で きる 程 じ ゃ な い 。 し ば らく 
は 、 と に か く 強 引 に コジ マ の 技術 者 を 集め て 
いた みた い だ か ら 、 独自 に 技術 を 伸ばし て い 
く の は これ か ら じ ゃ な いか ? 一 応 、 現 状 で も 
アサ ルト アー マー まで は 実現 で きた みた い だ 
し な 

怪し げ な 実験 で すか ? 
オニ ー ル : 報告 を 聞い て いる だ け で も 、 ど ん 
どん 活発 に な つっ て き て いる じゃ な いか が 。 他人 
事 な が ら 、 ま た どっ か の 大 陸 を 吹っ飛ば すん 
じゃ な いか と 冷や 冷や する ぜ 。 

ョ ジマ 実験 の 事故 で 、 巨 大 な クレ ー タ ー 
が で きた 上 海 の よ うに ? 
オニ ー ル : うん 。 あれ は 昔 の 話 だ が 、 コ ジマ 
が 不安 定 で 、 汚 染 を コン トロ ー ル で き な い 技 
術 で ある こと は 変わ っ て いな い 。 スタ ンダ ー 
ド ・ ミ リタ リー・ カ ン バ ニ ー を 標 頂 す る GA は 
後 を 追う つべ きじ ゃ な い だ ろ う 。 トー ラス や オー 
メル な ん か が 実験 し て 、 安 定性 を 確立 し て く 
れる ん な ら 願 っ た りさ 。 クーガー みた い に 、 
その 技術 を 後 か ら 拝借 すれ ば 話 が 早い 。 

クー ガー は 自社 の 堅実 な 製品 に 、 上 手 く 
新 技術 を 取り 入れ た と 思い ます 
オニ ー ル : 俺 も NSS シ リー ズ の ブー スタ ー 
は 、 NEW-SUNSHINE に 求め られ る 性 能 を 
よく まとめ て 、 高 性 能 な 汎用 パ バーツ に し て い 
る と 思う 。 これ は 結果 論 な ん だ が 、NSS プ ロ 
ジェ クト で 要求 され た 、AMS 適 性 の 低い リン 
クス で も 戦力 と し て 数 えら れる ネクス ト っ て い 
う の は 、 ク イッ ク ブ ー ス ト の 性 能 を 絞っ た の 
が 幸い し て 、 熟 練 の リン クス に も 扱い や すい 
も の に な っ た みた い だ 。 も ちろ ん 、 た また ま 
で は な く 、 ク ー ガ ー の 努力 あっ て の 話 だ けど 


He1/au 


GA グル ー プ 


ムネ KIRITUMI-L。 旧型 の タン ク 脚 部 。 装甲 と 積載 量 を 重 
視 し た 要塞 で ある こと に 代わ り は な い が 、RAIDEN-L( 
比べ る と EN 防御 が 高め 


^KIRITUMLH。 有澤 重工 製 の 頭 
部 フレ ー ム 。 非常 に 重く 、 硬 い 。 カ 
メラ 人 性能 や EN 防御 を 横 に お いて ま 
で 装甲 を 厚く し た と ころ に 同社 の 
方 針 が 表れ て いる 


ARAIDEN-AW. 
を 装備 し た 武器 一 
ム 。 通常 の 腕 部 を 無視 し 
発し た だ け あ り 、 リ ロー ド 時 間 の 短 
さと 運 動 性 の 高 さ は か な り の も の 


ARAIDEN-L 
KIRITUMI の コン セプト を さら に 推し 
進め た タン ク 脚 部 。 対 実弾 兵器 と い 
う 特 徴 が 一 層 明 確 に な っ た 


人 NUKABIRA。 普及 型 と し 
レネ ー ド 。 超重 量 の た め 装 人 0 
豊富 な 装弾 数 が 魅力 


Se れ た グ 
全 OIGAMI, 左右 両 肩 を 占有 し て 装備 され る 超大 型 グレ 
ネー ドキ ャ ノン 。 雷電 に 宿る 有澤 の 魂 で ある 


Haga/awp 


ー 一 有澤 重工 は GA グル ー プ と 関係 の 深い 、 
重工 業 系 の 総合 企業 で す 。 会 社 が どう こう 言 
う よ り も 、 社 長 の 有澤 隆文 氏 が 自社 ネクス ト の 
RAIDEN を ペー ス に し た 雷電 を 駆っ て 戦場 に 
出る リン クス と し て 、 と に か く 有 名 で すね 
オニ ー ル : それ な ん だ が 、 実 際 ど う な ん だ ろ 
うな 。 いく ら AMS 適 性 が あっ て も 、 社長 が 直 
接戦 場 に 出る と 思う か ? 

社長 本 人 で は な いと いう 噂 も あり ます . 
オニ ー ル : 機会 が あれ ば 、 一 度 会 っ て みた い 
人 物 で は ある な 。 企業 と し て は 自社 の 標準 ネ 
クス ト を 製造 し て いる 割 に は フレ ー ム の 一 部 
が 他社 製品 な の が いま どき 珍し い 。 KIRITU 
MI も RAIDEN も コア が GA アメ リカ の GAN 
01-SS-C だ 

KIRITUMI も RAIDEN も 重 タ ンク 脚 部 を 
用 いた ネクス ト で すね 
オニ ー ル : 実弾 防御 と AP を 重視 する の は グ 
ルー プ 全 体 の 方 向 性 だ が 、 そ れ を さら に 先鋭 
化 さ せ て いる な 。 凝り 性 と いう か 、 忠 実 と い 
うか …… や り 過 ぎ な 気 が し な いで も な い が 。 

ネクス ト 以 外 だ と 、 RAMMED 
野 で 目立っ た 業績 を 上 げ て いま す 
オニ ー ル : 車両 も ネクス ト と 同じ く 耐 久 性 が 
高い の で 有名 だ 。 整備 な ん か 一 切 し な く て 
も 、 10 年 以上 動く らし い 。 省 薬 は ネクス ト 用 
兵 装 に も 転用 され て いて 、 グ レネ ー ド と グレ 
ネー ドキ ャ ノン を 数 種類 製造 し て いる 。 
ー 一 有澤 重工 は 今後 、GA グ ルー プ 内 で どん 
な 役割 が 求め られ ます か ? 
オニ ー ル : 堅実 な 技術 力 と 生産 力 を 持っ て い 
る ん で 、 基 本 は 今 ま で 通り 、 環 太平 洋 経済 園 
の 西側 の 要 と し て の 役目 を 果たす こと だ な 。 
それ と 有澤 重工 は 、 他 の 企業 が クレ イド ル に 
基盤 を 移し た な か 、 比 較 的 地上 で の 影響 力 を 
保っ て いる 企業 だ 。 ORCA 旅 団 に 反撃 する 
際 に は 、 働い て も ら う こと に な る だ ろう 。 
ー 一 本 日 は どう も あり が と うど ござ いま し た 。 
オニ ー ル : こん な と ころ か 。 そ れ じ ゃ あ 約 東 
通り 飲み に 行く か ね 。 また 何 か あ っ た ら 直 接 
言っ て くれ 。 


43 代 目 社長 で ある 有澤 降 
いる と いう 、 有澤 重工 の 重 タ 
ネクス ト は GA グル ー プ 全体 と 
た め 、GA グ ルー プ が 関わ る 
加 し て いる と 思わ れる 。 
公開 可能 な 戦果 に 関し て | 
極 的 に 発表 し て いる た め 、 語 
い 。 反面 、 社 长 本 人 中 露出 
措 乗 者 が 有澤 隆文 氏 な の か 殿 
構成 は 自社 標準 機体 の R/ 
に 、 肩 に 自社 の グレ ネー ドキ - 
いる 。 グレ ネー ド の 武器 腕 と 1 
力 は 普及 型 の アー ムズ フォ ー 
か し た 大 物 狩 り 、 ま た は 耐久 
衛 を 得意 と し て いる よう だ 。 
GA アメ リカ の リン クス より ji 
ンク 16 を 得 て い る と ころ か ら 
で の 評価 の 高 さ を 伺わ せる 。 


ネクス ト パ ー 


と の コー ナー で は 名 
パー ツ デ ザイ ン を 担当 3 
コメ ント を 紹介 する 。 5 
の 視点 か ら 、 ネ クス ト 

いっ た 。 

3 

一 一 企業 名 を 教え て くだ 

GA, パー ツ 単 位 で は ね 
セッ ト を まとめ て デザ 

一 自分 が デザ イン し た 

り の パー ツ は あり ます 


Si ies 


| hk TT 


m 工 は GA グル ー プ と 関係 の 深い 、 
総合 企業 で す 。 会 社 が どう } 
信長 の 有澤 隆文 氏 が 自社 ネクス ト の 
: ペ ー ス に し た 雷電 を 駆っ て 戦場 に 
ス と し て 、 と に か く 有 名 で すね 
それ な ん だ が 、 実 際 ど う な ん だ ろ 
ら AMS 適 性 が あっ て も 、 社 長 が 直 
| る と 思う か ? 
< 人 で は な いと いう 噂 も あり ます 
会 が あれ ば 、 一 度 会 っ て みた い 
る な 。 企業 と し て は 自社 の 標準 ネ 
言 し て いる 割 に は フレ ー ム の 一 部 
ヵ な の が いま どき 珍し い 。 KIRITU 
EN も コア が GA アメ リカ の GAN 
だ 。 
UMI も HAIDEN も 重 タ ンク 脚 部 を 
スト で すね 。 
実弾 防御 と AP を 重視 する の は グ 
の 方 向 性 だ が 、 そ れ を さら に 先鋭 
る な 。 涯 り 性 と いう か 、 忠 実 と い 
り 過 ぎ な 気 が し な いで も な い が 
以 外 龙 上 、 军 用 车 丙 上 炸药 O 分 
た 業績 を 上 げ て いま す 
車両 も ネクス ト と 同じ く 耐 久 性 が 
名 だ 。 整備 な ん か 一 切 し な く で て 
上 動く らし い 。 省 薬 は ネクス ト 用 
用 され て いて 、 グ レネ ー ド と グレ 
アン を 数 種類 製造 し て いる 
工 は 今後 、 GA グループ 内 で どん 
め ら れ ま すか ? 
較 実 な 技術 力 と 生産 力 を 持っ て い 
本 は 今 まで 通り 、 環 太平 洋 経済 較 
と し て の 役目 を 果たす こと だ な 
重工 は 、 他 の 企業 が クレ イド ル に 
た な か 、 比 較 的 地上 で の 影響 力 を 
企業 だ 。 ORCA 旅 団 に 反撃 する 
いて も ら う こと に な る だ ろう 。 
どう も あり が と う ご ざ いま し た 
こん な と ころ か 。 それ じゃ あ 約 束 
行く か ね 。 また 何 か あ っ た ら 直 接 


43 代 目 社長 で ある 有澤 隆文 氏 が 搭乗 し て 
いる と いう 、 有 澤 重 工 の 重 タ ンク 型 ネ クス ト 。 
ネクス ト は GA グル ー プ 全体 と し て 運用 され る 
た め 、GA グ ルー プ が 関わ る 様々 な 作戦 に 参 
加 し て いる と 思わ れる 

公開 可能 な 戦果 に 関し て は 有澤 重工 が 積 
極 的 に 発表 し て いる た め 、 認 知 度 は 非常 に 高 
い 。 反面 、 社 長 本 人 の 露出 は 少な く 、 本 当 に 
搭乗 者 が 有澤 隆文 氏 な の か 怪し お む 声 も ある 
構成 は 自社 標準 機体 の RAIDEN を ペー ス 


に 、 肩 に 自社 の グレ ネー ドキ ャ ノン を 背負 っ て 


WS, グレ ネー ド の 武 せ て 、 攻 撃 
力 は 普及 型 の アー ム ス ト 級 。 火力 を 活 
が し た 大 物 狩 り 、 ま た は 耐久 力 を 活か し た 防 
衛 を 得意 と し て いる よう た 

GA アメ リカ の リン クス より 高い 、 カ 上 


ク 16 を 得 て いる 


で の 評価 


5 さ を 伺わ せる , 


RAIDEN-AW 
背部 武器 : OIGAMI 


ネクス ト パ ー ツ デザ イナ ー ズ コメ ント 


と の コー ナー で は 各 企 業 の ネクス ト 
パー ツ デ ザイ ン を 担当 する デザ イナ ー の 
コメ ント を 紹介 する 。 兵器 と し て と は 別 
の 視点 か ら 、 ネ クス ト に つい て 聞い て 
いっ た 。 


一 企業 名 を 教え て くだ さい 。 

GA。 パー ツ 単 位 で ほな く 、 フ レー ム 1 
セッ ト を まとめ て デザ イン し て いま す 。 
ーー 一 自分 が デザ イン し た な か で お 気 に 入 
り の バー ツ は あり ます か ? 
GANO1-SS-WD, 戦闘 で の 実用 性 皆無 
の ドー ザー で す 。 ネクス ト が これ を 正 し 
く 使う 日 が 来る と すれ ば 、 世 界 に は 平 租 
が 訪れ て いる の で は な いか ? と 考え た 
り も し ます 。 そん な 哲学 的 思考 に 浸れ る 
パー ツ で す 。 

ー 一 特に デザ イン に 苦労 し た バー ツ は ? 
有澤 重工 の 脚 部 RAIDEN-L。 デザ イン に 
協力 し た の で す が 、 彼 ら の “大 艦 巨砲 主 


義 " と いう こだわ り に 苦戦 し まし た 。 開き 
直っ て 「 大 砲 三 戦艦 ! 」 と 、 軍艦 風 の シ ル 
エッ ト を 取り 込み 、 や っ と 上 手 く は まっ 
た 形 で す 。 有澤 社長 は 軍服 で も 着 て 乗っ 
て くれ て いる で し ょ う 。 

ーー ひと つの バー ツ を デザ イン する の に 
どの くら い 時 間 が か か り ま すか ? 
フレ ー ム は 1 セッ ト で デザ イン し ます が 、 
開発 初期 の コン セプト に か ける 時 間 が 最 
も 長く 、 数 ヶ月 か か る と きも あり ます 。 
逆 に フレ ー ム が で き て か ら 行なう スタ ビ 
ライ ザー や 兵 装 の デザ イン は 、 情 報 が 固 
まっ て いる の で 早く 済み ます 。 最短 、1 日 
で デザ イン 可能 で す 。 

ーーGA ら し さと は 何だ と 考え ます か ? 
歴史 。 数 多く ノー マル や 戦闘 車両 を 作っ 
て きた GA は 装甲 技術 や 推進 技術 及び 武 
装 な ど 、 今 まで に 築き 上 げた イン フラ と 
技術 の 多く を ネクス ト に 流用 し て いま 
す 。 単純 化 さ れ た 製造 処理 に よる ソリ ッ 


ー ス : RAIDEN 


ェ ネ レー タ : GANO1-SS-G 
F.C.S: YELLOWSTONEO1 


ド な 形状 の 装甲 は 、 コ スト 面 と 製造 ス 
ピード の 効率 化 を 逢 成 し 、 実 弾 へ の 防衛 
力 と 、 攻 撃 力 を 併せ 持つ 機体 生み まし 
た 。 数 字 で 言う な ら 、 屈 指 の パイ ロッ ト 
生還 率 に GA らし さ が 表 れ て いる と 思い 
ます 。 

一 今後 の 予定 は ? 

AC の デザ イン を 続け ます 。「 こ れ 以 上 で 
きる こと は 無い 」 と 感じ た ら 他 の こと を 
する か も し れ ま せん 。 た だ 死ぬ まで や っ 
て も 、 そ の 日 は 来 な いか も し れ な い 。 そ 
の くら い AC で や っ て みた いこ と が た く 
さん あり ます 。 

一 一 読者 へ 伝え た いこ と は あり ます か ? 
AC の パ バーツ は 機能 を 満た す た め の "“ 機 
構 "が あり 、 そ れ が “機能 美 "を 生み ます 。 
も し AC を 見 て 「 何 か カッ コイ イ 」 と 感じ 
た ら 、 そ の “ 何 か " を じっくり 探し て みて 
下さ い 。 


BFF 


Bernard and Felix Foundation 


ーーBFF は これ まで 遠 距 離 戦闘 遍 充 で し た 。 
し か し 、 最 新型 の ネクス ト 063AN で は コン セブ 
ト を 前 衛 機 に 変更 し て きま し た 。 た だ 前 衛 機 と 
いう に は 、 中 距離 戦闘 に 向い て いる と いう の が 
リン クス の 評価 で す 。 063AN 系 の 兵 装 を 見 て 
も 、 ア サル トラ イフ ル 、 高 機動 ミサ イル な ど 、 
中 近 距 離 戦 用 の も の が 揃っ て いま す . 

オニ ー ル : まぁ 、 急 に ショ ッ ト ガ ン や ブレ ー ド を 
ぶん 回 す ネ クス ト を 作る の は 無理 だ 。 BFF は 


自社 ネクス ト 2 機 で の 運用 を 想定 し て いる 。 つ 
まり 047AN や 061AN、 狙撃 機 の 前 衛 と い 
うこ と 。 こう 考え る と 、 敵 と の 位置 関係 が 分 か 
りや すい だ ろう 。 ネクス ト の 連携 運用 は リン ク 
ス 戦 争 時 代 か ら の BFF の コン セプト だ 。 オリ ジ 
ナル の ウォ ルコ ッ ト 姉 弟 は これ を 047AN と 
049AN で や っ て いた ん だ が 、 今 回 悦 に 前 衛 
向き の フレ ー ム に 着手 し た っ て こと だ な 

ーー ネクス ト の 連携 運用 は 、 対 ネクス ト 用 の 戦 


術 と し て 効果 が 高い と 思い ます 。 ORCA 旅 団 
の ネクス ト を 相手 に する 際 に も 有効 な 戦術 で は 
な いで し ょ うか が 。 
オニ ー ル : と ころ が 向こう も そう 考え て る みた 
いで 、 大体 ネクス ト を 2 機 一 組 で 運用 し て る ら 
LUE. リン クス 同士 の 腕 の 勝負 に 持ち 込み 
た い の か も な 。 
ーー リン クス と し て の 鈴 持 で し ょ うか ? 
オニ ー ル : いや 、 い ま の は 俺 の 感想 で 意味 は 
な い 。 た だ 、 リ ンク ス と し て の 鈴 持 っ て の は 存 
外 的 を 射 て いる 表現 か も な . 

次 の 質問 で す 。 BFF は 破壊 され た アー ム 
ズ フ ォ ー ト 、 ス ピリ ッ ト ・ オ ブ ・ マ ザー ウィ ル の 
代わ り を どう 埋め る で し ょ うか , 
オニ ー ル : 破壊 か …… 正 直 ス クラ ッ プ 費用 が 
浮い た だ け と も 言え る 老朽 品 だ っ た か ら な 。 
代わ り を 作る 気 な ら 、GA ア メリ カ と 協力 し て 
新しい アー ムズ フォ ー ト を 作る ん じゃ な いか 
ね ぇ …… 多 脚 の 。 あと 、 今度 は VOB の 対策 を 
考え て くる だ ろう 。 アー ムズ フォ ー ト が ネクス 
ト に 落と され る よう じゃ 話し に な ら な いか ら な 。 

で は サイ レン ト ・ ア バラ ンチ に 代表 され る 
BFF の ノー マル 戦力 は 、 今後 どう 運用 され て い 
く と お 考え で すか 
オニ ー ル : 半端 な 数 あっ て も ネクス ト に 蹴 散ら 
され る 。 原始 的 だ が 、 第 一 は 数 を 揃え る こと 
だ 。 数 を 揃え て 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト を 中 心 に 行 
動 する 。 基本 は これ まで 通り だ が 、ORCA の 
存在 も ある し 、 今 後 は より GA グル ー プ 全体 で 
の 連携 を と る べき だ ろう な 


4063-ANO3, sift AEE IN 
BELA S. ALAR OD BART L— 
ム 。 BFFIY% 1 0D 5 UHH Be HE 
AROSE. PREM NYMRI FICE 
定性 や PA 性 能 の 上 昇 を は か っ た 
結果 誕生 し た 、 万 能 パ バーツ で ある 、 


4061-ANOS, 061-AN 系 、 つ ま 
材 を 想定 し た 新型 FCS。 Oy 7 REM 
いて は 並ぶ も の が な い 。 逆 に ロッ ク 
離 戦は 厳し いも の が ある 。 


る A061ABSR。 スナ イ バ ー ラ イフ ル 
最新 作 。100mm ラ イフ ル 弾 に コシ 
空気 分 子 を 消失 させ な が ら 飛 ば す と 
て いる 。 その お 陰 で 弾 速 が 非常 に 速 
器 は 、 超 光度 マズ ルフ ラッ シュ を 抑 
到 を 放射 する も の 。 


) 果 が 高い と 思い ます 。 ORCA 旅 団 
を 相手 に する 際 に も 有効 な 戦術 で は 
うか 。 
と ころ が 向こう も そう 考え て る みた 
* ネ クス ト を 2 機 一 組 で 運用 し て る ら 
ンク ス 同 士 の 腕 の 勝負 に 持ち 込み 
な 。 
ス と し て の 答 持 で し ょ うか ? 
いや 、 い ま の は 俺 の 感想 で 意味 は 
:、 リ ンク ス と し て の 鈴 持 っ て の は 存 
いる 表現 か も な 。 
【 問 で す 。 BFF は 破壊 され た アー ム 
スピ リッ ト ・ オ ブ ・ マ ザー ウィ ル の 
う 埋め る で し ょ うか 
破壊 か …… 正 直 ス クラ ッ プ 費用 が 
# と も 言え る 老朽 品 だ っ た か ら な 。 
る 気 な ら 、GA ア メリ カ と 協力 し て 
- ム ズ フ ォ ー ト を 作る ん じゃ な いか 
脚 の 。 あと 、 今 度 は VOB の 対策 を 
だ ろう 。 アー ムズ フォ ー ト が ネクス 
れる よう じゃ 話し に な ら な いか ら な 。 
イレ ント ・ ア バラ ンチ に 代表 され る 
マル 戦力 は 、 今後 どう 運用 され て い 
で すか 。 
半端 な 数 あっ て も ネクス ト に 蹴 艇 ら 
始 的 だ が 、 第 一 は 数 を 揃え る こと 
えて 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト を 中 心 に 行 
本 は これ まで 通り だ が 、ORCA の 
し 、 今後 は より GA グル ー プ 全体 で 
る べき だ ろう な 。 


4061AN04, BFF の 新型 重量 四 脚 
バー ツ 。 スナ イ バ パー キャ ノン を は じ め と し 
か さむ 長 距離 砲 の 運用 が 想定 


た 


^063-AN03。 運動 性 能 と 射撃 精 
度 に 優れ た 、 中 量 級 の 腕 部 フレ ー 
ム 。 BFF 持ち 前 の 高い 精密 性 を 
保っ た まま 、 中 距離 射撃 戦 用 に 安 
定性 や PA 性 能 の 上 昇 を は か っ た 
精 果 誕生 し た 、 万 能 バ ー ツ で ある 


4063-AN01, 063-AN の コア バー ツ 。 実弾 防御 に 優 
fh. PREM TOMBS ATER. 腕 部 フレ ー ム や 武器 の 
精度 の 高 さ を 活か す た め 、 堅実 な 設計 が され て いる 


』 四 脚 の 狙撃 
一 距離 に + 
APSE 


4061-AN05。 061-AN 系 、 つ まり 重量 型 
機 を 想定 し た 新型 FCS。 ロッ ク 距 離 、 し 
いて は 並ぶ も の が な い 。 逆 に ロッ ク 速 度 
部 戦は 厳し いも の が ある , 


4063-AN02。 063-AN の た め の 最 新鋭 頭 部 フ 
ヽ 。 非対称 の 4 眼 カ メラ を 採用 し 、 コン セプト 
機 に 必要 な 性 能 を 確保 し な が ら 、 遠 距 
も 対応 可能 に 調整 し た 6 


は さす が 


4061ABSR。 スナ イ バ ー ラ イフ ル を 得意 と する BFF の 


4 ム 063ANPM。 低速 で 追尾 性 能 が 高 し 


最新 作 。100mm ラ イフ ル 弾 に コジ マセ ゼリー 塗装 を 施し 
空気 分 子 を 消失 させ な が ら 飛 ば す と いう 新 技術 し ム 063ANEM。 装置 を 発射 する ミサ イル 。 かく乱 用 と いう 、 珍 し い 用 途 が 提唱 


ミサ イル の 
イル 兵 装 と 


され て いる 。 遠 距離 高速 散 
061ANCM と と も に 、 他 社 
異な る 個性 を 目指 し た 結果 で ある 


て いる 。 その お 際 で 弾 速 が 非常 に 速い 。 バレ ル 下 部 の 機 され た ECM 発 生 器 。 敵 レ ー ダ ー か ら 自 機 の 反 | 
器 は 、 超 光度 マズ ルフ ラッ シ 抑え る た め に 不燃 性 の と が で きる 。 セン サー 類 に 強い BFF は 、ECM の 分 野 で も 
BEBNT SEO. 強い 影響 力 を 持つ . 


Ha5/a 


グル ー フ 企業 関連 図 


オー メル グル ー プ 


以前 は ロー ゼン ター ル グ ル ー プ と 呼ば れ て 
いた 巨大 企業 グル ー プ 。 も と も と ロー ゼン 
ター ル の 資金 & 政 治 的 バッ クボ ー ン に は 、 オ ー 
メル の 根幹 を 成す 巨大 資本 グル ー プ の 影響 が 
大 きく 、 ロー ゼン ター ル は 合 介 の トッ プ だ っ た 
それ が リン クス 戦争 後 、 オ ー メ ル が 直接 表 に 
な り 、 オー メ ル グ ル ー プ と いう 本 来 
用 に 落ち 着い て いる 

軍事 分 野 で は 、 ロ ー ゼ ンタ ー ル が 生産 する 
バラ ンス に 優れ た ノー マル や ネクス ト を 中 心 
に 据え て いる 。 た だ し 、 オ ー メ ル は 稀少 価値 
の 高い 技術 を 独占 する 傾向 に あり 、 ロ ー ゼ ン 
ター ル が 使っ て いる の は 、 一 歩 遅 れ た 技術 に 
な る 。 アル ゼブラ は グル ー プ に 含ま れ て は い 
る が 、 高 い 独自 性 を 保っ て お り 、 近 接 高 機動 
戦闘 用 の 兵 装 を 特徴 と する . 


ARZEBRA ARMS FORT L 
CABRACAN 


リン クス 戦争 後 、 レ イレ ナ 
長 し た オー メル と 、 そ の 下 に : 
ル 、 さら に は オー メル と 同盟 8 
ブラ と 傘下 の テク ノ ク ラ ー ト 
が 、 オー メル グル ー プ と し て } 

アル ゼブラ は | 旧 イク バー ル 
め た 際 に 社名 を 変更 し た も の 
パー ル グ ル ー プ を 形成 し て い 
クノ クラ ー ト と の 関係 も 引き 紀 

グル ー プ 内 に お いて 、 食 料 
カカ と 敵対 し て いる アル ゼブラ 
プ の 急 先 多 と し て の 役割 を 与 
と も と イク バー ル に は オー メル 
あっ た が 、 金融 で オー メル と 
GA グル ー プ に 加入 し た こと < 
より 堅固 な 関係 に な っ た 。 

アス ピナ 機関 は 厳密 に は ゴ 
で は な く 独 立 し た 研究 機関 だ 
金 の ほとん ど は オー メル に よ - 
り 、 実 質 的 に オー メル の 研究 
れ て いる 。 アス ピナ 機関 の 存 1 
ド の 技術 者 を 取り 込ん だ こと < 
技術 の 面 で も オー メル は 切 成 


HaB/aun 


オー メル ・ サ イエ ンス テク ノロ ジー 


グル ー プ 企業 


コー ゼン ター ル グ ル ー プ と 呼ば れ て 
企業 グル ー プ 。 も と も と ロー ゼン 
【 金 8 政治 的 バッ クボ ー ン に は 、 オ ー 
* を 成す 巨大 資本 グル ー プ の 影響 が 
ー ゼ ンタ ー ル は 伸介 の トッ プ だ っ た 。 
クス 戦争 後 、 オ ー メ ル が 直接 表 に 
: な り 、 オー メル グル ー プ と いう 本 来 
5 着い て いる 。 

# で は 、 ロ ー ゼ ンタ ー ル が 生産 する 
優れ た ノー マル や ネクス ト を 中 心 
Bo た だ し 、 オ ー メ ル は 稀少 価値 
『 を 独占 する 傾向 に あり 、 ロ ー ゼ ン 


ロー ゼン ター ル 


資金 提供 


装 を 特徴 と する 。 


つて いる の は 、 一 歩 遅 れ た 技術 に 
ゼブラ は グル ー プ に 含ま れ て は い アス ピナ 機関 
' 独 自 性 を 保っ て お り 、 近 接 高 機動 


リン クス 戦争 後 、 レ イレ ナー ド を 吸収 し て 成 
長 し た オー メル と 、 そ の 下 に ある ロー ゼン ター 
ル 、 さ ら に は オー メル と 同盟 関係 を 結ぶ アル ゼ 
ブラ と 傘下 の テク ノ ク ラ ー ト を 合わ せ た も の 
が 、 オー メル グル ー プ と し て 扱わ れる 

アル ゼブラ は 旧 イ ク バ ー ル が 経営 体制 を 改 
め た 際 に 社名 を 変更 し た も の で あり 、 旧 イク 
パー ル グ ル ー プ を 形成 し て いた 提携 企業 の テ 
クノ クラ ー ト と の 関係 も 引き 継い で いる 。 

グル ー プ 内 に お いて 、 食料 問 題 で GA アメ リ 
カ と 敵対 し て いる アル ゼブラ は 、 対 GA グル ー 
プ の 急 先 鉄 と し て の 役割 を 与え られ て いる 。 も 
と も と イク バー ル に は オー メル と の 協力 体制 が 
あっ た が 、 金 融 で オー メル と 対立 する BFF が 
GA グル ー プ に 加入 し た こと で 利害 が 一 致し 、 
より 堅固 な 関係 に な つた 。 

アス ピナ 機関 は 厳密 に は オー メル グル ー プ 
で は な く 独 立 し た 研究 機関 だ が 、 そ の 運営 資 
金 の ほとん ど は オー メル に よっ て 提供 され て お 
り 、 実 質 的 に オー メル の 研究 機関 と し て 扱わ 
れ て いる 。 アス ピナ 機関 の 存在 と 、 レイ レナ ー 
ド の 技術 者 を 取り 込ん だ こと で 、 ネ クス ト 製 造 
技術 の 面 で も オー メル は 急 成長 し て いる 。 
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GROMER 


Science Technology 


オー メル グル ー プ 


オー メル 


オー メル ・ サ イエ ンス ・ テ クノ ロジ ー 


ーー と と か ら は オー メル グル ー プ の 軍事 動向 

に つい て 、 担当 の 方 に 話 を 伺い ます 。 

ネイ サン 氏 (以下 敬称 略 ) : オ ー メ ル の アデ ィ ・ 

ネイ サン で す 。 よろ し く 。 
ORCA 旅 団 が 出現 し 、 世 界 に 大 き な 

ショ ッ ク を 与え まし た 。 今後 、 オ ー メ ル の 軍事 

に どん な 影響 が あり ます か 


ネイ サン : ORCA 旅 団 に 関し て は 、 各 企業 も 
解決 に 動い て いる の で 、 それ ほど 長引く 問題 
で も な いで し ょ う 。 それ より 、GA や イン テリ 
オル 、 他 の 企業 グル ー プ の 動き の 方 が 影響 が 
大 きい か と 思い ます よ 。 た だ 我々 と し て は 、 あ 
まり 自分 た ちの スタ イル を 変え る つも り は あり 
ませ ん 


ーー スタ イル と いう と ? オー メル グル ー プ 
の 軍 を 考え る と 、 まず ロー ゼン ター ル の ノー マ 
ル と アル ゼブラ の アー ムズ フォ ー ト の イメ ー ジ 
が あり 、 オ ー メ ル 自 体 の 戦力 は ネクス ト 以外 
ば っ と 思い 浮か びません 
ネイ サン : 適 材 適 所 で す よ 。 GA と 違い 、 我々 
の 本 分 は テク ノロ ジー で す 。 グル ー プ と し て 
の バ パラ ンス が 取れ て いれ ば 、 オ ー メ ル が 最強 
の 軍 を 持つ 必要 は な いで し ょ う ? 

イン テリ オル と の 共同 開発 で アー ムズ 
フォ ー ト を 建造 中 だ と いう 噂 を 聞い て いま す 
ネイ サン : アン サラ ー 計 画 で すね 。 これ こそ 
まさ に テク ノロ ジー を 旨 と する 我々 に し か で 
き な い こと で す 。 発表 を 楽し み に し て いて 下 
さい 。 そう 遠い こと で は な いと 思い ます よ 。 

テク ノロ ジー と は 、 コ ジマ 技術 で すか ? 
汚染 の 激 し さ が 気 に か か る と ころ で す 
ネイ サン : コジ マ は 既に 人 間 の 手 で 確実 な コ 
ント ロー ル が 可能 で す 。 騒い で いる の は 技術 
の 進歩 を 理解 し て いな い 無 知 な 募 で し ょ う 。 
惑わ され な いよ うに 。 アン サラ ー 計 画 に 関し 
て も 、 何 も 心配 は あり ませ ん 。 

ネクス ト に つい て は 、 最 新型 の LAHIRE 
に 、 旧 レ イレ ナー ド の 影響 が 見 られ ます 
ネイ サン : 2 社 の 技術 を 融合 させ 、 新 た な ネ 
クス ト の スタ イル を 生み 出せ た と 自負 し て お 
り ま す 。 特に 整 波 性 能 の 高 さ が 生む 防御 と 、 
瞬発 力 を 活か し た 攻撃 性 能 の 両立 は 素晴らし 
い 功 績 で すね 。 レイ レナ ー ド 組 が フレ ー ム の 
設計 を 担当 し た の で 、 そ こ で 同社 の 影響 を 万 
じ る の で は な いで し ょ うか 。 し か し 、 中身 は 
まっ た く の 別 物 で す 。 
ーー コジ マブ レー ド や PM ミ サイ ル な ど 、 新 技 
術 を 導入 し た 兵 装 も 目立ち ます 
ネイ サン : アン サラ ー 計 画 は 我々 に 様々 な 副 
産物 を も た らし て くれ まし た 。 それ ら の 技術 
が ネクス ト に フィ ー ド バッ ク さ れ た 結果 生ま れ 
た 兵 装 、 新 技術 と いう も の が あり ます 。 まだ 
まだ これ か ら で す よ 。 


人 AM-LAHIRE。 PA 整 波 性 能 と 
運動 性 に 特 化し た 腕 部 フレ ー ム 。 
大 胆 な 簡素 化 を 行ない 、 軽 量化 を 
実現 し た 。 


AFS-LAHIRE, 新型 ネクス ト LAHIR 
連 度 に 優れ 、 近接 戦闘 に 向く 。 INBLU 
継い だ と 言わ れる が 、 こと ちら は ミサ イル 


^KRB-LAHIRE。 アサ ルト ア ー 
マー 搭載 型 オー バー ドブ ー ス ター。 
アサ ルト アー マー の 攻撃 力 と 、 速 
麻 を 両立 させ た と ころ に オー メル 
の 高い 技術 力 が 伺え る 。 


イル と いう と ? オー メル グル ー プ 
える と 、 まず ロー ゼン ター ル の ノー マ 
ゼブラ の アー ムズ フォ ー ト の イメ ー ジ 
オー メル 自体 の 戦力 は ネクス ト 以外 
\ 浮 かび ま せん. 

: 適 材 適 所 で す よ 。 GA と 違い 、 我々 
テク ノロ ジー で す 。 グル ー プ と し て 
ス が 取れ て いれ ば 、 オ ー メ ル が 最強 
つ 必 要 は な いで し ょ う ? 

テリ オル と の 共同 開発 で アー ムズ 
建造 中 だ と いう 噂 を 聞い て いま す 

: アン サラ ー 計 画 で すね 。 これ こそ 
クノ ロジ ー を 旨 と する 我々 に し か で 
こ で す 。 発表 を 楽し み に し て いて 下 
遠い こと で は な いと 思い ます よ . 

/ ロ ジー と は 、 コ ジマ 技術 で すか ? 
> さ が 気 に か か る と ころ で す 

コジ マ は 既に 人 間 の 手 で 確実 な コ 
が 可能 で す 。 騒い で いる の は 技術 
BAEL TUTE UVR Uc HE TLD. 

ょ いよ うに 。 アン サラ ー 計 画 に 関し 

心配 は あり ませ ん 。 

トト に つい て は 、 最 新型 の LAHIRE 

レナ ー ド の 影響 が 見 られ ます 

2 社 の 技術 を 融合 させ 、 新 た な ネ 

タイ ル を 生み 出せ た と 自負 し て お 

に 整 波 性 能 の 高 さ が 生む 防御 と 、 

5j か し た 攻撃 性 能 の 両立 は 素晴らし 

「 ね 。 レイ レナ ー ド 組 が フレ ー ム の 

し た の で 、 そ こ で 同社 の 影響 を 感 

* な いで し ょ うか 。 し か し 、 中 身 は 

MTS. 

ブレ ー ド や PM ミ サイ ル な ど 、 新 技 

た 兵 装 も 目立ち ます 。 

アン サラ ー 計 画 は 我々 に 様々 な 副 

らし て くれ まし た 。 そ れ ら の 技術 

こ に フィ ー ド バッ ク さ れ た 結果 生ま れ 

技術 と いう も の が あり ます 。 まだ 

ら で す よ 。 


ALG-LAHIRE. 独特 の 前 傾 姿勢 
と 設 地面 積 の 少な い 足 が 生む 、 旋 
回 性 能 に 優れ た 軽量 脚 部 


AAMLLAHIRE。 PA 整 波 性 能 と 
運動 性 に 特 化し た 腕 部 フレ ー ム . 
大 胆 な 簡素 化 を 行ない 、 軽 量化 を 
実現 し た 


AGN-LAHIRE, 重量 の 低 さ が ウ リ の LAHIRE ジ ェ ネ レ 
タ 。 EN、 KP と も に 出力 が 重視 され て お り 、 LAHIRE の コ 


ン セプト を 支え る 


AHD-LAHIRE. 収納 式 の セン サー アイ を 持っ た 頭 部 フ 
の 特徴 的 な ブレ ー ド は 、 新 式 の ブレ ー ド 型 
この 整流 装置 は LAHIRE フ レー ム 全体 


AFS-LAHIRE, 新型 ネクス ト LAHIRE 用 の FCS。 ロッ ク 
速度 に 優れ 、 近接 戦闘 に 向く 。 INBLUE の 設計 思想 を 引き レー ム 。 後頭 部 
由 い だ と 言わ れる が 、 こち ら は ミサ イル に も 適性 を 見 せる , 整 波 装置 で 

の 特徴 に な 


4CR-LAHIRE。 レイ レナ ー ド 製 標準 ネクス ト 
AALIYAH の まま 受け 継い だ コア 
パー ツ 。 空力 特性 に 優れ 、 オ ー バ ー ド ブー スト の 
使用 を 前 提 に し た 空中 高速 戦闘 に 対応 し て いる 


4KRB-LAHIRE. アサ ルト ア 
マー 搭載 型 オー バー ドブ ー ス ター 
アサ ルト アー マー の 攻撃 力 と 、 速 


度 を 両立 させ 
の 高い 技術 力 が 伺え 


に オー メル 


<AR-O700. LAHIRE の 標準 兵 
装 と し て 、 旧 レイ レナ ー ド の 傑作 ア 
サル トラ イフ ル MARVE を 継ぐ 形 で 
され た アサ ルト ライ フル 。 弾 数 
増え 取り 回 し が 向上 し た 


AKB-0004, コジ マブ レー ド と 分 類 さ れる が 、 実 際 に バ 
イル バン カー の よう に 加速 し た 粒子 を 撃ち 出し 、 コ 
ジマ 爆発 に よっ て 攻撃 する 特異 な 新兵 器 
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ーー ロー ゼン ター ル と いえ ば 、 バ ワー ドス 一 
ツ 、 ノ ー マ ル の 双方 で GA アメ リカ に 比肩 する 
有力 な 位置 占め て いま す 。 

ネイ サン : 彼ら の 武器 は 級 密 な 設計 か ら 生 じ 
る 優れ た パラ ンス 感覚 で す 。 GA と 簡単 に 比 


H ヨ H/aun 


| ROSENTHAL ロー タン ター ル 


オー メル グル ー プ 


較 す る な ら 、GA は デカ く て 重い が 、 大雑把 
な の で 叩い て も 壊れ に くい 。 ロー ゼン ター ル 
は 細身 で 扱い や すく 、 隙 が な いと いっ た と こ ご 
ろ で し ょ うか 。 オー メル と の 差 は 、 最 先端 の 
技術 を 導入 し な い 代 わり に 量産 性 を 保持 し て 


いる と いう 点 で すね 。 
ーー ロー ゼン ター ル の 兵器 は 他社 と 比べ 外見 
が 華やか と いう か 、 装飾 的 と いう か 、 機 能 だ 
け で な く デ ザイ ン に も 気 を 使っ た も の が 多い よ 
うな 気 が し ます 
ネイ サン : ま さ に その 通り で す 。 ロー ゼン ター 
ル の 技術 者 は 象徴 性 と いう も の に 強い こだわ 
り を 持っ て お り 、 その 結果 、 一 般 の 認知 度 が 
非常 に 高く な っ て いま す 

オー メル と の 関係 か ら “空虚 な 華美 さ " と 
評 さ れる こと も あり ます が 
ネイ サン : と ん で も な い 。 先程 も 述べ た よう 
に 、 我 々 は グル ー プ 内 の 役割 分 担 に つい て 
注意 を 払っ て いま す 。 その 結果 、 オ ー メ ル が 
政治 を 担当 し た 方 が スム ー ズ に こと が 進む と 
いう だ け で あっ て 、 ロ ー ゼ ンタ ー ル の 力 は 十 
分 に 高い も の で す 

確か に 、 リ ンク ス 戦 争 後 の 状 況 を 考え る 
と だ いぶ 力 を 取り 戻し まし た ね 。 そろ そろ アー 
ムズ フォ ー ト も 建造 で きる の で は な いで すか ? 
ネイ サン : 技術 的 に は 十分 に 可能 だ と 考え ら 
れ ま す が 、 工 場 施設 な ど 準 備 に 時 間 が か か る 
で し ょ う 。 私 ども と し て は 、 焦 っ て 建造 する 必 
要 は な いと 感じ ます 。 

ネクス ト に 関し て は 新型 の LANCEL を 作 
り 出 し まし た 。 LANCEL は 中 量 級 の 汎用 機 と 
いう 点 で 旧型 の HOGIRE と 変わ り ま せん 。 Z 
の 2 機 の 違い を 教え て 下さ い 。 
ネイ サン : どちら も パラ ンス 感覚 と いう 彼ら の 
特長 が よく 出 た 、 扱 いや すい 優良 機 で すね 。 
LANCEL は HOGIRE に 比べ て 軽量 化 され 
て いる の で 、 挙動 が 軽く 近 距 離 戦闘 に 対応 
し て いま す 。 また エネ ルギー 兵器 と の 相性 改 
療 も 進み まし た 。 全体 的 に 見 る と LANCEL 
の 方 が より 攻撃 的 と いえ る で し ょ う 。 
ーー レー ザー ブレー ド や レー ザー ライ ラル 
実用 化 に も 成功 し まし た ね 
ネイ サン : オー メル か ら の 技術 支援 が あっ た 
の で 、 ある 意味 当然 で す 。 技術 さえ 渡せ ば 、 
作る の は 得意 な 方 々 で すか ら ね 。 


AAM-LANCEL, エネ ルギー 武器 敵 
性 が 上 昇 し た 新しい 腕 部 フレ ー ム 。 
LANCEL は この 腕 部 で 標準 兵 装 の 
レー ザー ブレ ー ド を 振る う 。 


AHD-LANCEL, シン プル に まとめ 、 
貞 荷 を 抑え た 頭 部 フレ ー ム 。 カメ ラ 性 
能 よ り は シス テム リカ バリ ー 重 視 。 


人 ム CG-R500。 背部 に 背負 う チ ェ イン ガン 。 
トリ ング キャ ノン に 比べ て 遥か に 高い 集 弾 
ター ル ら し い 。 


う 点 で すね 。 
-・ ゼ ンタ ー ル の 兵器 は 他社 と 比べ 外見 
いと いう か 、 装 飾 的 と いう か 、 機 能 だ 
デザ イン に も 気 を 使っ た も の が 多い よ 
し ます 。 
まさ に その 通り で す 。 ロー ゼン ター 
者 は 象徴 性 と いう も の に 強い こだわ 
て お り 、 そ の 結果 、 一 般 の 認知 度 が 
j く な っ て いま す 。 

メル と の 関係 か ら "空虚 な 華美 さ " と 
こと も あり ます が 
: と ん で も な い 。 先程 も 述べ た よう 
"は グル ー プ 内 の 役割 分 担 に つい て 
つて いま す 。 その 結果 、 オ ー メ ル が 
当 し た 方 が スム ー ズ に こと が 進む と 
で あっ て 、 ロ ー ゼ ンタ ー ル の 力 は 十 
も の で す 。 

に 、 リ ンク ス 戦 争 後 の 状 況 を 考え る 
力 を 取り 戻し まし た ね 。 そろ そろ アー 
ト も 建造 で きる の で は な いで すか ? 
: 技術 的 に は 十分 に 可能 だ と 考え ら 
、 工場 施設 な ど 準 備 に 時 間 が か か る 
私 ども と し て は 、 焦 っ て 建造 する 必 
と 感じ ます 。 

スト に 関し て は 新型 の LANCEL を 作 
た 。 LANCEL は 中 量 級 の 汎用 機 と 
日 型 の HOGIRE と 変わ り ま せん 。 ご 
きい を 教え て 下さ い 

どちら も バラ ンス 感覚 と いう 彼ら の 
< 出 た 、 扱 いや すい 優良 機 で すね 。 
- は HOGIRE に 比べ て 軽量 化 さ れ 
で 、 挙 動 が 軽く 近 距 離 戦闘 に も 対応 
「。 また エネ ルギー 兵器 と の 相性 改 
まし た 。 全体 的 に 見 る と LANCEL 
攻撃 的 と いえ る で し ょ う 。 

ザー ブレ ー ド や レー ザー ライ フル の 
成功 し まし た ね 

オー メル か ら の 技術 支援 が あっ た 
意味 当然 で す 。 技術 さえ 渡せ ば 、 
『 意 な 方 々 で すか ら ね 。 


A@AMLANCEL, エネ ルギー 武器 敵 
性 が 上 昇 し た 新しい 腕 郎 フレ ー ム 
LANCEL は この 胸部 で 禁 準 兵 装 の 
レー ザー ブレ ー ド を 振る う 


万 能 型 の 中 量 二 脚 フ 
レー ム 。 様々 な ミッ ショ ン に 対応 可能 
LANCEL フ レー ム は 全体 と し て 修理 費 
が 抑え られ て いる 点 も 特徴 


LG-LANCEL 


ACR-LANCEL. HOGIRE の 流れ を 
くむ 新式 コア 。 実弾 防御 、 エ ネル キ 
防御 、PA 性 能 の 3 防御 能力 の パラ ン 
ス が と れ て いる , 


4HD.LANCEL。 シン プル に まとめ 、 
負荷 を 抑え BT カメ ラ 人 性 
能 よ り は シス テム リカ バリ ー 重 視 


4ER-R500. オー メル の ER-O200 を 重く し て 性 能 を 強化 4EB-R500. ロー ゼン ター ル 初 の レー ザー ブレ ー 
し た 、 ロ ー ゼ ンタ ー ル の レー ザー ライ フル 。 500 系 の 兵 装 ド 。 万 能 型 の LANCEL だ が 、 こ れ が 標準 兵 装 と いう 
デザ イン され て いる , 想定 され て いる 戦闘 の 距離 感 が 分 か る 。 


4^CG-R500。 背 負う チェ イン ガン 。 マシ ン ガ ン や ガ 
トリ ング キャ ノン に 重 か に 高い 集 弾 性 が 、 ロ ー ゼ ン 
ター ル ら し い . は 新型 の LANCEL を 想 


O31/eu0 


アル ゼブラ 


一 一 旧 イク バー ル 、 現 アル ゼブラ は 経営 体制 
が 変化 し 、 オ ー メ ル を 除け ば リン クス 戦争 後 
も っ と も 成長 し た 、 また は 成長 し つつ ある 企業 
だ と 思わ れ ま す 。 

ネイ サン : 南ア ジア 経済 囲 に まだ 伸び る 余地 
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が あっ た の が 大 きい で すね 。 こ ご 数 年 で 紛争 
の 規模 が 縮小 し 、 エ ネル ギー が 正しく 経済 発 
展 に 回 り まし た 。 

ーー その 結果 、 突 撃 型 アー ムズ フォ ー ト ・ カ 
ブラ カン を 産 し て いま す 


ネイ サン : カブ ラカン は 地域 に 集中 し て 配備 
し て あり 、 現 在 も 3、4 体 が イン ド 周 辺 で 運用 
され て いる と ころ で す 。 

ーー その うち 1 機 が 撃墜 され た と の 噂 も 飛び 
交 っ て いま す が 、 真実 は どう で すか 

ネイ サン : 根 も 葉 も な い 噂 で す 。 カブ ラカン 
は 独自 の ブレ ー ド の メン テ ナ ン ス に 時 間 が か 
か る の と 、 輸送 任務 に つく こと も ある た め 、 
常に 全 機 が 姿 を 見 せ て いる わけ で は あり ませ 
ん 。 先程 3、4 体 と 表現 し た の も その た めで 
す 。 中 途 半端 な 軍事 マニ ア が その 辺 を 勘違い 
し た 結果 で し ょ う 

で は 今後 も 運用 に 変化 は あり ませ ん か 
ネイ サン : あり ませ ん 。 変わ ら ず 、 南 アジ ア 
経済 圏 の 平和 を 守っ て くれ る と 思い ます 。 

ネクス ト に 関し て は 、 三 次元 機動 を 前 提 
に し た 特異 な 設計 思想 を 持っ て いま すね 。 
ネイ サン : オー バー ドブ ー ス ター を 除く ネクス 
トバ ー ツ の 自社 開発 に 成功 し 、 よ り コ ン セ プ ト 
を 明確 に 打ち 出し た EKHAZAR を リリ ー ス し 
まし た 。 縮小 し た と は いえ 紛争 地域 は いま る 
多く 残っ て いる の で 、 実戦 テス ト を 重ね て いま 
す 。 他社 と は 違う 視点 で 設計 し て いる こと が 
原因 で 、 不 安定 な 兵器 に は な っ て いな いと い 
う 点 は 改め て 指摘 し て お きた いと 思い ます 。 

- ア ル ゼ ブラ で は 人 的 資源 の 豊富 さ を 背景 
に 、 堅 固 な 量産 体制 が し か れ て いま す 。 特に 食 
料 分 野 で 強み が 発揮 され て いま す が 、 兵 器 の 
分 野 で も この スト ロン グ ボ イン ト は 有効 で す 。 
ネイ サン : ノー マル の 量産 が きく の は も ちろ 
ん 、 ネクス ト に お いて この 特徴 は 、 コス ト の 安 
さ に 表れ ます 。 修理 費 も 他 の ネクス ト よ りお 
安く 、 紛 争 地域 な どの 茜 烈 な 戦闘 に 耐え て い 
く こ と が で きま す 。 無駄 に 頑丈 に 作る だ けが 
能 で は な いと いう こと で すね 。 

一 一 兵 装 と し て は 物理 ブレ ー ド な ど 特 殊 な き 
の が 特徴 で す 

ネイ サン : 特殊 な も の ば か り 作っ て いる わけ 
で は あり ませ ん が 、 独占 ジャ ン ル が ある と い 
うこ と は それ だ け で 価値 の ある こと だ と 考え 
られ ます 。 


AEKHAZAR-ARMS, 武器 を 斜め 
に 構え る 独特 の 胸部 フレ ー ム , 
EKHAZAR の 三次 元 枝 動 を 考慮 し 
算 直 方 向 へ の 運動 性 能 に 優れ る , 


マ YEKHAZAR-CORE。 重 量 が 軽 
め の 割 に 安定 性 に 優れ た コア 。 こ 
れ は EKHAZAR 全 体 の 特徴 だ が 
整流 槻 が 小型 で PA 性 能 に は 間 題 
が ある 。 


AKIKU, アル ゼブラ 独自 の 兵 装 で ある 上 5 
型 。 より ブ プレー ド を 長大 化し 、 成 力 を 高め て : 


/: カブ ラカン は 地域 に 集中 し て 配備 
)、 現在 も 3、4 体 が イン ド 周 辺 で 運用 
\ る と ころ で す 。 

) う ち 1 機 が 撃墜 され た と の 噂 も 飛び 
\ ま す が 、 真実 は どう で すか 

/: 根 も 葉 も な い 噂 で す 。 カブ ラカン 
) ブ レー ド の メン テ ナ ン ス に 時 間 が か 
:、 輸 送 任務 に つく こと も ある た め 、 
8 が 姿 を 見 せ て いる わけ で は あり ませ 
3、4 体 と 表現 し た の も その た めで 
半端 な 軍事 マニ ア が その 辺 を 勘違い 
し ょ う 。 

今後 も 運用 に 変化 は あり ませ ん か 

: あり ませ ん 。 変わ ら ず 、 南 アジ ア 
平和 を 守っ て くれ る と 思い ます 。 

スト に 関し て は 、 三 次 元 機動 を 前 提 
異な 設計 思想 を 持っ て いま すね 

: オー バー ドブ ー ス ター を 除く ネクス 
の 自社 開発 に 成功 し 、 よ り コ ン セ プ ト 
打ち 出し た EKHAZAR を リリ ー ス し 
輸 小 し た と は いえ 紛争 地域 は いま も 
て いる の で 、 実戦 テス ト を 重ね て いま 
と は 違う 視点 で 設計 し て いる こと が 
不安 定 な 兵器 に は な っ て いな いと い 
め て 指摘 し て お きた いと 思い ます 。 
ゼブラ で は 人 的 資源 の 豊富 さ を 背景 
な 量産 体制 が し か れ て いま す 。 特に 食 
強み が 発 押さ れ て いま す が 、 兵 器 の 
この スト ロン グ ボ ポイ ント は 有効 で す 

: ノー マル の 量産 が きく の は も ちろ 
ト に お いて この 特徴 は 、 コス ト の 安 
ます 。 修理 費 も 他 の ネクス ト よ りお 
地域 な どの 共 烈 な 戦闘 に 耐え て い 
“きま す 。 無駄 に 頑丈 に 作る だ けが 
いと いう こと で すね 。 

と し て は 物理 ブレ ー ド な ど 特 殊 な も 
で す 。 

特殊 な もの ば か り 作っ て いる わけ 
E せ ん が 、 独占 ジャ ン ル が ある と い 
r れ だ け で 価値 の ある こと だ と 考え 


^DUSKAROR_LEGS。 アル ゼブラ 
の 新作 四 脚 フレ ー ム 。 軽量 の 四 脚 で 、 
高い 旋回 性 能 を 持ち 、 地 上 戦 に 特 化 
され て いる 。 


AEKHAZAR-ARMS, 武器 
記憶 える 独特 の 腕 部 フレ ー ム 、 
駅 HAZAR の 三次 元 機動 を 考慮 し 
下方 向 へ の 運動 性 能 に 優れ る 


A < 
AEKHAZARHEAD. アル ゼブラ の 新型 
中 量 級 頭 部 フレ 高い AP と 安定 性 が 
特徴 で 、 空 中 、 地 上 を 問わ ず 力 を 発揮 する 


AEKHAZAR-LEGS, アル ゼブラ 
得意 の 逆 関 節 脚 部 フレ ー ム 
DUSKAROR と は 逆 に 、 空 中 戦 に 
特 化し た 性 能 を し て いる 。 ブー ス 
ター に 依存 し な い 縦 へ の 就 曜 力 は 
目 を 見 張る も の が ある , 


YEKHAZAR-CORE。 重量 が 軽 
め の 割 に 安定 性 に 優れ た コア 」 

れ は EKHAZAR 全 体 の 特徴 だ が 
臣 波 枝 が 小型 で PA 性 能 に は 問題 
が ある . 


ョ ッ ト ガ ン 
この タイ プ の 兵 装 


AKAMAL, 背部 に 背負 
スラ ッ グ ガン と 分 類 さ れる が . 
は KAMAL だ けし か な い 。 ネクス ト の PA に 大 き な 
打撃 を 与え る . 


う 大 型 の シ 


he 


4EKHAZAR-GEN。 EKHAZAR 用 に 開発 され た ジェ ネ 
レー タ 。 エネ ルギー 出力 は 低く 、KP 出 力 が 高い 。 中 量 級 


の な か で は 軽い 重量 が 特徴 
で ある 射 突 ブレ ー ド の 新 


り を 高め て ある , 


AKIKU. アル ゼブラ 
型 。 より ブレ ー ド を 長大 化し 


AEKHAZARFCS, アル ゼ ブ の 自社 製 FCS。 並列 処 
理 能力 に 優れ た も の を 持つ が 、 対 ECM 人 性 能 の 欠点 が 報告 
され て いる 
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^CP-49。 同時 発射 数 を 増加 させ 
3 発 の ロケ ッ ト が 同時 


に 着弾 する と 威力 が 高い . 


た ロケ ッ ト 


^FSS-53。 局部 に 装備 する 特殊 兵 装 
と いう カテ ゴリ 通り 、 衝 撃 力 の み に 特 化し て いる 
わり 攻撃 力 は ほとん ど な い 


^CP-51。 MMOAMMOT Yh, 発射 
が 変わ り 、 広がる よう に ロケ ッ ト 弾 を 撃ち 出す 


の 角度 ^CPH-48。 腕 部 


の ロケ ッ ト 。 旧 世 代 の 技術 を 使 
た 兵 装 で あり 、 対 ネクス ト 戦 に 対応 で き て いな い 


4BVS-50。 CP シ リー ズ と は ペー ス を 


[ELT 


一 一 旧 イ ク バ ー ル グル ー プ に 含ま れ て いた テ 
クノ クラ ー ト も 、 現 在 で は オー メル グル ー プ の 
一 員 と し て 扱わ れ て いま す 。 技術 水準 が 低い 
と 言わ れ て いる テク ノ ク ラ ー ト で す が 、 グ ルー 
プ 内 で 軍事 的 に どん な 役割 が 求め られ て いま 
すか 
ネイ サン : 一 刻 も 早く 技術 レベ ル を 改善 し 、 
将来 性 の ある 製品 を 生産 し て いた だ きた いと 
思い ます 。 現在 テク ノ ク ラ ー ト が 軍事 的 に 貢 
献 し て いる の は 、 何 種類 か の 車輌 、 各 種 ロ ケッ 
ト 砲 く らい で す 。 これ で は と て も 頼り に な る と 
は 言い が た い . 

ネクス ト の スタ ルカ が 所 属し て いま す が 、 
いか が で し ょ うか 
ネイ サン : ネクス ト 戦 力 は グル ー プ 全体 で 運 
用 され る の が 常 で す が 、 バ パー ツ を 供給 し 、 
アー キテ クト を 行なう の は 通例 、 そ の ネクス ト 
と 関係 の 深い 企業 に 任 さ れ ま す 。 スタ ルカ の 
リン クス 、 ド ・ ス は AMS 適 性 も 悪く な いし 経 
験 も 豊富 な リン クス で す が 、 企 業 の パック アッ 
プ が 十分 で な けれ ば 、 十 全 の 力 は 発揮 で き な 
いで し ょ う . 

現状 、 テ クノ クラ ー ト は 軍事 的 に 役に立っ 
て いな い ? 
ネイ サン : は つき り と 言っ て し まえ ば 、 そ う で す , 
完全 に 競争 力 が 不足 し て いま す 。 LOL. 企業 
の 変化 は 早い 。 彼ら が 努力 を 続け て いれ ば 、 
その 成果 が 一 気 に 出る こと も 考え られ ます 。 
大 事 な の は グル ー プ の 一 員 と し て の 自覚 を 振 
ち 、 歩み を 止め な いこ と で は な いで し ょ うか 。 

技術 の 改善 の た め に は 、 どこ に 力 を 入れ 
る の が 良い で し ょ うか 。 彼ら は ロケ ッ ト 砲 の 抽 
術 を 持っ て いま す が 、 それ を 進化 させ る の が 
近道 で し よう か 
ネイ サン : この 際 旧 式 の 兵器 に 見 切り を つけ 
て 、 新しい も の を 作る こと で す 。 チャ レン ジ の 
先 に し か 、 進歩 は あり ませ ん 。 も し 彼ら が ネ ク 
スト を 作る と 言え ば 、 オ ー メ ル と し て も 協力 を 
惜しみ は し な い 。 お 互い に と っ て 悪い 話 で ほ 
な いで し よう 。 
ーー 一 本 日 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 
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オー メル の 主 カ ネクス | 
LAHIRE を ペー ス に 、 自 社 # 
を 固め て いる 。 ハイ スピ ー[ 
り 込み 、 ブ レー ド で 切り 裂く 
定 し た アー キテ クト が 特徴 。 

搭乗 者 は カラ ー ド ラン ク 1 
ス ・ リ ザイ ア 。 水上 戦 の 名 手 
フォ ー ト 撃墜 、 い わ ゆ る ジャ : 
達成 し て いる オッ ツ ダ ル ヴ 7 
不明 と な っ た た め 、 くり 上 が 
プ に な っ た 。 オー メル の 生え 
待遇 が 良く 、 重要 な 作戦 に し 

AMS 適 性 を 重視 する オー 
ンク ス と し て 、 彼女 も 高い A 
いる 。 また 規格 外 の 知能 指 9 
り 、AMS 適 性 と の 関連 を 調 
ナ 機 関 で の 研究 に も 協力 し て 


ネクス トバ パー 


と と で は オー メル の 
パー ツ デ ザイ ン に つい 
く 。 


一 企業 名 を 教え て く 7 
オー メル で す 。 以前 は 
ト デ ザ イン に 関わ っ た : 
一 自分 が デザ イン し 
り の パー ツ は あり ます 7 
AR-O700 で し ょ うか 
後継 機 で す が 、 単 な る : 
に 変化 を も た せ て 
し て いま す 。 ちな み ! 
に 空気 抵抗 制 
切り 裂く カバ ー" で 
も の で は あり ませ ん 。 
一 習 に デザ イン に 苦 3 


ス 時 代 に 必要 の な か 
微妙 な 流 面 を 含む 4 


「 ク バー ル グ ル ー プ に 含ま れ て いた テ 
ー ト も 、 現 在 で は オー メル グル ー プ の 
て 扱わ れ て いま す 。 技術 水準 が 低い 
【 て いる テク ノ ク ラ ー ト で す が 、 グ ルー 
『 事 的 に どん な 役割 が 求め られ て いま 


/: 一 刻 も 早く 技術 レベ ル を 改善 し 、 
) あ る 製品 を 生産 し て いた だ きた いと 
・ 現在 テク ノ ク ラ ー ト が 軍事 的 に 貢 
る の は 、 何 種類 か の 車輌 、 各 種 ロ ケッ 
NTF. これ で は と て も 頼り に な る と 
た い 

スト の スタ ルカ が 所 属し て いま す が 

し ょ うか 

: ネクス ト 戦 力 は グル ー プ 全体 で 運 
の が 常 で す が 、 バ パー ツ を 供給 し 、 
クト を 行なう の は 通例 、 そ の ネクス ト 
深い 企業 に 任 さ れ ま す 。 スタ ルカ の 
、 ド ・ ス は AMS 適 性 も 悪く な いし 経 
な リン クス で す が 、 企 業 の パッ クア ッ 
で な けれ ば 、 十 全 の 力 は 発揮 で き な 
リ 

、 テク ノ ク ラ ー ト は 軍事 的 に 役に立っ 


は っ きり と 言っ て し まえ ば 、 そ う で す 
争 力 が 不足 し て いま す 。 し か し 、 企業 
早い 。 彼ら が 努力 を 続け て いれ ば 、 
が 一 気 に 出る こと も 考え られ ます . 
は グル ー プ の 一 員 と し て の 自覚 を 持 
を 止め な いこ と で は な いで し ょ うか 
の 改善 の た め に は 、 ど こ に 力 を 入れ 
いで し ょ うか 。 彼ら は ロケ ッ ト 砲 の 技 
て いま す が 、 それ を 進化 させ る の が 
よう か 

: この 際 旧 式 の 兵器 に 見 切り を つけ 
\ も の を 作る こと で す 。 チャ レン ジ の 
進歩 は あり ませ ん 。 も し 彼ら が ネ ク 
と 言え を ば 、 オ ー メ ル と し て も 協力 を 
ン な い 。 お 互い に と っ て 悪い 話 で は 
う 。 

ょ どう も あり が と う ご ざい まし た 


ネクス ト 戦 カ ビ ピックアップ 


ルー ラー 


オー メル の 主力 ネ クス ト 。 新式 フレ ー ム 
IAHIRE を ペー ス に 、 自 社 製 の 最新 兵 装 で 身 
を 固め で いる 。 ハイ スピ ー ド で 敵 の 背後 に 回 
り 迄 か み 、 ブ レー ド で 切り 裂く 、 ネ クス ト 戦 を 想 
害し た アー キテ クト が 特徴 

搭乗 着 は カラ ー ド ラン ク 12 位 の 女性 リン ク 


A UTP, 水上 戦 の 名 手 で あり 、 アー ムズ 
フォ ー ト 撃墜 、 い わ ゆ る ジャ イア ント キリ ング も 
達成 し て いる オッ ツ ダ ル ヴ ァ が 人 f 


不明 と な っ た た め 、 くり 上 


待遇 が 


AMS 適 性 を 重視 する オ 


機関 で の 研究 に も 協力 


フレ ー ム ペー ス : LAHIRE 


器 : EB-O700 
左腕 武器 : SG-O700 


右 背 中 武器 : MP-O700 


ネクス ト パ ー ツ デザ イナ ー ズ コメ ント 


と こ で は オー メル の デザ イナ ー か ら 、 
パー ツ デ ザイ ン に つい て の 話 を 聞い て い 
+t 


ー 一 企業 名 を 教え て くだ さい 。 

オー メル で す 。 以前 は トー ラス の ネクス 
ト デ ザ イン に 関わ っ た こと も あり ます 。 
一 自分 が デザ イン し た な か で お 気 に 入 
り の バー ツ は あり ます か ? 

AR-O700 で し ょ うか が 。 04-MARVE の 
後継 機 で す が 、 単 な る 強化 で は な く 使 用 
用 途 に 変化 を も た せ て パリ エー ショ ン を 
出し て いま す 。 ちな み に ブ レー ド は 高速 
戦闘 時 に 空気 抵抗 を 制御 よる た め の “ 大 
気 を 切り 裂く カバ ー" で す 。 敵 に 突き 刺す 
も の で は あり ませ ん 。 

ーー 一 特に デザ イン に 苦労 し た バー ツ は ? 
オー メル の フレ ー ム その も の で す 。 トー 
ラス 時 代 に 必要 の な か っ た 失っ た 機体 
や 、 微 妙 な 流 面 を 含む 機体 の デザ イン は 


あま り 得 意 で は な く 、 人 路頭 に 迷っ て 体 を 
壊し た こと も あり ます 。 今 で も 笑い 話 に 
は で きま せん 。 

ーー ひと つの バー ツ を デザ イン する の に 
どの くら い 時 間 が か か り ま すか ? 
LAHIRE の フレ ー ム は 非常 に 時 間 が か か 
り ま し た 。 コン セプト 、 方向 性 が 決ま っ 
た まで は 良かっ た の で す が 、 求 め ら れる 
も の が 実現 で きず 、 何 度 も リテイク を 線 
り 返 し まし た 。 

ーー オー メル らし さと は 何だ と 考え ます 
か ? 

関節 の 間隔 が 狂っ た 脚 部 で し ょ うか が 。 
オー メル の ネクス ト は 空中 戦 に 特 化し て 
お り 、 脚 部 で 歩行 する 必要 性 は 極め て 低 
い 。 つま り 脚 部 に 求め られ る 性 能 は 安定 
し た 着地 と 、 滞 空中 の 制動 性 能 で あり 、 
他 の 機能 は な く て も 構い ませ ん 。 AC と し 
て “歩く " と いう 概念 が 消え た 脚 部 は 歪ん 
だ 姿勢 と 形状 に な り 、 そ れ に 比例 し て 他 


左 背中 武器 : RDF-O700 
肩 武器 : ASB-O710 

ジェ ネ レ ー タ : GN-LAHIRE 
F.C.S : FS-LAHIRE 


の フレ ー ム も 人 体 か ら 歪 ん だ 形状 に 変 時 
し まし た 。 これ は レイ レナ ー ド か ら 継 承 
し た 、 ネ クス ト と いう 存在 を 突き 詰め た 
と き に 表れ る 最適 化し た デザ イン だ と 思 
いま す 。 

ーー 一 今後 の 予定 は ? 

予定 と いう か 課題 で よけれ ば 。 私 の デザ 
イン は 理屈 が 先行 し 、 地 味 に な り が ち で 
す 。 ネクス ト に 限ら ず 、 製 品 は 最も 雄弁 
な 企業 の 代弁 者 で ある た め 、 今 後 は 感覚 
に 訴え か ける 力 、 デ ザイ ン を “ 目 で 読み 
取っ て も ら え る モノ " と し て 仕上 げ る カ 
を 鍛え た いと 考え て いま す 。 

読者 へ 伝え た いこ と は あり ます か ? 
暴論 で す が 、 世 の な か で は 強い も の が 格 
好い いと いう こと が まかり 通り ます 。 ご 
れ を 読ん だ な か で 、 も し リン クス に な る 
人 が いた ら 、 自 分 が 気に入っ て いる パー 
ツ を 使っ て 勝ち 続け 、 そ の パー ツ を 格好 
良く し て あげ て 下さ い 。 
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イン テリ オル グル ー プ は GA グル ー プ 、 オニ 
メル グル ー プ に 並ぶ 巨大 企業 グル ー プ だ 。 企 
業 の 連合 体 だ っ た イン テリ オル ・ ユ ニオ ン を 
前 身 と し 、 欧 州 の 経済 圏 に 広く 影響 を 持っ て 
いる 。 旧 イ ン テ リ オル ・ ユ ニオ ン は リン クス 戦 
争 か ら 早期 に 脱落 し た の で 、 結 果 的 に 被害 を 
少な く 抑え られ た 。 その た め 、 経営 陣 の 入れ 
替え が 比較 的 少な いま ま 、 現 在 の グル ー プ 体 
制 へ と 移行 し て いる 

広く 、 様 々 な 産業 を 成功 させ て いる た め 
GA や オー メル より も グル ー プ の 特色 を あげ づ 
らい 。 逆 に その 手 広 さ こそ が 特徴 と な っ て い 
Bo その な か で 目立っ た も の を あげ る な ら 、 航 
空 機 と エレ クト ロニ クス だ ろう 

軍需 産業 で は 、 高価 で 高 性 能 な 兵器 を 特徴 
と し て いる 。 旧 メ リエ ス の 存在 に より 、 エ ネル 
ギー 兵器 分 野 で は 圧倒 的 リー ディ ング カン パ 
ニー。 た だ コジ マ 技 術 は 低く 、 新興 企業 トー ラ 
ス を 擁する こと で 補っ て いる 


H ヨ B/aug 


グル ー プ 企業 関連 図 


イン テリ オル グル ー プ 


旧 イ ン テ リ オル ・ 
レオ ー ネ ・ メ : 
メリ エフ 
アル ドラ 

| 
旧 イ ン テ リ オル ・ ユ ニオ ン は レオ 
ニカ 、 メ リエ ス 、 ア ルド ラ 、 欧 州 を 


8 企業 の 連合 体 だ っ た 。 そ れ が リ 
後 、 レ オー ネ ・ メ カ 
イン テリ オル ・ ユ 
リッ ト を 結成 。 合併 に 
と の 間 に グ ルー プ 関 1 
ルー プ が 成立 する 。 
その 後 、 リ ンク ス 戦 争 に より 載 
ヨー ロッ パ を 母体 に 、 ア クア ビ ピット 
再 集結 させ て 新興 企業 トー ラス が 
と の と き に 後押し を し た の が イン テ 
ニオ ン で あり 、 彼 ら の 目論見 通り 
その まま グル ー プ に 加入 し て いる 。 
GA ヨー ロッ パ を も と と する ト - 
ルー ブ プ 企業 に 含む こと か ら 、GA と 
い 。 一 方 で 、 対 GA ほ ど 分 か り 易い 
いた めか 、 オ ー メ ル グ ル ー プ と の : 
化す る こと は 少な い 。 イン テリ オル 
は クレ イド ル の 開発 競争 を GA と 
後 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト 開発 で GA に 
開け られ て いる 。 その た め 、 近 年 
アー ムズ フォ ー ト を 建造 中 だ 。 Hi 
フォ ー ト の 建造 計画 と 噂 され て いる 
計画 で は 、 オー メル と も 協力 し て い 


いう メガ 
加 し な か っ 
RE. > 


「 リ オル グル ー プ は GA グル ー プ 、 オー 


レー プ に 並ぶ 巨大 企業 グル ー プ だ 。 企 
生体 だ っ た イン テリ オル ・ ユ ニオ ン を 
へ 欧州 の 経済 較 に 広く 影響 を 持っ で 
1 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン は リン クス 戦 
! 期 に 脱落 し た の で 、 結 果 的 に 被害 を 
えら れ た 。 その た め 、 経 営 陣 の 入れ 
: 戦 的 少な いま ま 、 現在 の グル ー プ 体 
行 し て いる 

様々 な 産業 を 成功 させ て いる た め 、 
ー メ ル よ り も グル ー プ の 特色 を あげ づ 
に その 手 広 さ こそ が 特徴 と な っ て い 
な か で 目立っ た も の を あげ る な ら 、 豚 
レク トロ ニク ス だ ろう 。 

業 で は 、 高 価 で 高 性 能 な 兵器 を 特徴 
る 。 旧 メ リエ ス の 存在 に より 、 エ ネル 
分 野 で は 圧倒 的 リー ディ ング カン パ 
だ コジ マ 技術 は 低く 、 新興 企業 トー ラ 
る こと で 補っ て いる 


イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 


グル ー プ 企業 


旧 イ ン テ リ オル ・ ユ ニオ ン は レオ ー ネ ・ メ カ 
=A, メリ エス 、 ア ルド ラ 、 欧 州 を 基盤 と する 
9 企業 の 連合 体 だ っ た 。 それ が リン クス 戦争 
後 、 レ オー ネ ・ メ カニ カ と メリ エス が 合併 し て 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン と いう メガ コン グロ マ 
リッ ト を 結成 。 合併 に 参加 し な か っ た アル ドラ 
と の 間 に グ ルー プ 関 係 を 築き 、 イ ン テ リ オル グ 
ルー プ が 成立 する 

その 後 、 リ ンク ス 戦 争 に より 壊滅 し た GA 
ヨー ロッ パ バ を 母体 に 、 ア クア ビッ ト の 技術 者 を 
再 集結 させ て 新興 企業 トー ラス が 生ま れ た 
て の と き に 後押し を し た の が イン テリ オル ・ ユ 
ニオ ン で あり 、 彼 ら の 目論見 通り 、 ト ー ラ ス は 
その まま グル ー プ に 加入 し て いる 

GA ヨー ロッ パ を も と と する トー ラス を グ 
ルー プ 企 業 に 含む おこ と か ら 、GA と の 関係 は 悪 
い 。 一 方 で 、 対 GA ほ ど 分 か り 易い 対立 軸 が な 
いた めか 、 オ ー メ ル グ ル ー プ と の 対立 が 表面 
化す る こと は 少な い 。 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 
は クレ イド ル の 開発 競争 を GA と 繰り 広げ た 
後 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト 開発 で GA に 大 きく 水 を 
開け られ て いる 。 その た め 、 近 年 急 ビ ピッチ で 
アー ムズ フォ ー ト を 建造 中 だ 。 新型 アー ムズ 
フォ ー ト の 建造 計画 と て 噂 され て いる アン サラ ー 
計画 で は 、 オー メル と も 協力 し て いる らし い 。 


O37 ve40 


ヽ 
INTERIOR UNION Y 


ーー イン テリ オル グル ー プ の 軍事 動向 に つい 
て 、 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 広 報 部 の マリ ー ニ 
セシール ・ キ ャ ン デ ロロ 氏 に お 伺い し た いと 
思い ます 。 よろ し く お 願 いし ます 。 
マリ ー 氏 (以下 敬称 略 ) : こち ら こ そ 、 よ ろ し 
く お 願 いし ます 。 

イン テリ オル ・ ユ ニオ ン は 情報 公開 に 関 
し て 、 先 進 的 な 企業 と し て 有名 で す 。 広報 部 
の 女史 も 、 グ ルー プ ブ 内 の 軍事 関係 に 広く 正 し 
い 知 識 を 有 し て いら っ し ゃ いま す 
マリ ー : 正しい 情報 が 伝わる こと が 市 民 の 安 


Ha/aun 


心 を 生む お と 信じ て いま す 。 も ちろ ん 、 機 密 は 
話せ ませ ん よ ? 

ー 一 結構 で す 。 で は 最初 に 歴史 の 話 を 。 レ 
オー ネ ・ メ カニ カ と メリ エス の 合併 で 、 軍事 的 
に どん な メリ ッ ト が 生ま れ ま し た か 

マリ ー : レオ ー ネ ・ メ カニ カ は GA アメ リカ と 
協力 関係 に あり まし た が 、 リ ンク ス 戦 争 で そ 
れ が 途切れ まし た 。 大 き な 依 存 で は あり ませ 
ん で し た が 、 了 戦後 の 疲弊 も あり 早急 な 軍 の 立 
て 直し が 難し い 状況 で し た 。 そこ と で 、 か ね て 


イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 


か ら 密 接 な 協力 関係 に あっ た メリ エス と 合併 
し 、 力 を 合わ せ て 危機 乗り 切っ た の で す 。 
その 後 は 、 レ オー ネ ・ メ カニ カ の 最 先 端 技術 
と メリ エス の レー ザー 技術 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン 
技術 な ど が 組み 合わ さっ た 結果 と し て 生ま れ 
た 、 アー ムズ フォ ー ト ・ ス ティ グロ な どの 成果 
は ど ご存知 の 通り だ と 思い ます 。 

ステ ィ グ ロ も そう で す が 、 近年 は アー ム 
ズ フ ォ ー ト に 比重 が お か れ て いま す 
マリ ー : トー ラス や オー メル と 協力 し て 開発 き 
せ て いた だ いて お り ま す 。 トー ラス と 共同 開 
発し た イク リプ ス は すでに 拠点 防衛 で 実績 を 
残し て いま すし 、 オ ー メ ル と は アン サラ ー 放 
画 を 進行 中 で す 。 

今後 も アー ムズ フォ ー ト を 増産 する 方 鑑 
は 続い て いく の で し ょ うか 
マリ ー : 他 の 企業 と 協力 する か どう か は と も 
か く 、 し ば らく は 続く と 思い ます 。 た だ 現在 は 
今後 の 方 向 性 を 決め る こと に な る 、 ア ン サ 
ラー 計画 の 結果 を 待つ て いる 段階 で す 。 
ーーORCA 旅 団 に は どの よう な 対策 を 考え 
いま すか ? 
マリ ー : あの よう な 丈 を 捨て 置く わけ に は い 
きま せん 。 現在 情報 収集 中 で す が 、 そ れ が 終 
わっ た ら ア ー ム ズ フ ォ ー ト を 中 心 に 反撃 に 出 
る は ず で す 。 も し か する と 、 アン サラ ー 計 画 
の お 披露 目 と な る か も し れ ま せん 。 
ーー ネクス ト に 関し て は GA と 対照 的 に エ 電 
ギー 関連 の 性 能 を 重視 し て いま す 。 
マリ ー : エネ ルギー 効率 に 優れ た レオ ー 視 
メカ ニカ と 、 レ ー ザ ー 兵 器 の リー ディ ング カ ガ 
ン パ ニー だ っ た メリ エス が 合併 し た の で 、 F 
向 性 は 最初 か ら 定 まっ て いま し た 。 グル ー ガ 
の 一 員 で ある アル ドラ が 実弾 に も 強み を 持 5 
て いる の で 、 比 較 す る と こち ら の 方 が バラ 
ス が よい と 思い ます けど ? 
ー 一 新型 ネクス ト の LATONA も 、 エ ネル 
関連 の 数 値 が 高い 次 元 で まとまっ て いま 
: LATONA を ペー ス に し た レイ テル 
ラッ シュ が カラ ー ド の No.3 で ある こと か 
その 優秀 さ を 理解 し て いた だ ける と 思い まお 


/ 


AA11-LATONA, 攻撃 特 化 型 と い 
うら 諾 れ 込 み の 腕 部 フレ ー ム 。 軽量 で 
快適 な 運動 性 を 持つ 。 実弾 防御 は 湊 Vv 
い が 、 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 技術 < 
カ で EN 防御 は 安定 し て いる 。 


APCO1-GEMMA, 背部 武器 の 大 型 
パル スキ ャ ノン 。 近接 適性 の 高 さと 、 
WMA DMA. 


A 


ALOS-RIGEL, 軽量 タン ク と いう 独自 路線 
RIGEL の 脚 部 フレ ー ム 。 LATONA 開 発 前 
見 方 も ある 。 ブー スタ ー の 出力 は と も か ぐ く 、 
の で 飛び 続け る の が 得意 。 


ォ ン 


まな 協力 関係 に あっ た メリ エス と 合 俳 
を 合わ せ て 危機 を 乗り 切っ た の で す 。 
よ 、 レ オー ネ ・ メ カニ カ の 最 先 端 技術 
ス の レー ザー 技術 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン 
ご が 組み 合わ さっ た 結果 と し て 生ま れ 
~ ム ズ フ ォ ー ト ・ ス ティ グロ な どの 成果 
の 通り だ と 思い ます 。 

『 イ グロ も そう で す が 、 近年 は アー ム 
ト に 比重 が お か れ て いま す 。 

トー ラス や オー メル と 協力 し て 開発 さ 
に だ いて お り ま す 。 トー ラス と 共同 開 
クリ プス は すでに 拠点 防衛 で 実績 を 
\ ま すし 、 オ ー メ ル と は アン サラ ー 計 
ATS, 

も アー ムズ フォ ー ト を 増産 する 方 針 
いく の で し ょ うか 

他 の 企業 と 協力 する か どう か は と も 
ば らく は 続く と 思い ます 。 た だ 現在 は 
向 性 を 決め る こと に な る 、 ア ン サ 
の 結果 を 待っ て いる 段階 で す 。 

CA 旅団 に は どの よう な 対策 を 考え で 
bd 

あの よう な 候 を 捨て 置く わけ に は い 
。 現在 情報 収集 中 で す が 、 そ れ が 終 
アー ムズ フォ ー ト を 中 心 に 反撃 に 出 
す 。 も し か する と 、 ア ン サ ラー 計画 
目 と な る か も し れ ま せん 。 

スト に 関し て は GA と 対照 的 に エネ ル 
の 性 能 を 重視 し て いま す 。 

F ネ ルギー 効率 に 優れ た レオ ー ネ ・ 
と 、 レ ー ザ ー 兵 器 の リー ディ ング カ 
だ っ た メリ エス が 合併 し た の で 、 方 
初 か の ら 定 まっ て いま し た 。 グル ー プ 
ある アル ドラ が 実弾 に も 強み を 持っ 
で 、 比 較 す る と こち ら の 方 が バラ ン 
と 思い ます けど ? 

ネクス ト の LATONA も 、 エ ネル ギー 
直 が 高い 次 元 で まとまっ て いま す 。 
ATONA を ペー ス に し た レイ テル バ 
『 カ ラー ド の No.3 で ある こと か ら 、 
さ を 理解 し て いた だ ける と 思い ます 。 
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4A11.LATONA。 攻撃 特 化 
SMNAAD PAB TL—L, 軽 
快適 な 運動 性 を 持つ 。 実弾 防御 は 薄 
WH, イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 技術 
カ で EN 防御 は 安定 し て いる , 


4PCO1-GEMMA。 背部 武器 の 大 型 
バル ス : 近接 適性 の 高 さと 
BAAD MEAD, 


4L09-RIGEL。 軽量 タン ク と いう 独自 路線 を 打ち 出し た 


RIGEL の 脚 部 フレ ー ム 


の で 飛び 続け る の が 得意 


%, 


LATONA 開 発 前 の 
う 見 方 も ある 。 ブー スタ ー の 出力 は と も か く 、 効率 が 良い 


^L11-LATONA。 低 員 荷 で 積載 量 も 
高い 新 機軸 の 軽量 脚 部 . 
うに 見 える も の は ブー スタ ー ボ ポッ 
背面 
スタ ー が 収納 され て いる , 


ジェ ッ ト エ ンジ 


ン の よ 
クス で 
に 補助 ブ 


前 面 に パッ ク ブ ー ス タ 


4H11-LATONA, 軽量 型 の な か で は AP、 EN 防御 に 優 
れ た 頭 部 フレ ー ム 。 LATONA 全 体 の 欠点 と し て 実弾 防 


御 に 問題 が ある が 、 それ 以外 は バラ ンス が 取れ た 性 能 


4SB11-LATONA, LATONA 用 に 開発 され た 、 消費 
EN 低減 の サイ ドブ ー ス ター。 QB 重視 の 調整 で 、 噴 射 時 
間 の 長 さ が 特徴 


ユニ オン の 最新 軽量 
下 に オー バー ド 


4C11-LATONA, イン テリ オル 
AP, 独特 な テー ルス タビ ライ ザー は 


ブー スタ ー を 保護 し て いる 


近接 適性 も 
4LRO04-AVIOR。 ALTAIR の 流れ を くん だ スタ ンダ ー ド 高く 弾 速 も 速い た め 、 中 距離 で の 射撃 戦 か ら 軽量 突 軸 機 
レー ザー ライ フル 。 攻撃 カ が さら に 上 が り 、 代 わり に 装弾 の 迎撃 まで 幅広 く 使え る 。 LATONA で の 使用 を 想定 され 
て いる た め 、 EN 負荷 は 高い 


ARGO3-KAPTEYN. 軽量 化 レ ヒール ガン 


機 と い 


O34vauo 


- 次 は イン テリ オル ・ ユ ニオ ング ルー プ に 
属す る アル ドラ で す 。 グル ー プ の な か で は 比 
較 的 実弾 の イメ ー ジ が あり ます が 、 EN 兵 装 関 
係 が 弱い わけ で は あり ませ ん . 
マリ ー : 歴史 ある 企業 で す が 、 つま り 業 種 を 
多様 化 さ せ ず 工業 特 化 の 形 を 続け て いる 独 
特 な 企業 で す 

軍事 的 に は は イン テリ オル ・ ユ ニオ ング ルー 


HH/a 


アル ドラ 


アル ブレ ヒト ・ ド ライ ス 


プ 全 体 に アル ドラ 製 の ノー マル を 供給 し て い 
る の が 目立ち ます 。 
マリ ー : 標準 兵 装 に レー ザー ライ フル が 用 意 
され た GOPPERT-G3 が 代表 的 で すね 
ノー マル に レー ザー ライ フル を 装備 させ られ 
る 時 点 で 、 ア ルド ラ の EN 兵 装 技術 が 高い 水 
準 に ある こと が 分 か る と 思い ます 

ネクス ト は 少し 前 に 発表 され た 量産 型 の 


イン テリ オル グル ー プ 


SOLDNEH シ リー ズ が 最新 の 標準 機 で す 。 B 
要 の 限ら れ た ネクス ト で 量産 型 フ レー ム を 生 
産 し 始め た 狙い を 教え て 下さ い . 
マリ ー : リン クス は こ ご 数 年 で 増え 続け て い 
ます 。 まだ まだ 電 要 が ある た め 、 維持 コス ト 
と の バラ ンス が 取れ る と ころ まで 増加 する 見 
込み で す 。 最終 的 に は 現在 の 数 倍 に まで 膨れ 
る で し ょ う 。 そう な っ て か ら ネ クス ト の 量産 を 
始め て も 間に合い ませ ん 。 アル ドラ は 他社 に 
先駆 け て 、 こ の 先 必要 と な る 量産 型 ネクス ト 
に 着手 し た と いう こと で す 

リン クス の 間 で は 、 コ スト が か か ら な い だ 
け で な く 、 ア ルド ラ ら し い 堅 実 な フレ ー ム だ と 
いう 評価 を 得 て い ます 
マリ ー: ア ルド ラ の 製品 は 職人 的 精巧 さ を 持っ 
て いま す 。 工業 特 化 と いう 企業 の 方 向 性 自体 
も そう で す が 、 技 術 者 の 気骨 が よく 製品 に 表 
れ て いる の だ と 思い ます 

た だ 、SOLDNER は オー バー ドブ ー ス え 
ター と ジェ ネ レ ー タ が レイ レナ ー ド 製 だ と いう 
の が 気 に な り ます 。 現在 で は 生産 され て い 
い は ず で す が ? 
マリ ー : レイ レナ ー ド が オー メル に 吸収 され 
た 初期 に は 、 オ ー メ ル が 生産 し て いま し た 。 
ネクス トバ ー ツ は 耐用 年 数 が 長い こと も あり 、 
まだ 十分 な 数 を 確保 で き て いま す 。 LOL, 
この まま で は いずれ 量産 機 と し て の 役目 を 果 
た せな く な る た め 、 次 の 標準 機 を トー ラス の 
協力 を 得 て 開 発 中 で す 。 発表 時 期 が きた ら み 
な さん 薦 く と 思い ます よ 。 次 は 内 部 バー ツ ま 
で アル ドラ 製 の ネクス ト に な る 予定 で す 

それ は 楽し み で す 。 で は 兵 装 に つい 
は 、 今後 どの よう な 方 向 性 に な り ま す が か 
SOLDNER に 合わ せ て 開発 され た 兵 装 は 、2 
レネ ー ド に バズ ー カ と 、 ま る で GA の ライ ンカ 
プ の よう で し た 
マリ ー : エネ ルギー、 実弾 、 コ ジマ と 、 グル = 
プ 内 の バラ ンス が 取れ て いる の で 、 こ の まま 
実弾 武器 の 方 向 性 は 引き 継ぐ で し ょ う 。 GA 
と の 競争 に な る の な ら 、 それ は それ で 望む ど 
ころ で す よ 。 


ASOLDNER-G8A, 万 能 型 の 重量 
腕 部 フレ ー ム 。 低 負荷 で 攻撃 と 防御 
の 性 能 が 高く まとまっ て いる , 


ASOLDNER-G8C, 前 方 に 大 きく 突き 出し : 
が 印象 的 な 重量 コア 。 平均 化 さ れ た 防御 性 
定性 が 特長 。 背面 の 装甲 を 開く と 、 オー バー| 
の 噴射 口 が 12 個 に 分 か れ て 並ん で いる , 


AGRB-TRAVERS. 背部 武器 版 の 軽量 グ 
器 切 り 替え や リロ ー ド 速度 の 面 で 取り 回 し が よ 
も 安い 。 


WER シ リー ズ が 最新 の 標準 機 で す 。 英 
られ た ネクス ト で 量産 型 フレ ー ム を 生 
うた 狙い を 教え て 下さ い 」 

リン クス は ここ ご 数 年 で 増え 続け て い 
まだ 需要 が ある た め 、 維 持 コス ト 
? ン ス が 取れ る と ころ まで 増加 する 見 
「。 最終 的 に は 現在 の 数 倍 に まで 膨れ 
う 。 そう な っ て か ら ネ クス ト の 量産 を 
5 間に合い ませ ん 。 アル ドラ は 他社 に 
> と の 先 必要 と な る 量産 型 ネ クス ト 
* た と いう こと で す . 

クス の 間 で は 、 コ スト が か か ら な い だ 
、 ア ルド ラ ら し い 堅 実 だ フレー ム だ と 
を 得 て い ます 

アル ドラ の 製品 は 職人 的 精巧 さ を 持っ 
。 工業 特 化 と いう 企業 の 方 向 性 自体 
す が 、 技術 者 の 気骨 が よく 製品 に 表 
の だ と 思い ます 。 

:、SOLDNER は オー バー ドブ ー ス 
ェ ネ レー タ が レイ レナ ー ド 製 だ と いう 
な り ま す 。 現在 で は 生産 され て いな 
す が ? 

レイ レナ ー ド が オー メル に 吸収 され 


^SOLDNER-GBL 
は 汎用 性 に 優れ た フレ ー 


と 低 負 荷 が ポイ ント だ が 、 そ れ 以 外 に も 人 穴 


重量 二 脚 の な か で 
5 い 防御 力 


の 性 能 が 高く ま と ま 


は 、 オ ー メ ル が 生産 し て いま し た 。 ASOLDNER-G8¢ (0 Bae eas aes 
a ip HORNE MMA? 平 mt ie aks 

パーツ は 耐用 年 数 が 長い と と も あり 、 ーー GENK 

な 数 を 確保 で き て いま す 。 し か し 、 Pan GHIOM- ai CeACLS 

で は いずれ 量産 機 と し て の 役目 を 果 


な る た め 、 次 の 標準 機 を トー ラス の 
て 開発 中 で す 。 発表 時 期 が きた ら み 
く と 思い ます よ 。 次 は 内 部 パー ツ ま 
z 製 の ネクス ト に な る 予定 で す 。 

は 楽し み で す 。 で は 兵 装 に つい て 
どの よう な 方 向 性 に な り ま すか 
IR に 合わ せ て 開発 され た 兵 装 は 、 グ 
パ バズーカ と 、 ま る で GA の ライ ン ナ ッ 
し た 

ネル ギー、 実弾 、 コ ジマ と 、 グル ー 
ラン ス が 取れ て いる の で 、 こ の まま 
方 向 性 は 引き 継ぐ でしょ う 。 GA 


SOLDNER-G9L。 SOLDNER の 逆 関節 脚 部 。 高い 積 
載 量 を また 重量 の 割 に は ジャ ンプ カカ が あり 、 垂直 
機動 を 活か し た 戦い 方 が 可能 


ょ GRB-TRAVERS。 背部 武器 版 の 軽量 グレ ネー ド 。 武 
0 それ は それ で 望む と 器 切り 替え や リロ ー ド 速度 の 面 で 取り 回 し が よく 、 弾 単価 


" も 安い . 特徴 的 面 で 劣る . 


4BZ-BROCKEN。 精度 と 近接 適正 に 優れ た 命中 率 の 
高い バズ ー カ 。 GA 製 の パ バズーカ に 比べ る と 、 装 弾 数 の 


Hu1/aug 


ーー トー ラス と いえ ば コジ マ 技 術 を 抜き に は 
語れ ませ ん 。 アク アピ ッ ト の 時 代 か ら 、 オ ー メ 
ル と 並ぶ コジ マ の 先端 企業 で す 。 
マリ ー : コジ マ か ら 離 れれ ば 、 電算 機 や 各種 
セン サー な どの エレ クト ロニ クス に お いて も 
最 先端 で す よ 。 

し か し 、 過 去 は その 最 先端 の 技術 を 軍事 
に 適用 し た 結果 、 兵器 に ある まじ き 脆 さ を 持 っ 
て いま し た 。 現在 で は 昔 に 比べ て 、 生 産 する 
兵器 が 随分 と 丈夫 に な り ま し た ね 。 リン クス 戦 


HHa/awn 


rorus トー ラス 


争 で 壊滅 し た アク アビ ピッ ト の 技術 者 を 受け 入 
れ て 、 ト ー ラ ス の 母体 と な っ た GA ヨー ロッ パ 
の 影響 で すか ? 

マリ ー : も ちろ ん それ は あり ます 。 それ に 加 
え 、 大 きい の は 世界 の 軍事 全体 が アー ムズ 
フォ ー ト ヘ シ フト し た こと で す 。 トー ラス が 近 
年 着手 し た の は 、 飛 行 型 ア ー ム ズ フ ォ ー ト ・ 
イク リプ ブス 。 その後 は 、 重 ネクス ト の 
ARGYROS で す 。 この ふた つ は 脆く な り よ 
う が な い 。 も ちろ ん 、 技術 は 日 々 進歩 し て い 


イン テリ オル グル ー プ 


ます の で 、 いま 軽量 ネクス ト を 作っ た ら 丈 夫 な 
も の が で きる と 思い ます …… 多 分 。 
ーー アー ムズ フォ ー ト と いえ ば 、 リ ンク ス 戦 釘 
で 最終 兵器 と し て 使わ れ た ソル ディ オス の 実 
験 を 再開 し た と いう 情報 が 聞こ えて きま し た 。 
詳し く 教え て 下さ い 
マリ ー : ユニ オン と トー ラス は 共同 で 、GA 製 
アー ムズ フォ ー ト の ラン ドク ラブ を 改修 し 、 ソ 
ルディ オス 砲 を 搭載 し た 実験 機 で デー タ を 操 
取 し て いま し た 。 そこ に 所 属 不 明 の ネクス ト 
が 出現 し 、 実 験 を 妨害 され る と いう 事故 が 起 
き て いま す 。 も し か し た ら 、 ORCAMMOM 
体 だ っ た 可能 性 も ある た め 、 現 在 調査 を 進め 
て いる と ころ で す 
ーー 改修 型 ラ ンド クラ ブ は 無事 で し た か ? 
マリ ー : 戦闘 を する 予定 で は な か っ た た め 、 
迎撃 戦力 が 足り ず 大 き な 被 害 を 受け まし た 。 
た だ 実戦 を 含め た デー タ が 採れ た の で 、 今後 
の 開発 に 役立つ で し ょ う 。 
ネクス ト に 目 を 移す と 、 新 型 標準 機 の 
ARGYROS の ほか 、 イ ン テ リ オル ・ ユ ニオ 
の ネクス ト に も オー バー ドブ ー ス ター、 YR 
レー タ を 提供 し て いま す 
マリ ー : ユニ オン が コジ マ 技 術 を 持っ て いな 
いわ け で は な い の で す が 、 専 門 家 に は 叶わ 
な いと いっ た 感じ で し ょ うか 
確か に 、 彼 ら は 専門 家 と いっ て 差し 支 旭 
な い ほ ど 巧 み に コジ マ 技 術 を 操り ます 。 
マリ ー : コジ マミ サイ ル 、 コ ジマ キャ ノン 、 7 
サル ト ア ンプ な ど 、 兵 装 へ の 使用 に も パリ 
エー ショ ン が あり ます 。 特 に アサ ルト アニ 
マー の 開発 元 だ け あ り 、 ア サル ト ア ー マ ーR 
関し て は 常に 先 を 歩い て いま す 。 アサ ルト 
キャ ノン は 、 技術 的 に も アイ デア 的 に も 、 F 
似 は で き な い の で は な いで し ょ うか 。 
—LPL. AY YOR THSARGYROSE 
搭乗 者 へ の 汚染 が 心配 され ます . 
マリ ー : それ 故 の 分 厚い 装甲 で す 。 ACTH 
愛 い 見 た 目 で 、 搭乗 者 の 命 を 守り ます よ 。 
ー 一 幾ら 可愛 く て も 、 私 は あの 機体 に だ ! 衣 
乗り た く あ り ま せん ね 。 


AARGYROS/A, PA 性 能 と 実弾 防 b 


御 の 双 方 が 高い 、ARGYROS の 腕 
部 フレ ー ム 。 EN 武器 に も 適性 が ある J 


DS. 県 準 精度 は 低め 。 


AOMNIA, 高 負荷 で バラ ンス の と れ 
た トー ラス 製 の FCS。 旧 ア クア ピット 
恨 品 を 想起 させ る 名 称 と 、 放 射 状 に 
広がる 積層 型 の 基板 が 特徴 。 


AFLUORITE. アク アビ ピッ ト 時 代 か ら 受け 継 
れ た 、 プ ラズ マラ イフ ル の 最新 阪 。 着弾 
ECM 効 果 を 発揮 する た め 、 豊 富 な 弾 数 
EGM 発 生 器 と し て も 役に立つ 。 


で 、 いま 軽量 ネクス ト を 作っ た ら 丈 夫 な 
で きる と 思い ます …… 多 分 。 

ー ム ズ フ ォ ー ト と いえ ば 、 リ ンク ス 戦 争 
兵器 と し て 使わ れ た ソル ディ オス の 実 
別 し た と いう 情報 が 聞こ えて きま し た 
LAT FEU), 

「 ユニ オン と トー ラス は 共同 で 、GA 製 
ズ フ ォ ー ト の ラン ドク ラブ を 改修 し 、 ソ 
# ス 砲 を 搭載 し た 実験 機 で デー タ を 採 
いま し た 。 そこ に 所 属 不明 の ネクス ト 
Jy 実験 を 妨害 され る と いう 事故 が 起 
ET. も し か し た ら 、ORCA 旅 団 の 機 
可能 性 も ある た め 、 現 在 調査 を 進め 
ここ と ろ で す 。 

型 ラン ドク ラブ は 無事 で し た か ? 
戦闘 を する 予定 で は な か っ た た め 、 
カ が 足り ず 大 き な 被 害 を 受け まし た 。 
を 含め た デー タ が 採れ た の で 、 今後 
役立つ で し ょ う 。 

クス ト に 目 を 移す と 、 新型 標準 機 の 
YOS の ほか 、 イ ン テ リ オル ・ ユ ニオ ン 
下 に も オー バー ドブ ー ス ター、 ジェ ネ 
提供 し て いま す 。 

ユニ オン が コジ マ 技 術 を 持っ て いな 
“は な い の で す が 、 専 門 家 に は 叶わ 
つた 感じ で し ょ うか 。 

! に 、 彼 ら は 専門 家 と いっ て 差し 支え 
巧み に コジ マ 技 術 を 操り ます 

ジマ ミサ イル 、 コ ジマ キャ ノン 、 ア 
ンプ な ど 、 兵 装 へ の 使用 に も バリ 
『 ン が あり ます 。 特に アサ ルト アー 
発 元 だ け あ り 、 ア サル ト ア ー マ ー に 
常に 先 を 歩い て いま す 。 ア サル ト 
は 、 技 術 的 に も アイ デア 的 に も 、 真 
な い の で は な いで し ょ うか 。 

し 、 コ ジマ の 塊 で ある ARGYROS は 
の 汚染 が 心配 され ます 。 

それ 故 の 分 厚い 装甲 で す 。 丸く て 可 
BC. 搭乗 者 の 命 を 守り ます よ 。 
可愛 く て も 、 私 は あの 機体 に だ け は 
5 り ま せん ね 。 


4ARGYROS/A。 PA 性 能 と 実弾 防 
御 の 双 方 が 高い 、ARGYROS の 胸 
分 フレ ー ム 。 EN 武器 に も 適性 が ある 
が 昧 準 精度 は 低め 


AARGYROS/L, 整 波 特 化 型 の 最 重 量 二 脚 バ ー ツ 。 积 
載 量 も 高い が 、 重量 と EN 負荷 が ネッ ク . 


AARGYROS/H. 他 の ARGYROS フ レー ム と 同じ く 防 
果 の 高い 頭 部 フレ ー ム 。 シス テム リカ バリ ー に も 優 


御 刻 


れる 、 つま り ア サル ト ア ー マ ー に 耐性 が ある , 


AOMNIA, 高 負 荷 で バラ ンス の と れ 
た トー ラス 製 の FCS。 旧 ア クア ビッ ト 
製品 を 想起 させ る 名 称 と 、 放 射 状 6 
広がる 積層 型 の 基板 が 特徴 . 


AARGYROS/G. トー ラス の 新型 ジェ ネ レ ー タ , 
荒 き の 大 重量 と 引き 換え に 、 全 点 豪華 主義 を 実現 


性 能 を 持つ 重量 コア 
て 高い 。 背中 の タン 
オー バー 


AARGYROS/C, 圧倒 的 な 
実弾 防御 、EN 防 御 、PA 性 能 が す ン 
ク は オー バー スタ ー と 一 体 に 
ドブ プー スト 時 に は 回 転 し て ブー スタ ー が 出 


ALETHALDOSE. アサ ルト アー マー に 指向 
性 を 与え る 背部 武器 。 両 彰 の スロ ッ ト を 使用 す 
る 。 使用 時 は 普段 閉じ て いる 装甲 板 が 開き 、 7 
レー ト 状 と 円 筒 状 の 整 波 装置 が 展開 する , 必要 


AFLUORITE. アク アビ ッ ト 時 代 か ら 受け 継が 
れ た 、 プ ラズ マラ イフ ル の 最新 版 。 着弾 で 
ECM 効 果 を 発揮 する た め 、 豊 富 な 弾 数 で 
ECM 発 生 器 と し て も 役に立つ 


AARGYROS/XA. コジ マキ ャ ノン を 腕 と 一 
体 化 させ た 武器 腕 フ レー ム 。 発射 に チャ ー ジ が 
、 攻撃 力 は 圧倒 的 


Hu ヨ /aun 


ネクス ト 戦 カビ ピック アッ プ 


7 レー ムペ ベ ペース 


右腕 
左腕 武器 : LB-ELT 


右 背中 武器 


LATONA 
RGO3-KAPTEYN LAL 
ANIN 

PC01-GEMMA 


左 背中 武器 : HLC09-ACRUX 
- タ : 上 RIGEL/G 
F.C.S :LAURA 


ネクス トバ パーツ デザ イナ ー ズ コメ ント 


デザ イナ ー ズ コメ ント と し て 、 最 後 は 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 話 を 伺っ た 。 


ー 一 企業 名 を 教え て くだ さい 。 

イン テリ オル ・ ユ ニオ ン で デザ イン を 担 
当 さ せ て いた だ いて お り ま す 。 

一 一 自分 が デザ イン し た な か で お 気 に 入 
り の パー ツ は あり ます か ? 

メリ エス 時 代 に デザ イン し た レー ザー ラ 
イフ ル 、LRO1-ANTARES で す 。 曲線 
を 全面 に 押し 出し た ライ フル で 、 今 まで 
に な い 形 状 だ と 思っ て お り ま す 。 新しい 
も の だ と 、HLC09-ACRUX で すね 。 大 
剣 を 背負 っ て いる 姿 を モチ ー フ と し 、 そ 
れ を 上 手 く 活か せ た と 思い ます 。 

ーー 一 特に デザ イン に 苦労 し た パー ツ は ? 
LRO04-AVIOR な ど 、 逆 に あっ さり と デ 
ザイ ン が 決ま っ た パー ツ の 方 が 印象 深い 
TF. LR04-AVIOR は ロボ ッ ト ア ニ メ 
に 登場 する 主人 公 機 の レー ザー ライ フル 


を イメ ー ジ し て 、 汎 用 的 に 使え る 性 能 を 
目指 し て デザ イン し まし た 。 

ーー ひと つの パー ツ を デザ イン する の に 
どの くら い 時 間 が か か り ま すか ? 

フレ ー ム は 全体 の デザ イン を いく つか 措 
&. FEBON— VERO TIMER. 
全体 の 整合 性 を と っ た 後 、 ひ と つ ず つ 詳 
細 デ ザイ ン を あげ ます 。 全 工 程 で 2 週間 
ほど で す 。 兵 装 の 場合 、 ラ フ を 各 担 当 者 
に 見 せ 、 各 人 の イメ ー ジ や 設計 上 必要 な 
も の を 聞き 出し ます 。 その 後 詳細 を 描き 
ます が 、 折 り 畳 み ギ ミッ ク の ある 兵 装 は 
他 の 倍 近く 日数 が か か り ま すね 。 

ーー イン テリ オル らし さと は 何で すか ? 
曲線 の ライ ン と 、 航 空 機 の よう な 空力 的 
な 流れ を イメ ー ジ し た 印象 を 持つ こと だ 
と 思い ます 。 TELLUS の コア な ど は 、 そ 
こ に アル ドラ 製 戦闘 へ ヘリ の よう な 力強い 
フォ ルム が 入っ て いま すね 。 

ー 一 今後 の 予定 は ? 


レイ テル パラ ッシュ 


押し も 押さ れ も せ ぬ 、 イン テリ オル w。 ユ ニオ 
ン の トッ プ ネ クス ト 。 リン クス は カラ ー ド ラン タク 


No.3 ウ ィ ン ・D・ フ ァ ン ショ ン 。 ラン ク 1 位 の オ : 


ツタ ダル ヴァ が 行方 不明 と な っ た た め 、 ROK 
彼女 


新 で さら 
の 強い 女性 


と と が で き 


容赦 の な い 戦い ぶり だ け 


ガン な て が EN 消費 型 の た め 
クイ ッ ク Et 機 と は 相性 
い 。 この 本 を 自在 に 提 
中 距離 射撃 戦 と イン ファ イト の 両方 を 完 如 
に こなす 。 GA の 標準 機 カ と する EN 武器 
武装 を 固め て いる こと 、 同 社 の ネクス ト を 


何 機 も 撃墜 し て いる こと か 2 


も 呼ば れ て いる 


これ まで 曲線 の 多い フレ ー ム や 、 レ ー 
ザー 系 兵 装 を 多く デザ イン し た の で 、 平 
面 の 多い フレ ー ム や 実弾 武器 の デザ イン 
を し て みた いで すね 。 AC と は 関係 な いん 
で す が 、 個 人 的 に 好き な シュ ー テ ィング 
ゲー ム の 仕事 に 関わ っ て みた いと いう 思 


い は あり ます 。 | 


一 読者 へ 伝え た いこ と は あり ます か ? 
読者 の 方 は 兵器 と し て で は な く 、 純 粋 に 
デザ イン と し て ネクス ト に 触れ る こと が 
多い で し ょ う 。 色々 な バー ツ の 組み 合わ 
せ を 考え て 、 自 分 だ け の ネクス ト を 考え 

る と 楽し いと 思い ます 。 実は 私 も も と リ 
ンク ス で す 。 過去 に レー ザー 兵器 の 世話 

に な っ た 人 間 で あり 、 現 在 は 恩返し を し 
て いま す 。 まぁ 、 最 後 は マシ ン ガン や グ 
レネ ー ド に 行き 着い た ん で す が ……。 


GAD KIB" & 


と こ で は 企業 連 の 主導 権 を 握る E 
ルー プ 以 外 の 、 有力 勢力 の 動向 を 
巨大 企業 グル ー プ の 連合 で ある 企 
企業 連 管轄 下 の リ ンク ス 管 理 機構 
に つい て も ここ に 含め る 

その 他 注 目 する 勢力 は 、 ラ イン 7 
スピ ナ 機 関 、 レ イレ ナー ド の 3 つ 7 
アー ク は 企業 支配 を 衣 定 し な い 自 
ち が 、 廃棄 され て いた 施設 を 占拠 
た 海上 都市 で ある 。 他 の コロ ニー( 
定 の メガ コン グロ マリ ッ ト と 取り 引 : 
で は な く 、 独立 し た 運営 を 行なっ て ( 

アス ピナ 機関 は オー メル と の 関 
リン クス と ネクス ト の 研究 開発 機関 
ス を 保有 し 、 実戦 へ も 投入 する 

レイ レナ ー ド は リン クス 戦争 で 壊 ) 
の メガ コン グロ マリ ッ ト だ が 、 現 有 
様々 な 影響 を 残し て いる 。 その た 6 
も う 一 度 その 影響 を 確認 し て お く 


その 他 の 注目 勢力 


=e 


も 押さ れ も せ ぬ 、 イン テリ オル ユニ オ 
ッ プ ネクス ト 。 リン クス は カラ ー ド ラン クタ 


ウィ ン :D: フ ァ ン ショ ン 。 ラン ク 1 位 の オッ 議 と と で は 企業 連 の 主導 権 を 


る 巨大 企業 グ 
ヴァ が 行方 不明 と な っ た た め 、 次 の 更 ルー プ 以 外 の 、 有 ナ 
ら に ラン ク が 上 が る と 思わ れる 。 RK 
人 物 は 口 を 揃え て 責 D 強 い 女性 、 
が 露出 は 無し 。 我々 に 知る こ 
、 そ の 音別 で 容赦 の な い 戦い ぶり だ け 


スピ ナ 機 関 、 レ イレ ナー ド の 3-~ 


- ド マー ク の デュ アル レー ザー や レー ル アー ク は 企業 支配 を 青 定 し な い 自由 主義 者 た 
ビ 、 武器 の すべ て が EN 消費 型 の た め ち が 、 廃棄 され て いた 施設 を 占拠 、 発 展 させ 
ブー スト を 多用 する 軽量 機 と は 相性 が た 海上 都市 で ある 。 他 の コロ ニー の 


と の お 6 NA ECP 定 の メガ コン グロ マリ ッ ト と 取り 引き を 
B 離 射 黄 戦 と イン ファ イト の 両方 を 完璧 で は な く 、 独 立 し 7 行なっ 
GA の 標準 機 が 苦手 と する EN 武器 アス ピナ 機関 は オー メル と の 関連 が 深い 
同社 の ネクス ト を リン クス と ネ ク 


スト の 研究 開発 機関 だ 。 リン ク LINE ARK 


RELTWSZEDS, "GADKIB" と を 保有 し 、 実戦 へ も 投入 3 
し て いる レイ レナ ー ド は リン クス 戦争 で 壊滅 し た 新鋭 
の メガ コン グロ マリ ッ ト だ が 、 現 在 の 状況 に 


様々 な 影響 を 残し て いる 。 その た め 


影響 を 確認 し て お 


曲線 の 多い フレ ー ム や 、 レ ー 
倒 を 多く デザ イン し た の で 、 平 
フレ ー ム や 実弾 武器 の デザ イン 
た いで すね 。 AC と は 関係 な いん 
還 人 的 に 好き な シュ ー テ ィング 
+ 事 に 関わ っ て みた いと いう 思 
ます 。 

伝え た いと と は あり ます か ? 
# 兵 器 と し て で は な く 、 純 粋 に 
と し て ネクス ト に 触れ る こと が 
ト う 。 色々 な パー ツ の 組み 合わ 
て 、 自 分 だ け の ネクス ト を 考え 
\ と 思い ます 。 実は 私 も も と リ 
「。 過去 に レー ザー 兵器 の 世話 
\ 間 で あり 、 現 在 は 恩返し を し 
まぁ 、 最後 は マシ ン ガ ン や グ 
行き 着い た ん で す が … 
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ー 一 企業 連 か ら 、 ス ポー クス マン の マー リー・ 
エバ ン 氏 を お 迎え し まし た 。 

エバ ン 氏 (以下 敬称 略 ) : どう も 。 

ーー まず は 企業 連 に つい て 教え て 下さ い 。 
エバ パン : 企 業 連 は 多数 の 巨大 企業 が 参加 する 、 
企業 間 の 調停 ・ 協 力 機関 で す 。 巨大 企業 同士 
の 問題 を 調停 し た り 、 企 業 の 壁 を 超え て 、 社 
会 全体 に 関わ る 事業 を 展開 する 際 の 中 心 的 な 
役割 を 果たし ます 。 

ー 一 参加 企業 は 間接 的 、 直 接 的 に 3 大 企業 グ 
ルー プ と の 関わ り を 持っ て お り 、 実 際 に は 
GA、 イ ン テ リ オル 、 オ ー メ ル の 意見 を 調整 す 
る 役割 と 言っ て 良い か と 思い ます 。 

エバ ン : そう 言う 方 も いら っ し ゃ いま すね 。 

ー 一 現状 、 ど の 企業 グル ー プ も 、 影 響 下 の 企 
業 を 含め て 過半 数 を 抑え て いま せん 。 この 状 
況 で は 機能 し な いこ と も 多い の で は ? 

エバ ン : 純粋 な 話し 合い の 場 と し て は 、 ど こ 


| 
| 
| 
| 


リン クス 


HHE/aun 


その 他 の 注目 勢力 


企業 連 


企業 統治 連合 


か が 圧倒 的 な 主導 権 を 握る こと は 避け た 方 が 
無難 で す 。 現状 が 正しい 在り 方 で し よう 。 

ーー 一 般 の 見 方 で は 、 政 治 力 に 優れ る オー メ 
ル が 主導 権 を 握っ て いる と 見 られ て いま す 。 
エバ ン : 企業 連 は 企業 に よる 秩序 を 表 定 し 、 
企業 の 総意 に よっ て 成り 立っ て いま す 。 ひと 
つ ひ と つの 企業 に 優劣 は 存在 し ませ ん 。 
ーーORCA 旅 団 へ は どう 対処 する 見 込み で 
すか ? 

エバ パン : ORCA 旅 団 は 社会 シス テム を 根底 か 
ら 否 定 す る テロ リス ト で す 。 彼ら は 企業 連 の 
すべ て の 力 を も っ て 排除 せ ね ば な り ま せん 。 
ーー それ な ら ば 、 企業 グル ー ブ ご と に 行なっ て 
いる ORCA 旅 団 へ の 対処 を 、 企 業 連 の も と に 
一 本 化し た 方 が 良い よう に 思わ れ ま す が ? 
エバン : 現在 、 各 方 面 の 調整 と 準備 を 進め て 
いる と ころ で す 。 


| 加盟 企業 内 訳 | 


企業 連 の 加盟 企業 が 、 ど の 企業 グル ー プ の 影響 
下 に ある か と いう 図 。 オー メル 系 が 最も 多く 、 
GA 系 と イン テリ オル 系 は 、 ほぼ 同数 。 GA グ 
ルー プ と イン テリ オル グル ー プ は 企業 連 自 体 を 
それ ほど 重要 視 し て いな いた め 、 加 盟 企 業 の 枠 | 
を 巡る 衝突 は 起こ っ て いな い 。 | 


ーー リン クス は カラ ー ド に 所 属し 、 任 務 ど と に 
雇 わ れる と いう 備 兵 の よう な 形態 で す 。 し か 
し 、 実 際 は 企業 に 所 属し て いる と 言っ て 差し 
支え な い リ ンク ス が ほとん ど だ と 思い ます 。 
エバ ン : ネクス トバ ー ツ が 企業 か ら 供給 され 、 
また 、 リ ンク ス に も 好み の バー ツ が ある 以上 
そう 見 られ て し まう こと は 理解 で きま す 。 た 
だ 、 そ れ は 誤解 と いう も の で す 。 カラ ー ド の 
リン クス は 特定 の 企業 と 結び つく こと な く 、 
すべ て カラ ー ド の 管理 下 に あり ます 。 
ーーORCA 旅 団 な ど 、 カ ラー ド に 所 属し な い 
イレ ギュ ラー な リン クス の 問題 も あり ます 。 
エバ ン : その 問題 に つい て は 検討 を 続け て い 
ます 。 また 近年 は リン クス の 数 が 増え て いる 
の で 、 ラ ン キ ング の 方 式 や 依頼 の 方 式 な ど に 
も 手 を 加え る 予定 が あり ます 。 
ーー……" 期 待 し て いま す 。 


ーー お 仕事 の 都合 で 来れ な く な 
アー ク 代 表 ブ ロッ ク ・ セ ラノ 氏 に 代 
フィ オナ ・ イ エル ネフ ェ ル ト 氏 が 来 
し た 。 ライ ン ア ー ク の 現在 に つい 
いた いと 思い ます 。 

フィ オナ 氏 (以下 敬称 略 ) : で きる 
し た いと 思い ます 。 よろ し く お 願 い 
ーー フィ オナ 氏 は ネクス ト 制 御 技 
た イエ ルネ フェ ルト 博士 の 娘 で す , 
め 、 フ ィ オ ナ 氏 と 呼ぶ こと を お 許し 
在 は ライ ン ア ー ク で アド バイ ザー 


盟 企业 内 识 


イン テリ オル 系 
「 48 社 


連 の 加 明 企業 が 、 ど の 企業 グル ー プ の 影響 
: あ る か と いう 図 。 オー メル 系 が 最も 多く 、 
と イン テリ オル 系 ほぼ 同数 。 GA グ 
プ と イン テリ オル グル ー プ は 企業 連 自 体 を 
(ほど 重要 視 し て いな いた め 、 加 盟 企 業 の 棒 
る 衝突 は 起こ っ て いな い , 


/ ク ス は カラ ー ド に 所 属し 、 任 務 ど と に 
5 と いう 備 兵 の よう な 形態 で す 。 し か 
は 企業 に 所 属し て いる と 言っ て 差し 
リン クス が ほとん ど だ と 思い ます 。 
ネクス トバ パー ツ が 企業 か ら 供給 され 、 
リン クス に も 好み の パー ツ が ある 以上 
5 れ て し まう こと は 理解 で きま す 。 た 
れ は 誤解 と いう も の で す 。 カラ ー ド の 
は 特定 の 企業 と 結び つく こと な く 、 
リラ ー ド の 管理 下 に あり ます 。 

CA 旅団 な ど 、 カ ラー ド に 所 属し な い 
ラー な リン クス の 問題 も ありま す 。 
その 問題 に つい て は 検討 を 続け て い 
た 近年 は リン クス の 数 が 増え て いる 
? ン キング の 方 式 や 依頼 の 方 式 な ど に 
える 予定 が あり ます 。 
期待 し て いま す 。 


ーー お 仕事 の 都合 で 来れ な く な っ た ライ ン 
アー ク 代 表 ブ ロッ ク ・ セ ラノ 氏 に 代わ り 、 急 者 
アイ オナ ・ イ エル ネフ ェ ル ト 氏 が 来 て 下さ いま 
し た 。 ライ ン ア ー ク の 現在 に つい て お 話 を 伺 
いた いと 思い ます 。 

フィ オナ 氏 (以下 敬称 略 ) : で きる だ け 、 協 力 
し た いと 思い ます 。 よろ し く お 願 いし ます 。 
ーー フィ オナ 氏 は ネクス ト 制 御 技術 を 提唱 し 
た イエ ルネ フェ ルト 博士 の 娘 で す 。 区 別 の た 
め 、 フィ オナ 氏 と 呼ぶ こと を お 許し 下さ い 。 現 
在 ほ ライ ン ア ー ク で アド バイ ザー と し て 働い 


ライ ンー プク 


その 他 の 注目 勢力 


て いら っ し ゃ いま すね 。 

フィ オナ : ええ 、 主 に ホワ イト ・ グ リン ト の 運 
用 に つい て で し た が ……。 

一 一 個人 的 な 質問 を し て も ? 

フィ オナ : で は 、 ひと つ だ け 。 

ーー あり が と う 。 フィ オナ 氏 は リン クス 戦争 に 
BUT. “アナ トリ ア の 備 兵 " と 呼ば れる 初 の 
独立 備 兵 リ ンク ス と と も に 、 ア ナ ト リ ア ・ コ ロ 
ニー の た め に 戦い まし た 。 その 後 、 ア ナ ト リ ア 
は 残念 な こと に な っ て し まい まし た が ……。 ど 
うし て ライ ン ア ー ク に ? 


フィ オナ : ほか に 行く と ころ が な か っ た か ら で 
す 。 

ーー それ は 、 あな た の 相棒 も ? 

フィ オナ : ふた つ 目 の 質問 で すか ? 

ーー 一 失礼 し まし た 。 話 を 戻し まし ょ う 。 自由 都 
市 を 標 栓 する ライ ン ア ー ク で す が 、 現 在 で は 
様々 な 企業 と の 関係 を 持っ て いま す 。 同時 に 
上 層 部 の 腐敗 も 問題 だ と か 。 

フィ オナ : 人 工 が 増え て 、 自 給 自足 と いう わ 
け に も いか な く な り ま し た 。 食料 の 調達 の た 
め に 企業 に 接触 する 必要 が 出 た の で す 。 


ー 一 企業 と 関係 を 深め る と 、 ラ イン アー ク の 
掲げ る 自由 と 民主 主義 が 揺らぎ ませ ん か ? 
フィ オナ : 特定 企業 の み と の 取り 引き を 強要 
され て いる コロ ニー に 比べ る と 、 私 た ち は 商 
売 の 相手 を 選べ ます 。 これ は ライ ン ア ー ク の 
考え る 自由 、 経 済 の 自 由 に 叶う 行為 で す 。 も 
と より 自由 と 民主 主義 は 、 孤 立 し て いて 達成 
で きる も の で は な い の で 、 人 口数 百 万 を 抱え 
た ライ ン ア ー ク は 、 次 の 段階 に 入っ た と 考え 
て 下さ い 。 

政治 の 腐敗 の 問題 は いか が で し ょ うか 
フィ オナ : これ は 、 企 業 か ら の 亡命 者 や アウ 
トロ ー を 受け 入れ 続け た ライ ン ア ー ク の シス 
テム に 問題 が あり まし た 。 シス テム を 改善 し 、 
教育 や 貧困 層 の 救済 に よっ て 自浄 作用 を 働か 
せ た い と 考え て いま す 。 


ーー クレ イド ル の 住人 は ライ ン ア ー ク の 生活 
を 想像 し に し くい も の が あり ます 。 この 特異 な 海 
上 都市 の 構造 に つい て 教え て 下さ い 。 

フィ オナ : ライ ン ア ー ク は 海 を 渡る 構造 体 と 、 
中 央 ビル 、 海 上 の ビル 群 で 構成 され て いま 
す 。 構造 体 に は 4 本 の モノ レー ル と 3 つの 高 
速 道路 が 設置 され て お り 、 コ ロニ ー 間 の 輸送 
に 使用 され ます 。 道路 の 通行 料 は ライ ン ア ー 
ク の 収入 源 の ひと つ で す 。 中 央 ビル に 入っ て 
いる の は 行政 施設 と 、 税 関 に な り ま す 。 ここ 
が ライ ン ア ー ク の 頭脳 で すね 。 最後 の 海上 ビ 
ル 群 が 市 民 の 生活 や 労働 の 場 で す 。 ビル 群 
は 道路 で 結ば れ て いま す が 、 ヘリ で の 移動 も 
よく 使わ れ て いま す 。 


ー 一 軍事 力 や 経済 力 の 面 で ホワ イト ・ グ リン ト 
へ の 依存 が 高かっ た と 思い ます 。 ホワ イト ・ グ 
リン ト が 失わ れ た いま 、 ど の よう な 対策 を 考え 
て いま すか が 。 
フィ オナ : ホワ イト ・ グ リン ト は 、 ラ イン アー 
ク の 現実 的 な 守護 者 で ある と 同時 に 、 精 神 的 
な 象徴 で も あり まし た 。 私 た ち は 新しい ホワ 
イト ・ グ リン ト を 必要 と し て お り 、 急 いで 探さ 
ね ば な り ま せん 

あて は あり ます か ? 
フィ オナ : アブ ・ マ ーシュ さん の フレ ー ム と 同 
等 の も の と な る と 、 な か な か ……。 も し か す 
る と 、 次 は 複数 企業 の バー ツ を 組み 合わ せ た 
機体 に な る か も し れ ま せん 。 

リン クス に つい て は ? 
フィ オナ : リン クス に つい て は 問題 あり ませ 
ん 。 ホワ イト ・ グ リン ト に 代わ る 新しい ネクス 
ト を 調達 し 、 一 刻 も 早く 彼 に 受け 渡す こと が 
私 の いま の 役目 で す 。 現状 、ORCA 旅 団 の 
お か げ で 企業 の 目 が ライ ン ア ー ク に 向い て い 
な い の で 助かっ て いま す が 、 急ぐ に こし た こ 
と は な いで し ょ う 。 

企業 と 戦う ORCA 旅 団 は コロ ニー の 味方 
だ と いう 人 も いま す 。 
フィ オナ : 私 は そう は 思い ませ ん 。 彼ら に は 
彼ら の 目的 が あり 、 そ れ は コロ ニー の 幸せ に 
通じ る も の で は な いで し ょ う 。 FOVANCH 
望 を 託す の で は な く 、 自 由 と 民主 主義 の も と 
に 、 コ ロニ ー 同 士 で まとまる こと が 重要 だ と 
思い ます 。 それ は 企業 と 敵対 する 道 で は あり 
ませ ん 。 新た な 市 場 と し て の 価値 を 企業 に 認 
め さ せ る こと が 重要 で す 

本 日 は あり が と う ご ざ いま し た 


中 量 級 の 腕 部 フレ ー ム 。 高い 性 
能 を 持つ が 、 変 形 機構 の せい 
で 肩 部 に 兵 装 を 装備 で き な い 


A WHITE-GLINT/ARMS. 
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ム ホ ワイ ト ・ グ リン ト 。 アス ピナ 機関 也 ) 
の 名 アー キテ クト 、 ア ブ ・ マ ーシュ の : 
に な る 完全 独自 設計 の フレ ー ム で ある 。 


『 事 力 や 経済 力 の 面 で ホワ イト ・ グ リン ド 
6 存 が 高かっ た と 思い ます 。 ホワ イト ・ 
が 失わ れ た いま 、 ど の よう な 対策 を 考 
すか 。 

ナ : ホ ワイ ト ・ グ リン ト は 、 ラ イン アー 
的 な 守護 者 で ある と 同時 に 、 精 神 的 
N で も あり まし た 。 私 た ち は 新しい ホワ 
グリ ント を 必要 と し て お り 、 急 いで 探 き 
WEA. 

5 て は あり ます か ? 

ナ : ア ブ ・ マ ーシュ さん の フレ ー ム と 同 
! の と な る と 、 な か な か ……。 も し か ず 
次 は 要 企 業 の パー ツ を 組み 合わ せ だ 
: な る か も し れ ま せん 。 

ンク ス に つい て は ? 

ナ : リ ンク ス に つい て は 問題 あり ませ 
ワイ ト ・ グ リン ト に 代わ る 新しい ネクス 
中 し 、 一 刻 も 早く 彼 に 受け 波 す と と が ae ん 
ま の 役目 で す 。 現状 、ORCA 旅 団 の my gmoeu oy 


A4WHITE-GLINT/LEGS, 軟質 の 
足 裏 な ど 実験 的 要素 の ある 中 
ソレ ー ム 。 重 量 は 軽 めで 負荷 も 低く 
旋回 性 能 と 安定 性 に 優れ て いる , 


で 企業 の 目 が ライ ン ア ー ク に 向い て い THAIS, 

で 助かっ て いま す が 、 急 ぐに こし た ご 

いで し ょ う 

業 と 戦う ORCA 旅 団 は コロ ニー の 味方 AWHITE-GLINT/HEAD, センサー が 
う 人 も いま す 並べ られ た カメ ラ ア イ が 特徴 


ム 。 カメ ラ ア イ 保 護 


ター な ど 、 新しい 試み が 採用 され て いる , 


ナ : 私 は そう は 思い ませ ん 。 彼ら に は 
目的 が あり 、 そ れ は コロ ニー の 幸せ に 
も の で は な いで し ょ う 。 テロ リス ト に 和希 
す の で は な く 、 自 由 と 民主 主義 の も と 
ロニ ー 同 士 で まとまる こと が 重要 だ と 
す 。 それ は 企業 と 敵対 する 道 で は あり 
, 新た な 市 場 と し て の 価値 を 企業 に 認 
る こと が 重要 で す . 

日 は あり が と う ご ざい まし た 


AWHITE-GLINT/CORE. ホワ イト ・ グ リン ト の コア フ 
レー ム 。 全 方 面 に 性 0 し か も 低 人 負荷 。 た だ し 、 オ ー 
パー ドブ ー ス ト ユ ぁ に よっ て 、 肩 部 兵 装 と 両 背 
を 使用 する 武器 の 一 部 が 使用 不能 に な る , 


^ ム ホワ イト ・ グ ! 


ント の オー バー ドブ ー ス ト 時 背面 。 機体 
が 変形 し 、 IRF し た 形状 に 近づく 独特 な 機構 を 持つ , 
VOB に 対応 と と か ら 、VOB と 同時 に され た 
実験 機 だ と する 説 も ある , 


4 ホワ イト - グリ ント 。 アス ピナ 機関 
便 争 アー キテ クト 、 ア ブ ・ マ ー: = 


完全 独自 設計 の フレ ー ム で ある 


て し 


ーー アス ピナ 機関 の 最新 動向 に つい て 教え て 
下さ る の は 、 主任 研究 員 で も ある サウ ー ド ・ マ 
クト ゥ ー ム 博士 で す 。 

サウ ー ド 氏 (以下 敬称 略 ) : 何で も 聞い て くだ 
さい 。 有意 義 な 時 間 に し まし ょ う 。 

ーー で は まず 基本 的 な こと か ら 。 アス ピナ 機 
関 と は 何 な の か に つい て 教え て 下さ い 

サウ ー ド : コロ ニー・ ア スピ ナ に ある 研究 開 
発 機関 で す 。 そこ で は 所 属す る 研究 者 た ち が 
日 々 、 自 分 の テー マ に 沿っ て 研究 を し て いま 


その 他 の 注目 勢力 


アス ピナ 機関 


す 。 その 研究 の 成果 が 企業 に 販売 され る こと 
も ある し 、 特許 を 取得 する こと も ある し 、 逆 
に 企業 か ら こ うい う も の を 作っ て くれ と いう 
テー マ が 持ち 込ま れる こと も あり ます 。 大 き 
な テー マ に な る と 、 複数 の 研究 者 が プロ ジェ 
クト チー ム を 組み 、 年 と いう 単位 で 動か し ま 
すね 。 アス ピナ 機関 に よる 研究 成果 の ひと つ 
ELT. ネクス ト の AMS、 つま り ネ クス ト を 操 
作 す る た め の シ ステ ム が 有名 で す 。 

-AMS 開 発 以降 の アス ピナ 機関 は 、 リ ンク 


ス と ネクス ト に つい て の 専門 化 が 進ん で いる 
よう に 見 受け られ ます 。 特に AMS は 相 変 わ ら 
ず 大 き な テ ー マ で すね 。 
サウ ー ド : アス ピナ 機関 は 技術 情報 取り 引き 
に よっ て 運営 資金 を 得 て い ます 。 その た め 、 
AMS 技 術 も 企業 へ と 販売 し まし た 。 これ は 機 
関 へ 利益 を も た らし まし た が 、 一度 普及 する 
と も う 売 れ ま せん 。 そこ で 、AMS 技 術 を 進歩 
させ て 、 再 び 販 売 し よう と し て いる の で す 。 
AMS を 筆頭 と し た リン クス & ネ クス ト の 技術 
は 確実 に 売れ る と 分 か っ て いる 商品 な の で 、 
組織 ぐる み で 力 が 入り ます 。 た だ 、 金 を 得る 
た め の 研 究 に 時 間 を 取ら れ て 個人 の 研究 が 
進ま な い の は 、 昔 か ら 続 く 問題 で すね 。 
一 一 確実 に 売れ る と は 、 オー メル に で すか 。 
サウ ー ド : オー メル は 常に 研究 資金 を 提供 し 
て くれ て いる の で 、 機 関 の 一 部 は いつ も オー 
メル の た め の 研 究 を し て いま す 。 

最近 で は つい に ネクス ト SOBRERO を 作 
る よう に な り ま し た 
サウ ー ド : そう で すね 。 理由 は 色々 と あり ま 
す が 、 ア ナ ト リ ア 研究 所 が な く な っ て し まっ た 
こと も 関係 し て いま す 。 IRS と FRS、 え えと 
RAR これ も ネクス ト の 伝達 系 の 一 部 、 つ まり 
AMS と 同じ よう に ネクス ト を 操縦 する た め の 
技術 で す が 、 昔 は アス ピナ が AMS、 ア ナ ト リ 
ア が IRS/FRS と いう 分 担 で し た 。 そ れ が 、 
アナ トリ ア 研 究 所 が 潰れ た の で 、 我々 も IRS/ 
FRS に つい て の 研究 に 力 を 入れ 始め た の で 
す 。 AMS と 違い 、IRS/FRS の 研究 に は 実 
機 が 不可 欠 で し た 。 
ーーSOBRERO は 群 を 抜く スピ ビー ド と 、 群 を 
抜く 装甲 の 薄 さ を 持っ て いま す 。 
サウ ー ド : 研 究 用 で 、 販売 する 気 は な い の で 、 
企業 の 機体 と 比べ る と 確か に 頼り な いで し ょ 
う 。 SOBRERO の 真 の 価値 は 頭 の な か に あ 
り 、 そ れ は 新 世 代 の ネクス ト を 生み 出す 苗 床 
で す 。 問題 は 、 リ ンク ス の 研究 に つい て の 遅 
延 で し ょ うか 。 現在 、 リ ンク ス に 対し て 新 シ ス 
テム の 負荷 が 大 きい た め 、 その 緩和 が この 先 
の 課題 に な り ま す 。 


ム XAM-SOBRERO。 通常 の マニ ュ ピ レ - 
タ を 持た な い 、 簡 易 構造 の 腕 部 フレ ー ム 
可変 翼 が つい て お り 、 腕 と いう より は 遇 


< 


し て の 役割 の 方 が 大 きい 。 


ム XMG-A030。 異様 に 長い マガ ジン が 
分 か る よう に 、 装弾 数 を と に か く 高め た 
シン ガン 。 SOBRERO 用 の 兵 装 と し て 
発 さ れ た 。 精度 は か な り 低く 、 弾 を ば ら 
く と こと が 目的 。 


ム XCG-B050。 4 連装 チェ イン ガン 。 
弾 数 も 多く 、 敵 ネクス ト の PA を 削る 
向い て いる 。 


IBRERO, 通常 の マニ ュ ピ レー 
な い 、 簡 易 構 造 の 腕 部 フレ ー ム 。 

中 軸 が つい て お り 、 腕 と いう より は 夏 と 
| し て の 役割 の 方 が 大 きい 。 


ネクス ト に つい て の 専門 化 が 進ん で い 九 
- 見 受け られ ます 。 特に AMS は 相 変 わ 
ミ な テー マ で すね 。 

ー ド : アス ピナ 機関 は 技術 情報 取り 引き 
て 運営 資金 を 得 て い ます 。 その た め 、 
技術 も 企業 へ と 販売 し まし た 。 これ は 機 
] 益 を も た らし まし た が 、 一 度 普及 する 
売れ ませ ん 。 そこ で 、AMS 技 術 を 進歩 
・、 再び 販売 し よう と し て いる の で す 。 
を 筆頭 と し た リン クス & ネ クス ト の 技術 
に 売れ る と 分 か っ て いる 商品 な の で 、 
"る み で 力 が 入り ます 。 た だ 、 金 を 得る 
研究 に 時 間 を 取ら れ て 個人 の 研究 が 
い の は 、 音 か ら 続く 問題 で すね 。 
実に 売れ る と は 、 オー メル に で すか 。 
ド : オ ー メ ル は 常に 研究 資金 を 提供 し 
て いる の で 、 機 関 の 一 部 は いつ も オー 
た め の 研 究 を し て いま す 。 

近 で は つい に ネクス ト SOBRERO を 作 
こ な り まし た 。 

Ki そう で すね 。 理由 は 色々 と あり ま 
アナ トリ ア 研 究 所 が な く な っ て し まっ た 


4XLG-SOBRERO, 軽量 、 低 仙 
荷 の 速度 特 化 型 脚 部 フレ ー ム 。 見 
た 目 だ け な ら 逆 関節 に も 見 える が 、 
軽量 二 脚 で ある 。 被弾 に は 極め て 
弱い 


4XHD-SOBRERO, 実験 的 頭 部 フレ ー ム 。 安定 性 能 は 
な い が 、 他 の SOBRERO フ レー ム に て 防御 性 能 は 


高い 。 頭 部 に 限ら ず 、SOBRERO は 各 フ レー ム に それ ぞ 
れ の 課題 が ある た め 、 特徴 が 一 様 に な っ て いな い , 


刻 係 し て いま す 。 IRS と FRS、 え えと ^XMG.A030. 異様 に 長い マガ ジン か ら one 

れ も ネ クス ト の 伝達 系 の 一 部 、 つ まり 分 か る よう に 、 装 弾 数 を と に か く 高 め た マ ム KHB-SOBRERO。 オー メル が アス ピナ 機関 に 開発 を 

ae > i aa es た オー バー ドブ プー ス ー パ ー ド プー スト の 性 

よう に シン ガン , SOBRERO 用 の 兵 装 と し て 開 依頼 し た オー バー ド ター, オー バ の ) 
ence TEM orig 発 され た , 精度 は か な り 低く 、 弾 を ば ら 撤 能 を 無視 し て まで アサ ルト アー マー に 特 化し て いる 


TH. 昔 は アス ピナ が AMS、 アナ トリ 
S/FRS と いう 分 担 で し た 。 そ れ が 、 
リア 研究 所 が 潰れ た の で 、 我々 も IRS/ 
つい て の 研究 に 力 を 入れ 始め た の で 
IS と 違い 、IRS/FRS の 研究 に は 実 
本 欠 で し た 。 
BRERO は 群 を 抜く スピ ビー ド と 、 群 を 
の 薄 さ を 持っ て いま す . 

"研究 用 で 、 販売 する 気 は な い の で 、 
上 体 と 比べ る と 確か に 頼り な いで し ょ 
BRERO の 真 の 価値 は 頭 の な か に あ 
し は 新 世代 の ネクス ト を 生み 出す 苗 床 
! 題 は 、 リ ンク ス の 研究 に つい て の 遅 


く こ と が 目的 


AXCR-SOBRERO, 空力 特性 に 特 化し た SOBRERO 
DAP. 他 の コア フレ ー ム と は 異な る 役割 を 与え られ て お 
小 形状 が 


4ER-0705. アス ピナ 機関 が 開発 し 、 オー メル が 販売 し 4GN-SOBRERO. アス ピナ 機関 開発 の 
ea ビン 4XCG-B050。 4 連装 チェ イン ガン 。 装 て いる 実験 的 レー ザー ライ フル 。 新 技術 に よっ て 威力 を ジェ ネ レ ー タ 。 少数 が オー メル の 機体 に も 
が 大 きい た め 、 その 緩和 が この 先 弾 数 も 多く 、 BAIRNOPARRSOIL 大 幅 に 上 昇 さ せ て いる が 、 弾 速 や PA 貫通 力 は 低く 、 他 の a CN KP 
- な り ま す 。 向い て いる .。 レー ザー ライ フル と は 使い 勝手 が 違う . 出力 は 捨て て いる . 


ーー レイ レナ ー ド は リン クス 戦争 で 壊 減 し て し 
まっ た 、 新 興 の メガ コン グロ マリ ッ ト で す 。 エ 
ネル ギー 分 野 で 急 成 長 し 、 ネ クス ト の ジェ ネ 
レー タ に 使用 され て いる 超 高 密度 水素 吸蔵 合 
金 、 お よび 強化 実用 燃料 電池 の 開発 も 行ない 
まし た 。 現在 、 社 員 の 多く は オー メル で 働い 
て いま す 。 も と レイ レナ ー ド の 技術 者 で 、 現在 
オー メル 開発 部 の チャ ー ル ズ ・ ラ ム 氏 に 、 同 
社 が 残し た 影響 に つい て 聞い て いき ます 

ラム 氏 (以下 敬称 略 ) : よ ろ し く お 願 いし ます 
イン タビ ュー 相手 が 私 の よう な 技術 屋 で 良 


その 他 の 注目 勢力 


か っ た の で すか ? 
ーー レイ レナ ー ド は 新しい ぶん 軍 構 造 が 非常 
に シン ブル だ っ た の で 、 そ の 方 面 より も 技術 
に 着目 し た いと 思い まし た 。 
ラム : な る ほど 。 防衛 用 の ノー マル を 除け ば 、 
あと は ネクス ト オ ン リー で し た か ら ね 。 

ノー マル の 時 代 を 通ら ず に 、 ネクス ト の 時 
代 に な っ て 生ま れ た せい で し ょ う 
ラム : その た め 、 ネクス ト の 運用 に つい て は 
レイ レナ ー ド が 他社 の モデ ル で し た 。 他社 が 
ノー マル を 含む 現行 兵器 に 捕らわれ て いる な 


か 、 ネ クス ト を 現行 と は まっ た く 別 の 兵器 と し 
て 正しく 運用 し た の は 、 レイ レナ ー ド だ け だ っ 
た と 思い ます 。 
ーー ネクス ト 自 体 を 見 て も 、 現 行 兵 器 の 枠 に 
収まら な い 、 野 心 的 な 設計 方 針 を 見 る こと が 
で きま す 
ラム : PA 性 能 の 重視 や 、 近 接戦 闘 へ の 特 化 
な ど 、AALIYAH は 現在 の 新型 機 に も つ な 
が っ て いる 流れ の 先駆 け で し た ね 。 

主 に 独立 備 兵 が 、 ま だ 現役 で レイ レナ ー 
ド の バー ツ を 使用 し て いま す 
ラム : レイ レナ ー ド 崩壊 時 に 流出 し た も の や 、 
オー メル が 生産 を 代行 し て いた 時 代 の も の で 
すね 。 まだ 十 数 年 し か 経っ て いな い の で 、 整 
備 さ え し っ か りす れ ば 問題 な く 動 く で し ょ う 。 
た ま に オ ー メ ル が 修理 を 依頼 され る こと も あ 
り ま す 。 も と も と ネクス ト の パー ツ は 大 量 生産 
品 で は な い の で 、 必 要 な も の は その 場 で 作り 
ます 。 いま は レイ レナ ー ド 出身 の 技術 者 が 現 
場 に いる の で 大 丈夫 で す が 、 そ の うち 彼ら が 
異動 し た り 偉く な っ た り し た ら 、 直せ な く な る 
で し ょ う ね 

ORCA 旅 団 の 一 部 が レイ レナ ー ド の 機体 
を 使用 し て いる こと に つい て は 、 どう 思い ま 
TD. 彼ら は レイ レナ ー ド と 何ら か の 関係 が あ 
る と 考え られ る で し ょ うか. 
ラム : ネクス ト に つい て は 先程 言っ た 通り 、 
パー ツ の 多く が 流出 し て いる の で 、 何と も 言 
えま せん 。 あれ だ け の 数 の ネクス ト を 用 意 で 
きる の で あれ ば 、 レ イレ ナー ド の バ パーツ も た 
や すく 用 意 で きる で し ょ う 。 
ーー リン クス に つい て は いか が で すか 
ラム : リン クス に つい て は 、 レイ レナ ー ド は 登 
録 され て いた だ け で 、5 人 の ネクス ト を 擁し 
て いま し た 。 AMS 適 性 の あっ た リン クス 候補 
を 含め る と 、 そ の 数 は 倍 以上 に 増え ます 。 さ 
ら に 社内 の 噂 で は 、 登 録 せ ず に 存在 を 隠し て 
いた リン クス が いた と も 言わ れ て いま す 。 そ 
の うち の 何人 か が ORCA 旅 団 に 参加 し て い 
て も 不思議 は あり ませ ん 。 私 た ち 技 術 屋 と 違 
い 、 行 く 場所 が な か っ た 者 も いた で し よう 。 


403-AALIYAH/A。 運動 性 能 を 高 8 
部 フレ ー ム 。 精度 が や や 低く 、 問 題 4 
腕 を つけ て 武器 を 支え る 案 も あっ た が 
が 大 きく 廃案 と な っ た 


403-AALIYAH/M, クイ ッ ク ブ ー フ 
優れ た メイ ン ブ ー ス ター。 EN 効率 
EN 消費 の 高い AALIYAH フ レー ム と 
さ が 指 摘 さ れ て いる 。 


03-AALIYAH/G。 中 量 級 の 出 
オー メル が 手 を 入れ て 調整 し た 結果 
上 昇 し て いる 。 


ネクス ト を 現行 と は まっ た く 別 の 兵器 と 


< く 運 用 し た の は 、 レ イレ ナー ド だ け だ : 
いま す 。 


クス ト 自体 を 見 て も 、 現 行 兵器 の 要 司 
設計 方 針 を 見 る こと 


5 な い 、 野 心 的 
す 。 

PA 性 能 の 重視 や 、 近 接戦 闘 へ の 特 化 
AALIYAH は 現在 の 新型 機 に も つ な 
いる 流れ の 先駆 け で し た ね 。 
独立 偽 兵 が 、 ま だ 現役 で レイ レナ ー 
ー ツ を 使用 し て いま す 。 

レイ レナ ー ド 崩壊 時 に 流出 し た も の や 、 
ル が 生産 を 代行 し て いた 時 代 の も の で 
まだ 十 数 年 し か 経っ て いな い の で 、 整 
し っ か りす れ ば 問題 な く 動く で し ょ う 。 
オー メル が 修理 を 依頼 され る こと も あ 
も と も と ネクス ト の パー ツ は 大 量 生産 
な い の で 、 必 要 な も の は その 場 で 作り 
いま は レイ レナ ー ド 出身 の 技術 者 が 現 
る の で 大 丈夫 で す が 、 そ の うち 彼ら が 
た り 偉く な っ た り し た ら 、 直 せな く な る 
) ね 。 

CA 旅団 の 一 部 が レイ レナ ー ド の 機体 
ン て いる こと に つい て は 、 ど う 思 いま 
% ら は レイ レナ ー ド と 何ら か の 関係 が あ 
- ら れる で し ょ うか 。 

トク スト に つい て は 先程 言っ た 通り 、 
) 多 く が 流出 し て いる の で 、 何 と も 言 
し 。 あれ だ け の 数 の ネクス ト を 用 意 で 
* あ れ ば 、 レ イレ ナー ド の バー ツ も た 
意 で きる で し ょ う 。 

クス に つい て は いか が で すか 。 
ンク ス に つい て は 、 レイ レナ ー ド は 登 
' い た だ け で 、5 人 の ネクス ト を 擁し 
た 。 AMS 適 性 の あっ た リン クス 候補 
と 、 そ の 数 は 倍 以上 に 増え ます 。 さ 
の 噂 で は 、 登 録 せ ず に 存在 を 隠し て 
クス が いた と も 言わ れ て いま す 。 そ 
何人 か が ORCA 旅 団 に 参加 し て い 
議 は あり ませ ん 。 私 た ち 技術 屋 と 違 
昌 所 が な か っ た 者 も いた で し ょ よう 。 


403.AALIYAH/A。 運動 性 能 を 高め た AALIYAH の 腕 


用 2 レーム, 精度 が や や 低く 、 問 題 を 解消 する た め に 副 
REO TRHERASDRESH LD. 操縦 者 の 違和感 
が 大 きく 廃案 と な っ た . 


403-AALIYAH/L, 中 量 級 の 二 脚 フレ ー 
ム 。 積 戦 量 が 低く 機動 性 重視 の た め 、 どちら 
か と いう と 軽量 級 に 近い 性 能 を し て いる , 


^03-AALIYAH/H。 独特 の 複眼 型 カメ 
ラ を 採用 し た 頭 部 フレ ー ム 。 シス テム リカ 
バリ ー 人 性 能 に 優れ る が 、 遠 距離 の 敵 を 補 
足す る の は 苦手 。 AALIYAH の コン セプト 
通り 、 接近 戦 向き の 頭 部 


A03-AALIYAH/M, クイ ッ ク ブ ー ス ト の 出力 に 
便 ポ た メイ ン ブ ー ス ター。 EN 効率 が 悪い の で 
EN 消費 の 高い AALIYAH フ レー ム と の 相性 の 悪 
で が 指摘 され て いる 403-AALIYAH/C。 いま は 亡き レイ レナ ー ド が 開発 し た 
先 閲 的 コア フレ ー ム 。 PA 人 性 能 に 特 化し て いる が 、 技術 的 
に や や 古い も の を 使っ て いる た め 消費 EN が 大 きい 


407-MOONLIGHT. リン クス 戦争 で 活躍 し た レイ レ 
ナー ド 所 属 の ネクス ト ・ オ ルレ ア 専 用 に 開発 され た 大 型 
レー ザー ブレ ー ド 


404-MARVE. レイ レナ ー ド の 傑作 アサ ルト ライ フル 
通 間 火力 に 優れ て お り 、 近 距離 で の 命中 率 も 高い 。 その 
系 譜 は AR-O700 と し て オー メル に 受け 継が れ て いる , 


403-AALIYAH/G。 中 量 級 の 出力 重視 ジェ ネ レ ー タ 
オー メル が 手 を 入れ て 調整 し た 結果 、 重 量 と EN 容量 が 
上 昇 し て いる . 


H5 ヨ /aun 


技術 を 用 いる 場合 、 高度 に 精査 され 、 


Safety 
技術 を 用 いる 場合 、 高度 に 精査 され 、 掌握 可能 な 


企業 戦争 史 異 説 レポ ー ト 


国家 解体 戦争 を 皮切り に 始ま っ た 人 類 の 新た な 時 代 20 年 と いう 年 
月 を 待た ず し て 、 人 々 の 生活 は 様変わり し て し まっ た 。 最も 大 き な 


上 


ORCA 旅 団 出現 上 


H5B/aug 


転機 は 、 企業 同士 が 激しく 争っ た リン クス 戦争 だ 。 その リン クス 戦 
密 が 企業 で は な い 第 3 の 勢力 、 そ し て ある 借 兵 に 注目 する こと で 、 


まっ た く 異 な る 側面 を 見 せる こと は 、 一 般 に 知ら れ て いな い 。 と と 
で は 本 紙 記 者 が 取材 し た 事実 に 若干 の 推 宗 を 折り 込み 、 企業 戦争 史 


国家 解体 戦争 


国家 解体 戦争 時 の リン クス (オリ ジ ナル ) 国家 解体 戦争 以前 、 人 口 増加 に よる 食料 ・ 


エネ ルギー 資源 の 慢性 的 な 不足 、 収 束 し な い 


No, リン クス 名 所 属 

1 ベルリオーズ レイ レナ ー ド 民族 主義 的 な 紛争 、 テ ロリ ズム の 激化 は 、 国 
2 サー ダ タナ イク バー ル 家 の 統 治 能力 を 著しく 減少 させ た 。 代わ っ て 
3 。 アン ジェ レイ レナ ー ド 指導 的 な 役割 を 発揮 し た の は 、 企 業 武装 権 を 
4 レオ ハル ト ロー ゼン ター ル 得 て 、 既 に 独自 の 軍事 力 を 確保 し て いた 6 大 
5 メア リー・ シ ェ リ ー BFF 企業 グル ー プ で ある , 

6 +0 オー メル 国家 解体 戦争 は 、 そ の 権力 移動 の 最終 自 
toy eras アク アビ ッ ト 階 と し て 起き た 、 企 業 対 国家 の 争い だ 。 秘密 
See PRE 裏 に コジ マ 技 術 を 研究 し て いた 企業 は 、 圧 倒 
た KS ピー の = か 的 な 戦力 と な る ネクス ト の 開発 に 成功 し た こと 
RR に で 、 遂に 国家 の 解体 を 決定 する 
es a それ は 戦争 と いう より は 、 死 に 体 の 国家 に 
12 。 ザン シン ニ レイ レナ ー ド 

人 an 対す る 企業 側 の 脅迫 、 最 終 通告 に 近い 形 だ っ 
RD の た 。 脅迫 に 使用 され た の は 企業 側 だ けが 有 す 
で SFE る ネクス ト 戦 力 、 及 び ネ クス ト を 操る オリ ジ ナ 
46 ee ル た ち で ある 。 ネクス ト に 対抗 する 手段 の な 
5 SE い 国家 側 は 企業 の 奇襲 か ら 1 ヶ月 後 、 有 効 な 
16 UE 反撃 が で き な いま ま 全 面 降伏 を 決定 する 。 

19 BFF か くし て 国家 解体 戦争 は あっ け な く 終了 し 
20 BFF た 。 し か し 、1 ヶ 月 の 間 に 世 界 中 で 戦い が 繰り 
21 アク アビ ピット 広げ られ 、 大 き な 被 害 が 出 た こと は 事実 で あ 
22 GA ヨー ロッ パ る 。 この 物語 の 主人 公 も 、 国 家 側 と し て その 
23 Unknown 戦い に 参加 し た ひと り だ っ た 。 この と き は ま 
24 ワカ 有澤 重工 だ 、 レ イヴ ン (ネクス ト よ り 旧 式 の AC= ニ ノー マ 
25 ポリ スピ ッ チ テク ノ ク グラート ル の バイ ロッ ト 。 ネクス ト の 登場 まで は 戦場 の 
26 。 ナ ジェー ジ ダ ・ ド ロワ イク バー ル 


花形 だ っ た ) と し て ……。 


アナ トリ 7 


国家 解体 戦争 に 勝利 し た 6 大 企 
は パッ クス を 形成 し 、 経済 に よる 
ス ・ エ コノ ミカ 実現 の た め に 極め 
社会 シス テム を 作り 替え て いく 。 

一 方 、 国家 解体 戦 争 で 重症 を 負 
な レイ ヴ ン が 、 ひと り の 少女 、 フィ 
われ て いた 。 彼 は フィ オナ の 故郷 
アナ トリ ア で 、 新 し い 生活 を 始め 
アナ トリ ア に 受け 入れ られ 、 ゆ っ く 
て いく レイ ヴ ン 。 や が て アナ トリ ア | 
で て も か けが え の な い 大 切な 故郷 と メ 


アナ トリ ア の 洞 落 

ネクス ト 制 御 技術 の 発祥 、 アナ 
を 母体 と する コロ ニー・ ア ナ ト リ : 
体 戦争 後 も その 技術 を 商品 と し 
し 、 豊 か で 安定 し た 生活 を 送っ 
し 、 国 家 解 体 戦 争 か ら 4 年 後 、 ア 
機 が 訪れ る 。 

ネクス ト 制 御 技術 の 提唱 者 で 
の 父 で あっ た イエ ルネ フェ ルト 情 
彼 の 教え 子 で 第 二 の 有 力 者 だ っ 
研究 者 を 伴っ て 、 コ ロニ ー・ ア , 
し た の で ある 。 

技術 的 な 優位 性 は あっ け な く ) 
ー の 商品 を 失っ た アナ トリ ア の * 
悪化 し て いく 。 


ネクス ト 備 兵 の 構造 


裏 取引 


の 新た な 時 代 20 年 と いう 箇 
りり し て し まっ た 。 OAM 
ノ ク ス 戦 争 だ 。 その リン クス 寺 
ある 借 兵 に 注目 する こと < 

AICS NTU VERY 


推察 を 折り 込み 、 


CG 


(Poe 


家 解 体 戦争 以前 、 人 口 増加 に よる 食料 
ルギー 資源 の 慢性 的 な 不足 、 収 束 し な W 
< 主義 的 な 紛争 、 テ ロリ ズム の 激化 は 、 
統治 能力 を 著しく 減少 させ た 。 代わ っ で 
的 な 役割 を 発 押し た の は 、 企 業 武装 権 を 
、 既に 独自 の 軍事 力 を 確保 し て いた 6 大 
グル ー プ で ある 。 

家 解 体 戦争 は 、 そ の 権力 移動 の 最終 腰 
し て 起き た 、 企 業 対 国家 の 争い だ 。 WH 
コジ マ 技 術 を 研究 し て いた 企業 は 、 圧 倒 
戦力 と な る ネクス ト の 開発 に 成功 し た こと 
EICMROMAERE TS, 

れ は 戦争 と いう より は 、 死 に 体 の 国家 に 
る 企 業 側 の 脅迫 、 最 終 通 告 に: 近い 形 だ っ 
迫 に 使用 され た の は 企業 側 だ けが 有 ず 
スト 戦力 、 及 び ネ クス ト を 操る オリ ジ ナ 
ち で ある 。 ネクス ト に 対抗 する 手段 の な 
側 は 企業 の 奇 月 か ら 1 ヶ月 後 、 有 効 な 
が で き な い まま 全面 降伏 を 決定 する 。 

\ し て 国家 解体 戦争 は あっ け な く 終了 し 
か し 、1 ヶ 月 の 間 に 世 界 中 で 戦い が 繰り 
5 れ 、 大 き な 被 害 が 出 た こと は 事実 で あ 
の 物語 の 主人 公 も 、 国 家 側 と し て その 
に 参加 し た ひと り だ っ た 。 この と き は ま 
イヴ ン (ネクス ト よ り 旧 式 の AC= ニ ノー マ | 
パイ ロッ ト 。 ネクス ト の 登場 まで は 戦場 の 


TF RUT OPEL AT A Me ORE 


国家 解体 戦争 に 勝利 し た 6 大 企業 グル ー プ 
M ツ クス を 形成 し 、 経済 に よる 平和 、 バ パック 
エコ ノミ カ 実 現 の た め に 極め て 短期 間 で 

会 シス テム を 作り 替え て いく 。 

Fi, 国家 解体 戦争 で 重症 を 負っ た ある 優秀 
BUTT, ひと り の 少女 、 フ ィ オ ナ に 命 を 救 
われ で いた , 彼 は フィ オナ の 故郷 、 コ ロニ ー・ 
アナ トリ ア で 、 新 し い 生活 を 始め る 。 穏やか な 
アナ トリ ア に 受け 入れ られ 、 ゆ っ くり と 傷 を 癒し 
IiG い 《 イ ヴ ン 。 や が て アナ トリ ア は 、 彼 に と っ 
Ii か けが え の な い 大 切な 故郷 と な っ て いく 


アナ トリ ア の 油 落 

ネクス ト 制御 技術 の 発祥 、 アナ トリ ア 研 究 所 
を 母体 と する コロ ニー・ ア ナ ト リ ア は 、 国 家 解 
体 戦争 後 も その 技術 を 商品 と し て 企業 に 提供 
豊か で 安定 し た 生活 を 送っ て いた 。 し か 
し 国家 解体 戦争 か ら 4 年 後 、 ア ナ ト リ ア に 転 
機 が 訪れ る 

ネクス ト 制 御 技術 の 提唱 者 で あり 、 フ ィ オ ナ 
の 多 で あっ た イエ ルネ フェ ルト 博士 が 死亡 し 、 
彼 の 教え 子 で 第 二 の 有 力 者 だ っ た A が 多く の 
研究 者 を 伴っ て 、 コ ロニ ー・ ア スピ ナ に 亡命 
し た の で ある 

技術 的 な 優位 性 は あっ け な く 有 崩れ 去り 、 唯 
ー の 商品 を 失っ た アナ トリ ア の 経済 は 一 気 に 
WALL TUS 


ネクス ト 備 兵 の 構造 


ネクス ト 俺 兵 成 立 

イエ ルネ フェ ルト 博士 の あと を 継ぎ アナ トリ 
ア の 新しい 指導 者 と な っ た エミ ー ル ・ グ スタ フ 
は 、 こ の 危機 に 際 し 、 技 術 研究 の た め に 所 有 
し て いた ネクス ト の 圧倒 的 戦闘 力 を 商品 に し よ 
うと 考え る 。 つま り 、 ネクス ト を 用 いた 備 兵 だ 。 

リン クス と し て 白羽 の 矢 が 立っ た の は 、 最 低 
限 の AMS 適 性 を 見 せ た レ イヴ ン だ っ た 。 優秀 
な ネクス ト 技 術 者 で ある フィ オナ は 、 
低い 適性 か らく る AMS の 高い 精神 
負荷 と 、 緩 慢 な コジ マ 汚 染 を 理由 
に 反対 する が 、 切迫 する 事態 は そ 
れ を 許さ な い 。 結局 彼女 は 少 
し で も レイ ヴ ン を 助け る た 
め に 、 彼 の オペ レー タ に 
な る こと を 志願 する 


> 当時 の GA 標準 機 SUNSHINE を 
軽量 化し た 、 中 量 2 脚 機 。 し 型 と 呼ば 
れる 。 初期 アナ トリ ア の 備 兵 は GA と 
の 関係 が 深かっ た た め 、GA か ら バ パー 
ENT OM 
体 に 搭乗 し て いた 可能 性 が 高い 


バッ クス 


裏 取 引 


erases 
。 イン テリ オル ・ 
ユニ オン 


準備 を 整え た エミ ー ル は まず バッ クス の な か 
で ネクス ト 戦 力 に 劣る GA に 近づき 、 備 兵 の 有 
用 性 を 吹き 込ん で いっ た 

その 後 、GA の 支援 も あり 、 パ ックス は アナ 
トリ ア が ネクス ト を 所 有 し 、 そ れ を 活用 する こ 


と を 承認 する 。 アナ トリ ア の 経済 を 担う 、 世 界 
初 の ネクス ト を 用 いた 備 兵 、 "アナトリア の 備 
兵 " の 誕生 で ある 


計画 都市 グリ フィ ン 


オー スト ラリ ア 内 陸 部 の 都市 。 か つて 
テロ に より イン フラ を 破壊 され 放 乗 さ 
れ て いた が 、GA が 復興 を 計画 し て い 
た 。 この 都市 を 占拠 する 武装 勢力 を ア 
ナ ト リ ア の 備 兵 に 一 掃 さ せる こと で 、 

ミー ル は GA に 対し て 備 兵 の 有用 性 
を プレ ゼン し た 。 


H57/aun 


= 


I\vy 7 ADEE 


と うし て 備 兵 と し て の 活動 を は じ め た アナ ト 
リア に は 、 各 企業 か ら 値 踏み と し て 重要 度 の 
低い 作戦 が 回 され 始め た 。 その 依頼 の こと ご 
と くに 成功 し て みせ 、 次 第 に 評価 を 高め て い 
く ア ナ ト リ ア の 備 兵 。 

その 結果 、 彼 は 世界 で 最も 不安 定 な 地域 の 
ひと つ 、 ホ ワイ ト ア フリ カ に 投入 され る 。 標的 
は 同 地域 最大 の 反 体 制 武装 勢力 マグ リブ 解放 
戦線 、 そ し て マグ リブ 解放 戦線 の イレ ギュ 
ラー・ ネ クス ト 、 アマ ジー グ で ある 。 

と の 依頼 で アマ ジー グ を 倒し 、 マ グリ ブ 解 
放 戦 線 を 壊滅 させ た アナ トリ ア の 備 兵 は 、 そ 
の 評価 を 確固 た る も の と する の だ っ た 。 


反 体制 勢力 と 企業 

と の 時 期 、GA と BFF は 化石 資源 を 巡っ て 
対立 関係 に あり 、 ホ ワイ ト ア フリ カ に は GA の 
化石 資源 基地 が 集中 し て いた 。 この た め 、 
BFF は 同 地域 の 反 体 制 武装 勢力 を 裏 か ら 支 援 
し て いた と 考え られ る 。 

アマ ジー グ の ネクス ト も 、 そう し た 活動 に よ 
り 盗 まれ た 機体 だ 。 この 機体 を 調査 する こと 
で 他 企 業 の ネクス ト 技 術 に 接触 可能 で あり 、 
さら に 反 体 制 勢力 に 渡す と と で 他 企 業 の 驚異 
と し つつ 実戦 デー タ を 収集 する 


GA の 二 重 提携 


GA アメ リカ 


058/240 


反 体制 武装 勢力 と 企業 の 争い は 、 企 業 の 
経済 戦争 の 一 部 で も あっ た の だ 。 


コジ マ 技 術 を 原因 と する 対立 

そう し た 企業 対立 の な か で 最も 深刻 だ っ た 
の は 、 コ ジマ 技術 の 主導 権 を 巡る 、 ロ ー セ ゼン 
ター ル ニ オ ー メ ル と レイ レナ ー ド ニア クア ビッ ト 
の 対立 で ある 。 

GA は コジ で マ 技術 の 広範 な 吸収 の た め 、GA 
アメ リカ は ロー ゼン ター ル (オー メル ) と 、GA 
ヨー ロッ パ は アク アビ ピッ ト と 、 二 重 提携 し て い 
た 。 し か し 、 対 立 の 激化 に 伴い 、GA は アク ア 
ピット と の 提携 解消 を 決定 する 。 だ が GA ヨー 
ロッ パ の 一 部 研究 施設 が これ を 受け 入れ ず 、 
アク アビ ピッ ト と の 独自 提携 を 選択 。 GA か ら 依 
頼 を 受け た アナ トリ ア の 備 兵 は 、 巨 大 兵器 を 
建造 中 だ っ た GA ヨー ロッ パ の 研究 施設 を 襲撃 
し 、 これ を 壊滅 させ る 。 

GA に と っ て この 戦闘 は 、 内 部 反乱 分 子 の 
粛清 だ っ た 。 し か し 施設 と 提携 関係 に あっ た ア 
クア ビッ ト は 、GA に よる アク アビ ピット 直接 攻撃 
と 判断 。 これ に より 、 直 接 攻撃 を し な いと いう 
企業 間 の 暗黙 の 了解 を 破 ら れ た と いう 大 義 名 
分 を 得 て 、 レ イレ ナー ド グ ル ー プ は GA へ の 敵 
対 姿勢 を 公然 と 強め る よう に な る 。 


アク アピ ッ ト 
レイ ナー ド 
3 Pees 


ジョ シュ ア ・ オ ブラ イエ ン 

と の 時 期 、 も う ひ と つの 重要 な で き 
ご と が あっ た 。 それ は コロ ニー・ ア ス 
ピナ が オー メル の 秘密 裏 の 支援 を 受け 
て 、 世界 で 2 番目 の ネクス ト を 駆る 休 
兵 を 所 有 し た こと だ 。 乗 機 ホワ イト ・ グ 
リン ト を 操る 、 ア スピ ナ 機 関 の 初期 リ 
ンク ス 被 験 体 、 ジ ョ シュ ア ・ オ ブラ イエ 
Yo 彼 が アナ トリ ア に 貸与 され た 経験 
が あり 、 フ ィ オ ナ と も 親しかっ た こと 
は 、 運命 の 皮肉 と 言う し か な い 。 


ソル ディ オス 開発 


GA ヨー ロッ パ の 研究 施設 が アク ア 
ピッ ト と 提携 し て 建造 し て いた の は 、 
アー ムズ フォ ー ト の ブロ ト タ イ ブ プ と も 
な っ た ソル ディ オス だ 。 結局 ソル ディ 
オス は 別 の 施設 で アク アビ ピッ ト が 完成 
させ 、 リ ンク ス 戦 争 の 最終 局面 で 数 多 
く の 人 命 を 奪い 、 コ ジマ 汚染 を 広め る 
直接 的 な 原因 と な っ た 。 


企業 間 下 + 


アナ トリ ア の 備 兵 が 引い た 引き 
や 明確 に 敵対 する GA と レイ レナ - 
直接 的 な 戦闘 を 開始 する 。 この 
れ の 友好 企業 に も 波及 し 、 パ ッ 2 
に 別れ て 争う 時 代 に 突入 し た 。 

た だ 、 こ こ で いう 直接 的 な 戦 0 
地 や 前 線 の 軍事 基地 を 標的 と し ・ 
や 生活 園 (コロ ニー) な ど は 、 攻 
て いな い 。 つま り 、 管 理 され た 4 
り 、 企 業 は 正気 を 失っ た 訳 で は 
だ 、 この と き は ……。 


GA 陣営 と レイ レナ ー ド R 
バッ クス の 争い は 、 大 きく GA 
ナー ド 陣 営 の 形 を と る 。 た だ し ・ 
依然 と し て 、 オ ー メ ル と アク アト 
ロー ゼン ター ル グ ル ー プ と レイ 
FIO, コジ マ 技 術 を 巡る 対立 が 
GA 陣営 に は 企業 グル ー プ の 
の コジ マ 技 術 を 支援 する GA、 
ル 、 イク バー ル が 含ま れる 。 
GA と イク バー ル に は 食料 市 
関係 が ある が 、 これ は GA の 大 
て 一 時 的 に 回 避 さ れ て いた 。 
GA 陣営 の 政治 的 な 主導 権 が 、 
後に 隠す ローゼ ンタ ー ル に ある 


オブ ライ エン 

月 、 も う ひ と つの 重要 な で き 
5 た 。 それ は コロ ニー・ ア ス 
メル の 秘密 裏 の 支援 を 受け 
2 番目 の ネクス ト を 駆る 備 
た こと だ 。 乗 機 ホワ イト ・ グ 
、 ア スピ ナ 機 関 の 初期 リ 
\ 体 、 ジョ シュ ア ・ オ ブラ イエ 
ァ ナ トリ ア に 貸与 され た 経験 
フィ オナ と も 親しかっ た こと 
皮肉 と 言う し か な い 。 


オス 開発 


ロッ パ の 研究 施設 が アク ア 
携 し て 建造 し て いた の は 、 
フォ ー ト の プロ ト タ イ プ と も 
> ディ オス だ 。 結局 ソル ディ 
施設 で アク アビ ピッ ト が 完成 
クス 戦争 の 最終 局面 で 数 多 
奪い 、 コ ジマ 汚染 を 広め る 
R 因 と な っ た 。 


企業 間 直 接戦 闘 


アナ トリ ア の 備 兵 が 引い た 引き 金 に より 、 F 
や 明確 に 敵対 する GA と レイ レナ ー ド は 、 遂 に 
直接 的 な 戦闘 を 開始 する 。 この 動き は それ ぞ 
れ の 友好 企業 に も 波及 し 、 パ ックス が ふた つ 
に 別れ て 争う 時 代 に 突入 し た 

た だ 、 こ こ で いう 直接 的 な 戦闘 と は 資源 基 
地 や 前 線 の 軍事 基地 を 標的 と し て お り 、 本 社 
や 生活 園 (コロ ニー) な ど は 、 攻 撃 対 象 と な っ 
て いな い 。 つま り 、 管 理 され た 経済 戦争 で あ 
り 、 企 業 は 正気 を た 失っ た 訳 で は な か っ た 。 ま 
だ 、 この と き は 


GA 陣営 と レイ レナ ー ド 陣営 

パッ クス の 争い は 、 大 きく GA 陣営 対 レイ レ 
ナー ド 陣 営 の 形 を と る 。 た だ し その 背後 に は 
依然 と し て 、 オ ー メ ル と アク アピ ッ ト 、 つ まり 
ロー ゼン ター ル グ ル ー プ と レイ レナ ー ド グル ー 
プ の 、 コ ジマ 技術 を 巡る 対立 が 存在 し て いた 

GA 陣営 に は 企業 グル ー プ の うち オー メル 
の コジ マ 技 術 を 支援 する GA、 ロ ー ゼ ンタ ー 
ル 、 イク バー ル が 含ま れる 

GA と イク バー ル に は 食料 市 場 を 巡る 対立 
関係 が ある が 、 これ は GA の 大 幅 な 譲歩 に よっ 
て 一 時 的 に 回 避 さ れ て いた 。 この 和解 は 、 
GA 陣営 の 政治 的 な 主導 権 が 、 オ ー メ ル を 背 
後に 隠す ロー ゼン ター ル に ある こと を 示唆 す 


る も の と 言え る だ ろう 

一 方 で 、 レ イレ ナー ド 陣 営 に は レイ レナ ー ド 
ー ア クア ビッ ト の コジ マ 技 術 を 支援 する レイ レ 
ナー ド 、 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 、BFF が 名 を 
連ね る 。 この うち レイ レナ ー ド と イン テリ オル ・ 
ユニ オン は ネクス ト 開 発 初期 か ら 安 定 し た 提 
携 関係 に あっ た 

最後 の BFF は 、 民 族 主義 的 対立 関係 を 背 
景 に 、 金 融 分 野 で の 衝突 も 絶え な い ロ ー ゼ ン 
ター ル グ ル ー プ と の コジ マ 技 術 格差 を よし と 
せ ず 、 レイ レナ ー ド に 急 接近 し て いる , 


BFF の 脱落 

バッ クス の 戦闘 の な か で 、 ロー ゼン ター ル と 
BFF の 対立 だ けが 異質 だ っ た 。 損得 だ け で は 
な く 、 過去 か ら 続 く 感 情 的 な 争い は 、 直接 戦闘 
を 繰り 返す うち に 彼ら か ら 冷 静 さ を 奪っ つて いっ 
た の だ 。 徐々 に 管理 経済 戦争 の 枠 を 逸脱 し て 
いく 両 企業 。 

この 戦い に ロー ゼン ター ル サ イ ド の 失 兵 と し 
て 、 ア ナ ト リ ア の 備 兵 と ジョ シュ ア は 積極 的 に 
投入 され た 。 そし て 最終 的 に BFF の 本 社 艦 破 
壊 に よっ て 激しい 戦い は 決着 を 迎え る 

それ は また し て も 、 ア ナ ト リ ア の 備 兵 の 手 に 
よる 戦果 だ っ た 


レイ レナ ー ド = 
アク アビ ピット 陣営 


BFF 本 社 艦 クイ ー ン ズラ ンス 


BFF の 本 社 機能 を 備え た 、 純 白 の 
大 型 艦 。 常に 巡洋艦 ティ ター ン や 、 ス 
テル ス 機 能 を 持つ ミサ イル 巡洋艦 な ど 
と と も に 本 社 艦 隊 を 組ん で 洋上 を 移動 
し て お り 、 攻 め る に 難い 本 社 で ある は 
ず だ っ た 。 し か し 、 ネクス ト の 機動 力 を 
活か し た アナ トリ ア の 備 兵 に 護衛 艦隊 
を 突破 され 、 破壊 され て し まう 。 


本 社 艦隊 巡洋艦 
ティ ター ン 


ミサ イル 巡洋艦 


レイ レナ ー ド の 新型 AC? 


この 時 期 に レイ レナ ー ド の 新型 AC 
開発 を 察知 し た GA は 、2 度 研究 施設 
の 破壊 を 決行 し 、2 度 と も 失敗 し て い 
る 。 結局 GA は 一 時 的 に 対 BFF 戦線 か 
ら ア ナ ト リ ア の 備 兵 を 呼び 戻し 、 新 型 
機 を 破壊 させ た 。 どう や ら 新型 機 は 自 
律 型 で 、 後 述 す る プロ ト タ イプ ・ 
ネクス ト に 酷似 
し て いた ら 
し い 。 


WS GS ies: 


クイ ー ン ズラ ンス を 破壊 され た BFF は 、 実 
質 的 に 崩壊 し た 。 補給 や 輸送 な ど 、 軍 事 イ ン 
フラ の 多く を BFF に 依存 し て いた レイ レナ ー ド 
は 、 管理 経済 戦争 、 つ まり 多面 的 局 地 戦 の 連 
続 する 持久 戦 に お ける 圧倒 的 不利 を 悟り 、 戦 
術 を 短期 決戦 に 切り 替え る 。 

優れ た ネクス ト 戦 力 に よる 機能 中 枢 及 び 、 
生活 圏 へ の 強襲 一 一 。 

リン クス 戦争 の 開幕 で ある 。 


リン クス 戦争 の 大 被害 

実 の と ころ 、 こ れ ま で の 管理 経済 戦争 は 、 
リン クス 戦争 の 前 段階 に 過ぎ な い 。 そし て 事 
実 、 管 理 経済 戦争 の 死傷 者 は 、 リ ンク ス 戦 争 
に よる 死傷 者 の 1 割 に も 満た な い の だ 。 

イン テリ オル ・ ユ ニオ ン が レイ レナ ー ド に 同 
調 せ ず 、 中 立 の 立場 を 表明 し た と と も あり 、 
孤立 し た レイ レナ ー ド は BFF の 残 勢力 を 取り 
込み な が ら 攻 撃 の 手 を 強め て いく 。 

優秀 な ネクス ト と 、 深刻 な コジ マ 汚 染 を 搬 き 
散ら す 新型 の 巨大 兵器 に 躍 踊 さ れ 続け る 、 
GA 陣営 の 機能 中 枢 及 び コ ロニ ー 群 。 

GA 陣営 も ネクス ト を 中 心 に 対抗 する が 、 も 
と も と の ネクス ト 戦 力 差 に 加え 奇襲 の 影響 も あ 
り 、 不利 な 戦い を 祭儀 な くさ れる 。 

誰 も 止め る 方 法 が 分 か ら な いま ま 、 世 界 が 
破壊 され 、 汚 染 さ れ 、 あ っ け な く 大 量 の 人 命 
が 失わ れ て いく 時 間 。 それ が リン クス 戦争 の 
正体 に 他 な ら な い 。 


ネクス ト 備 兵 の カカ 

拠点 防衛 で 身動き の 取れ な い 企 業 ネ クス ト 
に 代わ り 、 各 地 の BFF 残 勢力 に よる 武装 テロ 
を 鎮圧 し た の は 、 や は り ア ナ ト リ ア の 備 兵 だ っ 
た 。 アナ トリ ア の 備 兵 は その まま 、 も う ひ と り 
の 備 兵 ジョ シュ ア と と も に 、 す べ て を 破壊 し な 
DOTA SRO RBABA RAY IL 
ディ オス の 群 を 撃破 する 。 

体制 を 立て 直し た GA 陣営 は 、 こ こ に 至り 、 
ふた り の 備 兵 を 反転 攻勢 の 切り 札 に 定め た 。 

次 々 と レイ レナ ー ド と アク アピ ッ ト の 有力 ネ 
クス ト を 撃破 し て いく 備 兵 た ち 。 

そし て 遂に は アナ トリ ア の 備 兵 が レイ レナ ー 
ド 本 社 を 、 ジョ シュ ア が アク アビ ッ ト 本 社 を 壊滅 
させ 、 た っ た ふた り の 備 兵 の 力 に より リン クス 
戦争 は 終結 に 導 か れ た の だ っ た 。 


HBH/an 


リン クス 戦争 ・ レ イナ ー ド の 奇襲 


eee 


ee 
eee 


ネクス ト & 巨 大 兵器 で "機能 中 枢 " "生活 圏 " を 強襲 


アー ムズ フォ ー ト の 原型 


リン クス 戦争 は 、 レ イレ ナー ドニ アク ア 
ピッ ト (提携 し て いた GA ヨー ロッ パ ) に 
よっ て 試作 され て いた 巨大 兵器 が 、 は じ め 
て 戦線 に 投入 され た 戦闘 で も あっ た 。 これ 


試作 巨大 兵器 URSRAGNA 

ムギ アト ン ネ ル を 経由 じ し て アナ トリ ア を 急襲 し た アク ア 
ピッ ト 製 の 特殊 兵器 。 全幅 49m、 全 高 29m の 巨 芽 を 
し て お り 、 前 面 に 高 出力 の PA を 展開 する 。 PA を 張っ 
た まま 高速 で 突進 し 、 対 象 を 破壊 する の が 主 な 攻撃 
方 法 。 レー ザー や コジ マキ ャ ノン で 武装 し て いる が 、 
生活 園 に 対し て は PA に よる コジ マ 汚 染 が 最も 凶悪 な 
兵器 と な りう る 。 アナ トリ ア 到 達 直前 で 、 ア ナ ト リ ア の 
備 兵 に よっ て 破壊 され た - 


ら の 巨大 兵器 が GA 陣営 の ネクス ト に 対し 
て 一 定 の 成果 を 上 げた と と が 、 後 の 企 業 の 
アー ムズ フォ ー ト 開発 に つなが っ て いく 。 


ソル ディ オス 

人 GA ヨー ロッ パ と アク アピ ビット が 協 働 し て 研究 、 建 造 
し た 、 全長 200m、 全 高 140m を 超え る 巨大 兵器 。 多 
脚 で 支え られ た 設計 が 、 後 の アー ムズ フォ ー ト に 受け 
継が れ て いく 。 ソル ディ オス 砲 と いう 球形 の 超大 型 コ 
ジマ キャ ノン を 主 兵 装 に 、 GA の 拠点 や コロ ニー を いく 
つも 汚染 され た 廃寺 に 変え た 。 ほか に も 多数 の 垂直 ミ 
サイ ル 、 大 型 レ ー ザ ー な どの 武器 が 装備 され て いる 
が 、 火 器 管制 シス テム が 間に合わ ず 、 ほ と ん ど 動 い 
て いな か っ た と いう 説 も ある 。 集合 し て 砂漠 を 移動 
中 、 備 兵 ふ た り が か り で 全 減 させ られ た 。 


下 


レイ レナ ー ド = ニア クア ピッ ト は 月 
ス 戦争 は 終結 し た 。 し か し 、 ア ナ | 
の 物語 は まだ 終わ ら な い 。 

か ろう じ て 生 き 残 っ た 企業 は 、 * 
と 秩序 の 回 復 に 尽力 し な が ら 、 AD 
に な い ア ナ ト リ ア の 備 兵 に 恐怖 し 
れ を 排除 し よう と し た の だ 。 

か く て アナ トリ ア は 、 レ イレ ナ - 
て いた ブロ ト タ イ ブ ・ ネ クス ト に 急 
アナ トリ ア の 備 兵 が 出撃 する も 、 
大 半 を 破壊 され 、 重 度 の コジ マ : 
し まう アナ トリ ア 。 プロ ト タ イ プ ・ 
り 、 ア ナ ト リ ア の 備 兵 の 前 に 立っ 
ひと り の 備 兵 、 ジ ョ シュ ア ・ オ ブ 
た 。 この 戦い の 結末 に は 謎 が 多 し 
ナ ト リ ア が 滅び 、 数 少な い 生き 2 
フィ オナ ・ イ エル ネフ ェ ル ト が い : 
記録 に 残っ て いる 。 

個人 と し て 圧倒 的 な 戦闘 力 を | 
スト を 駆る 備 兵 た ち も 、 巨 大 な : 
で は まっ た < く 無力 だ っ た 。 TOW 
が 、 物語 の 結論 な の だ ろう か …: 


その後 の! 


リン クス 戦争 で 汚染 され た 地 
た め 、 企業 は クレ イド ル を 作り 人 
住 させ 始め た 。 し か し 、 そ の 危 B 
ス は 地上 に 残さ れ 、 カ ラー ド の ' 
込ま れる 。 これ は 、 見 よう に よっ 
の リン クス が 任務 ご と に 金 で 雇 
な っ た よう な も の だ 。 

地上 に 残さ れ た リン クス た ち 
まだ 企業 の 直接 的 な 影響 下 に あ 
ド の 監視 が 緩い こと も あり 、 リ ン 
自 の ネッ トワ ー ク を 築き つつ ある 

と の リン クス ・ ネ ットワーク が 表 
た 集団 と も いえ る ORCA 旅 団 
ま 、 企業 の 動向 だ け で な く リ ン 
の 動き が 、 歴 史 の 鍵 を 握る 可能 

も し か し た ら 、 アナ トリ ア の 人 | 
キャ スト を 変更 し た だ け で 、 い 8 
た 世界 で 続い て いる の か も し れ 


イク バー ル グ ル ー プ 
i 


中 立 化 


イン テリ オル ・ 
ユニ オン 


al” を 強襲 


が GA 陣営 の ネクス ト に 対し 
を 上 げた こと が 、 後 の 企業 の 
ー ト 開発 に つなが っ て いく 。 


と アク アビ ピッ ト が 協 働 し て 研究 、 建 造 
、 全高 140m を 超え る 巨大 兵器 。 多 
計 が 、 後 の アー ムズ フォ ー ト に 受け 
ルディ オス 砲 と いう 球形 の 超大 型 コ 
BIC, GA の 拠点 や コロ ニー を いく 
MICRA LE. ほか に も 多数 の 垂直 ミ 
- ザ ー な どの 武器 が 装備 され て いる 
テム が 間に合わ ず 、 ほ と ん ど 動 い 
いう 説 も ある 。 集合 し て 砂漠 を 移動 
か り で 全滅 させ られ た 。 


アナ トリ ア の 上 時 


レイ レナ ー ド = ニア クア ピッ ト は 崩壊 し 、 リ ンク 
ス 戦 争 は 終結 し た 。 LDL. FIbUP OME 
の 物語 は まだ 終わ ら な い 

か ろう じ て 生き 残っ た 企業 は 、 ラ イフ ライ ン 
と 秩序 の 回 復 に 尽力 し な が ら 、 コン トロ ー ル 下 
に な い ア ナ ト リ ア の 備 兵 に 恐怖 し 、 今度 は こ 
れ を 排除 し よう と し た の だ 

か く て アナ トリ ア は 、 レ イレ ナー ド が 所 有 し 
て いた プロ ト タ イ プ ・ ネ クス ト に 急襲 を 受け る 
アナ トリ ア の 備 兵 が 出撃 する も 、 間 に 合わ ず 
大 半 を 破壊 され 、 重 度 の コジ マ 汚 染 を 受け て 
し まう アナ トリ ア 。 プロ ト タ イ プ ・ ネ クス ト に 乗 
り 、 ア ナ ト リ ア の 備 兵 の 前 に 立っ た の は 、 も う 
ひと り の 備 兵 、 ジョ シュ ア ・ オ ブラ イエ ン だ - 
た 。 この 戦い の 結末 に は 謎 が 多い 。 た だ 、 ア 
ナ ト リ ア が 減 び 、 数 少な い 生 き 残り の な か に 
フィ オナ ・ イ エル ネフ ェ ル ト が いた こと だ けが 
記録 に 残っ て いる 

個人 と し て 圧倒 的 な 戦闘 力 を 誇っ た 、 ネ ク 
スト を 駆る 備 兵 た ち も 、 巨 大 な シス テム の 前 
で は まっ た く 無 力 だ っ た 。 この 鉄 の 論理 だ け 
が 、 物語 の 結論 な の 


うか 


プロ ト タ イ プ ・ ネ クス ト 


00-ARETHA。 リン クス の 限界 を 超え た 
精神 負荷 と 、 汚 染 制 御 不能 の 高 出力 コジ マ 
機構 の 危険 性 か ら 、 ネ クス ト 開 発 初期 に 廃 
棄 さ れ た 機体 。 ジョ シュ ア が 搭乗 し て いた 可 
能 性 が 高い が 、 そ の 場合 アス ピナ 機関 に 


その 後 の リ ンク ス だ ち 


リン クス 戦争 で 汚染 され た 地上 か ら 逃 
た め 、 企業 は クレ イド ル を 作り 人 類 を 空 へ と 移 
住 させ 始め た 。 し か し 、 そ の 危険 性 か ら リ ンク 
ス は 地上 に 残さ れ 、 カ ラー ド の 管理 下 に 組み 
込ま れる 。 これ は 、 見 よう に よっ て は 、 すべ て 
の リン クス が 任務 ご と に 金 で 雇 わ れる 備 兵 に 
な っ た よう な も の だ 

地上 に 残さ れ た リン クス た ちの ほとん ど は 
また だ 企業 の 直接 的 な 影響 下 に ある が 、 カ ラー 
ド の 監視 が 緩い こと も あり 、 リ ンク ス 同 士 で 独 
自 の ネッ トワ ー ク を 築き つつ ある 

と の リン クス ネッ トワ ー ク が 実際 の 形 を 持っ 
た 集団 と も いえ る ORCA 旅 団 が 出現 し た い 
ま 、 企 業 の 動向 だ け で な く リ ンク ス た ち 独 自 
の 動き が 、 歴 史 の 鍵 を 握る 可能 性 も 出 て きた 

も し か し た ら 、 アナトリア の 便 兵 の 物語 は 、 
キャ スト を 変更 し た だ け で 、 い まだ この 閉塞 し 
た 世界 で 続い て いる の か も し れ な い 、 


汚染 され た 地上 


コジ マ 汚 染 が 酷い 地域 は 、 広 範囲 に 
渡っ て 砂漠 化 が 進ん で お り 、 人 間 が 住 
め な い 。 遠く に 見 える 緑色 の 光 は 、 何 ら 
か の コジ マ 関 係 施設 で ある 。 高 濃度 の コ 
ジマ 粒子 が 存在 する 場所 は 、PA と 同じ 
現象 が 自然 発生 し 、 緑色 に まぶし く 輝く 。 


よっ て AMS が 改良 され て いた と 推測 され 
る 。 背後 に いた の は 、 ア スピ ナ 機 関 と 関係 
の 深い オー メル だ ろう か ? た だ し 、 一 社 
の 独断 で は な く 、 戦 争 の 勝者 で ある GA 陣 
営 の 総意 が 働い た と 見 る こと も で きる 。 


人 地上 の 汚染 を 逃れ た 人 類 の 新しい 生活 の 場 、 ク レイ ドル 。 
し か し 飛行 に 必要 と な る 膨大 な エネ ルギー を 生み 出す た 
め 、 地上 の 汚染 が さら に 深刻 化し て いる と いう 問題 も ある 。 


HB1/aun 


LINE ARK 


ao 
自由 都市 宣言 


破 、 レ レイ ドル を 人 造る と いう ふた つの 共役 
を 終え 、 企 業 は その 力 を 正しく 郊 肩 へ と 向け まう と し で いる 』 
企業 に 対し て これ まで 負わ せる と ころ の 多かっ た コロ ニー 
は 、 今 こそ 殊 己 の 心 を 持ち 、 自 立 へ の 道 を 歩む べき だ ろう 。 
何故 な ら 背 に 負わ れ た まま で は 、 地 上 と 企業 と が 手 を 的 え て 
の 更 な る 発展 に 繋が る は ず が な いか ら だ 。 そ の 第 一 歩 と し て 
ライ ン ア ー ク は 、 コロ ニー と いう 呼び 名 を 捨て 、 自由 都市 で あ 
る こと を 宮 言 する 。 自由 都市 で ある ライ ン ア ー ク は 、 民主 主义 
に 基づい て 運営 され 、 人 種 、 政治 信条 、 出自 宗教 の 別 な く 
自立 を 望む 者 を 受け 入れ る 。 そし て 彼ら は ライ ン テ アー ク を 通し 
て 市 場 経済 に 参加 し 、 何者 に も 侵さ れる こと の な い 基 本 的 な 
権利 も っ て 社会 に 参加 する 自由 市 民 と な る の だ 。 ラ イン アー 
ク は 自由 都市 で ある 誇り を 忘れ ず 、 水 遠 に 彼ら 自由 市 民 の 
生命 と 財産 を 守る こと を 雷 う も の で ある 。 


ライ ン ア ー ク は 理想 を 追い 、 発 展 を 続け る 新た な 都市 モア デル 
で す 。 共に 助け 合う 仲間 が いる こと で 、 ラ イン アー ク の 理想 
は より 実現 に 近づく こと で し ょ う 。 我々 ライ ン アー ク は 、 自 由 市 
民 と と も に 、 志 を 同じ くす る 都市 の 仲間 を 常に 求め て いま す 。 


ネクス ト と は 、 専 門 性 の 高い 先端 技術 を 多 
数 採用 し て 開発 され た 、 次 世代 型 ア ー マ ー ド ・ 
コア (AC) だ 。 ネクス ト の 誕生 と と も に 、 も と 
も と AC と 呼ば れ て いた 兵器 は ノー マル と 呼称 
され る よう に な っ た 。 

同じ AC で は ある が 、 ノ ー マ ル と ネクス ト の 
戦力 に は 天 と 地 ほ どの 差 が ある 。 その 差 が 最 
も 顕著 に 現れ た 例 が 、 国 家 解 体 戦争 だ 。 国家 
解体 戦争 で は 、 ノ ー マ ル を 含む 国家 軍 を た っ 
た 26 機 の ネクス ト が 貴 嗣 し て いる 。 

また ネクス ト は ノー マル と 違い 、 戦闘 区 域 に 
コジ マ 汚 染 を も た ら す 性 質 が ある 。 リン クス 戦 
争 に お いて で は 、 タ ガ の 外れ た ネクス ト 戦 力 に よ 
り 多 く の 地上 居住 区 域 が 汚染 され 、 クレ イド ル 
体制 移行 の 原因 と な っ た 。 
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ネクス ト の ジェ ネ レ ー タ は 効 
比 に 優れ て お り 、 長 時 間 の 作 昌 
ある 。 これ は 補給 の 負担 が 減る 
の 残り エネ ルギー を 気 に し な が 
で も よい 、 作 戦 領域 を 広く と れ 
利点 を 産 お が 、 当 然 な が ら 無 有 
で は な い 。 

その た め 、 ネ クス ト は 専用 の | 
て 作戦 領域 上 空 まで 輸送 され 、 
下さ れる と と に な る 。 

輸送 ヘリ は 全長 60m、 全 幅 
き さ を し て お り 、 先 端 の カメ ラ 5 
ト の カメ ラ ア ゴイ 技術 が 転用 され . 


コジ マ 技 術 を 使用 し て いる : 
物 と し て 扱わ れる た め 、 “TERY 
運搬 に 関し て の 規定 第 三 項 一 
つま り 、 カ ー ゴ を 完全 密封 し た 
域 上 空 まで 機体 を 極 低温 に 促 
だ 。 極 低温 を 維持 する た め の 
コー ティ ング は 、 地 上 落下 時 ( 
落ち で フライ マル 
い 霧 を 生む と いう 。 

リン クス は カー ゴ の 機体 内 
フィ ング を 受け て か ら 出 撃 し て ( 


ネクス ト の ジェ ネ レ ー タ は 効果 対 質量 体積 
比 に 優れ で お り 、 長 時 間 の 作戦 活動 が 可能 で 
ある 。 これ は 補給 の 負担 が 減る 、 帰 還 の た め 
の 残り エネ ルギー を 気 に し な が ら 戦 闘 を し な く 
| て も よい 、 作 戦 領域 を 広く と れる な ど と いっ た 
利点 を 産 お が 、 当 然 な が ら 無限 に 動け る わけ 
で は な い 。 

その た め 、 ネ クス ト は 専用 の 輸送 ヘリ に よっ 
て 作戦 領域 上 空 まで 輸送 され 、 直 接戦 場 に 投 
下さ れる こと に な る 。 

軸 送 ヘリ は 全長 60m、 全 幅 50m 程 度 の 大 
き さ を し て お り 、 先 端 の カメ ラ 部 分 に は ネクス 
ト の カメ ラ ア イ 技術 が 転用 され て いる 。 


| ニコ ジマ 技術 を 使用 し て いる ネクス ト は 危険 
物 と し て 扱わ れる た め 、 "危険 物 (コジ マ 技 術 ) 
運搬 に 関し て の 規定 第 三 項 一 目 " に 準じ る 。 
つま り 、 カ ー コ ゴ を 完全 密封 し た の ち 、 作戦 領 
WERE TRIAS MERIC ROC EDR 
た 極 低温 を 維持 する た め の デ ィ ム フロ スト 
コー ティ ング は 、 地 上 落下 時 に 機体 か ら 剥 が 
れ 落 ち て プラ イマ ル ・ アーマー に 接触 し 、 白 
い 堆 を 生む お と いう 。 
| リン クス は カー ゴ の 機体 内 で 最終 ブリ ー 
フィ ング を 受け て か ら 出 撃 し て いく 。 


a 
) 


は 、 専 門 性 の 高い 先端 技術 を 多 
発 され た 、 次 世代 型 アー マー ド ・ 
=。 ネクス ト の 誕生 と と も に 、 も と 
まれ て いた 兵器 は ノー マル と 呼称 
な っ た 。 

は ある が 、 ノ ー マ ル と ネクス ト の 
: 地 ほど の 差 が ある 。 その 差 が 最 
た 例 が 、 国 家 解 体 戦争 だ 。 国家 
は 、 ノ ー マ ル を 含む 国 家 軍 を た つ 
ZARDERML TUS. 

ト は ノー マル と 違い 、 戦闘 区 域 に 
も た ら す 性質 が ある 。 リン クス 戦 
ト 、 タ ガ の 外れ た ネクス ト 戦 力 に よ 
居住 区 域 が 汚染 され 、 クレ イド ル 
R 因 と な っ た 。 


asa 


バッ クス 確立 以前 の 世界 は 、 末 期 的 病状 に 
候 も 絶え 絶え だ っ た 。 人 口 爆発 に よる 食料 お 
よび エネ ルギー 資源 の 慢性 的 な 不足 を は じ め 
と し 、 そ れ を 補う た め の 近 視 眼 的 な 開発 が 生 
お 環境 破壊 と 極地 の 拡大 。 南北 に 二 極 化 し た 
享楽 と 岳 還 は 、 救 いよ う の な い 諦 観 と 、 憎 悪 
の 芽 を 地球 上 に 墓 延 させ て いく 。 

秩序 と 希望 に 代わ り 増 加 し た の は 、 大 き な 
火力 を 備え た テロ と 、 大 人 数 に よる 暴動 だ 。 
そし て 頻発 する テロ と 暴動 に より 多く の 都市 
が 廃 壇 と 化す 一 方 で 、 相 対 的 に 重要 度 を 高め 
て いっ た の が 軍隊 で ある 。 軍隊 は 高度 に 機械 
化 さ れ 、 い くつ か の 企業 が 強力 な 軍 産 複合 体 
を 形成 。 や が て 、 統 治 能力 を 低下 させ て いく 
国家 を 軍 産 複合 体 か ら 締め 出す 形 で 、 か つて 
な い ほ と ど 企業 は 影響 力 を 高め て いつ た 。 

し か し いく ら 軍 隊 が 進化 し た と と ろ で 加速 
する 破綻 を 止め る こと は で き な か っ た 。 破绽 
は 国家 政府 に よる 秩序 維持 の 限界 を 超え 、 つ 
い に 経 済 シス テム の 根幹 を 揺るが し 出す 。 と 


こと に 至り 、 す で に 実質 的 な 最高 権力 と し て 機 
能 し て いた 6 大 企業 グループ が 、 行動 を 開始 
する 。 世界 中 の 国家 政府 に 対す る 宣戦 布告 
と 、 ATANCE SER. 国家 解体 戦争 だ 。 
わずか 1 ヶ月 で 国家 解体 戦争 に 勝利 し た 企 
業 は 、 人 々 を コロ ニー と 呼ば れる 群 居 地 に 振 
り 分 け 、 市 場 経済 へ の 参加 を 抑制 する こと で 
コン トロ ー ル し た 。 経済 に よる 平和 、 限り ある 
資源 の 節度 ある 再 分 配 の 始ま り で ある 。 


上 記 の 近代 史 を 軍事 的 な 観点 か ら 見 れ ば 、 
それ は 主力 兵器 の 変遷 に 他 な ら な い 。 

一 般 兵 器 を 使用 し て いた 国家 軍 が 、 テ ロ や 
暴動 に 対処 する た め に 作り 出し た の が MT だ 。 
その 後 、 ノ ー マ ル の 開発 か ら 国家 を 廃し た と 
と で 、 企 業 は 軍 産 複合 体 で の イニ シア チ ブ を 
得 た 。 そし て 国家 解体 戦争 を 決定 づけ た 、 ネ 
クス ト の 登場 で ある 。 それ ぞ れ の 兵器 に つい 
て 、 開 発 と いう 視点 か ら 追 つて いと う 。 


分 類 上 は 一 般 兵器 と し て 扱わ れる と と 
の 多い 無人 兵器 だ が 、 その 内 情 は 少し 
複雑 で ある 。 狭義 に は 小型 の 自律 兵器 
を 指し て 無人 兵器 と 呼ぶ が 、MT や 車 
輌 、 航 空 機 に も 自律 、 遠 隔 コン トロ ー 
ル の 兵器 は 存在 する の だ 。 と と で は 区 
別 の た め 、 ガ ー ド メカ な どの 小型 自律 
兵器 を 自律 兵器 、 車 輌 や 航空 機 、MT 
な ど に 分 類 され る 自律 、 遠 隔 コン トロ ー 
ル 兵 器 を 無人 兵器 と 呼ぶ こと に する 。 


国家 解体 戦争 以前 、 ま だ 軍 産 複合 体 の イ 
シア ティ ブ を 国家 が 撮っ て お り 、 国 家 と 企 
の 権力 が 逆転 する 前 に 、 一 般 上 兵器 に 変わ る 


力 兵 器 と し て 開発 され た の が MT 
(マッ スル ・ ト レー サー) だ 。 cm 
MTs T OF CD 


に 対し て 一 般 兵器 が 対応 し きれ な く な っ 7 
め 、 後 に ノー マル に 求め られ る 遊撃 戦 適性 
技術 不足 な が ら 解 決し よう と し て 開発 され 
と の こと か ら 初期 の MT は ノー マル と 同じ く 。 
に 近い 形状 を し て いる 。 MT は 一 般 兵 器 ど 
し て 運用 され 、 テロ と の 戦闘 に 活用 され た 
か し 、 そ の うち に ノー マル が 出現 し 、 MT は 
地位 を ノー マル に 譲る こと に な る 。 その 後 
油 戦 適性 の 必要 な く な っ た MT は 脚 寺 移 台 
輪 な ど 形 状 を 変化 させ 、 特 化し た 環境 に 向 
先鋭 化し て いく 。 また MT の 思想 は 一 部 ノ 
ル に 受け 継が れ た ほか 、 小 型 化し て パ バ ! 
スー ツ に な っ た り 、 無人 兵器 に 改造 され た 
MT は その 形 を 変え て 運用 が 続い て いる 。 


一 般 兵器 と し て 扱わ れる こと 
人 兵器 だ が 、 その 内 情 は 少し 
る 。 狭義 に は 小型 の 自律 兵器 
度 人 兵器 と 呼ぶ が 、MT や 車 
機 に も 自律 、 遠 隔 コン トロ ー 
は 存在 する の だ 。 ここ で は 区 
、 ガ ー ド メカ な どの 小型 自律 
兵器 、 車 輌 や 航空 機 、MT 
拓 さ れる 自律 、 遠 隔 コン トロ ー 
無人 兵器 と 呼ぶ こと に する 。 


国家 解体 戦争 以前 、 ま だ 軍 産 複合 体 の イニ 
シア ティ ブ を 国家 が 握っ て お り 、 国 家 と 企業 
の 権力 が 逆転 する 前 に 、 一 般 兵器 に 変わ る 主 


力 兵 器 と し て 開発 され た の が MT 人 
(マッ スル ・ ト レー サー) だ 。 qm レー 
MT は 頻発 する テロ と 暴動 

に 対し て 一 般 兵 器 が 対応 し きれ な く な っ た た 
め 、 後 に ノー マル に 求め られ る 遊撃 戦 適性 を 、 
技術 不足 な が ら 解 決し よう と し て 開発 され た 。 
と の こと か ら 初 期 の MT は ノー マル と 同じ く 人 型 
に 近い 形状 を し て いる 。 MT は 一 般 兵 器 と 並行 
し て 運用 され 、 テ ロ と の 戦闘 に 活用 され た 。 し 
か し 、 その うち に ノー マル が 出現 し 、 MT は その 
地位 を ノー マル に 譲る こと に な る 。 その 後 、 施 
蘭 戦 適性 の 必要 な く な っ た MT は 脚 寺 砲 台 や 一 
輪 な ど 形状 を 変化 させ 、 特 化し た 環境 に 向け て 
先鋭 化し て いく 。 また MT の 思想 は 一 部 ノー マ 
ル に 受け 継が れ た ほか 、 小 型 化 し て パワ ー ド 
スー ツ に な っ た り 、 無人 兵器 に 改造 され た り と 、 
MT は その 形 を 変え て 運用 が 続い て いる 。 


ee Bow. B 


国家 政府 の 統治 能力 の 低下 を 招き 、 また そ 
れ に よっ て さら に 多数 が 顕在 化し た テロ と 野 
動 の 藻 異 は 、 主 力 兵器 に 遊撃 戦 適正 を 要請 し 
た 。 当初 、 遊撃 戦 適正 は MT に よっ て カバ ー さ 
れ よ うと し て いた が 、 状 況 は MT で 対処 で き な 
い ほ ど に 悪化 し て いく 。 そこ で 新規 開発 され 
た の が 、 "圧倒 的 な 火力 、 制 圧力 を 実現 する 
人 型 汎用 兵器 ' 、 す な わ ち ノー マル (当時 は 
AC と だ け 呼 称 され て いた が 、 混 乱 し な いよ う 
に 現在 の 呼び 名 で ノー マル と する ) で ある 。 

ノー マル は アル ドラ の アク チュ エー タ 複 雑 系 
と 、 レイ レナ ー ド の 実用 燃料 電池 と いう ふた つ 
の 新 技術 を も と に 開発 され た 。 高価 で は あっ 
た が 、 ノ ー マ ル は 高い 機体 単位 戦力 と 期待 通 
り の 遊撃 戦 適 正 を 発 押し 、 ま た た く 間 に 先進 
各国 軍 の 主力 兵器 と な っ て いく 。 


た だ し 、 ノ ー マ ル の 開発 は 完全 に 企業 主導 
で 行なわ れ て お り 、 国 家 は 販売 相手 に 過ぎ な 
か っ た 。 と の ノー マル の 成功 を きっ か け に 企業 
は 徐々 に 政府 と 国家 軍 を 軍 産 複合 体 か ら 締め 
出し て いき 、 独自 に 武装 化 、 権 力 を 我 が 物 と 
し て いく 。 すでに この と き 、 大 きく 疲 幣 し て い 
た 国家 に この 流れ を 止め る 力 は な か っ た 。 

その 後 、 ネ クス ト が 登場 する まで の 間 、 
家 軍 、 企 業 軍 の 中 心 は ノー マル だ っ た 。 それ 
が 新型 の AC で ある ネクス ト の 登場 に よっ て 、 
一 気 に 覆 され る 。 一 部 の 最新 型 、 特 化 型 を 除 
いて 、 ノ ー マ ル で 構成 され た 軍隊 の 戦闘 能 
A, 重要 度 は 、 た っ た 数 機 の ネクス ト に も 遠く 
及ば な い 。 た だ 、 現 在 で も コロ ニー や 武装 勢 
力 の 軍事 レベ ル で は 、 ノ ー マ ル が 最強 の 部 類 
に 属す る 兵器 で ある と と は 確か だ 。 


ロー ゼン ター ル 


ノー マル は 高い 機体 単位 戦力 と 、 搭 乗 
者 の 専門 性 に より 、 多 く の 職 業 備 兵 を 
生み 出し た 。 彼ら は レイ ヴ ン と 呼ば れ 、 
企業 や 国家 に 雇 わ れ て 、 ノ ー マ ル の バ 
イロ ッ ト を 務め で いた 。 混 池 と し た 世 
界 の 象徴 で あっ た レイ ヴ ン は 、 国 家 解 
体 戦争 後 、 不 遇 に あえ いで いる 。 彼ら 
の 多く は 企業 の 走 狗 と し て 使わ れる 
か 、 コ ロニ ー の 自警 を 担う か 、 武 装 勢 
力 に 合流 し た 。 どれ に せよ 、 端 金 を 稼 
ぐ の が や っ と だ 。 そこ と に か つて 戦局 を 
も 左右 し た 戦士 の 面影 を 見 る こと は で 
き な い 。 


ノー マル を ペー ス と し て 開発 
の AC が ネクス ト だ 。 ネクス ト は 
秘密 裏 に 開発 され 、 国 家 解 休戦 
実戦 投入 され た 。 ネクス ト が 国 
お ける 企業 側 の 圧倒 的 切り 札 と 
よく 知ら れる と と ろだ 。 

ネクス ト と ノー マル の 最大 の 中 
ビッ ト が も た らし た コジ マ 技術 と 
関 が 完 成 さ せ た ア レゴ リー マニ 
テム (AMS) に よる 。 

コジ で マ 技術 の な か で 顕著 な の 
Ps アー マー だ ろう 。 ブラ イマ 
は 敵 の 攻撃 を 止め る 不可 視 の 5 
と れ に よっ て ネクス ト は 他 の 現 
て 圧倒 的 な 防御 力 を 得 た 。 

一 方 の AMS は 動き の イメ ー: 
操縦 する 、 最 先端 脳 生理 学 と 、 
物 で ある 。 AMS は 搭乗 者 に 特 
を 要求 する た め 、 リ ンク ス と 呼 | 
合 者 は 、 軍 人 と いう より も 企業 
験 体 で ある こと が 多い 。 
企業 は ネクス ト と リン クス を 
家 解 体 戦争 に 投入 し た 。 この 
た 26 人 の リン クス が オリ ジ ナ ル 
リン クス 戦争 時 、 登録 され た リ > 
けら れ た ナン バー の うち 1<26 
で あり 、 そ れ は 国家 解体 戦争 の 
採 番 され て いた と 言わ れる 。 


ノー マル を ペー ス と し て 開発 され た 最新 鋭 
の AC が ネクス ト だ 。 ネクス ト は 企業 に よっ て 
は 高い 機体 単位 戦力 と 、 搭 乗 | 秘 電 理 に 開発 され 、 国 家 解 体 戦 争 で は じ め て 
| 性 に より 、 多 く の 職 業 備 兵 を 3 | 実戦 投入 され た 。 ネクス ト が 国家 解体 戦争 に 
た 彼ら は レイ ウン と ば れ 、 詳 朗 で ける 企業 側 の 圧倒 的 切り れ と な っ た と と は 
| 家 に 雇 わ れ て 、 ノー マル の バ 識 証 知ら れる と ころ だ 。 
を 務め て いた 。 混 池 と し た 世 ネクス ト と ノー マル の 最大 の 違い は 、 アク ア 
【 で あっ た レイ ヴ ン は 、 国 家 解 ビッツ ト が も た らし た コジ マ 技 術 と 、 ア スピ ナ 機 
t、 不 遇 に あえ いで いる 。 彼ら 関 が 完成 させ た アレ ゴリ ー マ ニ ュ ピ レイ トシ ス 
企業 の 走 狗 と し て 使わ れる AU(S) に よる 。 
ニー の 自警 を 担う か 、 武 装 勢 コジ マ 技 術 の な か で 顕著 な の は 、 プ ライ マ 
Lie, どれ に せよ 、 端 金 を 稼 MNO 22、 ブフ 0Y ル 7 の 
っ と だ 。 そ と に か つて 戦局 を | は 敵 の 攻撃 を 止め る 不可 視 の 防御 園 で あり 、 
た 戦士 の 面影 4 見 る こと は で 、 と れ に よっ て ネクス ト は 他 の 現行 兵器 に 比べ 
、 て 圧倒 的 な 防御 力 を 得 た 。 
ーー 方 の AMS は 動き の イメ ー ジ で ネクス ト を 
WHT S. 最 先端 脳 生理 学 と 、 神 経 科学 の 産 
物 で ある 。 AMS は 搭乗 者 に 特異 な 知 的 能力 
| を 要求 する た め 、 リ ンク ス と 呼ば れる AMS 適 
| 合 者 は 、 軍 人 と いう より も 企業 に 囲 わ れ た 披 
| 際 休 で ある と と が 多い 。 
企業 は ネクス ト と リン クス を 同時 に 開発 し 、 
国家 解体 戦争 に 投入 し た 。 この 戦争 に 参加 し 
た 26 人 の リン クス が オリ ジ ナ ル と 呼ば れる 。 
ンク ス 戦 争 時 、 登録 され た リン クス に 振り 分 
けら れ た ナン バー の うち 1~26 が オリ ジ ナ ル 
| で あり 、 そ れ は 国家 解体 戦争 の 戦果 に 応じ て 
採 普 され て いた と 言わ れる 。 
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AC、 特に ネクス ト に お いて は 先端 技術 が 数 
多く 使用 され て いる 。 ネクス ト は 、 企業 の 持つ 
強大 な 権力 の 象徴 、 と いう 地位 こそ アー ムズ 
フォ ー ト に 譲っ た が 、 巨 大 企業 グル ー プ の 技 
術 力 の 高 さ を 示 す 兵 器 で ある こと に は 未だ 変 
わり が な い 。 


伝達 系 

ネクス ト を コン トロ ー ル する た め の 命 
BOMELAT A. AMS と リン クス も 
て の 伝達 系 に 含ま れ で いる 。 


推进 系 

ネクス ト を 推進 させ る ブー | 

スタ ー の シス テム 。 メイ 

ン 、 サイ ド 、 パック 、 オー 

バー ドブ ー ス ター の 4 つか 
| BRS. 


動力 系 

ネクス ト の 動力 源 と な る 

電気 的 エネ ルギー を 生成 

する シス テム 。 ジェ ネ レー 

タ と 、 そ れ を 稼働 させ る 
燃料 か ら な る 


下 の 図 は 、 ネ クス ト の シス テム を 大 きく 5 つ に 
分 けた も の だ 。 ネクス ト の シス テム は 、 制 御 系 、 
動力 系 、 推 進 系 、 伝達 系 、 コ ジマ 技術 に 分 類 さ 
れる 。 と の うち 、 機 体 全体 に 関係 する の が 制御 
系 、 伝達 系 、 コジ マ 技 術 の 3 つ 。 ジェ ネ レ ー タ や 
ブー スタ ー な ど 、 バ パーツ に 集約 され る の が 動力 


系 と 推進 系 と な る 。 

と と で は ネクス ト 技 術 解 説 と 題し 、 と れ ら の 
シス テム の 役割 と 、 使 用 され で いる 技術 を ひ 
と つ ず づつ 解説 し て いく 。 また 、 同時 に ノー マル 
と ネクス ト の 差 に つい て も 、 各 項目 で 説明 を 
行なう 。 


制御 系 

フレ ー ム 全体 の 動作 を 制御 する シス テ 

ム 。 各 フ レー ム に 組み 込ま れ て いる 数 
| 万 の 小型 アク チュ エー タ を 使用 する 。 


コジ マ 技術 
ネクス ト の 機能 の うち 、 コ 
ジマ 粒子 に 関係 し て いる 
も の 。 オー パー ドブ ー ス 
ター は 推進 系 と 同時 に と 
ちら に も 含ま れる 。 


ACS 技 術 は 国家 統治 時 代 、 
合体 を 形成 し て いた 重工 業 系 
よっ て 研究 、 開 発 され た 。 AC 
ル 開 発 に な く て は な ら な いも の 
で び 人 的 資源 が 激しく 流動 する 7 
殊 性 を 失っ て いく 。 と の と き の 
規模 な も の で 、 表 ・ 裏 両方 が : 
けが アル ドラ に 集中 し た と いう 
レベ ル に お いて 、AOS 技 術 は 
の 低い 技術 と し て 認識 され て で! 
技術 は 時 間 の 経過 と と も に 撤 
アル ドラ の 情報 管理 の 甘 さ は る 

その 後 、ACS 技 術 は 研究 カ 
きく 精度 を 上 げ る も 、 基 本 の : 
に ネクス ト ま で 受け 継が れ て し 
発 時 に アル ドラ と 対照 的 だ っ た 
ド の 情報 管理 だ 。 徹底 的 に 爆 
技術 の 情報 を 伏せ る こと で 、! 
クス ト 開 発 を 通じ 、 一 気 に 6 大 
まで 上 り 詰め て いる 。 


な る 。 

クス ト 技 術 解説 と 題し 、 こ れ ら の 
割 と 、 使 用 され て いる 技術 を ひ 
し て いく 。 また 、 同時 に ノー マル 
ICO CH, SAB CHAS 


系 

全体 の 動作 を 制御 する シス テ 
フレーム に 組み 込ま れ て いる 数 
型 アク チュ エー タ を 使用 する 。 


| ACS 技 術 は 国家 統治 時 代 、 ド イツ の 軍 産 複 
合体 を 形成 し て いた 重工 業 系 企業 アル ドラ に 
、 よっ て 研究 、 開 発 され た 。 AOS 技 術 は ノー マ 
開発 に な く て は な ら な いも の で あり 、 情 報 及 
| ひ 人 的 資源 が 激しく 流動 する な か で 急速 に 特 
| 丈人 性 を 失っ て いく 。 この と き の 情 報 工作 は 大 
| 規模 な も の で 、 表 ・ 宇 両方 か ら 様々 な 働き か 
けが アル ドラ に 集中 し た と いう 。 現在 で は 企業 
© し ペル に お いて 、ACS 技 術 は 比較 的 ハー ドル 
— の 低い 技術 と し て 認識 され て いる 。 すべ て の 
技術 は 時 間 の 経過 と と も に 拡散 する も の た が 、 
アル ドラ の 情報 管理 の 甘 さ は 否定 で き な い 。 

その 後 、ACS 技 術 は 研究 が 進む と と も に 大 
きく 精度 を 上 げ る も 、 基 本 の 部 分 は 変わ ら ず 
に ネクス ト ま で 受け 継が れ て いる 。 ネクス ト 開 
E 発 時 に アル ドラ と 対照 的 だ っ た の が レイ レナ ー 
ドド の 情報 管理 だ 。 徹底 的 に 燃料 電池 、 コ ジマ 
| RHOWBERUSZET. レイ レナ ー ド は ネ 
| クス ト 開 発 を 通じ 、 一 気 に 6 大 企業 の ひと つ に 
まで 上 り 詰 め て いる 。 


アル ドラ ノー マル 
ジマ 技術 

ネクス ト の 機能 の うち 、 コ 

ジマ 粒子 に 関係 し て いる 

も の 。 オー バー ドブ ー ス 

ター は 推進 系 と 同時 に ご 

ちら に も 含ま れる 。 


レイ レナ ー ド ネフ スト 


ネクス ト の 機体 は アク チュ エー タ 複 雑 系 
(Actuator Complexity System: ACS) に 
より 制御 され る 。 ACS と は 、 フ レー ム 全 体 に 
配置 され た 数 万 の 小型 アク チュ エー タ が 自律 
し つつ 相互 に 関連 、 連 結 し 、 全 体 で ひと つの 
系 と し て 動作 する 制御 シス テム だ 。 

小型 アク チュ エー タ は 形状 記憶 合金 を 媒介 
と し て 、 ジ ェ ネ レー タ で 生み 出さ れ た 電気 エネ 
ルギー を 運動 に 変換 する 。 ACS を 構成 する 小 
型 ア クチ ュ エー タ 技 術 自 体 は 歴史 の ある も の 
で あり 、 十 分 な 技術 が 藩 え られ て いた 。 その 
た め エ ネル ギー を 運動 に 変換 する 際 の 変換 効 
率 は 、 極 め て 高い 。 変換 に お ける ロス 、 つ ま 
り 熱 量 と 音 の 発生 が 最低 レベ ル に 抑え られ て 
いる と と は 、 ネクス トバ ー ツ の 耐久 性 を 上 げ る 
要因 に な っ て いる 。 

AGS 技 術 は ノー マル に も 採用 され て いる 
が 、 ネ クス ト と は 制御 精度 に 大 き な 隔 た り が あ 
る 。 AS 技術 は AC 独 特 の 機構 で あり 、AC を 
特徴 づけ る 技術 と 言え る 。 


Bove Bee 


ACS は 多数 の 小型 アク チュ エー タ が 全体 で 
ひと つの 系 と し て 動作 する 。 し か し "どの よう 
に ひと つの 系 と し て 動作 する の か " と いう 点 に 
お いて 、ACS に は 決ま りき っ た 型 が 存在 し な 
い 。 簡 単に 説明 する と 、 “歩く " と いう 動作 を 
行なう に あたり 、“A と B" の アク チュ エー タ を 
動か し て 歩い て も AEC’ の アク チュ エー タ を 
動か し て 歩い て も 、ACS に よる 制御 と いう 点 
で 変わ り は な い の だ 。 と の 特性 の た め 、ACS 
構造 お よび 機体 の 動作 は 企業 系 列 ご と に 特徴 
が ある 。 


AC 製 造 企業 の うち 、 ア ル ゼ ブラ は カオ ス 的 
ダイ ナミ クス に 着目 し た 生体 的 複雑 系 の 概念 
を ACS に 採用 し て いる 。 その た め ACS 構 造 と 
機体 の 動作 が 非常 に 特徴 的 だ 。 平たく 言う と 、 
生物 の 身体 構造 を ACS に 応用 し て いる の で 
ある 。 この 生物 と は 、ACS と の 近似 性 か ら 春 
椎 動物 より は 節 足 動 物 に 近い 。 

ネクス ト 開 発 に お いて 以前 か ら 協 力 関係 に 
あっ た オー メル も 、 一 部 パー ツ に と の 概念 を 
採用 し て いる 。 アル ゼブラ や オー メル の バー 
ツ が 他 の 企業 と 印象 が 異な る の は 、 と この 生体 
的 複雑 系 ACS が 主 な 原因 で ある 。 


動力 系 


ネクス ト の 動力 系 は 、 ジ ェ ネ レ 
れ て いる 。 ジェ ネ レ ー タ の 主 な 役 
の 動力 源 と な る 電気 的 エネ ル ギ 
供給 する こと だ 。 また ジェ ネ レー 
粒子 を 発生 させ る 役割 も ある 。 ご : 
果たす た め 、 ジ ェ ネ レー タ に は 右 
機構 、 蓄電 機構 、 コ ジマ 粒子 発 
の 部 位 が 備わっ て いる 。 と の 3 種 
の どの ジェ ネ レー タ で あっ て も 同 # 

ジェ ネ レ ー タ 技術 の 開発 元 は 
だ 。 レイ レナ ー ド は 積極 的 な バ - 
方 で 厳格 な 管理 体制 を 導入 し 、 1 
に 務め で いた 。 その た め 他 企業 
程度 の 差 こ そ あ れ ジ ェ ネ レー 
ブラ ッ ク ボ ックス だ っ た 。 し か し し 
壊 に より 、 現 在 で は ジェ ネ レ ー タ 
流出 し て いる 。 


ロー ゼン タール 


履 の 小型 アク チュ エー タ が 全体 で 
と し て 動作 する 。 し か し “どの よう 
\ と し て 動作 する の か " と いう 点 に 
S に は 決ま りき っ た 型 が 存在 し な 
' 明 する と 、『 歩 く " と いう 動作 を 
り 、“A と B' の アク チュ エー タ を 
て も "A と C" の アク チュ エー タ を 
) て も 、ACS に よる 制御 と いう 点 
い の だ 。 と の 特性 の た め 、ACS 
体 の 動作 は 企業 系 列 ご と に 特徴 


業 の うち 、 アル ゼブラ は カオ ス 的 
に 着目 し た 生体 的 複雑 系 の 概念 
HH し て いる 。 その た め ACS 構 造 と 
非常 に 特徴 的 だ 。 平たく 言う と 、 
造 を ACS に 応用 し て いる の で 
物 と は 、ACS と の 近似 性 か ら 容 
節 足 動物 に 近い 。 

発 に お いて 以前 か ら 協 力 関係 に 
ル も 、 一 部 パー ツ に この 概念 を 
5。 アル ゼブラ や オー メル の パー 
ミ と 印象 が 異な る の は 、 と この 生体 
S が 主 な 原因 で ある 。 


オー メル front 


q 


ネクス ト の 動力 系 は 、 ジ ェ ネ レー タ に 集約 さ 


| れ て いる 。 ジェ ネ レー タ の 主 な 役割 は ネクス ト 


の 動力 源 と な る 電気 的 エネ ルギー を 生成 し 、 
供給 する こと だ 。 また ジェ ネ レ ー タ に は コジ マ 
粒子 を 発生 させ る 役割 も ある 。 これ ら の 役割 を 


| 果たす た め 、 ジ ェ ネ レー タ に は 右 の よう に 発電 


i, wR, aH RMIDSO 


の 部 位 が 備わっ て いる 。 と の 3 種類 は どの 企業 
の どの ジェ ネ レ ー タ で あっ て も 同様 で ある 。 

ジェ ネ レ ー タ 技術 の 開発 元 は レイ レナ ー ド 
だ 。 レイ レナ ー ド は 積極 的 な バー ツ 提 供 の 一 
方 で 厳格 な 管理 体制 を 導入 し 、 情 報 の 隠 蔽 化 
に 務め て いた 。 その た め 他 企業 に と つて は 、 
程度 の 差 こ そ あ れ ジ ェ ネ レー タ 技 術 の 一 部 は 
ブラ ッ ク ボ ックス だ っ た 。 し か し レイ レナ ー ド 月 
壊 に より 、 現 在 で は ジェ ネ レ ー タ 技術 の 多く が 
流出 し て いる 。 


ロー ゼン ター ル 


Bown Bee 


ジェ ネ レ ー タ の 発電 機構 は 、 超 高密 度 水素 
吸蔵 合金 を 燃料 と する 強化 実用 燃料 電池 だ 。 
超 高 密度 水素 表 蔵 合金 は 効果 対 質量 体積 比 
に 優れ て お り 、 燃 料 貯 蔵 の 問題 が 解消 され て 
いる 。 と の た め ネ クス ト は ジェ ネ レ ー タ と 別に 
燃料 タン ク を 積む 必要 が な い 。 た だ し 、 発電 機 
構 は エネ ルギー 生成 に 際 し て 大 量 の 熱 を 発生 
ざさ せる た め 、 ジ ェ ネ レー タ が 措 載 され る コア フ 
レー ム に は 、 冷却 機能 が 配 さ れ て いる 。 

ジェ ネ レ ー タ は コジ マ 粒 子 発生 機構 も 備え 
て お り 、 発生 させ た コジ マ 粒 子 の 一 部 を 燃料 
と し て 使用 し て いる 。 ノー マル の ジェ ネ レ ー タ 
も 超 高 密度 水素 吸蔵 合金 を 燃料 と する 実用 燃 
料 電池 だ が 、 と ちら に は コジ マ 粒 子 は 使用 さ 
れ で いな い 。 その た め 、 ネクス ト に 比べ て 出力 
が 大 きく 落ち る ほか 、 コ ジマ 粒子 発生 機構 も 
備え て いな い 。 

ジェ ネ レ ー タ は AC を 特徴 づけ る 技術 で あ 
り 、 戦 車 や 航空 機 な どの 一 般 兵 器 に は 採用 さ 
れ て いな い 。 決し て 無限 で は な い が 、AC は 
ジェ ネ レ ー タ に より 、 一 般 兵 器 に 比べ て 非常 に 
長い 稼働 時 間 を 得る こと に 成功 し た 。 


発電 機構 が 生成 し た 電気 的 エネ ルギー は 、 
コン デン サ に 菊 積 され る 。 この コン デン サ を 
中 心 に し た 部 位 が 蓄電 機構 だ 。 ネクス ト の 各 
パー ツ は 、 コ ン デ ン サ に 敬 積 され た エネ ル 
ギー を 使用 し て 動作 する 。 この た め 、 蓄 電機 
構 に は 各 パ ー ツ に エネ ルギー を 送り 出す 機能 
も 備わっ て いる 。 

ほとん どの 機体 の 場合 、 ネ クス ト の 戦闘 時 
消費 に 対し て 蓄積 可能 な エネ ルギー の 量 は 十 
分 と は 言え な い 。 その た め リ ンク ス は 、 ブー ス 
ター に よる 最大 速度 で の 移動 、 エ ネル ギー 武 


器 の 連射 な ど で コ ン デ ン サ に 薔 積 さ れ た エネ — 
ルギー が 減っ つて くる と 、 HRSA TEAR J 


を 回 復 さ せる 。 も し コン デン サ の エネ ルギー を 
使い 切っ た 場合 、 エ ネル ギー が 再び 警 積 さ れ 
る まで 、 一 時 的 に ブー スタ ー や エネ ルギー 武 
器 が 使用 不能 に な る 。 

著 電機 構 の 外観 は 、 四角 柱 や 円 筒 を 基調 に 
し た 単純 な ユニ ッ ト を 組み 合わ せ た も の に な 
る 。 各 企 業 に よっ て ユニ ッ ト の 形状 や 組み 合 
わせ 方 に 個性 が ある が 、 大 部 分 が カバ ー で 覆 
われ で いる と と も 多く 、 外 か ら 見 た だ け で は 
分 か ら な い 部 分 も ある 。 


ジェ ネ レ ー タ は 機体 全体 で 使 必 
粒子 を 発生 させ る 役割 も 持つ 。 と 
う の が コジ マ 欄 子 発生 機構 だ 。 兄 
マ 粒 子 は 、 一 部 が ジェ ネ レ ー タ で 
いら れる ほか 、 大 部 分 は 機体 の 
アー マー 維持 に 使用 され る 。 

コジ マ 粒 子 を 利用 し た オー バ - 
や 、 コ ジマ ライ フル の よう な コジ ト 
する 場合 、 普 段 は ブラ イマ ル ・ 7 
され て いる コジ マ 和 粒子 を 借用 す - 
その た めこ れ ら の 使用 は 、 プ ライ 
の 低下 を 招く 。 

コジ マ 粒 子 発生 機構 は 、 電 気 8 
に より 、 コ ジマ 物質 か ら コ ジマ 粒 : 
Bo コジ マ 欄 子 発生 の た め に は 
安定 し た 電気 的 エネ ルギー を 加 2 
が あり 、 コンデ ン サ に 敬 積 され て : 
ルギー は 向 か な い 。 その た め ジ ェ 
み 込 まれ 、 直 接 発電 機構 か ら エ : 
る 形 に な っ て いる 。 


ジェ ネ レ ー タ の 性 能 は 、 比 較 | 
で 表現 可能 だ 。 ここ で は 4 つ ほ 
その 性 能 を 比べ て みよ う 。 "" 
る 数 値 は 、 左 が 基本 値 、 右 が フ 
よる 限界 値 を 表す 。 

EN 出力 は 発電 機構 の 性 能 で 
け エ ネル ギー 消費 の ある バー ツ 
が か を 表す 。 パー ツ の 消費 エネ ル 
EN 出力 を 上 回 る と 、 機体 は 動 f 
また EN 出力 と バー ツ の 消費 エ 
が ある ほど 発電 量 に 余裕 が で き 
に エネ ルギー が 著 積 する 速度 が 

EN 容量 は 蓄電 機構 の 性 能 で 
が 高い ほど 多く の エネ ルギー を 
と が 可能 だ 。 多く の エネ ルギー 
BE. それだけ 回 復 時 間 を 挟ま 
体 を 動か せる 時 間 が 長く な る 。 

KP と は “KOJIMA Particle 
の 略 で あり 、KP 出 力 は コジ マ 
の 性 能 を 表す 。 この 数 値 が 高 し 
た ブラ イマ ルアー マー の 回 復 3 
だ し 、KP 出 力 に 左右 され る の 
け で あり 、 プ ライ マル アー マ - 
各 フ レー ム の 整 波 性 能 に 依存 3 


タ の 発電 機構 は 、 超 高密 度 水素 
状 料 と する 強化 実用 燃料 電池 だ 。 
素 吸蔵 合金 は 効果 対 質量 体積 比 
)、 燃 料 貯蔵 の 問題 が 解消 され で 
: め ネクス ト は ジェ ネ レ ー タ と 別に 
積 お 必要 が な い 。 た だ し 、 発 電機 
一 生成 に 際 し て 大 量 の 熱 を 発生 
ジェ ネ レ ー タ が 搭載 され る コア フ 
冷却 機能 が 配 さ れ て いる 。 
タ は コジ マ 粒 子 発生 機構 も 備え 
E さ せ た コ ジマ 粒子 の 一 部 を 燃料 
て いる 。 ノー マル の ジェ ネ レ ー タ 
( 素 吸 蔵 合金 を 燃料 と する 実用 燃 
と ちら に は コジ マ 炒 子 は 使用 さ 
その た め 、 ネクス ト に 比べ て 出力 
る ほか 、 コ ジマ 粒子 発生 機構 も 
i 
+ タ は AC を 特徴 づけ る 技術 で あ 
空 機 な どの 一 般 兵器 に は 採用 さ 
決し て 無限 で は な い が 、AC は 
= より 、 一 般 兵器 に 比べ て 非常 に 
を 得る こと に 成功 し た 。 


生成 し た 電気 的 エネ ルギー は 、 
蓄積 され る 。 この コン デン サ を 
位 が 甘 電 機構 だ 。 ネクス ト の 各 
ョ ン デ ン サ に 蓋 積 さ れ た エネ ル 
て 動作 する 。 この た め 、 蓄 電機 
ツ に エネ ルギー を 送り 出す 機能 
る 。 
機体 の 場合 、 ネ クス ト の 戦闘 時 
薔 積 可能 な エネ ルギー の 量 は 十 
い 。 その た め リ ンク ス は 、 ブー ス 
大 速度 で の 移動 、 エ ネル ギー 武 
で コン デン サ に 菊 積 され た エネ 
て くる と 、 消 費 を 抑え て 蓄積 量 
。 も し コン デン サ の エネ ルギー を 
合 、 エ ネル ギー が 再び 医 積 され 
的 に ブー スタ ー や エネ ルギー 武 
に な る 。 

外観 は 、 四角 柱 や 円 筒 を 基調 に 
ニッ ト を 組み 合わ せ た も の に な 
よっ て ユニ ッ ト の 形状 や 組み 含 
が ある が 、 大 部 分 が カバ ー で 覆 
と も 多く 、 外 か ら 見 た だ け で は 
分 も ある 。 


ジェ ネ レ ー タ は 機体 全体 で 使用 する コジ マ 
粒子 を 発生 させ る 役割 も 持つ 。 この 役割 を 担 
う の が コジ マ 粒 子 発生 機構 だ 。 発生 し た コジ 
粒子 は 、 一 部 が ジェ ネ レ ー タ で 燃料 と し て 用 
いら れる ほか 、 大 部 分 は 機体 の ブラ イマ ル ・ 
アー マー 維持 に 使用 され る 。 

コジ マ 粒 子 を 利用 し た オー バー ドブ ー ス ト 
や 、 コジ マラ イフ ル の よう な コジ で マ 兵 義 を 使用 
する 場合 、 普 段 は プラ イマ ル ・ ア ー マ ー に 回 
され て いる コジ マ 和 粒子 を 借用 する 形 に な る 。 
その た めこ れ ら の 使用 は 、 プ ライ マル アー マー 
の 低下 を 招く 。 

コジ マ 粒 子 発生 機構 は 、 電 気 的 エネ ルギー 
に より 、 コ ジマ 物質 か ら コ ジマ 粒子 を 発生 させ 
る 。 コジ マ 粒 子 発生 の た め に は 定量 で 定 質 の 
安定 し た 電気 的 エネ ルギー を 加え 続け る 必要 
が あり 、 コン デン サ に 蓄積 され て 変質 し た エネ 
ルギー は 向 か な い 。 その た め ジ ェ ネ レー タ に 組 
み 込 まれ 、 直 接 発電 機構 か ら エ ネル ギー を 得 
る 形 に な っ て いる 。 


ジェ ネ レ ー タ の 性 能 は 、 比 較 的 容易 に 数 値 
で 表現 可能 だ 。 ここ で は 4 つ ほ ど 例 を あげ で 
その 性 能 を 比べ て みよ う 。"/" で 区 切っ て あ 
る 数 値 は 、 左 が 基本 値 、 右 が フル チュ ー ン に 
よる 限界 値 を 表す 。 

EN 出力 は 発電 機構 の 性 能 で あり 、 ど れ だ 
け エ ネル ギー 消費 の ある パー ツ を 装備 で きる 
が を 表す 。 バー ツ の 消費 エネ ルギー の 合計 が 
EN 出力 を 上 回 る と 、 機 体 は 動作 し な い 。 
また EN 出力 と パー ツ の 消費 エネ ルギー の 差 
が ある ほど 発電 量 に 余裕 が で き 、 コ ン デ ン サ 
に エネ ルギー が 甘 積 する 速度 が 上 昇 する 。 

EN 容量 は 蓋 電機 構 の 性 能 で ある 。 EN 容量 
が 高い ほど 多く の エネ ルギー を 蓋 積 させ る ご 
と が 可能 だ 。 多く の エネ ルギー が 蒼 積 し て い 
る と 、 そ れ だ け 回 復 時 間 を 挟ま ず に 全力 で 機 
体 を 動か せる 時 間 が 長く な る 。 

KP と は “KOJIMA Particle( コ ジマ 粒子 )" 
の 略 で あり 、KP 出 力 は コジ マ 粒 子 発生 機構 
の 性 能 を 表す 。 この 数 値 が 高い ほど 、 減 少し 
た ブラ イマ ルアー マー の 回 復 速度 が 速い 。 た 
だ し 、KP 出 力 に 左右 され る の は 回 復 速度 だ 
け で あり 、 プ ライ マル アー マー の 厚 さ 自 体 は 
各 フ レー ム の 整 波 性 能 に 依存 する 。 
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全 => 人 


GN-SOBRERO 

EN 出 力 : 35564/39120 
EN 容量 : 59995“65995 
KP 出力 :454/499 


GANO1-SS-G 

EN 出力 :35045/Z38550 
EN 容量 : 165640.182204 
KP 出力 : 681/749 


アル ゼブラ : 中 軽量 KP 重視 トー ラス : 中 軽量 出力 KP 重視 


RIGEL/G 

EN 出力 : 34727 “38200 
EN 容量 :88175.96993. 
KP 出力 :745/820 


EKHAZAR-GEN 

EN 出力 :34182/37600 
EN 容量 :90174./99191 
KP 出力 :799/879 


ネクス ト は ブー スタ ー に より 大 き な 、 あ る い 
は 急激 な 推力 を 得る 。 ブー スタ ー は ジェ ネ レ ー 
タタ か ら 供 給 され る 電気 的 エネ ルギー を 推進 力 
に 変換 する 非 化 学 ロ ケッ ト だ 。 エネ ルギー を 
大 量 に 消費 する 代わ り に 推進 剤 が 少量 で 済む 
と いう 性 質 を し て お り 、 無 茶 な 使い 方 を し な 
い 限 り 、 ジェ ネ レ ー タ の 燃料 より 先 に 推進 剤 が 
切れ る と と は な い 。 

ブー スタ ー 技 術 は 軍事 技術 と し て 広く 浸透 
し た スタ ンダ ー ド ・ テ クノ ロジ ー で あり 、 ノ ー 
マル を は じ め 多 く の 兵器 に 採用 され で いる 。 
だ が ブー スタ ー 技 術 全体 が 分 野 と し て の 停滞 
を 指摘 され て お り 、 企 業 間 の 技術 格差 ほほ と 
ん ど 存 在 し な い 。 その た め 、 設 計 思 想 、 調 束 
方 向 の 差 が 企業 の 特色 と な る 。 


Fass”, sad 
^ メ イン ブー スタ ー は コア の 背部 に 装着 され る ブー ス 


ター で 、 唯 一 上 下 左右 に 可動 する 。 その た め 前 進 、 上 昇 
に 加え て 横 方 向 へ の 推力 に も 影響 を 与え る 。 


ジイ ドー スタ 


パッ ク ブ ー ス ター は 後方 推進 専用 の 補助 ブー スタ ー に 
な る 。 脚 部 前 面 、 ま た は 側面 に 装着 され る ブー スタ ー で 、 
水平 方 向 に し か 推力 を 発生 させ な い 、 


オー バー ドブ フー ス ター 


ネクス ト は 機体 各部 に 4 種類 の ブー スタ ー を 
備え て いる 。 これ を 合わ せ た も の が 推進 系 だ 。 
それ ぞ れ の ブー スタ ー の 役割 は 、 左 で 解説 し 
た 通り で ある 。 ブー スタ ー は 大 きく 、 メ イン 
ブー スタ ー、 バ ッ ク ブ ー ス ター、 サ イド ブー ス 
ター と いう 通常 の 移動 に 使用 する も の と 、 
オー バー ドブ ー ス ト に 使用 する オー バー ドブ ー 
スタ ー に 分 けら れる 。 

4 種類 の うち メイ ン ブ ー ス ター、 バ パック ブー 
スタ ー、 サ イド ブー スタ ー の 3 つ に は クイ ッ ク 
ブー スト と いう 瞬発 機構 が 搭載 され て いる 。 
と れ ら の ブー スタ ー に は ジェ ネ レ ー タ か ら 供給 
され る コジ マ 粒 子 を 溜め る 機能 が あり 、 ク イッ 
ク ブ ー ス ト を 起動 する と と で 、 ブ ー ス ター に 溜 
まっ た コジ マ 粒 子 が 一 気 に プ ラズ マ 化 され 、 
瞬間 的 に 爆発 的 な 推力 が 発生 する 。 

ブラ ズ マ 化 さ れ た コジ マ 粒 子 は 一 度 の ク 
イッ ク ブ ー ス ト で は 消費 され ず 、 時 間 の 経過 
で 拡散 消 散 す る まで は 、 ク イッ ク ブ ー ス ト の 
連続 使用 が 可能 で ある 。 た だ し 、 拡 散 / 消 散 
後 は 再度 コジ マ 粒 子 が ブー スタ ー に 溜まる ま 
で 再 使用 で き な い 。 

クイ ッ ク ブ ー ス ト は コジ マ 粒 子 の 供給 と 、 高 


オー バー ドブ ー ス ト は コジ マ * 
で 得 られ る 大 規模 な 推力 で 移動 ? 
り 、 オー バー ドブ ー ス ター に より 3 

オー バー ドブ ー ス ター を 起動 す 
粒子 の 回 収 を 開始 し 始め る 。 CO 
マ 粒 子 は ジェ ネ レ ー タ か ら 供 給 さ 
部 は 展開 され て いる プライ マル: 
直接 取り 入れ られ る 。 一 定 の コ : 
まる と 、 ま ず 溜 め ら れ た コジ マ # 
プラ ズ マ 化 さ れ 、 一 瞬 で 爆発 的 7 
する 。 

その 後 、 ジ ェ ネ レー タ か ら 供 給 
粒子 の み を 使用 し て 、 オ ー バ ー 
に 安定 し た 推力 が 継続 発生 する 。 

オー バー ドブ ー ス ター は 他 の 
は 違う 最新 鋭 の テク ノロ ジー で 
を 特徴 づけ る 技術 だ 。 


ブー スタ ー の うち メイ ンプ ブー 
バー ドブ ー ス ター の デー タ に つ し 
“アン " で 区 切っ て ある 数 値 は 、 左 
が チュ ー ン に よる 限界 値 を 表す 。 

メイ ン ブ ー ス ター の 水平 推 】 
は 、 そ れ ぞ れ 前 方 、 上 方 へ の 推 # 
当然 、 高い ほど より 重い 機体 を 、 
すこ と と が で きる 。 

水平 消費 EN、 垂直 消費 EN は 
の 効率 を 表す 。 ブー スタ ー を 噴 
向 、 垂 直方 向 へ の 推力 を 得 て い 
だ け コ ン デ ン サ に 薔 積 され て い 
を 消費 する か 、 と いう 数 値 だ 。 

クイ ッ ク カ 、 クイ ッ ク 消 費 EN も 
ク ブ ー ス ト が どれ だ け の 推力 を 
か と 、 ど れ だ け エ ネル ギー を 消 
す 。 た だ し クイ ッ ク ブ ー ス ト は 時 | 
の 使用 で クイ ッ ク 噴 射 時 間 の 間 
生 し な い 。 クイ ッ ク リ ロー ド 時 間 
ブー スト を 再 利 用 可能 に な る ま 
る 。 

オー バー ドブ ー ス ター も 基本 
EN の 見 方 は 同じ だ が 、KP、- 
子 を 消費 する 点 と 、 デ ー タ が 発 
後 の 安定 時 に 分 か れ て いる 点 
オー バー ドブ ー ス ト 発 動か ら OB 


人 サイ ドブ ー ス ター は 胸部 側面 に 装着 され る ブー スタ ー オー バー ドブ ー ス タ 2 NIS 3 推力 、0B3 
で 、 水 平方 向 へ の 推力 を 発生 させ る 。 これ は 横 方 向 へ の れる 特殊 な ブー スタ ー だ . オー バー ドブ ー ス ター の な か に 精度 制御 を 前 提 と し て お り 、 ネクスト 特 有 の 機 DMIs. OBR MHD. 
移動 の ほか 、 機体 の 旋回 に も 使用 され る 。 は 、 アサ ルト アー マー 機能 を 持つ も の も ある 。 能 に な っ て いる 。 OB 発動 消費 KP の デー タ が 有 % 


& H?BE/aun | @@ 


オー バー ドブ ー ス ト に 使用 さ 


オー バー ドブ ー ス ト は コジ マ 粒 子 を 利用 し 
られ る 大 規模 な 推力 で 移動 する 方 法 で あ 
り 、 オー バー ドブ ー ス ター に より 発動 する 。 
オー バー ドブ ー ス ター を 起動 する と 、 コジ マ 
科 子 の 回 収 を 開始 し 始め る 。 と の と き 、 コ ジ 
マ 和 粒子 は ジェ ネ レ ー タ か ら 供 給 さ れる ほか 、 一 
部 は 展開 され て いる プラ イマ ルアー マー か ら 
直接 取り 入れ られ る 。 一 定 の コジ マ 粒 子 が 集 
| まる と 、 ま すず 溜め られ た コジ マ 欄 子 が 一 気 に 
フラ ズ マ 化 され 、 一 瞬 で 爆発 的 な 推力 が 発生 
| する 。 
| その 後 、 ジェ ネ レ ー タ か ら 供給 され る コジ マ 
補 子 の み を 使用 し て 、 オ ー バ ー ド ブー スタ ー 
に 安定 し た 推力 が 継続 発生 する 。 
オー バー ドブ ー ス ター は 他 の ブー スタ ー と 
は 條 う 最新 鋭 の テク ノロ ジー で あり 、 ネ クス ト 
を 特徴 づけ る 技術 だ 。 


ブー スタ ー の うち メイ ン ブ ー ス ター と オー 
パー ドブ ー ス ター の デー タ に つい て 解説 する 。 
リノ" で 区 切っ て ある 数 値 は 、 左 が 基本 値 、 右 
が チュ ー ン に よる 限界 値 を 表す 。 

= メイ ン ブ ー ス ター の 水平 推力 と 垂直 推力 
は 、 そ れ ぞ れ 前 方 、 上 方 へ の 推進 力 の 高 さだ 。 
当然 、 高い ほど より 重い 機体 を 、 より 速く 動か 
すこ と が で きる 。 

水平 消費 EN、 垂 直 消費 EN は 、 ブ ー ス ター 
| の 効率 を 表す 。 ブー スタ ー を 噴射 し て 水平 方 
fl, 垂直 方 向 へ の 推力 を 得 て いる 際 に 、 ど れ 
RUA TY VICBMSN TST RIA 
消費 する か 、 と いう 数 値 だ 。 

、 ク イィ ッ ク カ 、 クイ ッ ク 消 費 EN も 同じ で 、 クィ イッ 
スタ ー に は ジェ ネ レ ー タ か ら 供 給 2 プー スト が どれ だ け の 推力 を 発生 させ る の 
欄 子 を 溜め る 機能 が あり 、 ク イッ か と 、 ど れ だ け エ ネル ギー を 消費 する か を 表 
紀 動 する こと で 、 ブ ー ス ター に 汐 す 。 た だ し クイ ッ ク ブ ー ス ト は 時 間 が 短く 、 1 回 
潤子 が 一 気 に プ ラズ マ 化 され 、 使用 で クィック 噴射 時 間 の 間 し か 推力 が 発 
5 的 な 推力 が 発生 する 。 し な い 。 クィ ッ ク リ ロー ド 時 間 は 、 ク ィ ッ ク 
され た コジ マ 粒 子 は 一 度 の ク | フー スト を 再 利用 可能 に な る まで の 時 間 で あ 
ト で は 消費 され ず 、 時 間 の 経過 る 

【 す る まで は 、 ク イッ ク ブー スト の 。 オー バー ドブ ー ス ター も 基本 は 推力 や 消費 
] 能 で ある 。 た だ し 、 拡 散 消 散 、EN の 見 方 は 同じ だ が 、KP、 つ まり コジ マ 粒 
/ マ 粒子 が ブー スタ ー に 溜まる ま を 消費 する 点 と 、 デ ー タ が 発動 時 と 、 そ の 
な い 。 の 安定 時 に 分 か れ て いる 点 が 特徴 的 だ 。 
ー ス ト は コジ マ 粒 子 の 供給 と 、 高 、 オー バー ドブ ー ス ト 発 動か ら OB 発動 持続 時 間 
! 提 と し て お り 、 ネクス ト 特 有 の 機 間 は 、OB 発 動 推力 、OB 発 動 消費 EN、 
る 。 | OB 発動 消費 KP の デー タ が 有効 と な る 。 


機体 各部 に 4 種類 の ブー スタ ー を 
これ を 合わ せ た も の が 推進 系 だ 。 
ゲー スタ ー の 役割 は 、 左 で 解説 し 
bs ブース ター は 大 きく 、 メ イシ 
パッ ク ブ ー ス ター、 サ イド ブー ス 
自 常 の 移動 に 使用 する も の と 、 
ー ス ト に 使用 する オー バー ドブ ー 
られ る 。 

店 メイ ンプ ー ス ター、 パック ブッ 
ドブ ー ス ター の 3 つ に は クイ ッ ク 
う 肝 発 機構 が 搭載 され て いる 。 


Ada ンー 


ネクス ト は 搭乗 者 で ある リン クス が 、 自 分 
の 脳 寺谷 髄 と 機体 と を 物理 的 に 接続 し 、' 動 
き の イ メー ジ " を 入力 する と と で コン トロ ー ル 
する 。 と れ を Allegory Manipulate System 
(AMS) と 呼ぶ 。 

入力 され た 動き の イメ ー ジ は まず 、 頭 部 フ 
レー ム 内 の 統合 制御 シス テム (Integrated 
Regulating System : IRS) に 伝達 され る 。 
IRS は 動き の イメ ー ジ を 解釈 し 、" 機 体 レ ベル 
で 最適 化 さ れ た " 命令 を 各 パ ー ツ に 伝達 。 と 
の 命令 を 受け 取っ た 各 パ バー ツ の 専用 制御 シ 
ステ ム (Fractional Regulating System: 
FRS) が 、 伝 達 され た 命令 を "機体 レベ ル の 
最適 化 を 損なわ な い 範 囲 で 、" バ パー ツレ ベル 
で 最適 化 " し 、 実行 する 。 


バイ ロッ ト 


収集 し た 情報 


カメ ラ + 各 種 セ ツン サー 


AMS 技 術 は アス ピナ 機関 に よっ 
FRS 技 術 は アナ トリ ア 研 究 所 に 』 
開発 され た 。 アス ピナ 機関 と アナ 
所 は 、 ど ちら も 経済 基盤 を 技術 情 
存 し て お り 、 AMS /IRS だ FRS お 
し て 販売 され て いる 。 と の た め 、 
FRS 技 術 は 企業 に 広く 普及 し た 

IRS FRS 技 術 の 提唱 者 で あり 
だ っ た アナ トリ ア 研 究 所 の イエ ル : 
士 は 、 深刻 な 精神 障害 の 原因 と な 
を 嫌悪 し た こと で 知ら れる 。 し か し 
に 不満 を 持つ 研究 員 の 一 団 が 博 
究 デ ー タ を 持ち 出し 、 コ ロニ ー・ 
亡命 。 技術 的 優位 を 失っ た アナ 
は 、 一 気 に 瓦解 し て いっ た 。 

IRS FRS 構 造 の 詳細 は 各 企 
な っ て お り 、 単 純 な 互換 性 は 確 
い 。 た だ し 基本 構造 は 同じ た め 、 
が あれ ば 非 互換 性 を 克服 可能 だ 
ト に は 2 種類 あり 、 企 業 の アー キ 
い 知 識 で ネクス ト の 設計 を 行 な < 
立 備 兵 の ネクス ト に 関わ る アー 
レー ム の 非 互換 性 克服 技術 を 持 
の パー ツ を 合わ せ て ネクス ト を 組 


FRS は 各 バ ー ツ 専用 の 制御 : 
り 、 一 般 的 な 機体 制御 精度 に つ 
り も FRS の 方 が 重要 な 役割 を 果 7 

FRS の 特徴 と し て 、 専 用 の メ 
よる 性 能 の 強化 が ある 。 これ を 
び 、 各 パー ツ に は チュ ー ン 可能 
する 。 例え ば 脚 部 フレ ー ム に 由 
積載 量 は 、 脚 部 フレ ー ム の FR 
プ を 使用 する と と で チュ ー ン が 
チュ ー ン に よっ て 上 昇 する 性 能 
Bo 大体 も と の 性 能 か ら 1 割 ほ と 
が チュ ー ン の 限界 だ 。 

チュ ー ン は バー ツ ど と で は な 
管理 し 、 以下 の 項目 に 分 か れ で | 


CAPACITY 


Ae 
EN 出 力 
EN 容量 
KP 出力 


AMS 技 術 は アス ピナ 機関 に よっ て 、IRS 一 
FRS 技 術 は アナ トリ ア 研 究 所 に よっ て 研究 、 
開発 され た 。 PACT MME PT HU PMR 
| は 、 ど ちら も 経済 基盤 を 技術 情報 取引 に 依 
存 し て お り 、 AMS /IRS /FRS 技 術 も 商品 と 
し て 販売 され て いる 。 この た め 、AMS/IRS 
/FRS 技 術 は 企業 に 広く 普及 し た 。 
IRS /FRS 技 術 の 提唱 者 で あり 、 第 一 人 者 
だ つた アナ トリ ア 研 究 所 の イエ ルネ フェ ルト 博 
Hd, 深刻 な 精神 障害 の 原因 と な り 得る AMS 
AMELIELETHDNS. し か し 、 こ の 方 針 
に 不満 を 持つ 研究 員 の 一 団 が 博士 の 死後 、 研 
| 究 デ ー タ を 持ち 出し 、 コ ロニ ー・ ア スピ ビ ナ に 
th, 技術 的 優位 を 失っ た アナ トリ ア 研 究 所 
は 、 一 気 に 瓦 解 し て いっ た 。 
| |RS/FRS 構 造 の 詳細 は 名 企業 系 列 で 異 
な っ て お り 、 単 純 な 互換 性 は 確保 され て いな 
い 。 た だ し 基本 構造 は 同じ た め 、 高 度 な 技術 
が あれ は ば 非 互換 性 を 克服 可能 だ 。 アー キテ ク 
ト に は 2 種類 あり 、 企 業 の アー キテ クト は 幅広 
い 知識 で ネクス ト の 設計 を 行なう 。 一 方 、 独 
立 備 兵 の ネクス ト に 関わ る アー キテ クト は フ 
レー ム の 非 互 換 性 克服 技術 を 持ち 、 複 数 企業 
の パー ツ を 合わ せ て ネクス ト を 組み 上 げ る 。 


FRS は 各 バ ー ツ 専用 の 制御 シス テム で あ 
| リ 、 一 般 的 な 機体 制御 精度 に つい て は IRS よ 
り も FRS の 方 が 重要 な 役割 果たす 。 
FRS の 特徴 と し て 、 専 用 の メモ リ チ ッ プ に 
よる 人 性 能 の 強化 が ある 。 と れ を チュ ー ン と 呼 
び 、 各 バ パー ツ に は チュ ー ン 可能 な 性 能 が 存在 
する 。 例え ば 脚 部 フレ ー ム に 由来 する 機体 の 
積載 量 は 、 脚 部 フレ ー ム の FRS に メモ リ チ ッ 
7 を 使用 する と と で チュ ー ン が 可能 だ 。 た だ 
チュ ー ン に よっ て 上 昇 する 性 能 に も 限界 は あ 
る 。 大 体 も と の 性 能 か ら 1 割 ほど 上 昇 さ せる の 
が チュ ー ン の 限界 だ 。 
チュ ー ン は パー ツ ど と で は な く 機 体 全体 で 
BEL. 以下 の 項目 に 分 か れ て いる 。 


CAPACITY 


積載 量 

EN 出 力 

EN 容量 
| KPH 


TIE GUNG 


NEN AD 


CAPTURE 

ロッ ク 速 度 

ミサ イル ロッ ク 速 度 
レー ダー 更新 間隔 
対 ECM 効 果 


PRIMAL ARMOR 


整 波 性 能 ( 頭 部 ) 
整 波 性 能 (コア ) 
整 波 性 能 ( 腕 部 ) 
整 波 性 能 ( 脚 部 ) 


ee eal ie 
| 


OS 0 BD 


BOOST 


水平 推力 (メイ ン ) 
垂直 推力 (メイ ン ) 
水平 推力 (バック) 
水平 推力 (サイ ド ) 


SPECIAL BOOST 


クイ ッ ク 推 力 (メイ ン ) 
クイ ツク 推力 (バック) 
クイ ッ ク 推 力 (サイ ド ) 
OB 推力 


CONTROL 


安定 性 能 (SREB) 
安定 性 能 (コア ) 
安定 性 能 ( 脚 部 ) 
旋回 性 能 


i NN RN 


ネクス ト に お いて は 、 外 力 に よる 機体 体勢 
の 乱れ を 回 復 す る 、 と いっ た 受動 的 制御 も 
IRS お よび FRS が 管理 を 行なう 。 その 逆 に パ 
イロ ッ ト が 自発 的 に 行なう 機体 制御 を 能動 的 
制御 と 呼ぶ 。 受動 的 制御 の 場合 の 命令 伝達 系 
統 も 、 能動 的 制御 と 同様 に IRS 一 FRS と な る 。 
た だ し 、 受 動 的 制御 で は カメ ラ や 各種 セン 
サー の 情報 を 受け 取り 、 制 御 が 必要 だ と 判断 
し た 場合 、 バイ ロッ ト を 介在 せ ず IRS が 直接 命 
令 を 下す 。 

と と で 行なっ て いる よう に 、 カメ ラ や 各種 セ 
ン サ ー が 収集 し た 情報 の 処理 も IRS の 役割 
だ 。 また IRS は カス タマ イズ に より 、 能動 的 制 
御 に お ける 動き の イメ ー ジ を 補完 する と と も 
で きる 。 と れ を オー ト 系 と 呼ぶ 。 

パイ ロッ ト に 特殊 な 才能 を 要求 する AMS は 
当然 の こと 、IRS FRS 技 術 も ノー マル に は 
採用 され で て いない 、 ネ クス ト を 特徴 付け る 技 
術 だ 。 ノー マル に も 機体 を 統括 制御 する IRS 
と 似 た 機構 は 存在 する が 、 IRS FRS が 発揮 
する 精密 性 に は 及ぶ べく も な い 。 


バイ ロッ ト 


カメ ラ + 各 種 セ ン サ ー 


AMS に よる 操縦 を 行う た め に は 、 特 異な 知 
的 能力 が 要求 され る 。 AMS 適 性 と 呼ば れる ご 
の 能力 を 持つ 人 間 だ けが 、 リン クス と し て ネ ク 
スト を 操る こと が 可能 だ 。 リン クス に 専業 の 軍 
人 が 少な く 、 企 業 に 囲 わ れ た ある 種 の 被験 者 
が 多い の は この た めで ある 。 被験 者 の 代表 格 
は 、CUBE や ジュ リア ス ・ エ メリ ー な ど ア スピ 
ナ 機 関 の リ ンク ス だ ろう 。 

AMS の 特徴 と し て 高速 か つ 高 精 度 な 操作 
が あげ られ る 。 と の 精度 が ある か ら こ そ 、 リ ン 
クス は クイ ッ ク ブ ー ス ト や オー バー ドブ ー ス ト 


の よう な 操作 を 、 戦場 で 破綻 する こと な く や っ 用 和 


て の ける の だ 。 た だ し 、AMS に は 重大 な 精神 
障害 を 生 お 可能 性 が あり 、 コ ジマ 汚染 と 合わ 
せ て リン クス を 短命 に し て いる 。 AMS 適 性 が 
低い ほど 、 精神 障害 の 危険 性 は 大 きく な る よ 
うだ 。 

ネクス ト の 形状 は 人 間 に 近 い が 、 こ れ が 人 
間 か ら 離 れる と リン クス は 違和感 を 感じ 、 操 
縦 が 困難 に な っ て いく 。 例え ば ネクス ト に 4 本 
の 腕 を 持た せ た と し て も 、 性能 は 落ち る 一 方 
だ ろう 。 ネクス ト が 前 方 し か 見 えな い の も 同様 
の 要因 に よる 仕様 で ある 。 


火器 管制 シス テム (Fire Cont 
FCS) は 、 そ の 名 の 通り 火器 類 
必要 な シス テム で ある 。 

ネクス ト の FCS は 独立 し て お り 
索敵 系 に お いて IRS と 同様 に 機 
り 、 レ ー タ ダー で 敵 を 探し て その 位 
り 、 カ メラ に 映っ た 敵 を ロッ クオ 
(銃口 の 向き を ロッ クオ ン し た 凍 
行動 は FCS の 管理 下 に ある 。 - 
FGS は 、 レ ー タ ダー、 腕 部 フレ ー/ 
背部 武器 、 肩 部 武器 の FRS に 対 
達する 。 

FCS は 頭 部 フレ ー ム に ある |RS 
る 演算 処理 シス テム だ 。 スロ ッ ト 
され て お り 、 他 企業 の IRS に 対し 
る 。 FCS の デザ イン は 企業 ど と 6 
例え ば アク アピ ッ ト の も の は クリ 
われ て いる し 、MSAC の も の は 
き 出 し に な っ て いる 。 

FCS 技 術 は 世代 的 に は 古い 
ノー マル ほか 多く の 兵器 に 採用 
造 企業 間 の 技術 格差 も ほとん と 
専門 性 が 高く 、 究 占 が 進ん だ 状 


FCS は 武器 の ロッ クオ ン と レ 
る 様々 な デー タ を 持つ 。 "/" て 
数 値 は 、 左 が 基本 値 、 右 が チ - 
界 値 を 表す 。 

ロッ ク 速 度 と ロッ ク 距 離 が 口 > 
る 基本 の 数 値 だ 。 ロック 速度 カ 
ラ 内 の 敵 を ロッ ク す る まで の 時 | 
さ の 射撃 が 可能 に な る 。 ロッ ク 
ば 、 よ り 遠 く の 敵 を ロッ クオ ン 
距離 に は ブレ ー ド 用 の ブレ ー ド F 
うつ データ も ある 。 

最大 ロッ ク 数 、 ミ サイ ル ロ ッ 
ル を 用 いる 際 に 最大 何 体 の 敵 を 
か 、 どれ だ け ロ ッ ク が 速い か を 

並列 処理 が 高い と 、 両 腕 の 』 
用 する 際 に 起き る 、 狙 撃 点 移動 
抑え る こと が 可能 だ 。 

レー ダー 距離 、 レ ー ダ ター 更新 
性 は レー ダー の 性 能 を 表す 。 レ 
長け れ ば より 遠く の 敵 を 、 レ ー 
が 短けれ ば より 正確 に 敵 を 補 
ECM 耐 性 が 高けれ ば 、ECM7 
エリ ア で も レー ダー が 乱れ に くし 


る 操 綻 行う た め に は 、 特 異な 知 火器 管制 シス テム (Fire Control System : 
K さ れる 。 AMS 適 性 と 呼ば れる と FCS) は 、 そ の 名 の 通り 火器 類 運 用 の た め に 
う 人 間 だ けが 、 リン クス と し て ネ ク | 必要 な シス テム で ある 。 

と が 可能 だ 。 リン クス に 専業 の 軍 | ネクス ト の FCS は 独立 し て お り 、 ロ ッ ク オ ン 


企業 に 囲 わ れ た ある 種 の 被験 者 素敵 系 に お いて IRS と 同様 に 機能 する 。 つま 
この た めで ある 。 被験 者 の 代表 格 1 レー ター で 敵 を 探し て で そ の 位置 を 表示 し た 
ゃ ジュ リア ス ・ エ メリ ー な ど ア スピ 


クス だ ろう 。 銃口 の 向き ) を ロッ クオ ン し た 英 に 移動 させ る 
徴 と し て 高速 か つ 高 精度 な 操作 「 放 | 行動 は FCS の 管理 下 に ある 。 そ の 役割 か ら 
。 と の 精度 が ある か ら こ と こそ 、 リ ン FCS は 、 レー ダー、 腕 部 フレ ー ム 、 腕 武器 、 
ク フ ー ス ト や オー バー ドブ ー ス ト 彰人 武 器 、 記 部 武器 の FRS に 対し で 命令 を 伝 
を 、 戦場 で 破綻 する こと な く や っ 詳 置 
:。 た だ し 、AMS に は 重大 な 精神 FCS は 頭 部 フレ ー ム に ある IRS に 外 付け され 
1 能 性 が あり 、 コ ジマ 汚染 と 合わ 演算 処理 シス テム だ 。 スロ ッ ト の 形状 は 統一 
を 短命 に し て いる 。 AMS 適 性 が 「 され て お り 、 他 企業 の IRS に 対し て も 接続 で き 
障害 の 危険 性 は 大 きく な る よ 。 FCS の デザ イン は 企業 ど と に 特徴 が あり 、 
q | えば アク アピ ビット の も の は クリ アバ パー ツ に 秦 
形状 は 人 間 に 近 い が 、 と れ が 人 れ て いる し 、MSAC の も の は 一 部 回 路 が む 
5 と リン クス は 違和感 を 感じ 、 操 | き 出し に な っ て いる 。 
BOT, 例え ば ネクス ト に 4 本 請 証 FCS 技術 は 世代 的 に は 古い 技術 で あり 、 
# た と し て も 、 性 能 は 落ち る 一 方 ノー マル ほか 多く の 兵器 に 採用 され て いる 。 製 
スト が 前 方 し か 見 えな い の も 同様 貴人 業 問 の 技術 格差 も を ほとん ど な い 。 た だ し 
仕様 で ある 。 是 】 性 が 高く 、 SSAA TERRE. 


アワ クア ビット : INBLUE 


MSAC : YELLOWSTONE03 


FCS は 武器 の ロッ クオ ン と レー ダー に 関す 
る 様々 な デー タ を 持つ 。*/" で 区 切っ て ある 
数 値 は 、 左 が 基 木 値 、 右 が チュ ー ン に よる 上 限 
HEART. 
ロッ グ ク 速 度 と ロッ ク 距 離 が ロッ クオ ン に 関す 
る 基本 の 数 値 だ 。 ロッ ク 速度 が 早い ほど カメ 
内 の 敵 を ロッ ク す る まで の 時 間 が 短く 、 と っ 
さ の 射撃 が 可能 に な る 。 ロッ ク 距 離 が 長け れ 
より 遠く の 敵 を ロッ クオ ン 可 能 だ 。 ロッ ク 
に は ブレ ー ド 用 の ブレ ー ド ロッ ク 距 離 と い 
デー タ も ある 。 
最大 ロッ ク 数 、 ミサ イル ロッ ク 速 度 は ミサ イ 
ル を 用 いる 際 に 最大 何 体 の 敵 を 対象 に で きる 
どれ だ け ロ ッ ク が 速い か を 表す 。 
並列 処理 が 高い と 、 両 腕 の 武器 を 同時 に 使 
する 際 に 起き る 、 狙 疫 点 移動 速度 の 低下 を 
える こと が 可能 だ 。 
レー ダー 距離 、 レ ー ダ ター 更新 間隔 、 ECM 耐 
は レー ダー の 性 能 を 表す 。 レー ダー 距離 が 
けれ ば より 遠く の 敵 を 、 レ ー タ ー 更 新聞 靖 
けれ ば より 正確 に 敵 を 補足 可能 に な る 。 
耐性 が 高けれ ば 、ECM の 発生 し て いる 
リア で も レー ター が 乱れ に くい 。 


国家 解体 戦争 か ら 遡 る こと 7 年 、 あ る 微粒 
子 が 発見 され た 。 発見 者 の 名 を 冠 し コジ マ 粒 
子 と 名 付け られ た それ は 、 広範 か つ 長 期 に わ 
た り 生 体 活動 に 深刻 な 悪影響 を も た ら す 重度 
の 環境 汚染 源 だ っ た が 、 同 時 に 様々 な 分 野 を 
発展 させ る 極め て 大 き な 可能 性 を 秘め て い 
た 。 この コジ マ 燈 子 の 軍事 転用 に 目 を つけ た 
の が アク アビ ピッ ト で ある 。 

コジ マ 技 術 は アク アビ ッ ト に よっ て 研究 、 開 
発 さ れ た 。 また アク アビ ピット と 密接 な 提携 関係 
に あっ た レイ レナ ー ド も 、 研 究 の 初期 段階 か ら 
深く 関わ っ て いた よう だ 。 それ に 加え 、 オ ー メ 
ル も 独自 か つ 秘 密 裏 に コジ マ 技術 の 研究 、 開 
発 を 進め て いた 。 これ ら 3 社 は 厳格 に コジ マ 
技術 情報 を 秘匿 し 、 他 企業 に は 原始 的 な 関連 
バー ツ が 提供 され る の み だ っ た 。 アク アビ ピッ 
ト 、 レイ レナ ー ド が 倒れ た 現在 に お いて も 、 ア 
クア ビッ ト の 技術 者 を 取り 込ん だ トー ラス と 
オー メル 以外 の 企業 に と っ て 、 コ ジマ 技術 の 
大 半 が ブラ ッ ク ボ ックス で あり 、 表 ・ 裏 の 両方 
で 爆烈 な 情報 戦 が 展開 され て いる 。 


プラ イマ ルアー マー と は 、 コ ジマ 粒子 を エ 
ネル ギー で 安定 本 流さ せ た 防 護 膜 だ 。 ジェ ネ 
レー タ の コジ マ 粒 子 発生 機構 か ら 発生 し た コ 
ジマ 粒子 は 、 コ アフ レー ム の 放出 機構 より ネ 
クス ト 機 体 周囲 に 放出 され る 。 放出 され た コ 
ジマ 粒子 は 、 各 フレ ー ム の 整 波 装置 に より 安 
定 還 流さ れ 、 ネクス ト の 周囲 に ブラ イマ ルアー 
マー を 形成 する 。 

整流 装置 が 安定 還流 可能 な コジ マ 炒 子 量 に 
は 上 限 が あり 、 そ れ を 超え た コジ マ 粒 子 は 大 
気 中 に 放出 され る 。 つま り 、 プ ライ マル アー 
マー を 展開 し た ネクス ト は 、 コ ジマ 粒子 を 大 気 
に 放出 し 続け る ごと に な る 。 

プラ イマ ルアー マー の 防御 効果 を 決定 する 
の は 、 安 定 還流 中 の コジ マ 粒 子 量 だ 。 攻撃 を 
受け る と 安定 還流 が 乱れ 、 防 御 効 果 は 減衰 す 
る 。 た だ 減衰 は ジェ ネ レ ー タ の KP 出 力 に 比例 
し た 速度 で 自動 的 に 回 復 可 能 だ 。 激しい 攻撃 
を 受け 続け る と 、 一 時 的 に プラ イマ ルアー 
マー が 消滅 する 可能 性 も ある 。 


プラ イマ ルアー マー 以外 に も 、 
様々 な コジ マ 技 術 が 使用 され て 
He オー バー ド ワ フー ス ド や み 30 
いっ た コジ マ 欄 子 を 使用 し た ブ - 
コジ マラ イフ ル 、 コ ジマ ミサ イル 
粒子 を 使っ た 兵 装 に つい て 、 い 
げ て 解説 を 行なう 。 

プラ イマ ルアー マー も 含め 、 
ノー マル に は 採用 され て お ら ず 、 
微 付け る 技術 に な る 。 これ ら の - 
有効 な 兵器 で ある と 同時 に 、 リ 
お いて 地上 の 汚染 を 極端 に 加 
な っ て し まっ た 。 


トー ラス 製 の 最新 型 コ ジェ 
ARSENIC, コジ マ 粒 子 を 圧 
ル ガ ン の よう に 電磁 誘導 で 7 
発射 する 。 着弾 に より コジ バ 
生 さ せ 、 ブ ライ マル アー マ - 
衰 を 引き 起こ す 。 


ネタ クス ト 以 外 の コジ マ 】 
代表 的 な の は 、 発 電 だ 。 
レー タ が コジ マ 粒 子 を 燃 ) 
用 じ 、 慕 大 な エネ ルギー 
ら 分 か る 通り 、 コ ジマ 粒 : 
エネ ルギー を 発生 ざさ せる, 

右 の 画像 の うち ドー ム 】 
に 存在 する BFF 最大 の : 
施設 スフィア だ 。 ス フ ィ 7 
ジマ 粒子 を 使用 し た 発電 
OU THORNE AE: 
の 大 部 分 が アル テリ アド に 
に 供給 され て いる 。 


プラ イマ ルアー マー 以外 に も 、 ネクス ト に は 
様々 な コジ マ 技 術 が 使用 され で いる 。 と と で 
は 、 オー バー ドブ ー ス ト や クイ ッ ク ブ ー ス ト と 
。 いっ た コジ マ 欄 子 を 使用 し た ブー スト 方 法 や 、 ジマ 粒子 を 推進 剤 と し 、 プ ラズ マ 化 し 

コジ マラ イフ ル 、 コ ジマ ミサ イル な どの コジ マ た コジ マ 粒 子 を 噴射 し て 推進 し て いる 
米子 を 使っ た 兵 装 に つい て 、 い くつ か 例 を あ と いえ る 。 
て 解説 を 行なう 。 

プラ イマ ルアー マー も 含め 、 コ ジマ 技術 は 
ノー マル に は 採用 され て お ら ず 、 ネ クス ト を 特 
役付 ける 技術 に な る 。 これ ら の コジ マ 技 術 は 、 
| 有効 な 兵器 で ある と 同時 に 、 リ ンク ス 戦 争 に 
お いて 地上 の 汚染 を 極端 に 加速 する 原因 に 
| な っ て し まっ た 。 


ブー スタ ー に 溜め た コジ マ 粒 子 を 、 
オー バー ドブ ー ス ター と 同じ 機構 で 一 
気 に ブ ラズ マ 化 し 、 了 瞬間 的 な 推力 を 得 
る 推進 方 法 。 こち ら は その 後 、 安 定 し 
た 推力 を 発生 させ る こと な く 、 一 瞬 し 
か 推力 が 発生 し な い 。 


オー バー ドブ ー ス ター に コジ マ 粒 子 を 
溜め 、 一 気 に プ ラズ マ 化 する こと で 爆 
発 的 な 推力 を 発生 させ る 推進 方 法 。 コ 


トー ラス 製 の 最新 型 コ ジマ ライ フル 
ARSENIC. コジ マ 粒 子 を 圧縮 し 、 レ ー 
ル ガ ン の よう に 電磁 誘導 で 加速 させ て 
発射 する 。 着弾 に より コジ マ 汚 染 を 発 
生 さ せ 、 プ ライ マル アー マー の 自然 減 
論 を 引き 起こ す 。 


トー ラス の コジ マミ サイ ル ZINC。 垂直 
発射 され 、 上 空 か ら 対 象 を 追尾 する 。 
着弾 に より コジ マ 爆 発 を 起こ す と と 以 
外 は 通常 の ミサ イル と 同じ で ある た 
め 、 自 機 の コジ マ 粒 子 を チャ ー ジ する 
必要 が な い 。 


アサ ルト アー マー の 威力 を 高め る 試作 


兵 装 P.MARROW。 トー ラス 製 。 この 
分 野 は と に か く ト ー ラ ス が 強い 。 後述 
する アサ ルト アー マー の 威力 と 、 効 果 
範囲 を 拡大 する 。 実戦 で の デー タ が 少 
な く 、 未知 数 で ある 。 


ルアー マー と は 、 コ ジマ 粒子 を エ 
定 刀 流さ せ た 防護 膜 だ 。 ジェ ネ 
7 マ 粒 子 発生 機構 か ら 発生 し た コ 
コア フレ ー ム の 放出 機構 より ネ 
] 囲 に 放出 され る 。 放出 され た コ 
各 フ レー ム の 整 波 装置 に より 安 


ネクス ト 以 外 の コジ マ 技 術 使用 例 ど じ で 


ネクス ト の 周囲 に ブラ イマ ルアー 
する, 代表 的 な の は 、 発 電 だ ネクス ト の ジェ エネ 
が 安定 還流 可能 な コジ マ 粒 子 量 に レー タ が コジ マ 和 粒子 を 燃料 の 一 部 と し て 使 


AIL, RABL AAA CUSLED 
ら 分 か る 通り 、 コジ マ 炒 子 は 大 規模 な 電気 
エネ ルギー を 発生 させ る 。 

右 の 画像 の うち ドー ム 状 の 施設 は 、 南極 
に 存在 する BFF 最 大 の コジ マエ ネル ギー 
施設 スフィア だ 。 スフィア で は 高 濃度 の コ 
ジマ 粒子 を 使用 し た 発電 を 行なっ て いる 。 
こう し て 作ら れ た 脱 大 な エネ ルギー は 、 そ 
の 大 部 分 が アル テリ ア に よっ て クレ イド ル 
に 供給 され て いる 。 


)、 そ れ を 超え た コジ マ 和 粒子 は 大 
され る 。 つま り 、 プ ライ マル アー | 
た ネクス ト は 、 コジ マ 粒 子 を 大 気 O 
# る と と に な る 。 

し アー マー の 防御 効果 を 決定 する 
還流 中 の コジ マ 粒 子 量 だ 。 攻撃 を | 
EAD ALA. 防御 効果 は 減衰 す 
ほ は ジェ ネ レ ー タ の KP 出 力 に 比例 7 
ョ 動 的 に 回 復 可能 だ 。 激しい 攻撃 
る と 、 一 時 的 に プラ イマ ルアー | 
する 可能 性 も ある 。 


リン クス 戦争 後に 開発 され た コジ マ 技 術 。 
トー ラス に よっ て 提示 され た 技術 で 、 通 常 、 ブ 
ライ マル アー マー と し て 機体 の 周囲 を 安定 選 
流し て いる コジ マ 粒 子 を 攻撃 に 転用 する 。 


オー メル KRB-PALLAS 


中 量 パラ ンス 型 の アサ ルト アー 
マー 搭載 オー バー ドブ ー ス ター。 ア 
サル ト ア ー マ ー の 方 向 性 と し て は 
威力 重視 に あたる 。 オー メル は ア 
サル ト ア ー マ ー 搭 載 の オー バー ド 
ブー スタ ー を 短期 間 で 4 種類 製造 
し た が 、 そ の うち の 普及 型 スタ ン 
ダー ド バ パー ツ の 役割 を 担う 。 


トー ラス ARGYROS/AO 


アサ ルト アー マー を 最初 に 提示 
し た 、 ト ー ラ ス の 最 重量 オー バー ド 
ブー スタ ー。 重量 と 機体 負荷 を 無 
視 し て 、 全 点 豪 華 な 性 能 を 持た せ 
て ある 。 コジ マ 和 粒子 の 消費 も 大 き 
い が 、 発熱 量 と 内 圧 も 尋常 で は な 
く 、 大 型 の 冷却 ファ ン 4 機 と 厚い フ 
レー ム で 抑え つけ て いる 。 


アサ ルト アー マー を 使用 する と 、 機体 周囲 の 
コジ マ 欄 子 が 一 気 に 反 応 し 、 ブ ライ マル アー 
マー の 表面 か ら 外側 に 向け て 、 指 向 性 を 持っ 
た コジ マ 爆 発 が 発生 する 。 この 爆発 は 全 周 囲 
か つ 近 距離 へ の 高い 攻撃 能力 を 持ち 、 コ ジマ 
汚染 に よる ブラ イマ ルアー マー の 自然 減衰 を 
起こ と す と いう 副 次 効果 が ある 。 アサ ルト アー 
マー 使用 時 、 人 間 の 目 に は 緑 の ま ば ゆい 光 が 
機体 か の ら 広がる よう に 見 える と いう 。 

アサ ルト アー マー 機構 は オー バー ドブ ー ス 
ター に 搭載 され で て おり 、 オー バー ドブ ー ス ター 
の アサ ルト アー マー 関係 性 能 と 、 発動 時 の プラ 
イマ ルアー マー 濃度 に よっ て 威力 が 決定 する 。 
アサ ルト アー マー 機能 を 持つ オー バー ドブ ー ス 
ター は 、 機能 を 持た な いも の に 比べ 、 オー バー 
ドブ ー ス ト 性 能 が や や 犠牲 に な っ て いる こと が 
多い 。 

アサ ルト アー マー を 使用 する と プラ イマ ル 
アー マー が 消滅 し 、 し ば らく の 間 回 復 不能 に な 
る と いう 欠点 が ある 。 


ヴァ ン ガ ー ド ・ オ ー バ ー ド 。 ヲ ー 
は 、 ネ クス ト 戦 力 の 奇襲 性 を 活 7 
発 さ れ た 、 ネ クス ト 用 大 型 追加 フ 
通常 は 奇襲 に 用 いる も の だ が 、 J 
つ ア ー ム ズ フ ォ ー ト の 砲撃 を が し 
速 で 接近 する と と が で きる た め 、 
オブ ・ マ ザー ウィ ル や 、 ギガ ペー 
ムズ フォ ー ト に 対し て も 有効 と な : 


ー マ ー を 使用 する と 、 機体 周囲 の 
一 気 に 反 応 し 、 プ ライ マル アー 
ら 外 側 に 向け て 、 指 向 性 を 持っ 
が 発生 する 。 と の 爆発 は 全 周囲 
の 高い 攻撃 能力 を 持ち 、 コ ジマ 
ライ マル アー マー の 自然 減衰 を 
副 次 効果 が ある 。 アサ ルト アー 
人 間 の 目 に は 緑 の ま ば ゆい 光 が 
る よう に 見 える と いう 。 

ー マ ー 機 構 は オー バー ドブ ー ス 
れ で お り 、 オーバー ドブ ー ス ター 
ー マ ー 関 係 性 能 と 、 発動 時 の プラ 
ー 濃 度 に よっ て 威力 が 決定 する 。 
マー 機能 を 持つ オー バー ドブ ー ス 
を 持た な いも の に 比べ 、 オー バー 
淫 が や や 犠牲 に な っ て いる こと が 


ー マ ー を 使用 する と ブラ イマ ル 
滅 し 、 し ば らく の 間 回 復 不能 に な 
が ある 。 


ヴァ ン ガ ー ド ・ オ ー バ ー ド ・ ブ ー ス ト (VOB) 
は 、 ネ クス ト 戦 力 の 奇襲 性 を 活か す た め に 開 
発 さ れ た 、 ネ クス ト 用 大 型 追加 ブー スタ ー だ 。 
通常 は 奇襲 に 用 いる も の だ が 、 長 距離 砲 を 持 
つう アー ムズ フォ ー ト の 砲撃 を か い 潮 り 、 超 高 
速 で 接近 する と と が で きる た め 、 ス ピリ ッ ト ・ 
オフ ・ マ ザー ウィ ル や 、 ギガ ペー ス な どの アー 
ムズ フォ ー ト に 対し て も 有効 と な る 。 


メイ シン ノズル 1 機 、 サ ブ ノ ズ ル 4 機 に 第 1 補 
助 ノズル 4 機 、 第 2 補助 ノズル 4 機 を 備え て お 
り 、 速 度 は 時 速 2000km に お よぶ 。 基本 的 に 
直進 する だ け の 機能 し か な い が 、 飛 行 中 に ネ 
クス ト の ブー スタ ー を 使用 する と と で 、 軌道 の 
調整 が 可能 だ 。 プラ ズ マ 化し た コジ マ 粒 子 を 
噴射 し て いる と いう 点 で は オー バー ドブ ー ス ト 
と 同じ 原理 と 言え る 。 メイ シノ ズル の 横 に 装備 


され て いる 球形 の タン ク に は 、 コ ジマ 粒子 を 
発生 させ る た め の コ ジマ 資源 が 充填 され て お 
り 、 飛 行 中 に 空 に な る と ひと つ ず つ 順 番 に 切 
り 離 され て いく 。 

基本 的 に 敵 勢力 圏 の 奥深 く で パー ジ す る も 
の な の で 、 使い 捨て で で ある 。 パー ジ の 際 に は 
空中 で 分 解 し て 運動 エネ ルギー を 低下 させ 、 
ネクス ト に 衝突 する の を 防ぐ 。 


4 ホワ イト ・ グ リン ト に ドッ キン グ し た 

VOB, ドッ キン グ 部 分 は コア 上 部 に 6 ヶ 
# 所 、 背 面 中 部 に 4 ヶ所 、 背 面 下 部 に 4 ヶ所 
の 接続 ポイ ント を 持つ 。 ドッ キン グ 部 分 は 
フレ キシ ブル に 動く よう に 設計 され て お 
り 、 コ ア ど と に 接続 ポイント の 位置 を 調整 
し で 装備 する 。 VOB を 装備 し た 状態 か ら 
自力 で 飛行 に 入る の は 難し いた め 、 飛 行 
開始 時 に は カタ パル ト で ある 程度 の 速度 
と 高度 を 稼ぐ と と に な る 。 


VOB の 各部 を 拡大 し た 画像 。 バイ ブ の 複雑 
な 構造 や 、 各 部 に 注意 書き が 書か が れ て いる と — 
と まで 見 て 取れ る 。 汚れ が 激しかっ た り 外 義 J 
が 焼け て いた りす る の は 、 こ れ が 実際 に ホワ — 
イト ・ グリ ント が 戦闘 で 使用 し た VOB だ か ら 
だ 。 下 の VOB の パー ジ 画 像 は 、 空 中 で パー 
ジ さ れ バ ー ツ が バラ バラ に な る 瞬間 と 、VOB 
の バ パーツ 構 成 を 表す 画像 で ある 。 


VOB の 整備 や カタ バル ト か ら の 発射 作業 を 担当 
する 整備 兵 。 コジ マ 対策 を し た 作業 服 と ガス マス ク 
を 装備 し て いる 。 ヘル メッ ト に つけ で いる の は 、 ガ 
スマ スク の ゴー グル の 上 か ら 装 着 で きる 赤外線 ゴー 
グル 。 ガス マス ク に は トラ ン シ ー バ ー と 、 コ ジマ 粒 
子 検出 機能 が 付い て いる 。 


スズ アッ プシ ョ ッ ト VOB デ ザイ ツ 


LN 
Bkweysy; 


AO 


AF CATALOG 


tat 


4 人 
リン クス 戦争 後 、 ネ クス ト に 代わ り 企業 の 軍事 力 の 象徴 と な っ た アー ムズ 
フォ ー ト 。 ここ で は 現在 まで に 確認 され た アー ムズ フォ ー ト の 性 能 と 役割 
を 、 豊富 な ビジ ュ ア ル と と も に 解説 し て いく 。 


国家 解体 戦争 か ら リ ンク ス 戦 争 まで の 間 、 
企業 軍 の 最 重 要 戦 力 は ネクス ト 、 お よび それ 
を 駆る リン クス だ っ た 。 し か し リン クス 戦争 に 
よる リン クス 数 の 激減 、 さ ら に 特定 の 個人 に 
戦力 を 依存 する 脆弱 性 、 危 険 性 か ら 、 戦 後 、 
企業 は "超大 型 機動 兵器 を 中 核 と し た 物量 " 
へ と 軍 の 方 針 を 転換 する 。 

その 方 針 の 中 心 と し て 建造 され た の が アー 
ムズ フォ ー ト だ 。 アー ムズ フォ ー ト は 一 般 的 
に 、 代 替 可 能 な 多数 の 人 員 に より 制御 ・ 運 用 
され 、1 機 の み で 絶大 な 火力 を 有する 超大 型 
機動 兵器 と され る が 、 開 発 経緯 に より クレ イド 
ル を 含む こと も ある 。 


3 ム アー ムズ フォ ー ト に は ネクス ト の よう な 共通 の 規格 が な く 
の 、 掘 削 用 ブレ ー ド を 持つ も の 、 全 長 が 7km あ る も の な ど 、 形 状 は 多岐 に 
渡る 。 その いずれ も が 平均 的 な ネクス ト を 大 きく 上 回 る 戦力 を 備え て お り 、 
名 前 通り 移動 要塞 と いっ た 趣き の 機体 が 多い 


HH/aw 


800~2000 万 人 の 入間 を 収容 


る 能力 を 持っ た 超 巨大 居住 和 


と イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 製 の 2 


ギガ ペー ス 

水陸 両用 型 の GA 製 ア ー ム ズ フ 
し て 巨大 な レー ル ガ ン を 装備 し 
上 で 艦隊 と と も に 運用 され る 。 


スピ リッ トド > オブ ・ マ リッ ル 

BFF の 多 脚 型 ア ー ム ズ フ ォ ー 
を 超え る 巨体 を 、 大 口径 キャ ノ 
ンチ ャ ー で 固め て いる 


イク リプ ス 

イン テリ オル ・ ユ ニオ ン と トー: 
し た 量産 型 アー ムズ フォ ー ト 、 | 
飛行 し 、 対地 攻撃 を 得意 と する 


メカ ニッ ク 大 き さ 対 比 


ムズ 
役割 


RED SUYIAZRBE TOM. 
BEWHISAIAN, BLOEH 
ス だ っ た 。 し か し リン クス 戦争 に 
数 の 激減 、 さ ら に 特定 の 個人 に 
「 る 脆弱 性 、 危 険 性 か ら 、 戦 後 、 
型 機動 兵器 を 中 核 と し た 物量 " 
[を 転換 する 。 

中 心 と し て 建造 され た の が アー 
だ 。 アー ムズ フォ ー ト は 一 般 的 
な 多数 の 人 員 に より 制御 ・ 運 用 
み で 絶大 な 火力 を 有する 超大 型 
れる が 、 開 発 経緯 に より クレ イド 
5 ある 。 


の よう な 共通 の 規格 が な く 、 空 を 飛ぶ も 
= 長 が 7km あ る も の な ど 、 形 状 は 多岐 に 
クス ト を 大 きく 上 回 る 戦力 を 備え て お り 、 
RBS 


アー ムズ フォ ー ト リス ト 


イド ル p092 
800 て 2000 万 入 の 大 間 を 収容 じ 、 生活 さ せ 
Aes REAR EMME, GAR 
レイン テリ オル ・ ユ ニオ ン 製 の 2 種類 が ある 』 

ギガ ペー ス p096 
水陸 両用 型 の GA 製 ア ー ム ズ フ ォ ー ト 。 主砲 と 
し て 巨大 な レー ル ガ ン を 装備 し て お り 、 主 に 海 
上 で 艦隊 と と も に 運用 され る 。 


i ・ オ ブ ・ マ ザー ウィ ル p100 
BFF の 多 脚 型 アー ムズ フォ ー ト 。 全高 600m 
を 超え る 巨体 を 、 大 口径 キャ ノン と ミサ イル ラ 
ンチ ャ ー で 固め て いる 。 


p.106 


イン テリ オル ・ ユ ニオ ン と トー ラス が 共同 開発 
し た 量産 型 ア ー ム ズ フォ ー ト 。 円 盤 型 で 空中 を 
飛行 し 、 対地 攻撃 を 得意 と する 。 


AHDYVIAEEM ERT 


ラン ドク ラブ 。 。 pino 
量産 型 際 上 アー ムズ フォ ー ト 。 GA 製 だ が 、- 別 
の 企業 べ も 販売 され て いる 。 イン テリ オル ・ ユ 
ニオ ン が 使用 する 機体 は キヤ ノン ジ が 異な る 
ソル ディ オス ・ オ ー ピ ビット pi14 
GA 製 ラン ドク ラブ を 改修 し 、 機 体 上 部 の キャ 
ノン を ソル ディ オス 砲 に 変更 し た 、 ト ー ラ ス に 
よる 実験 用 アー ムズ フォ ー ト 。 
グレ ー ト ウォ ー ル _ pane 
列車 型 と いう 特異 な 姿 を し た アー ムズ フォ ー 
ト 。 GA 製 。 極め て 強固 な 装甲 を 持ち 、 内 部 に 
は 多数 の ノー マル を 搭載 し て いる 。 


2 、 、 p.122 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン が 新規 に 開発 し た 水 
上 戦 用 アー ムズ フォ ー ト 。 機体 前 面 の 大 型 レー 
ザー ブレ ー ド に よる 突撃 が 特長 


ピリ ッ ト ・ オ ブ ・ マ ザー ウィ ル 」 


(ジェッ トド p.126 
ORCA 旅 団 が 所 有する と 予想 され る 、 特 殊 型 
アー ムズ フォ テー ド 。 大型 の レー ザー ブレ ー ド を 
発生 させ 戦闘 を 行なう 。 
カブ ラカン p.128 
アル ゼブラ 製 の アー ムズ フォ ー ト 。 突撃 型 と し 
て 設計 され て お り 、 機 体 前 面 に 掘削 用 の ブレ ー 
ド を 装備 し て いる 。 
アン サラ ー p.130 
アン サラ ー 計 画 と いう プロ ジェ クト で イン テリ 
オル ・ ユ ニオ ン と オー メル が 共同 開発 し て い 
る と 噂 され る アー ムズ フォ ー ト 、 


Ha/aun 


クレ イド ル は 高度 7000m 付 近 を 半永久 的 
に 飛行 する 、 居 住 型 の 超 巨 大 航空 機 だ 。 その 
役割 は 地上 の 汚染 を 逃れ た 人 類 の 新しい 生活 
の 場 で あり 、 1 機 に つき 800~2000 万 程度 
の 人 間 が 住ん を で いる 。 クレ イド ル は 1<5 機 で 
編隊 を 組み 、 地 球 を 回 り 続け て いる 。 この 編 
隊 ひ と つ ず つ を クレ イド ル 1 、 クレ イド ル 2 の よ 
うに 番号 で 呼び 、 現 在 は クレ イド ル 21 ま で が 
飛行 中 だ 。 

クレ イド ル は 現在 も 建造 中 で 、 地 上 の 人 間 
すべ て を 空 ヘ 上げる に は 至っ て いな い 。 優先 
し て 三 大 企業 グル ー プ 関係 企業 の 人 間 が ク 
レイ ドル に 移住 し て お り 、 コロ ニー の 人 間 は 後 
回 し に され て いる 。 

機体 に よる 差異 が ある が 、 外見 は 全長 約 
4km、 居 住 区 の 厚み 約 40m と いう 複 層 型 の 
全 翼 機 で ある 。 居住 ブロ ッ ク は エン ジン と エ 
レベ ペー ターシャ フト に よっ て 繋が っ て いる 。 


クレ イド ル 航 行 


クレ イド ル に は GA 製 の も の 
ル ・ ユ ニオ ン 製 の も の が ある 。 
ぞ れ の 企業 ご と に 航行 ルー ト ? 
周回 し て いる 。 GA 製 ク レイ ド 
員 し か 乗っ て いな いわ け で は 7 
が レン タル し て いる クレ イド ル 
ル は GA と イン テリ オル ・ ユ ニ : 
レイ ドル を 使用 し て いる 。 

クレ イド ル の 航行 ルー ト に は 
エネ ルギー を 供給 する た め の 
が 存在 し て いる 。 右 の 画像 中 、 
囲 が 、 ア ル テ リ ア 施 設 ひ と つ 
供給 可能 な 範囲 だ 。 クレ イド ! 
の 円 を な ぞ る ルー ト で し が 飛 f 
で き な い 。 クレ イド ル の エン ジ 
分 解 で 水素 を 取り 出し 、 そ れ 
変換 可能 だ 。 た だ し これ は あ 
も の に 過ぎ ず 、 クレ イド ル が 飛 
は 、 ア ル テ リ ア か ら の エネ ル 
的 に 不可 欠 で ある 。 ORCA 旅 
の クレ イド ル の 根幹 を 揺るが し 


は 高度 7000m 付 近 を 半永久 的 
居住 型 の 超 巨 大 航空 機 だ 。 その 
楽 を 逃れ た 人 類 の 新しい 生活 
1 機 に つき 800-2000 万 程度 
で いる 。 クレ イド ル は 1~5 機 で 
地球 を 回 り 続け て いる 。 この 編 
を クレ イド ル 1、 クレ イド ル 2 の よ 
び 、 現 在 は クレ イド ル 21 ま で が 


は 現在 も 建造 中 で 、 地 上 の 人 間 
上 げ る に は 至っ て いな い 。 優先 
グル ー プ ブ オ 関係 企業 の 人 間 が ク 
まし て お り 、 コロ ニー の 人 間 は 後 
NB. 

差異 が ある が 、 外 見 は 全長 約 
* の 厚み 約 40m と いう 複 層 型 の 
。 居住 ブロ ッ ク は エン ジン と エ 
ャ フト に よっ て 繋が っ て いる 。 


クレ イド ル 航 行 ルー ト 


クレ イド ル に は GA 製 の も の と 、 イ ン テ リ オ 
ル ・ ユ ニオ ン 製 の も の が ある 。 これ ら は それ 
ぞ れ の 企業 ご と に 航行 ルー ト を 持ち 、 地 球 を 
周回 し て いる 。 GA 製 ク レイ ドル に は GA の 社 
員 し か 乗っ て いな いわ け で は な く 、 人 他 の 企業 
が レン タル し て いる クレ イド ル も 多い 。 オー メ 
ル は GA と イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 、 両 方 の ク 
レイ ドル を 使用 し て いる 

クレ イド ル の 航行 ルー ト に は 、 ク レイ ドル へ 
エネ ルギー を 供給 する た め の ア ル テ リ ア 施 設 
が 存在 し て いる 。 右 の 画像 中 、 円 で 囲ん だ 範 
囲 が 、 ア ル テ リ ア 施 設 ひ と つが エネ ルギー を 
供給 可能 な 範囲 だ 。 クレ イド ル は 基本 的 に こ 
の 円 を な ぞ る ルー ト で し か 飛行 を 行なう こと が 
で き な い 。 クレ イド ル の エン ジン は 雲 か ら 電 気 
分 解 で 水素 を 取り 出し 、 そ れ を エネ ルギー に 
変換 可能 だ 。 た だ し これ は あく まで 補助 的 な 
も の に 過ぎ ず 、 クレ イド ル が 飛び 続け る た め に 
は 、 ア ル テ リ ア か ら の エネ ルギー 供給 が 絶対 
的 に 不可 欠 で ある 。 ORCA 旅 団 の 攻撃 は 、 こ 
の クレ イド ル の 根幹 を 揺るが し て いる 。 
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I クレ イド ル デ ザ イン 


全長 約 4km 


1 世帯 = 4 人 (sonemgw) 

1 セク ショ ン = 15000 世 帯 | 
1Cave = 4 セクション 

1 机 = 34Cave 

1 机 =8160000 人 


クレ イド ル の 生活 

クレ イド ル は 人 間 の 生活 の 場 で あり 、 3540) 
の 場 で も ある 。 その な か に は 三 大 企業 ダグ ルー 
プ だ け で な く 、 沢 山 の 企業 や 店 舗 が 存在 し て 
お り 、 閉鎖 され た 経済 活動 が 行なわ れ て いる 。 
そう いっ た 意味 で は クレ イド ル の 生活 は コロ 
ニー と 代わ り は な い 。 

ゴミ が 出る 行為 や セク ショ ン 間 、CAVE 間 の 
移動 は エネ ルギー の 無駄 と な る た め 推 奨 され 
て いな い が 、 厳し く 管理 され て いる わけ で も な 
い 。 た だ し クレ イド ル 間 の 行き 来 に は 制限 が 多 
く 、 一 度 地上 に 降り て か ら 再 度 別 の クレ イド ル 
に 登る 方 法 が 取ら れる 。 この た め 、 ク レイ ドル 
間 に 活発 な 交流 は な い 。 中 央 に ある 本 体 の 後 
部 に カタ バル ト が あり 、 そこ で 航空 機 の 入 発 艦 
が 行なわ れる 。 


ん 。 用 の 用 
上 を し dh と いけ な いと 男 い まず の で 
LTD3W 
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CRADLE 本 体 


モチ ー フ は マン タ で す 
単体 で 航行 可能 で す が 、 
見 栄え が 良く な いと 思い ます 


ちな み に 船体 後 部 に カタ バル ト が あり 、 
REMAN FA BY PIF OB MUMLET 


の 生活 

は 人 間 の 生活 の 場 で あり 、 労 働 
。 その な か に は 三 大 企業 グル ー 
、 沢 山 の 企業 や 店 舗 が 存在 し て 
れ た 経済 活動 が 行なわ れ て いる 。 
味 で は クレ イド ル の 生活 は コロ 
は な い 。 

行為 や セク ショ ン 間 、CAVE 間 の 
ッ ギー の 無駄 と な る た め 推 奨 され 
厳し く 管理 され て いる わけ で も な 
レイ ドル 間 の 行き 来 に は 制限 が 多 
に 降り て か ら 再度 別 の クレ イド ル 
取ら れる 。 この た め 、 ク レイ ドル 
流 は な い 。 中 央 に ある 本 体 の 後 
ト が あり 、 そこ で 航空 機 の 入 発 艦 
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見 染 え が 良く な いと 思い ます 
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GA 製 の 移動 拠点 型 ア ー ム ズ フ ォ ー ト 。 最大 
の 特長 は 陸上 と 海上 、 ど ちら で も 運用 可能 な 
走破 性 の 高 さ で ある 。 タン カー を 2 機 繋い だ 
双 胴 船 の よう な 外見 を し て お り 、 全高 は 約 
400m に の ぼる 。 底面 に は 無限 軌道 を 装備 し 
て お り 、 陸上 で は これ を 使っ て 移動 が 可能 だ 
また 、 陸 上 で は 艦橋 が 横 に スラ イド し 、 代 わり 
に 超大 型 狙撃 レー ル ガ ン が リフ ト ア ッ プ され 
る 。 と の た め 、 陸上 と 海上 で は 印象 が 異な っ 
た も の に な る 。 この 超大 型 狙撃 レー ル ガ ン 、 
さら に 海上 で 使用 する 艦橋 横 に 設置 され た 主 


砲 は どちら も 命中 率 が 敵 が ネクス ト で 
あっ て も 近づか れる 前 に 迎撃 で きる 


量産 型 だ が 、1 機 ご と に 細部 が 異な っ て お 
り 、 胴体 側面 が 格納 スペ ー ス に な っ て いる 機体 
も ある 。 格納 スペ ー ス に は 最大 で ノー マル 200 
機 を 格納 可能 で あり 、 空母 的 な 運用 も 可能 だ 。 


超大 型 レ ー ル ガン 

機体 中 央 に ある 超大 型 レー ル 
ベー ス が 陸上 に いる 際 の 主 兵 装 
ル ガ ン は 500m 近 い 砲 身 を 持っ 
で の 主砲 と な る ロン グレ ンジ キ + 
攻撃 力 と 命中 精度 を 誇る 。 海上 
ン は 機体 下部 に 折り た た まれ 、! 
が 推進 装置 の 一 部 と し て 可動 を 6 


艦隊 と の 運用 

水陸 両用 の ギガ ペー ス だ が 、 
上 で 艦隊 の 中 心 と し て 運用 し 1 
割 の 多く は GA が 使用 し て いる 
保 だ 。 と は いっ て も ギガ ペー ズ スズ: 
ル を し て いる 訳 で は な く 、 FH 
域 に 配置 する こと で 、 ネ クス ト ^ 
ズ フ ォ ー ト を 威圧 する 意味 合い 

GA の 海上 戦力 の 多く は BFF 
必然 、 ギ ガ ベ ペー ス も BFF と の 
一 説 に よる と 、 こ れ は グル ー 
た BFF 戦力 の 監視 と いう 側面 


拠点 型 アー ムズ フォ ー ト 。 最大 
と 海上 、 ど ちら で も 運用 可能 な 
で ある 。 タン カー を 2 機 繋い だ 
な 外見 を し て お り 、 全 高 は 約 
る 。 底面 に は 無限 軌道 を 装備 し 
“は これ を 使っ て 移動 が 可能 だ 。 
は 艦橋 が 横 に スラ イド し 、 代 わり 
レー ル ガ ン が リフ ト ア ッ プ され 
陸上 と 海上 で は 印象 が 異な っ 
と の 超大 型 狙撃 レー ル ガ ン 、 
ま 用 する 艦橋 横 に 設置 され た 主 
中 率 が 高く 、 敵 が ネクス ト で 
) れ る 前 に 迎撃 で きる 。 
、1 機 ご と に 細部 が 異な っ て お 
格納 スペ ー ス に な っ て いる 機体 
ペー ス に は 最大 で ノー マル 200 
で あり 、 空母 的 な 運用 も 可能 だ 。 


超大 型 レ ー ル ガン 

機体 中 央 に ある 超大 型 レ ー ル ガン は 、 ギガ 
ベース が 陸上 に いる 際 の 主 兵 装 だ 。 この レー 
ル ガ ン は 500m 近 い 砲 身 を 持っ て お り 、 海 上 
で の 主砲 と な る ロン グレ ンジ キャ ノン を 超え た 
攻撃 力 と 命中 精度 を 誇る 。 海上 で は レー ル ガ 
ン は 機体 下部 に 折り た た まれ 、 電磁 誘導 装置 
が 推進 装置 の 一 部 と し て 可動 を 行なっ つて いる 。 


艦隊 と の 運用 

水陸 両用 の ギガ ペー ス だ が 、GA は 主 に 海 
上 で 艦隊 の 中 心 と し て 運用 し て いる 。 その 役 
割 の 多く は GA が 使用 し て いる 航路 の 安全 確 
保 だ 。 と し いっ て も ギガ ペー ス が 直接 パト ロー 
ル を し て いる 訳 で は な く 、 ギガ ペー ス を その 海 
域 に 配置 する こと で 、 ネ クス ト や 他社 の アー ム 
ズ フ ォ ー ト を 威圧 する 意味 合い が 大 きい 。 

GA の 海上 戦力 の 多く は BFF の 艦隊 で あり 、 
必然 、 ギ ガ ペ ー ス も BFF と の 行動 が 多く な る 
こよ る と 、 こ れ は グル ー プ に 新規 参入 し 
た BFF 戦力 の 監視 と いう 側面 ちあ る と いう 。 
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巨商 中 部 分 TT 


ミサ イル fy ド 
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レー ル ガ ン 悦夫 用 ペイ ロー ド 
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BFF を 支え る 女王 の 庄 


BFF 製 の 六 脚 型 ア 三 ム ズ フ ォ ー ト 。 イニ シャ 
5x@SOM と 略 され る 。 全長 2400m、 全 
時 語 600m に も お よぶ 巨体 で あり 、: 建 造 さ れ た 2 

機 で 10 年 以上 BFF 地上 戦力 の 中 核 を 務め で 
きた 。 6 門 装備 され で いる 主砲 の スナ イ パ ー 
キャ ノン が 目立つ が 、 それ 以外 に も 甲板 に 設置 
され た ミル ラン チャ ー、 全 身 の 近接 火器 な 
ど 、 装 備 武器 数 は 圧倒 的 。 さら に 上 空 甲板 に 
は 護衛 部 隊 と し て 多数 の 航空 機 と ノー マル を 
配備 し て いる 。 た だ いか ん せん 設計 が 古く 、 
砲台 に 対す る ダメ ー ジ が 内 部 に 伝播 し や すい 
と いう 弱点 が 存在 する 。 し か も 極め て 多い 実 
戦 参 加 の せい で 、 こ ご の 弱点 は 他 企業 に 周知 さ 
れ て し まっ た 。 


[ = sms = i | 
| ARMS FORT 村 Foundation 
THE SPIRIT MOTHERWIL 』 

| 


100vauo 


SOM の 構造 

6 枚 の 可動 可能 な 飛行 甲 
用 脚 部 を 持つ 。 甲板 の 次 に : 
ノー マル 用 の 着 艦 デ ッ キ だ 。 
ノー マル を 運ぶ た め の ア レン 
甲板 が 使用 で き な い と き に . 
せる た め の 予 備 カ タバ ルト 7 
の 間 に あ る の が 艦橋 だ 。 


底面 の 形状 


脚 型 ア ニム ズ フ ォ ー ト 。 イニ シャ 
MER EHS, 全長 2400m、 = 
ぶ 巨体 で あり 、: 建 造 さ れ た 2 
BFF 地上 戦力 の 中 核 を 務め で 
人 され で いる 主砲 の スナ イ バ パー 


ンチ ャ ー、 全身 の 近 
数 は 圧倒 的 。 さら に 上 空 甲板 に 


SOM の 構造 
6 枚 の 可動 可能 な 飛行 甲板 と 、6 機 の 移動 
用 脚 部 を 持つ 。 甲板 の 次 に 長い 2 本 の 部 位 は 
マル 用 の 着 艦 ヲ 艦 デ ッ キ に は 
ノー マル を め の ア レス ティ ング ギア と 、 
甲板 が 使用 で き な い と き に ノー マル を 発 艦 さ 
せる た め の 予 備 カ タバ ルト が 存在 する 。 主砲 
の 間 に あ る の が 


底面 の 形状 
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hon 衝動 時 は 左上 の 画像 の よう し 
に 畳む お こと が 可能 だ 。 この と き は 着 艦 デッキ も 甲板 と 平行 に な る よう に 連 
ENS. 戦闘 時 は 翼 を 広げ る よう に 甲板 を 広げ 、 航 空 機 、 ノー マル の 発 
族 ど 同時 に 垂直 ミサ イル が 発射 で きる 形状 を と る 。 だ だ 可動 甲板 を 広げ 
る と 移動 速度 が 落ち る た め 、 普段 の 偵察 機 は 最上 部 の 甲板 か ら 発 艦 す る 
よう だ 。 
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と する BFF らし いも の 。 た だ し 老朽 化 が 進み 、 
や や 精度 が 落ち て いる と いう 報告 も ある 。 
VOB に よる ネクス ト の 急 謀 で 2 機 の うち 1 機 を 
失 つ て お り 、 高 速 で 接近 し て くる ネクス ト へ の 
対処 が 緊急 の 課題 と な っ て いる 。 
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BFF 巨大 兵器 脚 部 動作 


装着 


メイ ン フ レー ム 
現 震 の 上 下 動 揚 当 、 人 能動 約 に 動く の は この パー ツ の み 


ced 
動作 は 地面 と 水平 を 保ち 
上 下 | 
eis Kener) 


rr 
測 後 の スイ ング の み - 動 カ は ここ の み 
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境地 に 伴い - SRUMNOSIS LEAL + OU A 
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BFF 巨大 兵器 脚 部 动作 


上 提 当 、 人 的 に 加 く の は この パー ツ の み 
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イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 雷 
対 ネ クス ト 戦 

イク リプ ブス は 対 陸 上 型 ア ー ム 
提 に し て お り 、 ネ クス ト 戦 は や 
た だ し それ は 空中 で 自在 に 機 1 
流 の リン クス に 対し て だ け で あぁ | 
ンク ス に 対し て は 、 地 上 に いる 
に 撃破 可能 だ 。 巨体 に 反し て 束 
下降 、 急 上 昇 と いっ た 挙動 も 可 
スト の 速度 を も っ て し て も 補足 さ 
反面 、 薄い 装甲 が 災い し て 耐久 
が ネクス ト を 苦手 と する 一 因 に 7 


イン テリ オル ・ ユ ニオ ン が トー ラス と 共同 し て 開発 し た 全長 約 500m の 飛 
行 型 アー ムズ フォ ー ト 。 GA の アー ムズ フォ ー ト を 仮想 的 と し て 設計 され て お 
り 、 強力 な プラ ズ マ レー ザー と 、 空 対地 ミサ イル に よる 地上 攻撃 が 得意 。 量 
産 型 で あり 、 他 の 量産 型 ア ー ム ズ フォ ー ト と 同様 、1 機 ご ど と に 差異 が ある 。 
な か に は MT を 投下 する 空母 機能 を 持つ 機体 や 、 爆 理 を 装備 し た 機体 、 上 
部 に 空 対 空 レ ー ザ ー を 装備 し た 機体 も ある 。 


対 ネクス ト 戦 

イク リプ ス は 対 陸 上 型 ア ー ム ズ フ ォ ー ト を 前 
提 に し て お り 、 ネ クス ト 戦 は や や 苦手 で ある 。 
た だ し それ は 空中 で 自在 に 機体 を 操作 する 一 
流 の リン クス に 対し て だ け で あり 、 一 般 的 な リ 
シンク ス に 対し て は 、 地 上 に いる と ころ を 一 方 的 
に 撃破 可能 だ 。 巨体 に 反し て 速度 が 速く 、 緊急 
下降 、 急 上 昇 と いっ た 挙動 も 可能 な た め 、 ネ ク 
スト の 速度 を も っ て し て も 補足 され に くい 。 その 
反面 、 薄い 装甲 が 災い し て 耐久 力 が 低く 、 これ 
が ネクス ト を 苦手 と する 一 因 に な っ て いる 。 


| イク リプ ス デ ザイ ン 


巨大 兵器 下部 分 


爆 電 投下 ロ 


横 全 長 5OOm ほど で す 


緊急 下降 時 、 尾 翼 は この 位置 まで 曲がり ます 


紧急 下 降 时 、 
EWISLIC 90 RHO RENT 


急上昇 する 時に 
噴 穫 させ て 上 昇 する 。 


3 
UP 
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主砲 (プラズマ レー ザー 

主砲 の 開発 は 、 プラ ズ マキ ャ 
体 下 部 か ら 長く 伸び る 砲身 は 
ラッ プ が 発生 させ る 揚力 で 保持 
る 。 その 強力 さか ら 発 射 直後 は 
で 連射 で き な い の が 欠点 。 


主砲 部 分 


Ret, 
は 上 に oO sO RENT 


する 時 に 
BRHICMNNAE TEATS. 


爆 雪 投下 口 


ARATE LB 』 | 
eel 


巨大 兵器 ブリ ッ ジ 部 分 


主砲 (プラズマ レー ザー) 

主砲 の 開発 は 、 プラ ズ マ キャ ノン を 得意 と する トー ラス が 担当 し た 。 机 
体 下部 か ら 長く 伸び る 砲身 は 安定 が 悪い よう に 見 える が 、 射 撃 安定 フ 
ラッ プ が 発生 させ る 揚力 で 保持 され て お り 、 高 速 飛行 中 も 高い 精度 を 誇 
る 。 その 強力 さか ら 発射 直後 は 砲身 が 帯電 し て お り 、 放 電 が 完了 する ま 
で 連射 で き な い の が 欠点 。 


主 只 部 分 


El 
FIA KS AME, BOL ULB 
BRVCAAHRDSTERMAB CHSC MMB CASES 
ROOKCRMVET. 


BEM POsSISz~VEL—AURNT Sa 
aos SROMRMAL ES, 


iaiealents. SARIN THMLTUSTX—ICT. 
SURPSTERNTSSCMLECEB RCI, 
HORROSEBUCTERELT, RARRMRE REIL TSIERU, 


プレ イヤ ー に emeawo Tom Chemie T 


| 
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GA 製 の 量産 型 アー ムズ フォ ー ト 。 無限 軌道 
に よっ て 駆動 する が 、 脚 部 を 展開 する と 多 肢 
型 に 変形 する 。 多 脚 の 状態 で は 前 8 脚 、 後 4 肢 
と いう 脚 部 を 使っ た 前 後 左 右 へ の 柔軟 な 移動 
が 可能 な た め 、 悪 路 踏 疲 の た め だ け で な く 、 
戦闘 時 も 脚 部 を 展開 する こと と が 多い 。 武装 は 
実弾 タイ プ の キャ ノン 4 基 と 、 多数 の 垂直 ミサ 
イル 、 迎撃 用 の 機銃 を 備え る , 

陸上 型 ア ー ン ムズ フォ ー ト の な か で は 小さ い 
部 類 に 入り 、SOM や グレ ー ト ウォ ー ル の よう な 
馬鹿 げた 火力 を 有する わけ で は な い 。 た だ そ 
の ぶん 取り 回 し が よく 、 ク レイ ドル まで 含む 全 
アー ムズ フォ ー ト の な か で 最も 普及 し て いる 
ある 意味 、 ネクス ト の 地位 を 奪っ た 最大 の 原因 
と 言え る だ ろう 。 


WWW に L て Ka 


WR TMT 
全 体 的 -清寺 的 人 -LE 


前 脚 ・ 収 納 時 


半生 の バー ツ 分 害 イメージ 


E 型 アー ムズ フォ ー ト 。 無限 軌道 
する が 、 脚 部 を 展開 する と 多 肢 
, 多 脚 の 状態 で は 前 8 脚 、 ABM 
まっ た 前 後 左右 へ の 和 柔軟 な 移動 
、 悪 路 踏破 の た め だ け で な く 、 
を 展開 する こと が 多い 。 武装 は 
キャ ノン 4 基 と 、 多 数 の 垂直 ミサ 
の 機銃 を 備え る 。 

- ム ズ フ ォ ー ト の な か で は 小さ い 
SOM や グレ ー ト ウォ ー ル の よう な 
) を 有する わけ で は な い 。 た だ そ 
し が よく 、 ク レイ ドル まで 含む 全 
ー ト の な か で 最も 普及 し て いる 。 
クス ト の 地位 を 奪っ た 最大 の 原因 
2。 


ラン ドク ラブ は 側面 に 巨大 な カー ゴス ペー ス を 持っ て お り 、 輸送 車輌 と と も に 運 
搬 任務 に つく こと も 多い 。 危険 地域 に お いて 、 ラ ンド クラ ブ は みず か ら を 最大 の 
護衛 と する の だ 。 戦闘 任務 の 場合 、 カ ー ゴ に は ノー マル を 満載 し て 出撃 する こと 
に な る 。 た だ 本 格 的 な 整備 機能 が な いた め 、 長 距離 の 侵攻 に は 不向き 。 


四 イン テリ オル ・ ユ ニオ ン 改 造型 ラン ドク ラブ 


最も 普及 し た アー ムズ フォ ー ト で ある ラン ドク ラブ は 、 GA が 自社 で 使 
用 し て いる だ け で な く 、 他 企 業 に も 販売 され て いる 。 その うち イン テリ 
オル ・ ユ ニオ ン は 、 主砲 を 自社 製 の 多 連装 レー ザー 砲台 に 改造 し て 使 
用 する の が 常 だ 。 レー ザー 砲 は 1 基 ご と に 16 門 の 発射 口 を 持ち 、 激 し 
い 連 射 が で きる 。 連射 を 可能 に し て いる の は 、 砲台 の 左右 に 装備 され 
た 大 型 冷却 装置 で ある 。 丸み を 帯び た 冷却 装置 の デザ イン か ら も 、 イン 
テリ オル ・ ユ ニオ ン の 匂い を 感じ る だ ろう 。 また 機体 全体 も 、 イ ン テ リ 
オル ・ ユ ニオ ン の カラ ー で ある シル バー に 塗装 され て いる 。 


《FRONT 


| ーーーー 


レー ザー 砲 詳細 
内 部 の レン ズ 角 度 を 
レー ザー の 発射 角度 
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レー ザー 砲 詳細 
内 部 の レン ズ 角 度 を 
レー ザー の 発射 角度 


《FRONT> 


调整 
去 调 


する こと で 
整 で きま す 。 


イン テリ オル 
多 砲 塔 ビ ー ム 砲台 
レー ザー 砲 の 数 は 4x 4 の 16 門 で す 。 


冷却 ユニ ッ ト で す 
《BACK> 
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= ティ オス ・: オー ビッ ト に は 6 基 の > 
』 ノル ディ オス 李 の 攻撃 力 が も ど | 
る と 、 アー ムズ フォ ー ト の 深 識 3 
。 だ 、 ソル ディ オス 砲 に は クイ ッ ク 


LY 基 大 な 被害 と コジ マ 汚染 を も た ら じ た アク 
©. アビ ッ ト の 育夫 兵器 だ 。 運用 や 形状 か ら 、 ソ ル 
ディ オス は アー ムズ フォ ー ト の 原型 と も 言わ れ 
る 。 その ソル ディ オス に 搭載 され て いた ソル 
ディ オス 砲 を アー ムズ フォ ー ト に 転用 し よう と 、 
トー ラス が 実験 を 開始 し た 。 この 実験 の た め の 
試作 機 が 、 ソル ディ オス ・ オ ー ピ ッ ト に あたる 。 

ソル ディ オス ・ オ ー ビ ピット と は 、 正確 に は 本 
体 の 上 部 に 設置 され た 独立 飛行 型 ノ ルディ オ 
ス 克 の 名 称 で あり 、 木 体 は ラン ドク ラブ を 改修 
し た も の に 過ぎ な い 。 あく まで 実験 機 で 正式 名 
称 も 不明 だ が 、 こ の 機体 の 完成 は アー ムズ 
フォ ー ト の 歴史 に 重大 な 影響 を 与え る と 予想 | 
れる た め 、 少 な い 資料 を か き 集め て 、 現 段階 | 

| 


と いっ た 眉 嘩 も の の 噂 も 多く 、 単 


で で きる だ け の 情報 を 公開 する こと に する 。 


トー ラス 技術 者 の 開発 > 
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は リン クス 戦争 の 最終 段階 


コロ ニー や 企業 の 中 枢 を 強襲 
と コジ マ 汚 染 を も た ら じ た アク 
< 器 だ 。 運用 や 形状 が ら 、 ソ ル 
ムズ フォ ー ト の 原型 と も 言わ れ 
イオ ス に 搭載 され て いた ソル 
ー ム ズラ フォ ー ト に 転用 し よう と 、 
を 開始 し た 。 この 実験 の た め の 
ディ オス ・ オ ー ピ ッ ト に あたる 。 
・ オ ー ビ ピット と は 、 正 確 に は 本 
『 さ れ た 独立 飛行 型 ソ ノル ディオ 
WW, 本 体 は ラン ドク ラブ を 改修 
な い 。 あく まで 実験 機 で 正式 名 
この 機体 の 完成 は アー ムズ 
に 重大 な 影響 を ほ 与え る と 予想 さ 
t い 資料 を か き 集め て 、 現 段階 
情報 を 公開 する こと に する 。 


遊 、 攻撃 が 可能 な 大型 の コジ マ 簿 子 砲 で ある と ど は ば 間違い な い 。 ツル 2 


ソル ディ オス 砲 *: i 3 
未だ 秩 と し だ 情報 は 得 ら れ て いな い が 、 ソル ディ オス 克 が 独立 し て 浮 3 


ディ オス : オー ピッ ト に は 6 基 の ソル ディ オス 砲 が 搭載 可能 の よう だ 。 も し 
ソル ディ オス 人 の 攻撃 が も と と な づ た ソ ルディ オス の も の と 同等 だ と す 
る と 、 アー ムズ フォ ー ト の 常識 すら 梓 す 火力 を 備え で いる と と に な る た 
だ 、 ソル ディ オス 窟 に は クイ ッ ク ブ ー ス ト を 使う 、 ア サル ト ア ー マ ー を 使う 
EV AMBEDOMES <. 戦力 は 未知 数 の まま で ある 。 


トー ラス 技術 者 の 開発 メモ N NE 
で ーー っ a 
/WYF7-29 : eo 
~ = ~ 
a scien | eae 


人 の ca e-- 


fi 
tee FET ET 


THE WAC くま LC で いて っ ひ コ ン で セナ 上 ひ 人 て 
ツレ オス - カ 〒 ド ラル し (ke) です ば て つい ミ > ミ ュー 
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| ソル ディ オス ・ オ ー ビ ッ ト デ ザ イン 


Lb exo 


キャ タ ピ ラ 走行 時 背面 


イー ピッ Mg イー 


前 面 : パー ニア の 角度 は 30 度 か ら 45 度 ぐ らい ソル ディ オス ・ オ ー ビ ピット 


人 


サー スタ ー 部 分 | ハニ カム 
血管 の イメ ー ジ 


(左右 に それ ぞ れ ) パー ニア 6 方向 


配色 は ソル ディ オス オー ピット と 対 須 


オー ビッ ト 設 置 パー ツ 


Peaー オー ビッ ト 固定 台座 の 構造 イメ ー ジ 


左記 の 3 WEIR 
オー ピッ ト が 自由 に 回 転 で きま す 


ARB OA—E abt し ます 


よ 和 必中 は 見 えな い の で 関 征 は いり ませ ん 
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砂漠 の 長城 


eee IME 
7 ナナ の 2 種類 が ある 。 力 RU 
。 発射 する グレ ネー ドガ ドリ ング 
が 低い 代わ り に 密集 隊形 や 思う 
ん だ どき の 攻撃 力 が 桁 違い 
コン テ ナ は 、 多 数 の ミサ イル ラ 
テ ナ 状 に レー ル に 並ぶ た 武装 
の 武装 車山 に 動力 車 も 合わ せ - 
有 し て お り 、 ネ クス ト の 火力 で 
壊 が 不可 能 と され る 。 WIRTZ 
よる 内 部 か ら の 攻撃 し か な く 、 
て 以前 、 動力 車 の 1 両 が 破壊 


グレ ー ト ウォ ー ル は 全長 約 7Km に お よぶ 、 
GA 製 の 列車 型 アー ムズ フォ ー ト だ 。 その 特徴 
は 先頭 の 動力 車 に 牽引 され で 残り の 武装 車輌 
が 走行 し て いる こと に あり 、 まさ に 列車 の よう 
に 連結 を 変え る と と が で きる 。 SHANK. HA 
車 が 2 両 、 ガ トリ ング 砲 か ミサ イル コン テ ナ を 
装備 し た 武装 車輌 が か それぞれ 4 両 、 貨 物 運搬 
用 車輌 が 数 両 存在 し 、 す べ て を 連結 する と 長 
防 さ は 14km を 超え る 。 7km と いう の は 最も 頻 
繁 に 運用 され る 、 動力 車 1 両 + 戦闘 車両 4 両 † 
作物 連 搬 用 車輌 1 両 と いう 編成 で の 長 さだ 。 
戦闘 車両 内 部 は ノー マル 用 ハン ガー に な っ て 
お 基地 と 要 寒 と 整備 工場 を 兼 ね る こと が | 


ガト リン グ 砲 展開 
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ル は 全長 約 7km に お よぶ 、 
ー パ が ズ フ ォ ー ド だ 。 その 特徴 
E 率 引 さ れ で 残り の 武装 車輌 
と に あり ご まさ に 列車 の よう 
と が で きる 。 ちな み に 、 HA 
ング 砲 か ミサ イル コン テ ナ を 
ョ が それ ぞ れ 4 両 、 貨 物 運搬 
EE し 、 す べ て を 連結 する と 長 
LB. 7km と いう の は 最も 頻 
動力 車 1 両 十 戦闘 車両 4 両 二 
1 両 と いう 編成 で の 長 さだ 。 
ノー マル 用 ハン ガー に な っ て 
中 と 整備 工場 兼ね る こと が 


At 


武装 車輌 に は ガト リン グ 砲 と ミサ イル コン テ 
ナ の 2 種類 が ある 。 ガト リン グ 砲 は グレ ネー ド を 
; 発射 する グレ ネー ドガ トリ ング で あり 、 集 型 率 


が 低い 代わ り に 密集 隊形 や 
ん だ と どき の 攻撃 力 が 桁 違 


巨大 標的 に 撃ち 込 
\ に 高い ミサ イル 


コン テ ナ は 、 多数 の ミサ イル ラン チャ ー を コン 
テ ナ 状 に レー ル に 並べ た 武装 で ある 。 これ ら 
の 武装 車輌 に 動力 車 も 合わ せ て 強固 な 装甲 を 
有 し て お り 、 ネ クス ト の 火力 で は 外部 か ら の 破 
壊 が 不可 能 と され る 。 破壊 する に は ネクス ト に 
よる 内 部 か ら の 攻撃 し か な く 、 そ の 作戦 に よっ 
て 以前 、 動力 車 の 1 両 が 破壊 され て いる 。 


ガト リン グ 克 展 開 
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グレ ー ト ウォ ー ル デザ イン 


: 4 rt aac 
LAE の 


图 :xm 


1pH/aun 


射撃 時 


収納 時 
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突撃 型 海 魔 


イン テリ オル ・ ユ ニオ ン が 開発 し た 新型 水上 用 アー ムズ フォ ー ト 。 機 
体 前 面 に 超大 型 レ ー ザ ー ブ レ ー ド を 装備 し た 、 他 の アー ムズ フォ ー ト と 
は 一 線 を 画す 突撃 型 の 機体 で ある 。 その 他 の 武装 と し て 水中 翼 の 垂直 
方 向 レー ザー ブレ ー ド 、 連装 垂 直 ミ サイ ル に 加え 、 喫水 線 下 に は 巨大 標 
的 用 の エネ ルギー ラム 発生 機構 る む 持っ て いる 。 また イン テリ オル ・ ユ ニ 
オン の 特徴 で ある 流 線 形 の ボディ は 、 エネ ルギー 防御 が 非常 に 高い 。 

大 推力 の ブー スタ ー は 機体 に 水上 と は 思え な い ほ どの 速力 を 発揮 さ 
せ て お り 、 ネ クス ト で すら 追随 が 困難 な 程 。 基本 的 に この 速力 を 活か し 
た レー ザー ブレ ー ド 突撃 に よっ て 、 対象 を 破壊 する 。 BFF の 第 8 艦隊 を 
壊滅 させ た 戦闘 は 記憶 に 新しい 


可変 機構 

レー ザー ブレ ー ド 発生 機構 
BORERIS, MICE 
こち ら の ブレ ー ド は ネクス ト や 
に 存在 する 小 標的 用 の 広域 
ムズ フォ ー ト の よう な 大 標的 
は 、 艦 首 可変 垂直 興 を 畳み 、 
発生 させ る 対 巨大 標的 挟 角 メ 
レー ド と 、 喫水 線 下 の エ ネル 
を 加え る 。 


型 水上 用 アー ムズ フォ ー ト 。 機 
し た 、 他 の アー ムズ フォ ー ト と 
D 他 の 武装 と し て 水中 翼 の 垂直 
ル に 加え 、 喫水 線 下 に は 巨大 禁 
『 い る 。 また イン テリ オル ・ ユ ニ 
ネル ギー 防御 が 非常 に 高い 。 

は 思え な い ほ どの 速力 を 発揮 さ 
fz, 基本 的 に この 速力 を 活か し 
を 破壊 する 。 BFF の 第 8 艦隊 を 


可変 機構 

レー ザー ブレ ー ド 発生 機構 が 装備 され た 艦 
首 の 垂直 械 は 、 腹 側 に 折り 畳む こと が で きる 。 
こち ら の ブレ ー ド は ネクス ト や 巡洋艦 な ど 水 面 
に 存在 する 小 標的 用 の 広域 ブレ ー ド だ 。 アー 
ムズ フォ ー ト の よう な 大 標的 に 攻撃 する と き 
は 、 艦 首 可変 垂直 細 を 畳み 、 機 体 中 央 先端 に 
発生 させ る 対 巨 大 標的 挟 角 大 出力 レー ザー ブ 
レー ド と 、 喫水 線 下 の エネ ルギー ラム で 突撃 
を 加え る 。 
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レー ザー ブレ ー ド と レ エ ザー キャ ノン で 武装 し た アー ムズ フォ ー ト 。 ア 
ル テ リ ア に 対す る 攻撃 の 際 、ORCA 旅 団 が 使用 し た と いう 報告 が ある だ 
け の 謎 の 多い 機体 で あり 、 ジ ェ ッ ト と いう 名 称 も 企業 連 が 仮に つけ た も 
の で ある 。 そこ で 独自 に 調査 を 進め た と と ろ 、 ジ ェ ッ ト の 原型 と 思わ れる 
兵器 に 行き 当たっ た 。 ここ で は その 兵器 に つい て 解説 を 行ない た い 。 

ジェ ッ ト の 原型 と 思わ れる の は 、 レ イレ ナー ド が リン クス 戦争 当時 に 設 
計 し た 巨大 兵器 の ひと つ だ 。 その 機体 は リン クス 戦争 で レイ レナ ー ド 陣 
営 が と っ た 作戦 で ある 、 生 活 囲 へ の 直接 攻撃 を 目的 に し て お り 、 レ ー ザ ー 
ブレ ー ド と シェ ー ル 状 可動 装甲 板 を 特徴 と する 。 入手 し た 資料 を 右 に 掲 
載 す る の で 、 ジェ ッ ト と 見 比べ て みて 欲し い 。 た だ 、 な ぜ こ の 機体 の 構想 
が ORCA 旅 団 の 手 に 渡り 、 彼ら が どう 製造 し た の か は 不明 で ある 。 


に つい て 解説 を 行ない た い 。 
ナー ド が リン クス 戦争 当時 に 設 
リン クス 戦争 で レイ レナ ー ド 陣 
x 撃 を 目的 に し て お り 、 レ ー ザ ー 
と する 。 入手 し た 資料 を 右 に 掲 
い 。 た だ 、 な ぜ こ の 機体 の 構想 
き し た の か は 不明 で ある 。 
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アル ゼブラ の 主力 突撃 型 ア ー ム ズ フォ ー ト 。 機体 前 面 に 掘削 用 ブレ ー 
ド を 装備 し て お り 、 障 害 物 を 雅 ぎ 倒 し て 侵攻 する 。 本 体 の 重量 も 味方 し 、 
高層 ビル 程度 な ら 苦 も 無く 破壊 可能 だ 。 さら に 動く 鉄 塊 と 評 さ れる 程 の 
厚い 装甲 を 誇り 、 ネ クス ト で あっ て も 外部 か ら の 吐 通 は 困難 で ある 。 この 
た め 、 アジ ア 南 部 に 展開 する 4 機 で 、 長年 に 渡り GA を 苦し め て きた 。 

掘削 用 ブレ ー ド を 除け ば 、 本 体 の 火器 は ミサ イル ラン チャ ー 二 スラ ッ グ 
ガン の み と 、 ア ー ム ズ フ ォ ー ト に し て は 貧弱 。 た だ し 機体 の ほとん ど を 占 
め る コン テ ナ 部 分 に 多数 の 自律 兵器 を 内 蔵 し て お り 、 戦 闘 時 は それ ら を 
射出 する 。 コン テ ナ を 貨物 用 の も の に 変更 すれ ば 、 輸 送 機 と し て も 使用 
で きる 。 


AREA VUBET CPOE, 


自律 兵器 
自律 兵器 は 全高 約 10m で 、3 
る 。 コン テ ナ に 格納 され で いる | 


は 、 これ を 使っ て 複数 に よる 連 


『ー ト 。 機体 前 面 に 掘削 用 ブレ ー 
BUSS. 本 体 の 重量 も 味方 し 、 
さら に 動く 鉄 塊 と 評 さ れる 程 の 
か ら の 貫通 は 困難 で ある 。 この 
年 に 渡り GA を 苦し め て きた 。 

\ は ミサ イル ラン チャ ー+ ス ラッ グ 
弱 。 た だ し 機体 の ほとん ど を 占 
9 蔵 し て お り 、 戦闘 時 は それ ら を 
更 す れ ば 、 輸 送 機 と し て も 使用 


| る. コンテ ナ に 格納 され て いる 際 は 三角 往 の 格納 口 に 収まる よう に 、 機 


2 - CE Se RO 
自律 兵器 は 全高 約 10m で 、 空 中 を 浮遊 と ブー スタ ー に よっ つて 移動 す - ・ 


1 体 を 折り 昭 お と と が 可能 だ 。 武装 は 2 門 閉 備 し た レー ルキ ャ ノン 、 展開 後 = 
は 、 これ を 使っ て 複数 に よる 連動 攻撃 を 仕掛 る 。 
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最新 に し て 最強 の 魔 刻 
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イン テリ オル ユニ オジ と オー メル が 共同 


計画 だ が 、 そ れ が 最新 型 ア ー ム ズ フ ォ ー 
ト の 建造 計画 で ある こと は 間違い な い 。 そし で 
の アン サラ ー に つい て 、 一 部 、 


ます 目 を 引く の は 、 飛 行 型 で ある こと だ 。 と 
の 巨体 を 浮か べ る と いう 点 に お いて も 、 THE 
で の 常識 を 覆す 機体 で ある こと は 確実 だ ろう 
武装 と し て は 多数 の レー ザー キャ ノン と ミサ イ 


か ら コ ジマ 技術 を 使用 し て いる こと も 分 か る 。 
一 体 我々 は 、 こ の 情報 の 何 割 を 信じ れ ば 良い 


ユニ オン と オー メル が 共同 で 
ン サ ラー 計画 。 現時 点 で は 謎 
、 そ れ が 最新 型 ア ー ム ズ フ ォ ー 
ある こと は 間違い な い 。 そし て 
5 アン サラ ー に つい て 、 一 部 、 
る と と に 成功 し た 。 ここ で は そ 
容 を 見 て いき た い 。 

の は 、 飛 行 型 で も る こと だ 。 C 
る と いう 点 に お いて も 、 これ ま 
機体 で ある と と は 確実 だ ろう 。 
数 の レー ザー キャ ノン と ミサ イ 
よう だ 。 さら に 、 中 央 の 緑 の 光 
を 使用 し て いる こと も 分 か る 。 
の 情報 の 何 割 を 信じ れ ば 良い 


git 


この 戦闘 は ホワ イド グリ ント が 企業 に 雇 わ 
Ne SOM を 襲う と いう 形 で 起き た 。 VOB は ネ 
クス トド に よる 奇襲 用 と し て 開発 され た も の だ 
が 、 奇 龍 の 標的 に は は アー ムズ フォ ー ト も 含ま れ 
で いた は ず だ 。 この 戦闘 は 、 対 アー ムズ フォ ー 
ト の テス ト ケ ー ス だ っ た と 考え られ る 。 VOB の 
開発 実験 に 参加 経験 の ある ホワ イト ・ グ リン ト 
が 雇 わ れ た の は と の た め だ ろ う 。 


SOM 側 戦術 


ホワ イト ・ グ リン ト 


132/240 


ホワ イト ・ グ リン ト 側 戦術 


何 を お いて も 、 まず は 懐 に 潜り 込ま な いと 話 に な ら な い 。 その た め VOB で 敵 の 索敵 範囲 外 
か ら 奇 襲 を 行ない 、 迎 撃 態 勢 の 整わ な いう ち に 距離 を 詰め る 。 SOM 側 が VOB の 性 能 を 正確 
に 把握 する 前 な ら ば 、 ギ リ ギ リ ま で 近づい て か ら の フラ イト が 可能 だ ろう 。 接近 後 は SOM の 
上 、 壁際 に 張り 付き 、 SOM 本 体 の ミサ イル を 封じ な が ら 戦 いた い 。 狙う の は SOM の 次 威 を 減 
じ る と いう 点 で も 、 多 数 ある 兵 装 を 渡し て いく の が よい だ ろう 。 


SOM の 脚 P 


SOM の 強み は 射程 の 長 さ で あり 、 ネ クス ト の 射程 に は し 入り た く な い 。 VOBRICREA TE 
る の が 理想 だ 。 し か し VOB 中 は ミサ イル より 速度 が 速く 、 ミ サイ ル は 上 手 く 当 た ら な い 。 主 
砲 の 超 巨 大 スナ イ バ ー キ ャ ノン が 頼り と な る 。 VOB 中 に 撃墜 で きず 、 接 近 さ れ た 場合 は 、 ミ 
サイ ル と 近接 火器 で 対処 し た い 。 も し それ 以上 近づか れ 、 完 全 に 取り 付か れ た ら そ れ は ネ ク 
スト の 距離 だ 。 一 刻 も 速く 、 ノー マル と MT が 引き 剥が さ ね ば な ら な い 。 


VOB に よる 奇 


VOB 発 射 装置 の 敷設 は SON 
上 離れ た ボイン ト に お いで 所 
うに 突 中 工事 で 行なわ れ た 。 7 
ト の 武器 が ギリ ギリ に な る まで 
トラ ブル が あり 、SOM に 気 づ 
発進 と な っ た も の の 、 そ れ が 奏 
定 より 近く 、 ほ と ん ど SOM の M 
燃料 が 持つ こと に な る 。 SOME 
を 知っ て は いた も の の 、 実際 に 
対応 で きず 、 主砲 を 発射 で き 
完全 に 成功 し 、 ホ ワイ ト ・ グ リ 
動 甲板 が 開き きる 前 に 甲板 上 
だ この と き SOM は ノー マル 、K 
展開 を 終え て お り 、 ホ ワイ ト ・ 
の 速度 を 殺せ ず 、 完全 に コン ト 
る 前 に 攻撃 を 開始 する こと が = 


| 接近 か ら ホ ワ ・ 


ノー マル 、 MT 部隊 の 迎撃 
グリ ント を 甲板 か ら 押 し 出す 
SOM。 コア 部 に 弾 を 受け た オ 
は SOM 脚 部 付近 へ の 着地 を 
た 場所 へ と 逃れ る 。 そこ は 電 
た MT 部 隊 の 網 の な か だ っ た 。 
が ホワ イト ・ グ リン ト の 足 を 
SOM は ミサ イル の 雨 と 主砲 
ト を 仕留め られ た だ ろう 。 し が 
リン ト は 大 胆 に も アサ ルト アー 
近 の MT を 一 掃 し て 、 BOE 
の 後 、 甲 板 上 の 不利 を 悟っ た 
ト は SOM の 下 を くぐり ノー マ / 
弄 し な が ら 攻 撃 を 行なっ た 。 | 
決定 的 な 打撃 は 与え られ ず 、 
ワイ ト ・ グ リン ト の 撤退 に よっ 
る 。 痛み 分 け と も 言え る が 、 
は 砲台 の 破壊 が 内 部 に 伝 播 
点 を 露呈 する こと に な っ た た : 


VOB に よる 奇襲 


VOB 発 射 装置 の 敷設 は SOM か ら 200km 以 
土 離れ た ボイン ト に お いで 気づか れ に くい ま 


ホワ イト ・ グ リン ト 


下 
i 


= く な い 。 VOB 中 に 撃墜 で き 
イル は 上 手 く 当 た ら な い 。 主 
きず 、 接 近 され た 場合 は 、 ミ 
に 取り 付か れ た ら そ れ は ネ ク 


5 な い 。 


うに 突 綱 工事 で 行なわ れ た 。 ホワ イト ・ グ リン 
ト の 武器 が ギリ ギリ に な る まで 届か な いと いう 
トラ ブル が あり 、SOM に 気づか れる 寸前 で の 
発進 と な っ た も の の 、 それ が 奏功 し て 当初 の 予 
定 よ り 近 く 、 ほ と ん ど SOM の 真 上 まで VOB の 
燃料 が 持つ と と に な る 。 SOM 側 は VOB の 存在 
を 知っ て は いた も の の 、 実際 に 目 に する 速度 に 
対応 で きず 、 主砲 を 発射 で き な か っ た 。 奇襲 は 
完全 に 成功 し 、 ホ ワイ ト ・ グ リン ト は SOM の 可 
動 甲 板 が 開き きる 前 に 甲板 上 に 到達 する 。 た 
だ この と き SOM は ノー マル 、MT、 飛行 部 隊 の 
展開 を 終え て お り 、 ホ ワイ ト ・ グ リン ト が VOB 
の 速度 を 殺せ ず 、 完全 に コン トロ ー ル が 復帰 す 
る 前 に 攻撃 を 開始 する こと が 可能 だ っ た 。 


ノー マル 、 MT 部 隊 の 迎撃 に より 、 ホワ イト ・ 
グリ ント を 甲板 か ら 押し 出す こと と に 成功 し た 
SOM。 コア 部 に 弾 を 受け た ホワ イト ・ グ リン ト 
は SOM 脚 部 付近 へ の 着地 を 嫌っ て や や 離れ 
た 場所 へ と 逃れ る 。 そこ は 地上 へ と 降り て い 
た MT 部 隊 の 網 の な か だ っ た 。 ここ で MT 部 隊 
が ホワ イト ・ グ リン ト の 足 を 止め られ れ ば 、 
SOM は ミサ イル の 雨 と 主砲 で ホワ イト ・ グ リン 
ト を 仕留め られ た だ ろう 。 LPL. ホワ イト ・ グ 
リン ト は 大 胆 に も アサ ルト アー マー を 使用 。 付 
近 の MT を 一 掃 し て 、 再び 接近 を 開始 する 。 ご 
の 後 、 甲 板 上 の 不利 を 悟っ た ホワ イト ・ グ リン 
ト は SOM の 下 を くぐり ノー マル 、 MT ABBE 
弄 し な が ら 攻 撃 を 行なっ た 。 結局 、 双 方 共に 
決定 的 な 打撃 は 与え られ ず 、 弾 切れ に よる ホ 
ワイ ト ・ グ リン ト の 撤退 に よっ て 戦闘 は 終了 す 
る 。 痛み 分 け と も 言え る が 、 こ の 戦闘 で SOM 
は 砲台 の 破壊 が 内 部 に 伝播 し や すい と いう 弦 
点 を 露呈 する こと に な っ た た め 、 被害 は より 大 


きい 。 この 戦闘 に より アー ムズ フォ ー ト VS ネ 
クス ト は 、 アー ムズ フォ ー ト 優位 、 た だ し VOB 
に よっ て 近接 戦闘 に 入る と アー ムズ フォ ー ト 側 
に 決定 打 が な く な る と いう 予想 が 証明 され る 
形 と な っ た 。 


世 界 は 更新 され る 
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シン ワキ ュ ルーン ロレ ビィ ィ ン バ 


ネクスト デ ザイ ン ワ ー ク ス で は 、 技術 の 最 先端 を 走る ネクス ト 
、 バ パーツ の デザ イン に つい て 着目 する 。 デザ イナ ー が 描い た 中 
、 重 な デザ イン ラフ や イメ ー ジ を 集め て きた の で 、 そ れ ぞ れ 企 
、 業 ご と の 違い や 、 パ ー ツ ご と の 違い を 見 比べ て 欲し い 。 パー 
、 ツ の 機能 や 性 能 に つい て 知り た けれ ば 、 本 書 p.064 か ら 始 ま 
る 『AC メ カニ クス 』 を 参照 し て 欲し い 。 


p.138 か ら は デザ イン 画 が パー ツ ご と に 分 類 され て 並 
ん で いる 。 デザ イン 画 は お お ま か に 企業 グル ー プ ご と に 
分 か れ て いる が 、 現 在 の 3 大 グル ー プ で 分 け て ある の 
で 、 例 えば BFF の バー ツ を 探し た いと き は GA グル ー プ 
の か た まり を 探せ ば よい 。 さら に グル ー プ の な か で 前 側 
に ある の が リン クス 戦争 当時 の パー ツ で 、 後 ろ 側 に ある 
の が 最新 の バー ツ だ 。 

デザ イン 画 に は デザ イナ ー の 走り 書き も 残っ て いる た 
め 、 我々 に は 意味 の 分 か ら な い メ モ が 書い て ある こと も 
ある が 、 そ れる 貴重 な 資料 で ある 。 


| AC4 レイ レナ ー ド 
机 体 前 面 


13byvayo 


整 波 装置 と は 、 ブ ライ 
の 装置 で 、 ネ クス ト で あ + 
て いる 。 ここ に ある 画像 
整 波 装置 か を 表す 資料 だ 
は コイ ル 積 層 型 、 バ ネル 
が ある こと が 見 て 取れ る 。 

整 波 装置 に は 整 波 性 能 
標 が ある 。 整 波 性 能 は 機 
ジマ 粒子 の 量 を 決め る 数 1 
性 能 の 合計 が 、 プ ブラ イマ. 
減衰 抵抗 が 高い と 、 それ 
アー マー が 減衰 し に くい < 


lg4071 


ARM 要 


フレ ー ム 整流 装置 FRAME 


整 波 装置 と は し 、 プ ライ マル アー マー を 発生 させ る た め 
の 装置 で 、 ネ クス ト で あれ ば 各 フ レー ム に 必ず 備え られ 
て いる 。 ここ に ある 画像 は 、 ど の フレ ー ム の どの 部 位 が 
整 波 装置 か を 表す 資料 だ 。 画像 を 見 る と 、 整 波 装置 に 
は コイ ル 積 層 型 、 パ ネル 並列 型 、 ブ レー ド 型 な どの 種類 
が ある こと が 見 て 取れ る 。 

整 波 装置 に は 整 波 性 能 と 減衰 抵抗 と いう ふた つの 指 
標 が ある 。 整 波 性 能 は 機体 の 周囲 に 安定 還流 可能 な コ 
ジマ 粒子 の 量 を 決め る 数 値 だ 。 つ まり 全 フ レー ム の 整 波 
性 能 の 合計 が 、 ブ プラ イマ ルアー マー の 強度 を 決定 する 。 
減衰 抵抗 が 高い と 、 それ だ け 攻 撃 を 受け て も プラ イマ ル 
アー マー が 減衰 し に くい こと に な る 。 


の 最 先端 を 走る ネクス ト 
デザ イナ ー が 描い た 貴 こ 
た の で 、 そ れ ぞ れ 企 「 
見 比べ て 欲し い 。 パー 
ま 、 本 書 p.064 か ら 始 ま 


> 


バ パーツ ご と に 分 類 され て 並 
ま か に 企業 グル ー プ ご と に 
* グ ルー プ で 分 け て ある の 
sm し た いと き は GA グル ー プ 
ぅ に グル ー プ の な か で 前 側 
の D バ パー ツ で 、 後 ろ 側 に ある 
ja 
の 走り 書き も 残っ て いる た 
い メ モ が 書い て ある こと も 
ある 。 


le4031 


lg4041 
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LEG 整 波 装置 位置 


ARM #558 505 | 


1 ヨ 7/aun 


頭 部 は デザ イン に 各社 の 特徴 が よく 表れ る フレ ー ム だ 
が 、 その な か で も 注目 し た い の は 、 カメ ラ の デザ イン だ 。 
レイ レナ ー ド の AALIYAH や ホワ イト ・ グ リン ト が 採用 し 
て いる 複眼 が 目立つ が 、 ほ か に も セン サー アイ を 何 個 
持っ て いる の か 、 左 右 対称 か 非対称 か 、 カ バー に 覆 わ 
れ て いる の か むき 出し な の か 、 と いっ た 違い が ある 。 

頭 部 と いう 印象 か ら 大 きく 逸脱 し た 旧 オー メル 製 頭 部 
フレ ー ム の デザ イン も 面白 い 。 


aK 人 


人 


スタ ビジ ョ イン ト 


スタ ビジ ョ イン ト 


Pye advab a | 
ナー っ fm Eide 
(meena Gi 


ony 
グン 


頭 部 セン サー アン テ ナ 
周辺 ディ ティ ー ル 追加 


| 139/ao | 


常に 像 れ た 過 で す 。 


RAY hAUCCRDN 
ズバ パッ っ ま 出 で きま すず 
よい か も 。 SAH CRS = 
中 和 ラ イン だ け 打 直 カ メラ の イメ ー ジ に する な 


[AC4 ロー ゼン ター ル 


AO4 イ ク バ ー ル 。 |、  /「 届 党 


xe 


頭 部 パー ツ 


ET 


| 


セン サー アイ は gt で 
EGAWCTE, NAT CEMURTA 


most 
ED 


II 1hlrauo |p 


頭 部 HEAp 


頭 部 パー ツ 


頭 部 サブ バーツ 
接合 部 
(2 スロ ッ ト ) 


セン サー の 類 で す 。 
レー ザー 測 橋 と か そこ ら 辺 。 


小型 の レー ダー 等 で す 。 
\ 


頭 部 サブ パー ツ 

左右 対称 デザ イン で す の で 

人 を 名 の どちら に 取り 付け て も 構い ませ ん 。 
(1 スロ ッ ト ) 


) 


頭 部 サブ パー ツ 接 合 部 ッ 接 合 
の ノ 頭 部 サブ パー ツ 接 合 部 
(1 スロ ッ ト ) ジン (2 スロ ッ ト 


頭 部 パー ツ 


ー つ ー つ が カメ ラ に な っ て いて 
全 方 位 を カバ ー し て いま す 。 
(前 に つい て いる も の を 同じ で す ) 


黄色 部 分 は 発光 パー ツ で す 


1HG/aun 


に 1 1 


頭 部 サブ パー ツ 接 合 部 
(1 スロ ッ ト ) 


小型 の レー ダー 等 で す 。 
SS 


頭 部 / パー ツ 


ノン 頭 部 サブ パー ツ 接 合 部 
< (2 スロ ッ ト ) 


カメ ラ に な っ て い 
パー し て い ます 。 


24 
ns 


スタ ビラ イザ ーー 取り付け 位置 
( 両 サイ ド の スタ ビラ イザ ー 位 置 は 仮 な の で 要 調 整 で ) 


< アス ピナ AC コア > 


機体 の 中 央 に くる コア は 、 性 能 的 に は 全体 の 防御 性 能 
と 重量 の パラ ンス に 大 きく 影響 を 与え る フレ ー ム だ 。 

市 民 が 目 に する 広告 映像 な ど で は 当然 、 前 面 か の ら の カッ 
ト が 多い が 、 デザ イン 的 に は お し ろ 背 面 に 注目 し た い 。 

コア の 背面 に は オー バー ドブ ー ス ター が 装着 され て お 
り 、 そこ と に は 共通 規格 が な いた め 、 各 社 が 独自 の ギミック 
を 積ん で いる の だ 。 代表 的 な も の は ホワ イト ・ グ リン ト の 
オー バー ド ・ ブ ー ス ト ユ ニッ ト だ が 、 それ 以外 に も オー バー 
ドブ ー ス ト 時 に 装甲 が 開い て ブー スタ ー が 表れ る 仕掛 け 
に は 、 多く の 企業 が 独自 の デザ イン を 施し て いる 。 


本 
| 1 7 


| 


二 


二 うに 
EFLOMRBO LET 


オー バー ブー スト 起動 時 


bu i—y E wepatso> 
王涛 (上 人 
モデ ル の 名 避 お 願い し ます 


0 の ーー の 


ブー スタ ー 相 、 MINES WE LET 


OBIE 


_— オー パー ブー スト 起動 時 


1 机 ゆ に 前 に 傾け て ます 


の 9. Von 
CS 


1H5/aun 


新 ロー ゼン ター ルコ ア ae 


コメ バーツ 


《FRONT> 


AC4 ロー ゼン ター ル 


コア パー ッ ツ 


こち ら 側 に も 
ジョ イン ト あ り ま す 


08 ノズル の 枚数 は 
tis» Mc ome 
お 願い し ます 


1HB/aun 


《FRONT> 


イン テリ オル 
軽量 コア 


に よ が る 
ー ル スタ ピラ イザ ー が よ に 開く 


上 部 に つい て いる 丸い 凹 穴 の ディ テー ル は 
通常 時 、 ARIE 45” 
ペー 地点 に あり ます 。 
OB 時 に 90" 前 方 に 
回 転 し て 前 納め 上 
45 の 地点 に 
RET 


@ © 
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腕 部 フレ ー ム に は 、 マニピュレータ を 持つ も の と 、 腕 
部 が その まま 武器 に な っ て いる も の の 2 種類 が ある 。 ど 
ちら に せよ 運動 性 能 や 射撃 安定 、 照 準 精度 な ど 攻 撃 に 
関す る 性 能 を 決定 する フレ ー ム の た め 、 な か に は 装甲 を 
外し て まで 可動 性 を 高め て いる も の も ある 。 腕 部 フレ ー 
ム を 見 る と 、 そ の 企業 が どん な 武器 を 持ち 、 ど ん な 攻撃 
を 行なう こと を 想定 し て いる か が 理解 可能 だ 。 

腕 部 フレ ー ム は 胸部 武器 を 保持 し 、 そ れ を 使っ て 攻撃 
を 行なう と いう ほか に 、 サ イド ブー スタ ー を 装着 する 、 
肩 部 武器 を 装着 する と いう 役割 も 持っ て いる 。 マニ ュ ピ レー タ 関 連 の 技術 を アク アビ ッ ト か ら 持 っ て きま し た 
や や ハイ テク 気味 で す 


OT Te | 
MEMOMM 
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前 和民 から 挟み 込ん で 、 グ リッ プ 回 
EF LEME MOREA, 


DN LLMs Oem ate mame 
人 用 の 昌和 


腕 部 情報 追加 


OB 時 の 姿勢 制御 に あわ せ て 
サイ ドブ ー ス ター が 肩 衰 に は 
以下 の よう に 配置 され て いま す 。 


了 497《au0 


肩 の サイ ズ は 全身 バラ ンス 
調整 お 願い いた し ます 。 


15H/aun 


肩 の サイ ズ は 全身 バラ ンス を 確認 し て 
調整 お 願い いた し ます 。 


Silvey | 


腕 部 arms 


AC4 イク バー ル 


腕 部 パー 


ツ 


| 64 レイ レナ ー ド | 
腕 部 パー ツ 


AC4 ロー ゼン ター ル | 


脚 部 パー ツ 


サイ ドブ ー ス 4 タ と 


/ 
ブレ ー ド 型 束 波 装置 


ま 、 


( 


RRS 
作れ な い 場 合 は 無視 し て 構い ま 1 


wr 


サイ ドブ ー ス タ と 肩 ジ ョ イン ト で す 


サイ ドブ ー ス ター 


肩 関節 


ジョ イン ト 


スタ ビラ イザ ー マ ウ ント 
一? ピラ 


mxssa hy 
(細部 隊 状 は バー スス ケッ チ を 参考 に し て くだ さい ) 


153/240 


エア イン テイ ク 


サ プ パ ー 


(hot) 
胸部 パー ツ 


154/240 


Ws 


る ダレ ーー 


イン テリ オル 肩 武器 ジョ イン ト 
軽量 腕 部 > 


アウ ん っ 
ROO. 


Wea. 


BBRET 4 4 — VIREO 
デザ イン を 基準 に 作っ て くだ さい 


| 155/aun | 


二 脚 、 逆 関節 、 四 脚 、 タ ンク と 、 特 性 の 違う 4 種類 が 
存在 する フレ ー ム 。 積載 量 が 決定 する た め 、 ア ー キ テク 
ト の 基本 に な る 。 

二 脚 、 逆 関節 な ど 種類 に よる デザ イン の 違い は も ちろ 
ん 、 デザ イナ ー の 個性 が 表れ る の は 、 関 節 部 分 を どう 装 
甲 で 守っ て いる の か と 、 ヒ ー ル の 形状 だ 。 前 面 に バッ ク 
ブー スタ ー が つい て お り 、 そ れ が 大 き な 特徴 に な っ て い 
る デザ イン も 存在 する 。 


足 衰 、 ち ゃ ん と 一 段 厚 みか が あ る 感じ で 表現 。 


内 便装 四 つま 先 に も う ひ と 


レン 間接 ある が 省略 可 。 


7 fe 
アク チュ エー ター が の ぞ < く 。 


つま 先 上 げ 3 | 


ズレ の 部 分 は 内 側 装甲 で ガー ド 。 し 
ンズ 多少 の ね じ れ に も 耐え る 構造 に 。 

正 位置 全 NS 

人 
ww 上 ニテ 
つま 先 下ろ し GSN 
AA 4 | 
の フタ 開く 。 


赤 部 分 
中 の アク チュ エー タ と 連動 し て 。 


戦闘 後 と か に 交換 と か 。 
足 裏 の 折り た た み 

OB 姿勢 時 パイ プ の つけ 根 が 
引き 出 て 変形 の 干渉 を 防ぐ 。 LX 


MM ブー スタ 


つま 先 に も う ひと 
間接 ある が 省略 可 。 


が 


アク チュ エー ター が の ぞ く 。 


レ の 部 分 は 内 側 装 甲 で ガー ド 。 
少 の ね じ れ に も 耐え る 構造 に 。 


i | 1577240 隊 | 


脚 部 Lses 


若干 丸み が つい て ます が 基本 的 に 直線 系 で す 
有恒 ジョ イン ト と 整 波 装 置 以外 は アー ル を 入れ な く て 良い で す 。 
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ーー ター 
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1BH/awn 


爪先 関節 は 追加 し ます 
分 割 し て 置い て くだ さ し 
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<FRONT> 


1B ヨ /aun 


FCS Fire Control System 


FCS は 火器 管制 を 行なう 、 ネ クス ト の 伝達 系 の 一 部 
だ 。 独立 し た パーツ に な っ て お り 、 頭 部 フレ ー ム の 内 部 
に 装着 する 。 

コネ クタ ー ピ ン の 数 は 2X20 で 統一 され て いる が 、 外 
装 の 大 き さ と 形状 は まち まち で ある 。 MSAC イ ンタ ー ナ 
ショ ナル 製 は 基盤 が 一 部 むき 出し に な っ て いた り 、 旧 ア 
クア ビッ ト 製 は クリ アバ ー ツ で 全体 が 覆 わ れ て いた り と 、 
外見 か ら 企 業 ご と と に は っ きり し た デザ イン の 違い が 見 ら 
れる 。 


ハリ バー トン 製 FCS 


表 の 方 は 、 電 子 配列 の ディ テー ル は いっ て いま す 。 


(質感 な ども 変え て くだ さい 。) こき 


FRONT 


イク ロ チ ッ プ の 集合 体 で す 。 


FCS Y で は な く 、 モ デル で リリ が つく よう 


WME Be, ft FCS と 同じ 

縦 2X 横 20 で す 。 

(本 数 は 自在 に 調整 し て も ら っ て 構い ませ ん が 

全 FCS 共 通 の サイ ズ 、 ピ ン 数 に 再 差 し て 下さ い 。) 


裏側 は 、 基 本 的 に は 規則 正しい 〇 状 の 配列 で す 。 
(マザー ボー ド の 裏 と 同じ 感じ で す 。 多少 アレ ンジ は 加え て くだ さい 。) 


背部 上 > 数 , 好 PCs Lime 
We 2x 模 20 下 十 

RAKE CEE CL CME AA 
PB PCSSIMOIAX, ERIC CRS) 


WW も 上 御笠 、 マ イク ロ チ ッ プ が 
入っ て いま す 

(下部 の 方 は あま り デ ィ ディ ー ル 入っ て いな 
信和 研 が 出 な い 得度 に モデ ル で 作成 し で 


FCS 
距離 重視 : レー 


集積 回 路 質感 は ギ ツ ヤ 黒 < 


コア ブロ ッ ク 
厚み は 基 般 3 ATT, 


BFF 製 FCS 
バラ ンス :EMC 重 視 : ブレ ー 


REVERSE st 


MER rcs 
CC 
は 


ar 
Et Ti 


TERIA RAAB GLI nr er et 
il 


see 
MM oT Tt N= 
a レ FACE SIDE 
Y = 、 ベー スパ ネル を 基 

表裏 それ ぞ れ 2A 
し て も ら っ て 構い ませ ん が 
ズ 、 ピ ン 孝 に 調整 し て 下さ い 。) 計 5 OMAR TCT 


ヽ ペー スパ ネル 


REVERSE SIDE 


全 FCS 共 通 の 2X20 ピン で す 
RABHSLEL MR MUET 
BFF 製 FCS BFF 
uP 


製 FCS 
ee SBAHH{c- レー ダー 距離 ECM 重 視 : ブレ ー ド 無視 


KS パラ ンス :EMC 重 視 : ブレ ー ド 無視 


FACE SIDE 


背部 上 > 数 ,他 FC5 と 同じ 
x 


Ix 横 20 で す 。 
(本 数 は 自在 に 前 鞭 し で も ら っ て 構い ませ ん が 
全 PFCS 共 通り サイ ズ 、 ピ ン 束 に 調 潤 し て さい .) 


FACE SDE 


wm em eter 
orate 
PET ET 


コクーン 
FC の en et 
まる EE は いま す 


REVERSE SIDE 


同様 、 マ イク ロ チ ッ プ が 


(は あま り デ ィ ティ ー ル 入っ て いな い の で 
! 上 を い 間 刻 に モデ ル で 作成 し て くだ さい) 


OSE CREE 

た し 、 ま の おう (ネル の Puree vie 

あり ませ ん アフ ロク 0 デー ル は (| 

と 28 ん で いで りす aoaiamescnenpe 7 
Perrone hari 


D ig) UbSvexo jf 


FCS 


FRONT 


FCS.2 


Pas, SERMON deeb WA Cue 


FRONT 


HH, ROM EYTATCUET. eg) 


FRONT 
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記 、 秋 起 物 の 周り 多少 困 ん で いま す 


IBLE, 他 PC 
wax 横 20 で す 。 
(本 数 は 自在 に 調 義 し て も ら っ て 構い ませ ん が 
全 FC 革 通 の サイ ズ 、 ピ ン 数 に 敵 逆 し て 


上 同じ 


表面 は クリ アパ ー ツ で 
中 の 基 艇 が 透け て 見 えま す 。 


AN 


BACK 


4 a vt x の / 


上 人 カバ バー 内 分 、 コ ン ピ ビュー ター 
入っ て いま す = ラン 
(ディ ティ ー ル は お 任せ し ます が 、 回 夏 が 中 心 

向かっ て いる し て も 5 え る と めか り ます 


表面 は クリ アバ 


中 の 基 般 が 透け て 見 えま す . (本 数 は 自在 本 いま せん が 
全 FCS 某 通 の サイ ズ 、 ビ ピン 数 に 商 栗 し て 下さ いり) 


PETRIE, DORCAS AES, 


Hs 人 Et し ます が 、 回 呈 が 中 心 に 
デザ イレ に し て も 6 える と か り ま す ) 


WBE, fe FC 
We 2x 横 20 で す 。 
(本 数 は 自在 に 吊 刺 し て も ちっ て 構い ませ ん が 
全 FCS 共 通 の サイ ズ 、 ピ ン 散 に 重工 し て 下さ 


と 同じ 
表面 は クリ アバ 
が 透け て 


に 


上 部 カバ ー 内 部 、 コ ンピュータ 編 示 
入っ て いま す , 


(ディ ティ ー ル は お 任せ し ます が 、 回 路 が 中 
伸び て いる 欄 、 ま : 
に し て 下さ いり 


左右 対称 の デザ イン 


お お ま 


グ カバ ー・ カ ラー な し 状 参 ラク) 


FRONT 


1m, MRM SITS 
pasate 


WE HL TERR 


ieee. ft cs 


BACK 
— 
y の 
i 
ya 
fj sys 
グ 
/ 天 
& ノ 
Sy 


ー メ ル 製 FCS 
amit レー ダー 速度 重視 


TT OE 


mame Ae, th FCS と 同じ 
eax M20 

CERES FICHE COE o CMLL A 
EPCS SOP AX, CORICDURLT FAV) 


El, Were aR SL Cte 
(O7ON CEM, LRAT TAB RELCEE) 


ES えな いよ 2 し た 6 入れ る 所 な は 
自由 に し て も ちっ て 構い まま 


ADIL AR IZ) =m. MRR < ; 
boy OA OE ss i Ti, se ie cu 
の | かない ント 
Fe CNEL) 


CS 「 ) 2 MERA PLO WORT (MTA OETA 
Rex 慎 20 で す 。 モデ ル 時 あま り に = ee 場合 は ディ ティ ー ル は 自由 に 
Cen mie cuneate PA Achim, 

人 


AM MEMO TIT NC 
Fa SEA YAS EDIE HL CC EAT 


We) バラ ンス : 並列 特 化 


分 割線 は や や 広め と し 。 大 きめ に 面取り する こと で 
一 般 面 の 面 変化 で 段差 が 出る よう に し て くだ さい 


全体 の 質 帳 は 、 半 ツヤ ブラ ッ ク ア ル マ イト 業 装 で す 
Pa ie Ee mS 


FACE SIDE 


BA ROMER) 


オー メル 製 FCS 
速度 特 化 : レー ダー 速度 重視 


eo 型 3 _RmOmais. THERM ROME 
6 幅 み 木 風 に 分 割 し た よう な イメ 
な の 休 に な り ます 


四面 人: 
oe Tees Betray 


フレ ー ム 部 に の み ア ルミ の 地 公 を 残し 、 
アク セン ト と し ます 


a コネ クタ ー ビ ピン 
スタ いかる CD 人 で お 料 い し ます 全 FCB 共 通 の 2X20 ピン で す 
MASSES AONE 
act 


2 
EE 
ERT 


REVERSE SIDE 


图 


、 1B?/amp | 


さい 


ジェ ネ レ ー ダ タ GENERATOR 


レイ セオ ン 製 ジェ ネ レ ー タ ー 
ジェ ネ レ ー タ ー (重量 出力 PA 特 化 ) 


(重量 : EN 特 化 ) 


ネクス ト の 動力 と な る 電力 を 生成 する バー ツ 。 主 に 発 
電機 構 、 蓄電 機構 、 コジ マ 粒 子 発生 機構 の 3 つか ら 成 立 
し て お り 、 デザ イン 画 を 詳し く 見 る と 、 3 つの 部 位 に 分 割 
で きる こと が 分 か る 。 

内 部 パー ツ な の で 、 外 見 より は 3 つの うち どの 性 能 を 
重視 し た バー ツ な の か 、 その 性 能 を どう 達成 し て いる の 
か 、 に つい て 考え な が ら デ ザイ ン を 見 る と 面白 い だ ろ う 。 


ジェ ネ レ ー タ ー 
(中 最 "EN 特 化 ) 


っ セッ ト で + 
ティ ング ライ ン な ど を 見 て 、 人 質感 に 窓 化 を つけ で わか る は う 水 別 化し て くだ さい 


ト *EW て お で ます 
その まま 


ei 2 Ci 
(7 OEE 


和 
いい か PU いま す 


新 GA 製 ジェ ネ レ ー タ 
中 量 : 容量 重視 


コン デン サブ ロッ ク 


FRONT 


3ONT ジ ェ ネ レー タブ ロッ ク と 尾 同じ も の が 
※ 上 下 対象 形状 で す = ン デ ン サブ ロッ ク の 中 を 貫通 し て いま す _ 


ジェ ネ レ ー タ ブロ ッ ク 


コジ マ 粒 子 カ バー し て いま す 
(ギザ ギザ の と ころ は 装置 剥き 
質感 、 変 えて くだ さい 。) 


レイ セオ ン 製 ジェ ネ レー ター 天 
《重量 "出 力 PA 特 化 ) レイ セオ ン 製 ジェ ネ レ ー タ ー 
( 最 軽重: 出力 重視 ) 


ジェ ネ レ ー 
( 帳 量 ・ パ ラン ス 型 ) 


sc5ー ジ で す 。 ーー 
者 と し すぎ な いよ う 誕 意 し て くだ さい ,) 


网 
Kode Com 5 SOMME L CSN) 


WORE BEAT CHS, MOMESLEL IMU ET, 
CF i AMM TS TEA) 


BAE 系 の ジェ ネ レ ー タ ー と し て 
円 型 の ディ ティ ー ル ・ ラ イン 、 F1 の 流 線 を 
所 々 に 入れ て いま す 。 


コジ マ 粒 子 カ ペー し て いま す , ライ ン を 中 心 に 
和 ‘A a 記号 と し て は へ ・ 〇 、 航 空 機 ライ ン を 中 心 に 入れ て いく 予定 で す 。 
(ギザ ギザ の と ころ は 装置 剥き 出し と いう こと で コジ マ 炒 子 に 関し て は 、 デ ィ ティ ー ル を 入れ で も お か し く な い 様 に 
質感 、 変 えて くだ さい 。) カバ ー に 近 未 来 の パペーテ ィング ライ ン (RIEL, HA ODS 
むき 出し て いる よう に し て メリ ハリ を 出す 。) 


本 TPR mr TRAE 
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オー メル 製 ジェ ネ レ ー タ 
軽量 : 出力 KP 重 視 


新 オ ー メ ル 製 ジェ ネ レ ー タ 
軽量 : 出力 特 化 


/ と 、 (9 
補助 ジェ ネ レ ー タ し ンー Oi ウン 
追加 フレ ー ム で 本 体 脇 に 取り 付け られ て いま す ン ヽ と We 
> i へ ~ 
ジェ ネ レ ー タ 本 
アル ミ 切 削 の イメ ー ジ で す ASS Di 
4 の へ へ 5 ; 
‘6 | : ; / 
の & ye の 
KP サ ブラ イヤ SS て 
PS の { ーー 鋳造 の イメ ー ジ で す 2 
に » 种 
KN Cy 
| ty FRONT 
N 以 
FRONT 
2 ※ 上 下 左右 対象 形状 で す 
XK ) 
< 、 7 | 
4 し CC 
\ | ( 一 ) SN 
| herr 
で > fe 
Dh ff 
一 从 
BACK 
配電 ケー ブル 
コジ マ 物 質 荷 電 EN チ ュー ブ と 
同じ 質感 で 色 違 い 
いい 主 電源 配電 パネ ル 
2 し ーー] : ぶ 厚 い ド ライ カー ボン 板 で す 


コジ マ 物 質 荷 電 EN チ ュー ブ 
ツヤ あり の ビニ ー ル コー ト 
ケー ブル の イメ ー ジ で す 


ンー ンス ニン スー 
(軽量 : PA 特 化 ) 


2 枚 の 板 パ ネル で 粒子 機器 
( 板 パ ネル と 板 パ ネル の 間 、 


ジェ ネ レ ー タ 
中 軽量 : 出力 KP 重 視 


N レン < 
SN lb FRONT > 
ジェ ネ レ ー タ | 
= 
中 軽量 : KP 重 視 
BACN = 下部 基 角 グリ ー ン x ゴー ルド 端子 KP 配 送 ブラ グー 列 に 5 本 x2 列 

全く 同じ も の が 並び ます の 
TREE rr PTT 
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メル 製 ジ ェ ネ レー タ 
: 出力 KP 重視 


下部 の 粒子 機器 X 7、 均 等 に 揃え て くだ さい 。 
(デザ イン 画 と 比べ て 調整 し て くだ さい 。) 


wd 


※ 上 下 左右 対象 形状 で す の 板 パ ネル 上 部 、 カバ ー で は な く 上 部 の 大 弄 
< 粒子 機器 に 連動 する イメ ー ジ な の で 、 こ の 
部 分 の 下部 は スカ スカ に し な いで 下さ い 。 


2 枚 の 板 パ ネル で 粒子 機器 x 7 を 固定 し て いま す 。 
( 板 パ ネル と 板 パ ネル の 間 、 ス キマ か ら 粒 子 機器 見 える よう に し て 下さ い ,。) 


ジェ ネ レ ー タ 
最 重量 : 全 点 豪华 


ジェネ レー タプ ロッ ク ya 


配電 ケー ブル 
コジ マ 物 質 荷 電 EN チ ュー ブ と 
同じ 質感 で 色 違 い 


fg ラダー に 7 na 
<mCto が BC す 


FRONT LEFT SIDE 


ジェ ネ レ ー タ 
“A 中 軽量 : 出力 KP 重視 


FRONT 


FRONT RIGHT SIDE 


FRONT LEFT SIDE 
KP 配送 プラ グー 列 に 5 本 x2 AL 


全く 同じ も の が 並び ます 
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スー スタ ー BOOSTER 


ネクス ト に 大 き な 推 力 を 与え る 推進 系 の 主要 パー ツ 。 
メイ ンプ ニス ター、 パ バック プ ニス ター、 サ イド ブー ニス ター、 
オー バー ドブ ー ス ター の 4 種類 が ある 。 この うち オー バー 
ドブ ー ス ター は 他 と 明確 に 役割 、 機 構 が 異な る た め 、 デ 
ザイ ン も 大 きく 違う も の に な っ て いる 。 フレ ー ム に よっ て 
は 補助 ブー スタ ー が 備わっ つて いる も の も ある が 、 補 助 
ブー スタ ー は フレ ー ム と 一 体 に な つっ て お り 、 こ と れ ら の ブー 
スタ ー と は 関係 な い 。 


FRONT 


(デザ は 少し 見 え づ らい で 
3 軸 回 転 する 範囲 を と っ て お いて 下さ v 


シーン イン ルー 
( 最 重量 : パ ラン ス 型 ) 


S い て 下さ い 。) 


Se, 


By \y 夕 一 又 名 一 候 计 


3、 ノ ズル が 45 度 は 


可動 用 シリ ンダ ー 6 本 セッ ト さ れ て いま す 。 
(可動 ギミック は 入れ な く で いい で す 。) 


が 、 ノ ズル が 45 度 は 


バッ ク ブ ー ス ター 
( 最 重量 : 推 力 重 


FRONT 


プー スタ ー 部 分 の 側面 
(エッ ジ 部 分 だ け で な く 3 
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なく 

) 実 化 が あり ます 。 

『 ツ が つけ られ て いる 事 を wees 和 
未 広 が り で す 。 / sits 


ao et 
iN el 
重量 パラ ンス 型 
右 が 
ペッ クシ ニー スク を る タク は サイ ズ と 


(最 重量 :推力 重视 ) eso 


コネ クタ 部 分 、 目 立た な いよ う で し た ら 
多少 、 長 さや 太 さ を 調整 し て くだ さい 。 


プー スタ ー 部 分 の 側面 部 分 、 全 体 的 に アー ル が か っ て いま - 


NAS (エッ ジ 部 分 だ け で な く 全体 で す .) 
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スー スタ ダー BOOSTER 


MB 
中 重量 : 通常 ブー スト 重視 


FRONT 


J-ASAWEI 29 -A IRL 
remo CRMs CRT, 
ノズル が 45" WEE CHET I AOUMERMULET 


| 


REF AR BCT 


ack 


OB バラ ンス 威力 重視 AA(AA 特 化 ) 


に WWCWWKg 区 る の 78 わ せ で AL た イー ジロ ザ 。 導き 2 イン で MK ランク で 


ROT POEL CHEM 


ダー スタ ー 
( 最 軽量 : 推 力 重視 ) 


BB 
中 重量 通常 ブー スト 重視 


同じ 形状 の ブロ ッ ク が や や 間 陳 を あけ て 並び ます 


出力 機 
ジョ イ 
F 
3 四 


机 部 分 上 / 支 几 部 分 上 DD 关 、; 
ト で す 。 


ン 画 で は 少し 見 え づ らい で す 
岐 する 範囲 を と っ て お いて 下 : 


側面 の 台形 ブロ ッ ク ( 計 4 本 
角 の 面取り 大 きく お 願い し ます 


バッ ク プ ブー スタ 


に よる 《性 量 ;推力 看 视 ) 
品 の イメ ー ジ で す 
ン 精度 感 に 注意 し て くだ さい 


SB 
中 重量 : 通常 了 一 Xk 重 视 


バイ ク の アル ミ フ レー ム の イメ ー ジ で 


0B 中 重量 出力 重視 消費 KP 高 
小 ロー ラー 部 一 列 お き に 運 回 四 
FRONT 前 列 と 後列 で 層 方 向 に ゆっ くり 回 転 = ご デー ユ 
CND—S— ORANGES mor ン 
| BaOsbeMEvEROMBeE THY, Y 4 1 
mmc RAM oT \ kt J 
SOROMMEM > CEM EMAC, fe. \ \ 
5 -一 
| 
Ke 1 ) 
< } MY 
Re 明 間 推 重 視 タ イプ な の で 
me Eh 
BACK PO デ 
| 
へ 
ear ney 
eesnmm ut. 
に 
5 ; 一 - ーー TT 
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B 
重量 通常 ブー スト 重視 


# て 並び ます 


出力 機構 部 分 と ノズル 部 分 と の 間 、 ダ クト 状 の 
ジョ イン ト で す 、 


(デザ イン 曽 で は 少し 見 え づら いで す が 、 ノ ズル が 45 度 は 
$ 電 回 転ずる 範囲 を と っ て お いて 下さ い ) 


※ 可 動 用 ピリ ンダ ー は 省略 し て いま す 。 


パッ クア ー ス ター 
《性 量 :推力 卫视 ) 


RMN, ick CL た 
CT TTT 


TN Ys 
I hops 


FoR= I= 25 — 
中 量 推力 重视 型 
左右 对 称 正 才 。 


バイ ク の アル ミ フ レー ム の イメ ー ジ で す 。 


LHDJ ば EC 


| オー バー ドブ ー ス ター 


creed 
本 めで す 。 


a 
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ズー スタ ダー BOOSTER 


之 一 
ロー ゼン ター ル 製 6 
S 中 量 :消费 重视 ) 
サイ ドブ ー ス ター 
MeV 
ait, ¢ 
TOP 
1 
] 「 
出 力 机 构 部 分 上 ZX 
G6 | で は 少し ! 
| 3 軸 回 転 する 範囲 を と 
(中 量 安定 重视 型 ) 
ブースター 
(ie tk: 572 22) NN 、 
mow 4 MANN 
ノズル 前 分 、 側 面 は エッ ジ を 人 | | | 
放線 弄 に 近づけ て くだ さい 。 Ml | ass 
= | | enV 
a Mi Th 元 
S00) fiw Sy ベク / 
ONS BB BS の ーー 
SEES Ss, (CN 
ンス A い NN BACK 
. oe AE THAN 
出力 内 本 前 分 と ノズル 部 分 と の 間 。 ダ クト 状 の 5 1 ド Ye NNN 
(F 少し 見 え づ らい で す が 、 ノ ズル が 45 度 は < — | > © ( 最 軽量 バラ ンス 型 ) 
回転 する 科 思 を と っ て 寺 い て ド さ い .) a Sy. デジ 
ブー 
プー スタ ー 
(中 量 : バ パラ ンス 型 ) FRONT 
ノズル 部 分 、 側面 は エッ ジ を 
流線型 に 近づけ て くだ さい 。 
BACK 
ラプ 
f 
¥ 
Cs 
A ge? 
KF 
茶 可 動 用 シリ ンダ ー は 省略 し て いま す 。 
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\ 
1 


ジジ 


キク タ 部 分 、 目 立た な いよ う で し た ら 
DP ERE TERY, 


ブー スタ ー 断 面 図 


(BACK の 方 で は な く 、 FRONT の 方 に 合わ せ て くだ さい 。) 


ノズル 部 分 、 側面 は エッ ジ を 
流線型 に 


出力 機構 部 分 と ノズル 部 分 と の 間 、 ダ クト 状 の 
ジョ イン ト で す 。 
(デザ イン 画 で は 少し 見 え づ らい で す が 、 ノ ズル が 45 度 は 


3 軸 回 転 する 範囲 を を っ て お いて 下さ い 。) 


(中 量 安定 重視 型 ) 


ANB, ty \R 
gos の W 


イス ラ エ ル 製 
オー バー ドブ ー ス ター 
最 軽量 バラ ンス 型 
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ズー スタ ダー BOOSTER aie ee 


5 | 
ト it .Q8 重 视 / DB 軽量 OB! ロング QB 


FRONT 


オー メル WSB 
8 oB-or7aB 


ーー 


オー メル 製 OB 中 量 バ ラン ス 破 力 重視 AA( 両 立 ) 


オー メル 製 OB 中 軽量 消費 EN : KP 低減 威力 重視 AA( 両 立 ) 


/ 
mm / em 
MM See / 2 
MB 
\ 中 軽量 : 通常 持続 性 +QB 


Ata 


FRONT 
i 


オー メル 製 OB 中 軽量 消費 EN : KP 低減 威力 重視 AA( 両 立 ) 


eee 
パイ ブ 状 の も の が 4 本 、 
等 間隔 に 並ん で ます 。 


ノズル 接続 部 肉 抜き 
内 側 に 蛇腹 状 の 接続 部 
. ま す / 


178/au0 TT MM MAMA il an MM Je 


オー メル 製 B 
軽重 GB: ロン グロ B 


※ 上 下 対象 形状 で す 


ブー スタ ー 本 体 と ブー スタ ー ベ ノズル の 間 
蛇腹 状 の リム で 接続 され て ます 。 
ノズル が 全 周 45* 2 軸 回 転 で きる クリ アラ ンス の 調整 を お 願い し ます 


MB 
中 軽量 : 通常 持続 性 +QB 


ブー スタ ー 本 何と ブー スタ ー ベ ノズル の 
eMOVLcIRMEN TET, 

ズル が 用 45 PME CEE? 7I-AOMMERMULET 
pa tM る 


A 


SS ケー は A 


ビン ポ アテ ィ ー ル | 


燃焼 室 
パイ ブ 状 の も の が 4 本 、 SB 
等 間隔 に 並ん で ます 。 QB 用 リザ ー ブ タ ンク 
燃焼 室 4 本 を 貫通 し て 
反対 側 ま で 続い て ます 。 


ノズル 接続 部 肉 抜き | セン サー ケー ブル 
内 側 に 蛇腹 状 の 接続 部 NY = に 
eee シャ フト に 半分 埋まっ て いま す 。 


17/aun 國 


| フー スタ ーpoosrm 4 BOOSTER = 
BB 
年 量 : 計 } 


ne <@-_ 4 \ 
SN 一 Zi フュ ー エ ル ラ イン 


aie a 


ノズル が を AS! 2 WINE CH BOUTS: ADMIRER ET 


2 ニス 
( 最 重量 : 消 費 重視 ) 


ee 分 と ノズル 部 分 8 
ジョ イン ト で 

(デザ omc US 
3 軸 回 転 する 範囲 を どっ て お 


TOP 


BACK( 正 面 ) 


ラバー ジャ バニー 
(最 重量 : 消费 重视 ) 


形状 と し て は 、 太鼓 の よう な ライ ン で す 。 
(側面 が 多少 、 盛 り 上 が っ て いま す 。) 


出力 機構 部 分 と ノズル 部 分 と の 間 、 ダ クト 状 の 
ジョ イン ト で す 。 

(デザ イン 画 で は 少し 見 え づ らい で す が 、 ノ ズル が 45 度 は 
3 軸 回 転 する 範囲 を と っ て お いて 下さ い 。) 


パック プー スタ ー 
( 恒 基 : 滑 旨 征 ) SOM, SWE ACE, 


FRONT 7 


コキ クタ 部 分立 た な いよ う で し た 5| 
多大 さや さき を 測 伏 し て くだ さい 。 
3 

軽量 : 消費 EN 低減 
BACK( 正面 ) 


misty 


BACK 


(軽量 推力 重視 ) 
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ブー スタ ダー BOOSTER 


蒲 鍵 状 の 構造 物 は 全て 形 が 異な り ます 
(上 下 は 対象 ) 
FHM A RE ALIA ASS 


BB 
最 重量 : 全 点 豪 華 


6 : 
蒲 鮮 状 ブロ ッ ク を 一 部 切り 取っ て | Ss | | 
付け 足し た よう な 取り 付け 状態 で す FSS lip | 
oy ce 
ee | 
Wc] 
多重 フラ ッ プ フラ ッ プ 毎 に 間隔 を あけ て くだ さい els 5 | ae 
| 
| 
SB N 
最 重量 : 全 点 豪華 
FRONT 


ン 。 BRT Dy EER 


FRONT 


/ 加 圧 燃焼 宰 3 と 
/ 角 の 面取り 大 きく お 願い し ます ペペ ニー 


MB 
最 重量 全 点 豪华 
有 
f レジ 2 
当 上 下 対象 形状 で す / 
x 
シ 
4 ラン 
ブー スタ ー 本 体 と ブー スタ ー ペ ノズル の 間 

/ MROULCRMENTET, 
/ ノズル が 全 周 45* 2 昌 回 転 で きる クリ アラ ンス の 敵 状 を お 願い し ます 


ST SSS 
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分 岐 ブロ ッ ク 鋳 千 耐 替 合 金 


BACK 


ye 


\ 


A) 


OB 最 重量 全 点 豪华 


TEM BROLI—TeY. TyVOMMBIBL TEL. 


Cit Lad 
REET CHMOLET, 
RAIN MLODS 

Ty FORBES. 


FE ROM AROR EE. oUEEL ET, 
MISIEML ASCO OSATIT ALBUISBOLET. 


PME, CCIM SULIT, 


@@ に as fy 


Ne. 


部 武器 ARM UNIT 


腕 部 の マニ ビュ レー タ で 保持 し て 使用 する 武器 。 引き 
鉄 の よう な 発射 機構 が 多い の は 、 そ れ が AMS に と っ て 
最も 違和感 の な い コ ント ロー ル 方法 だ か ら で あ る 。 

ライ フル 、 マシ ン ガ ン 、 ショ ッ ト ガ ン 、 グレ ネー ド 、 レー 
ザー ライ フル 、 レーザー ブ レー ド 、 コジ マラ イフ ル な ど 、 
様々 な 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ に デザ イナ の 工夫 が ある 。 
セン サー や 排 英 口 な ど に も 注目 だ 。 


演出 ネタ と し て 
武器 選択 時 に 中 空 部 分 に 光線 な ど 


アス ピナ 製 マ シン ガン 
4m 程 


エン ボス で 何 か 企 


刻印 入れ て くだ さい 。 
(都合 の 華 い 場合 は 入れ な く て も 


181/aun NN 


Sa 


TT Me Ng i iH 
W i 


"スピ ナ 製 マレ シン ガン 
mie 


ハン ドガ ン 
Seva) 


RO (SMS 9) 


EM ACH AERA ILE THY WOe 
刻印 入れ て くだ さい 。 
(都合 の 悪い 場合 は 入れ な く て も OK で す 。) 


サイ ズ は だ いた い 2.1m 程 を 想定 し て いま す が 
パラ メー ター、 見 栄え に よっ て 調整 し て くだ さい 。 
(AC の 手 が グ リッ プ に 収まら な い 場 合 、 ダ リッ プ を 
延長 し て 調整 し て くだ さい 。) 


一 応 、 下 の 直 を 中 心 と し た 5 
スイ ング アウ ト 式 の り ポ ル バ ー で す 。 > 


※ 機 構 上 、 排 甘口 は あり ませ ん 。 
また 、 片 方 は ロッ ド 出 て ませ ん 。 
(両方 に スイ ング アウ ト は し な い の で ) 


(機構 上 、 補 槍 か つ デ ザイ ン 谷 に 
無理 が あり ます が あく まで イズ 
実際 は 可動 させ な く て OK で す 。 


ni EL て RT 


eens 
Hp MO RREIINML CHR 


motos 


5) WOWWKo ゲ 7 ケイ ー ル JA で 
ゆめ 
ul 
( 


EE 1 


YA KOS 
SPICER TTT TT 


| 9 


PC 


PWR OT OT fy. RL RH, 
NAD ET ENLACE ES NCE TE TARECTT ND (Wee Iso LC 


185/aun 


GA 製 ガ トリ ング ガ 


7m 弱 


| 1aB/aun {lal 


GA 製 ガ トリ ング ガン 
7m 弱 


上 か ら 見 た 図 & 
a 


/ 


排 きょう ロ 
iil mpicnaicien cay eT 
日 


GA 製 ア サル トラ イフ ル 


全長 2m 程度 
GA 製 ナッ クル 


有澤 製 グレ ネー ド 砲 


~~ SAHA A CY ICH 
布 カ バー は 縮み 


発射 時 アク ショ ン 


この ブロ ッ ク が ご 
RL THR 


ee 図 187/aun 回 


腕 部 武器 AM UNT 生還 


※ イ メー ジ の 話 


マズ ル の 先端 に ぶら 下っ て る の は 、 火炎 放射 器 で は な く 、 
と ん で も な い 火 薬 量 の 爆発 か ら 発 せら れる 超 高 光度 マズ ルフ ラッ シュ を 抑え る 為 に 
FMEOREWNTSADE/ TH, 


スコ ー プ で は な く セ ン サ ー ロ ッ ド が 付い て いる の は 
消化 務 で 光学 セン サー が 阻害 され て し まう か ら で す 。 


BHEKIS 100mm ライ フル 弾 (1.5L ペ ベッ ト ボ トル サイ ズ の ライ フル 弾 ) で す 
コジ マ ゼ リー 準 装 を 衝 し て あり 、 空気 分 子 を 消失 させ な が ら 弾 丸 を 
飛ば す た め 空気 拓 抗 分 の エネ ルギー ロス が 生じ ませ ん 。 

つい で に 言う と 衝撃波 が 発生 し に くい 為 、 空 気 を 割る 音 が 小さ いで す 。 


BFF ライ フル と 同 タ イプ の セン サー ロッ ド で す 


物足りな そう で し た ら 上 の マウ ント ペー ス に も 
上 下 反 転 で 付け て みて くだ さい 


長 さ の 調整 は この 辺り で お 願い いた し ます 。 


MLK 
(ade Jo) 


MSAC 語 サ イズ は 44.5m 程 護 に な り ま す 。( 民 開 時 ) 
ば BFR GUM 44 ZEMBLT CHAD, 
ハン ドミ サイ ル oe っ で す 。 


FRONT 


vV. A 
Sins at oS 


Tie 


tie sg (ムー シラ イト : 高 性 


FRONT 


Sg 


プレ ー ド の イメ ー ジ 
お お お よそ これ ぐら いで す 。 
FW Ke ko CEO MME 


BFF 製 ア サル トラ イフ ル 
arr MORA 
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と 同 タ イプ の セン サー ロッ ド で す 


で し た ら 上 の マウ ント ペー ス に も 
けけ で みて くだ さい 


55m 程度 


製 プ レー| 
《威力 重视 ) 


クト ディティール 和合 
MLTR 


CRRA EE 
1 の に あたり 
OLAS IFN ek) 


wtf 
内 
We 
Cee New roca 


Simone KCL た WE で すか が パウ ケーク に ト っ て パイ 
(に 92 則 に ダガー っ くく だ きい SL た 衣 じ で すか 、 パ ウメ ー タ に よー 
Sage ES 


全長 は 大 体 4.2m ほど を 想定 し て いま す が 
デザ イン 画 や パラ メー ター、 見 栄え に よっ て 
調 舟 し て くだ さい 。 


プレ ー ド 
(ムー ン ラ イト : 高 性 能 ・ 威 力 高 ) ンー 


デザ イン 画 で わか り づ らい 師 分 は 
機体 と 問 じ ライ ン で まとめ て くだ さい 。 
(鋭角 な 直線 と 流 款 の ライ ン で す 。) 


また 、 質 感 は 多少 、 他 の 武器 と 遅 う 質感 に し て 
も ら え る と 助かり ます が 、 そ の 前 分 は お 任せ いた し ます 。 


名 分 
A 
し て いま す が 、 パ ラメ ー タ ー 
中 者 分 の ディ ティ ー ル 上 下 人 ほぼ 対 称 で す 。 oo 
に =e 


Set 


プレ ー ド の イメ ー ジ 


お お よそ これ ぐら いで す 。 ees 
(パラ メー ター に よっ て 長 さ の 滑 整 お 願い し ます 。) の ン ン ジン 
の の 4 


プレ ー ド の 幅 が 狭い 場合 は 
上 下 、 モ デル 時 に 離し で くだ さい 、 


189/va0 [ [ 


腕 部 武器 ARM UNIT 


人 は だ いた い mm を 定 し て いよ す が 
Fos, RBA POT 
イシ ン ガ ン 
( 强 笋 速射 性 能 特 化 型) 
上 本 全 Ce ets 20S, 
TOCTTNPIOW2PW 人 123 
FRONT 


ダリ ッ プ 部 分 、 九 みな 部 分 
中 間 し て くだ さい 。 


FM, M2 eos 4, Be CHM HT B27 
で くだ さい 


シュ ちり ます 


BACK テク ト に し で て もら える と 助かり ま すず) 


この 師 分 セン サー で サ 


HAMID A aC 
(EEL aaa) 


en, MM er yim LCe, TEIN UREN CY 


ト ガ ン 
( 滑 性 能 ・ 成 力 重 梓 型 ) 

SW sata k(t Bom CME COI, 
oF M ANOLE 


th, 大 体 mv89: XIE HUCBYSE 二 名 
ME FN) A es 
BLCSHAL, 


PER 
(人 と うう に サイ ズ 画 お 願い し ます 


sean AEE ME EE 
(Wine tronic) 


mck 


MGM OM RR TE, A 


Conus me MOM G42 049 
Deo MlUTALILE MCA OMIO HCL CCESU) 


MA FT NLT 


1HH/aun 


ウォー ター、 須 見 栄え に よって 苗 澤 じ で くだ さい 


アサ ルト ライ フル 
( 怪 量 :速射 性 能 重视 ) 


FRONT 


fP 


wore | | BREN sam Ge し CN 
ans を いた Us0m く らい で す 人 が Fm 
CO TTAGONY 


ck 


FIA, WRENN OMT LLL 
BEIT LTB INL TEAL, 
(W190 Eins FMD) 


Hiw た な いよ 5 で し た 6 
L-CS RUE 


AMI en 


ショ ッ ト ガ ン 
(標準 型 ) 
vis} 
この 揚 分 、 分 か り づ らい で す が レー) 


キキ に な っ て いま すれ 


サイ ズ 則 時 の 財 お 固い し ます 。 
FFPAMELE MOOD) 


UE) 


大 的 に だ 
(ERR Li 


BACK 


ra) 


射 次 ブレー ド 
( 弾 数 重視 ) 


FRONT 


ル 食分 、 ス ライ ド じ ます 


(デザイ ン 画 で は 平時 の イメ ー ジ で オ - 
A9AVIVD IES BOUL HERE) 


on 
Yn ACOMRRIEOH-CoilmO Mek rT SR Ra 
rece ae (映し た 章 間 に 帆 00 し て くれ れる と めか り まれ ) 


もっ アレ ンジ や ハリ を っ け て も ら っ て 備 い ませ ん 
BACK 


mine mnewIS Ae 
(大き a は お 任せ ます) 


sea 和 ro 
wen mete 


TTT 


ライ フル 
LV3 


人 RI は だ いた い 5m ぐ らい を 定 し て いま す 。 
取ら 5 は だ いた い 50m ぐ らい で す が 、 デ ザイ ン 曽 
vey ENGEL CHIMES, 


天体 サイ ZI 6 LEME Chef, 
CA 9— ROMRL Lo COM 
LT 


KaomtaRN LET, 
fi の で) 


サイ < は 大人 tm ぐら い を 和 定 し て いま す 。 
( パ 9 メー ター、 儲 え によって 調 航 じ て くだ さい .) 


この ニー ド ん 新人 、 ス ライ ド し ます 。 


(FAM TAD LIT 
ライ # 時 の 長き 等 の 次 要 は お 任せ し ます 


に 
三 
NS 


He 
(HALIM ALC Linh Ae) 


MME NEA, 
eon ささ は お EL ます 


全長 の サイ ズ は だ いた い 6.8m ほど を 想定 し て いま す が 
パラ メー ター、 及 び 見 染 え に よっ て 調整 し て くだ さい 。 


全長 の サイ ズ は だ いた い 7m 程 を 想定 し て いま す が 
パラ メー ター、 及 び 見 栄え に よっ て サイ ズ 調 整 し て くだ さい 。 
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腕 部 武器 ARM UNIT 


エネ ルギー ライ フル TOP 
全長 約 ノ メート ル 


FRONT ay 


SIDE 7 ( 


| ウド 


全長 約 4 メ ー ト ル 


SIDE 


Meet 
ef BU LA) 


オー メル x は ヌキ で す 。 
左右 対称 で す 。 
パル ス | FER a 


オー メル ・ コ ジマ パイ ル / 
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腕 部 武器 ARM UNIT 


ロー ゼン ター ル 製 レー ザー 
全長 8 メー トル 程 


メー トル くら い 


アサ ルト ライ フル 
5 メー トル 排 き ょ う 口 は 片側 の みう 


で ーー 


レー ザー サイ ト が 入 用 の と き は ly 
この 部分 を 発光 させ で くだ さい / 
/ 


Remy 
FIAT ot ee 装甲 と いう より は バイ ク の カウ ル に 近い も の で す 。 


| この 色 の 付い て いる 部 分 は ヌキ で す 。 


冷却 用 の ラジ エタ ー で す 。 
\4 


OR 


CS 


A SQPEM ERED Uk U ET. 
ht ea Ps 
| (あく まで 多才 で す の で 変え て も ら っ て 構い ませ ん 。) 


プラ ズ マ ガン 


ER 
カル で 者 う て いま せん 
Crease Titra tay 


ZETT 


は は 
CHTTL HO 


エネル ギー マガ ラン 
oper. 


x 


PPTs 


bee 


アサ ルト ライ フル 


透明 パー ツ の 内 部 に 
セン サー 等 が 入っ て いま す 。 


レー ル ガ ン _Lv. 3 


砲身 は 先 に いく ほど 細く な っ て いま す 。 


銃口 は こん な 感じ で す 。 
一 本 の 太い レー ル が 見 えま す 。 
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腕 部 武器 ARM UNIT a5 BA Set 
Peano cues. 
< で ws NZ N 


ハイ レニ ザー ニラ イス リル 


J) 衣 ) 


レー ザー ライ フル 


p hye 
v 


ハイ レー ザー ライ フル 
を 右 対称 で す 。7m く らい 。 
x ヌキ 


左右 対称 で す 。 
サイ ズ は 6.5m 程 度 で す 。 
x ヌキ 


中 心 部 は レン ズ 状 の 
パー ツ に な っ て いま す 。 


片側 は 省略 し て いま す が 
本 の コン デン サブ ロッ ク が 
取り 付け られ て いま す 。 

の 字 型 に 少々 開い て いま す 
機体 に 王 渉 し ない 程度 に 調 束 


し て くだ さい 。 


Le 


/ 
透明 バ パーツ の 内 部 に 
セン サー 等 が 入っ て いま す 。 


パル スラ イフ ル 

左右 対称 で す 。 

サイ ズ は 2m 程 度 で す 。 LA ROR MN 

発光 パー ツ で す 。 
レー ザー ライ ラル 

右 四 

94 XE 

x ヌキ 


透明 な パブ ルキ ャ ノ ビー 状 ( 
セン サー ブロ ッ ク が 入っ て | 


イン ナー バレ ル 


1 
ER 
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透明 パー ツ の 内 部 に 
セン サー 等 が 入っ て いま す 。 


パル スラ イフ ル 
左右 対称 で す 


右 対称 で す 。 
サイ ズ は 2. 5m 程 度 で す 。 
x ヌキ 


Gl 


透明 パー ツ の 内 部 に 
セ SA 


レー ザー ライ ラル 


左右 対称 で す 。 
サイ ズ は 6.5m 程 度 で す 。 
x ヌキ 


上 が 銃身 で す 。 
下 は 発光 パー ツ と な り ま す 。 
(ガン カメ ラ と か そん な モノ で) 


レー ザラ イレ ウル 


左右 対称 で す 。 
サイ ズ は 7m 程 度 で す 。 
x ヌキ 


透明 な パブ ルキ ャ ノビ ー 状 の 内 部 に ーー A 
セン サー ブロ ッ ク が 入っ て いま す 。 


砲身 部 分 詳細 


イン ナー バレ ル 


17/aun 


腕 部 武器 ARM UNIT 
軽量 レー ル ガ ン 


プラ ズ マ ライ フル 
長 さき 7m 


I 較 | の 公 の 部 分 は ヌキ で す 。 
対称 で す 。 
サイ ズ は 8n 程 度 に な り ま す 。 


イ ン テ ー ク は 
ee ッ に 下痢 に ね じ れ 込 ん 
軽量 レー ザ パー ッ の 内 に en 


サー 等 が 入っ て いま す 。 


左右 対 
サイ ズ は 5.5m 程 度 に な 


全長 9 メー トル 程 


18/aun 


円 環 加速 器 
この 部 分 で ある 程度 
弾 体 を 加速 させ ます 。 


イン テー ク は bi 
下部 に ね じ れ 込ん で エネ ルギー タン クタ は 
いま す な る べく 基部 に 専 着 させ て くだ さい 


ヌキ 
サイ ズ は 6. 5m 程 度 に な り ま す 。 


ハン ドコ ジマ 銃 


区 :sm 


TORUS 製 最新 型 コジ マキ ャ ノン 


圧縮 し た コジ マ 粒 子 を 
LNA OBMCRIELET 


MRMBELTBLOT 
レー ル ガ ン ほど の 弾丸 は で な いと 思い ます 。 


8 


x 


499240 


背部 武器 BAck UNIT 


コア の 背面 に ジョ イン ト し て 保持 する 武器 。 グリ ッ プ や 
引き 鉄 な どの 制限 が な いぶ ん 、 大胆 な ギミック を 採用 し 
て いる も の が 多い 。 特に 長大 な グレ ネー ド な ど は 、 未 使 
用 時 は 折り た た まれ て いる た め 、 その 展開 方 式 の デザ イ 
ン 画 も 残っ て いる 。 

排 煙 口 や ミサ イル ハッ チ な ど 、 可 動 部 分 が 多い の で 、 
デザ イン 画 に 書か れ て いる メモ の 文 量 も 他 の パー ツ よ り 
多い 。 


HH/an << 


追尾 ミサ イル F 
( 高 誘導 型 ) 


FRONT ハッ チ 開 | 
STEM 


PAK Ck Cat WA ORL | 
MSL. 


ジョ イン ト パ ー ツ 
igo 一 


高速 ミサ イル (右上 方 誠道) 
PH 
ラル ます 


高速 ミサ イル 


SS 
af 


nee 


頂 ジ ョ イン トー 


長き は お お よそ 2.7m 程度 で す 。 
追尾 ミサ イル ディティール 、 痛 痢 は 左右 対称 で す 。 (パラ メー ター や 他 の ペー ツ と 比べ て 
( 高 誘導 型 ) (前 部 は ハッ チ が ある の で 非対称 で す 。) BACK —-}4AMELTCIESIN) 


FRONT ハッ チ 開 く 前 、 横 の ミサ イル 収納 
thas Bo 
に お 願い し ます 
< at 
を SS - Z yA 
\ L 1 
| ンダ 3 


ハッ チ 、 柄 導き で す 。 
(メラ イド し て 聞き ます) 


クー 
EO 


MI 


ハッ チ の 棒状 の ディ ティ ー ル は 全部 思 で す 。 


4 


| 
| eg 
リリ so anemppaiisconet 
人 


出来 る だ 2 
と 時 し な いよ うに し て きい .) 


の て 
調整 お 願い し ます 。) 


サイ ズ に よっ て ジョ イン ト 部 分 の 位置 、 幅 な どの 
調整 お 願い し ます 。 


Sema 
Cy 


排 气 口 
S44 LUMBER LET. 


高速 ミサ イル 


ジョ イン トバ パー ツ 
ER 


h1/aun 


背部 武器 BAck UNIT 


近 核 信管 ミサ イレ 
(レベル 38: 贅 数 噌 加 型 ) 


FRONT 


HOARE, 


ラー 


(威力 特 化 ) 


ミサ イル 
サイ ズ は だ いた い 長 さ 4 4m ほ ど を 

=e " AE Te ラメ ー タ ー 及 び 
FRONT SS よっ て 調整 し で くだ さい , 


2 ンク | 6 ) 
New © sooty, Muse Tm & 
\ する よう で あれ ば 、 軸 を 少し 


MCM し て くだ さい 
x i CS 
、 i じ て Fa い ) 


9 
ji ‘ 
ディ ティール 、 記 計 秋 で 
SPAM 半生 で す 。 イズ に よっ て ジョ イン ト 他 分 の 位 還 、 由 な どの 
前 整 お 願い し ます 
この 部 分 、 問 み で す 。 


垂直 ミサ イル 
(レベ ル 3 型 ) 
FRONT < BACK 
が ンチ MD 本 し 
So BOM Se, AUREL CSTE 
ジン 上 
i¢ : 
人 Fy ) 
| 和 
の 


DO 


* 8 1 です 
サイ ズ に よっ て ジョ イン ト 衣 分 の 位 朋 、 幅 な どの vec ディ ティ ー ル 、 ジ ョ イン ト 導 分 を 
5 順 い し ます 、 
mB LE 除き 左右 対称 で す 。 
垂直 ミサ イル 長き は だ いた い 3m 牌 で す 
刺さ サイ ル (Lv3 副 ) 人 xmLcckest、 


(espe 2 Rt We) 


Pe OTN 
JSS 0 


CEDAR AON HR OER ET 
FRONT 


-本 一 一 一 


男 隔 する よう に し AXIS SL MM 
パラ メー ター 見 
AML PA WHEL ARCH 
FPN ABT 
SSO MAP MLE 
WAR LCM OEM EL 
TT 
Akko TT ME ONE, WE 


ー TRIE BACK 


バッ チ 、 こ の F う 開き ます 。 
(人 は 和 革 し て いま す .) 


yy) SPOON, oF EDLC 
ey Me Wer, MMRL-CCHEAL, 
ia 


202, 


240 ヽ 


( 最 重 量 : 高 性 能 ) 


一 
FRONT 
\ 
i 
8 
| 
だ 5 
Ka AS 
| y / 7 
| | | 
カメ ラ 部 分 
(発光 する か し な いか は 
お 任せ し ます 
v 
(レベ ル 2 : 
FRONT 
ン 


拡散 ミサ イル 
(レベ ル 3: 人 分 裂 型 ) 


FRONT 2 


PARRA Kt Imi Ck 
こり に よっ て 人 


Fare mitietint eT, 


ERA. 4m ほど を 
バラ メー ター 及び 
LOCAL TIEN, 


Some, MACeT, 


ジ し て いま す が 、 
イズ 調整 し て くだ さい 。 


fl al 


be Cob | 
本 = 
1 JOC, 
9 つと | 


Soro | 


Fone 本 yt 
02042 43 | 


イン ト 部 分 を 


HARE Im BC, 
oat ae 
EZ AME SEMEL 


( 最 重量 : 高 性 能 ) 


FRONT 


この 部 分 、 レ ドー ム で す 。 
(中 に レー ダー が 入っ て いる イメ ー ジ な の で 
この 部 分 は 筒 状 の カペー に な り ます 。) 


BACK 


ラ 部 分 
(発光 する か し な いか は 
TA Si.) Pl 帽 な どの 
市 整 お 願い ! 

サイ ド 部 分 、 マ ー キ ング も し く は 
ワン ポイ ント 程度 の ディ ティ ー ル 
入れ る だ け で OK で す 。 


拡散 ミサ イル 
(レベ ル 2 : 四 分 製 型 ) 


FRONT 
全長 は だ いた い 2.8m ほど を 想定 し て いま す が 
RS 、 及 び 見 栄え に よっ て サイ ズ 調 整 
し で くだ さい 


バッ チ の 開き 了 合 は この 位 で す が 、 
目立た な い 場合 は も っ と 開か せ で くだ さい 


ディ ティ ー ル 、 破 有 有 対 株 で す 。 


RE 9 幅 な どの 
WM 


拡散 ミサ イル 全長 は だ いた い 3m ほど を 想定 し て いま す が 
(レベ ル 3 : 八 分 裂 型 ) - パラ メー ター、 及 び 見 栄え に よっ て サイ ズ 調 束 
ンタ し て くだ さい 。 


BACK 


HF MAME TUET 


ディ ティ ー ル 、 左 右 対 称 で す 。 


ハッ チ 、 こ の よう に 開き ます 
( 渉 し な いよ うに アニ メ 、 モデ ル 時 調 束 し て ください) 


サイ ズ に よっ て ジョ イン ト 部 分 の 位置 、 帆 な どの 
調整 お 願い し ます 。 


背部 武器 BAck UNIT 


GA 腕 ガ トリ ング と 対比 し て この くら い 
か と 思い ます 


A レー ター- 


全長 2.5m ほど 


TUBE 


2047240 


ド し ます 


RE カー が WEC ます 


ees 


xy, 


AN 


Fy 
〆 


IET 


ERBHCAS TELE 


ピン ク 色 の パー ツ を 中 心 に Y 軸 回 転 し ます 


1 


コア の マウ ント へ 


Layne 
WPERASLAIM AMET REET 


PTT 


205240 


背部 武器 BACK UNIT 


基 各 に 伴い て 
くら いて る だ け で す 


RR (HIER) 
OMA 


COTHURAET 


収 
スラ イド し ます 


ジョ イン ト 部 分 は 稼動 で きる よう に 
し て いま す の で 、 パー ツ 千 渉 が 起き る 場合 に 使っ て くだ さい 


gOb/aso 


Dold EON 


ーー 生計 Era 


狙撃 用 マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン 


全長 10m 程度 


BFF 製 狙撃 用 マス ドラ イ バ ー 


開発 者 日 <" 地上 か ら 衛星 軌道 上 の 物体 を 狙撃 で きる " 
事 を コン セプト に し た 兵器 で す 。 
実際 に そん な 性 能 が 出る か どう か は 定か で は 在り ませ ん 。 


レー ル ガ ン と 同じ く 火 薬 を 使用 し な い の で 
発射 音 は 弾 体 が 砲身 を すり 抜け る 摩擦 音 と 衝撃 波 の 音 の み で す 


HAMMAM ATTN TNE TUM TT TT TT TTT 


SR KO sm 程度 
や や 大 型 の 前 類 で す 


背中 ジョ イン ト へ 


還 サ イズ は 4m 程 度 に な り ま す 。 
画 発 射 口 の 数 は 8 x 2 個 で す 。 


= 使わ も れ た ミサ イル コン テ ナ が MSAC 
に 旋 、 垂 直 ミ サイ ル に も パー ツ が 多数 | 
いる と いう 設定 で す 。 ミサ イル 
必 


me ディ ティ ー ル 省略 後部 
S” (発射 時 ) 


還 サ イズ は 4m 程 度 に な り ま す 。 


SS go 


ミサ イル 発射 時 に 排気 し ます 


ンー アイ ティ ー ル 省略 


2077240 


背部 武器 BACk UNIT 


レー ダー (LV3) 
全長 は 大 体 2.5m 程 を 想定 し て いま す が i 
パラ メー ター、 及び 見 栄え に よっ て 調整 し て くだ さい 。 


FRONT 
※ モ デル 時 に 不 自然 に な る 場合 、 ロ ケッ ト の 砲身 は 
揃え て も ら っ て 構い ませ ん 。 


ラッ ー ト ル 


ロケ ッ ト 
( 三 連 型 ロケ ッ ト ) 


この 固定 部 分 も 流線型 で す 。 > 
(下部 は 他 の オー ド ネ ス 武 器 と 同じ く 
上 図 ラフ えぐ れ て いま す 。) 

但 ミッ イル 
ed ジョ イン ト 部 分 、 長 さや サイ ズ 

| ご く 億 か に 流線型 に な っ て いま す 。 調整 し て くだ さい 。 enont 

L \ 排 埋 で す 。 
| OBES Ch hid 727 bo CREM) ) 


uh = 


ビー ビビ yyko 攀 身 角度 .5~6 度 未 满 忆 
ーー ビー __ 抑え て くだ さい 。 9 と 


ai Pe 


NA 人 这 
JE My a 
CL HL) / 
RPC 
大 ロケ ッ ト NO mek : 
(威力 特 化 ) FRONT ean 3 BACK UNI 
(小型 : 弾 数 宣 掲 ) 


SPADE 


3 ジン i 
場合 は 3 ¢ が 
pare cs : ( | MIZEL TC J 
wars Z | ] 


サイ ズ は 長 さ 4.5m 程 で す 。 
(パラ メー ター 等 に よっ て 調整 し て くだ さい 。) 


PEACH, 
砲 部 分 の x 印 、 ヌ キ に な っ て いま す 。 pe 7 も 
( 部 の み レ ー ル が ある の で ヌキ に し な いで 下さ い 。) ジョ イン ト 部 分 、 サ イズ 調整 お 願い し ます 。 
BACK 
A 
| 


色 部 分 リア ル を 硬度 の ある 金属 質 に し て 下さ い 。 。 
( 不 自 然 な 場合 は 変え て も ら っ て も 全然 構い ませ ん 。) 


208/240 


想定 し て いま す が 
栄え に よっ て 調整 し て くだ さい 。 


に な る 場合 、 ロ ケッ ト の 砲身 は 
ませ ん 。 


ーー 
aa 長 さ や サイ ズ 」 


調整 し て くだ さい 。 


SENN gam mete ET 
PUP KSA ATAR MUL I, 


ント か です 
KE 天 二 


ウー ル EL て は 、 だ いた 
サイ の ぐら い を 和 定 し て ! 
OSPR EL TRL 


we 
erat, 
GRAY 


-5m 程 で す 。 
『 に よっ て 調整 し て くだ さい 。) 


BACK 


レー ダー (LV3) 


gs イル (LVS) 


204veuo 


背部 武器 BAck UNIT 


オー メル 製 PM ミ サイ ル 


スラ > 


時 サイ ズ は 6. 


ゴ 


加 | 


wt を RW 
one 


サイ ズ は 4.5~5m 程 度 


新 ロ ー ゼ ンタ ー ル F: 


東和 置 で は な 
の 
ラジ エタ ー フ ィ ン で す 。 


ーッ 後部 


in 
wal * [Front] 


SS 


— | 


1 ET 


mr- 


ZS) VLE? 


4 Alk6. 5 一 7m 程 度 に な り ま す 。 


発射 時 に 前 方 に スラ イド し て 
RRERWLED. 


ロー ゼン ター ル 製 
追加 ブー スタ ー 9m 


PO 


多 連 装 ロ ケッ ト 


HH KIN は 2.5 一 3 程度 に な り ます 。 


新 ロ ー ゼ ンタ ー ル チェ ー ン ガン 


| el1/an 


背部 武器 BAck UNIT 


ノー ロッ クミ サイ ル CL 


エネ ルギー マガ ジン 
タン ク 型 で す 。 


コア へ 


EL) 


| 正面 


約 4m 


サイ ズ 調 整 お 願い し ます 。 


レー タニ,(IV 


ノー ロッ クミ サイ ル (LV1 ) 


it 
i 
a 
i 
ie 
ee 
| 
i 
ie 


サイ ズ 調 整 お 願い し ます 。 


レタ SGHVIGD 


@O [Q 21320 [i 


④ 砲 身 が 上 下 に 開く 


細部 の ディ ティ ー ル は 後部 を 
多 


amok mo 
提議 に な っ て いま す 。 


通常 時 (後部 ) 


MAMIE, COS SEBLCR IED, 


1H/aun 


oo ヘ へ oo 


レー ルキ ャ ノン 
サイ ズ は 10 ご 11m 程 度 に な り ます 。 


メレ ー ル 
この 部 分 に 治っ て 砲身 が 
スラ イド し ます 


アサ ルト キャ ノン 


サイ ズ は 6m 程 度 に な り ま す 


、 プ レー ト 状 制 
波 装 置 が 展開 し 


展開 時 
于 机 


oa 


ame 


垂直 核 ミ サイ ル | 
サイ ズ は 6 655 得度 に な り ま す 。 


アサ ルト キャ ノン 


ay 


へ 正面 か ら 見 た 回 


アル ドラ 製 育 部 グレ ネー ド 
長き 6m く らい 
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ECM メ ー カ ー 
(レベ ル 2) 


サイ ズ は 3w 電 度 で す 。 | 連動 ミサ イル (誠道 ) 


左右 の 腕 部 に 装着 する 兵 装 。 左右 で 一 対 と し て デザ イ 


ン さ れ て いる 。 Mi 
他 即 位 の ミサ イル ど 連 動 し て 発射 し 、 ミ サイ ル の 密度 / 
を 上 げ る 連動 ミサ イル や 、 敵 ミサ イル を 所 乱す る フレ ア 、 ral 
ECM な ど 補 助 的 な 兵 装 が 多い 。 G 


旧 ア クア ピッ ト や トー ラス が 得意 と する プラ イマ ルアー 
マー 関係 の 兵 装 は 、 特に 印象 的 な デザ イン を し て いる 。 


連動 ミサ イル (ノー マル 弾道 ) 


サイ ズ は 2n 程 度 で す 。 
ジョ イン ト パ ー ツ は 
渉 を 


サイ ドブ ー ス ター の 千 
考慮 し て 延長 され て いま す 。 


“A\ scvWM6 
WW Suit 
NN 


stk 10~ 
HELI 


ECM メー カ 


後部 (レベ ル 3) 


FRONT 
連動 ミサ イル (一直 ミサ イル ) 


排 气 口 
ミサ イル 発射 時 に 排気 し ます 。 


cl 


Eo URN LET, 


ロ 1B/aun 


サイ ル ( な 下方 ECM メ ー カ ー 
(レベ ル 2) 


WE の ジョ イン 部 分 で す 。 


) サイ ズ は お お お よそ 長き 7.5m ぐら い を イメ ー ジ し て いま す が . 
| 見 栄え に よっ て 調整 し て くだ さい 。 

「。 

ま 


ECM ラフ 
( 地 男 に 貞 さ っ た 後 、 羽 根 を 開い て 妨害 電 訪 を 出し ます 。 
岬 面 上 で 一 応 は 確認 で きる 程 席 の 大 き さ に し て 下さ きい 


MOT, 
( 穴 を 開け て お いて 下さ い 。) 


cade! 
FIOM Mf HHA, ZeBa> beet 9 
少し 前 に 傾き ます 。 一 
(大 体 10 15 度 ぐら いで す が 、 見 栄え に よっ て A 
MUL CSV) TIE 【 


ck 


ECM メ ー カ ー 長 さ は 約 6m 程 で す 。 
(レベ ル 3) BURR CML TRESS) 
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ジョ イン トト に Ke 下 、 個 いて いま す が 流 れ が 気持 ち 感 い 場 合 は 
~~ 上 と 同じ くま っ すぐ に し て 下さ い 。 


上 図 の 軸 を 中 心 I に 10~ 15 度 ほど 下 に 他 き ます 。 
(100 ~ 200m 先 に RCM を 打ち 込め る よう に 角 虚 の 
再 導 を し てく だ さい 。) 
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PA パック すず イズ は 大 体 横 3m ぐら い を イメ ー ジ し て いま す が 
(コジ マ 粒 子 放出 機 ) 見 栄え 、 パ ラメ ー タ な ど に よっ て 調 束 し て いま す 。 
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ジョ イン ト 浮 分 で す 。 
( 測 回 し や すい 様 、 多 少 は 大 きめ に し て あり ます 。) 
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安定 化 装置 。 AC に お いて は 重心 を 調整 する 追加 の 
ウェ イト (お も り ) CHS. ヘッド トッ プ 、 ヘッ ドサ イド 、 コ 
ア 上 部 、 コア 下部 、 腕 部 、 脚 背部 、 脚 上 部 、 脚 中 央 、 脚 
下部 の 9 箇所 に 接続 部 位 が あり 、 そ れ ぞ れ に 専用 の スタ 
ビラ イザ ー が デザ イン され て いる 。 

これ も 各 企業 が 製造 し て お り 、 ほ と ん どの バー ツ に 大 
小 2 種類 を 用 意 し て いる 。 機体 の バラ ンス 、 運 動 性 の ク 
セ な どの 調整 に 使う の が 本 来 の 用 途 だ が 、 リ ンク ス に よっ 
て は ネクス ト の 外見 を 自分 好み に カス タム する た め に 使 
用 し て いる よう だ 。 
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接続 フレ ー ム に 関し て は 
左右 非対称 も 可能 で す ee 3D 様 に 
レイ レナ ー ド 接続 不可 : 


| も し く は 接続 位置 を 考え る 


| 25 別 の オブ ジェ に な っ て い 
る と 、 良 いと 思い ます 。 


| 
| RE ラレー ik 
| 


mines 

aes OME EMMICE B15, 
5 の サフ ウェ に な っ て い 

| BE AEB 


アク アビ ッ ト 


接続 イメ ー ジ 
Ro I し て は 


cert 
| 可能 で す . 
| レイ レナ ー ド 接続 不可 
| も し くば 接続 位置 を 考え る 
| 
rr 接続 フレ ー ム は 、 柚 林 か 
| LT 
borage 別 の オブ ジェ に な っ て い 
is BEL 


ebB/aun 


接続 イメ ー ジ 


RR 
ACT, SAIS 
お まかせ 


% 


ロー ゼン ター ル 


接続 イメ ー ジ 
挫 絆 フレ ー ム に RM し て は 
も 可能 で す 本 ふく め て 、3D 村 に 
レイ レナ ー ド 接続 不可 Bebe, 
も し く は 接続 位置 を 考え る 
記入 MEPL — td, tN 
ia 
の を で を る よう 
Rx 2 の オブ ジェ に な っ て い 、 
S BE ALERT, 


イク バー ル 
大 
接続 イメ ー ジ 
接続 フレ ー ム に 枕 し て は 
可能 で す BRAC. SDH 
レイ レナ ー ド 接続 不可 sen 
も じ く は 接続 位置 を 考え る 
A HERZL MS 
SOIR 捷 术科 通 办 
让 
wage 0 の オブ ジェ (に な っ て い 
人 る だ, 良い と いま 


ee: > oe 
mae og 


/ Oe 図 ロロ 7/aMn ee 


スタ ダビ ライ ザー STABILIZER 


FERALAS 


ss PT 
TH 
I の オブジェ に な っ て い 

る と 、 良 いと 思い ます 


IO nak Ls. 


HO 
BE BERUEY, 


zemnntmecs 接続 イメ ー ジ 


ao 
ALL 
ko mint 


う 、 
プ ジ ェ に な っ て い . 
nen SERRE 


“ eee ーーーーーー ダ ー ii aaa ー 


oe 図 224/240 回 


ス ダ ビ ライ ザー STABILIZER 


ER MM Mik 
ARs 3 
ines OEEMICE D3, 

14 別 の オプ ジェ に な っ て い . 
る と 、 食 いと 選 い ます 


ケツ スタ ビラ イザ ー ネ タ 
設置 個所 : G1 


背中 スタ ビラ イザ ー ネ タ 
設置 個所 : C2 


RSS 


人 々 が クレ イド ル と いう 安住 の 地 を 得 た 後 も 、 地 上 で は 多く の 戦闘 が 起き て い 
る 。 幸い に し て クレ イド ル が 戦場 と な っ た こと は 一 度 も な い が 、 だ か ら と いっ て 
我々 が 地上 の 戦闘 か ら 目 を そら し 続け て は な ら な い だ ろ う 。 ここ で は 戦場 と な っ 
た 場所 と 、 戦闘 が 起き た 背景 、 企業 の 思惑 に つい て 解説 し て いく 。 


その も の へ 
る 戦闘 も あ 
Be た だ し それ ら は すべ て も と を 辿れ { 


と い 


な り 、 元 々 持っ て いた 社 


役割 


スフィア 


e 
スフィア は 南極 大 陸 に 人 | 
マエ ネル ギー 施設 だ 。 同社 
ギー 施設 で は 最大 の も の で 
争 以前 か ら 稼 動 を 続け て き 
産 さ れ た エネ ルギー は 海 
アフ リカ の GA アル テリ ア , 
いる 。 また 、 エ ネル ギー の 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の 
と 販売 中 で ある 。 この た め 
ニオ ン は スフィア に 手 を 
フィ ア を 巡る 争い は 、BFF 
点 が 絞ら れる 


企業 対 テロ リス ト 、 ある い は 
企業 の 構図 で 起き る 。 背景 
奪っ た り 破壊 し た りす る た 
多い 。 な か に は 企業 の アー 
スト な ど 、 戦 力 そ の も の へ 
為 の た め に 起き る 戦闘 も あ 
すべ て も と を 辿れ ば 、 経済 
を 支配 する 綱引き に 繋が っ 
家 に 代わ り 世 界 の 統治 者 と 
\ た 社会 貢献 、 社 会 奉仕 と 
させ た 。 し か し 利益 を 求め 
何 も 変 わっ て いな い 。 

数 の 会 社 が あり 、 商 店 が あ 
『、 買 い 物 を する 。 地上 の 
= と する な ら ば 、 ク レイ ドル 
も 無関係 で は あり えな い 
ら 、 地上 の 戦闘 に 少し だ け 
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スフィア は 南極 大 陸 に 位置 する BFF の コジ 
マエ ネル ギー 施設 だ 。 同社 が 所 有する エネ ル 
ギー 施設 で は 最大 の も の で あり 、 リ ンク ス 戦 
争 以前 か ら 稼動 を 続け て きた 。 スフィア で 生 
産 さ れ た エネ ルギー は 海底 の バイ プ を 通し 、 
アフ リカ の GA アル テリ ア 施 設 ま で 運ば れ て 
WS. また 、 エ ネル ギー の 一 部 は 南極 に ある 
イン テリ オル ・ ユ ニオ ン の アル テリ ア 施 設 へ 
と 販売 中 で ある 。 この た め 、 イン テリ オル ・ ユ 
ニオ ン は スフィア に 手 を 出す こと が な い 。 ス 
フィ ア を 巡る 争い は 、BFF と オー メル 間 に 焦 
点 が 絞ら れる 。 


リン クス 戦争 時 、 オ ー メ ル は BFF の 一 時 的 
な 崩壊 を 受け 、 以 前 か ら 狙っ て いた スフィア を 
接収 し た 。 この 際 、 ス フィ ア の 防衛 ノー マル 部 
隊 サ イレ ント アバ パラ ンチ が 施設 に 立て こも り 抵 
抗 を 続け た が 、 ア ナ ト リ ア の 備 兵 に よっ て 排除 
され て いる 。 し か し その 後 、GA の 下 で 復興 し 
た BFF が スフィア を 取り 戻す と 、 あ きら めき れ 
な い オ ー メ ル は スフィア へ の 襲撃 を 断続 的 に 
続け る 。 これ が こと ご と く 失 敗 す る と 、 遂 に 
オー メル は ソフ ィ ア の 破壊 を 決定 。 ネクス ト を 
繰り 出し て 施設 に 大 打撃 を 与え た 。 現在 ス フ ィ 
ア は 復旧 中 だ が 、 施 設 破壊 に 伴う 高 濃度 コジ 
マ 汚 染 の せい で 近づく こと すら 困難 だ と いう 。 


ロ ヨ H/aun 


水没 し た 、 旧 上 海 海域 に 建造 され た 採掘 基 
地 。 周辺 海域 に は 、 現 在 で も 高層 ビル 群 の 名 
残 が 顔 を 出し て いる 。 所 有 者 は GA。 採掘 施 
設 と し て だ け で な く 、 空 港 に も な る よう に 設計 
され て お り 、 空母 の 飛行 甲板 を 何 重 に も 組み 
合わ せ た よ うな 特異 な 見 た 目 を し て いる 。 こ 
の 仕組 み に よ り 、 輸 送 機 を 直接 採掘 施 設 に 下 
ろ し 、 資 源 を 素早 く 空 輪 する こと が 可能 だ 。 
現在 で は すべ て 完成 し て いる が 、 リ ンク ス 戦 
争 時 は 建造 中 で あり 、 施 設 の 一 部 だ けが 稼働 
し て 採掘 を 行なっ て いた 。 

ドル ニ エ 採 掘 基地 は 、 リ ンク ス 戦 争 に お け 


の エー スネ クス ト 、 ク リティ ー ク を 派遣 し て 基 
地 を 占拠 し た と と だ 。 資源 と 同時 に アジ アヘ へ 
の 足がかり を 得 よ うと し た アル ドラ に 対し 、 
GAILPFhUP OW REEL. Shea 
よう と し た 。 結果 は GA 側 の 勝利 で 終わ り 、 
GA は 無事 に 施設 を 取り 戻し て いる 。 興味 深 
い の は 、 ク リティ ー ク の リン クス ・ シ ェ リ ング 
と アナ トリ ア の 備 兵 は 、 ど ちら も 元 レ イヴ ン と 
いう こと だ 。 AMS 適 性 と いう 幸運 に より ネクス 
ト の 時 代 に 対応 し た 両者 だ っ た が 、 こ の 勝敗 
に より 明暗 が 分 か れ た 形 に な る 。 


る ネクス ト 対 ネクス ト の 戦場 と し て 有名 で あ 
る 。 きっ か け は 基地 建造 中 に 、 アル ドラ が 自社 


- & 

欧州 に ある トー ラス の 最 
下層 は 地下 5000m に も 達 
で あり 、 多 く の 作 業 員 を 生活 
区 も 備え て いる 。 HAUS 
か な うた め 、 同 施設 内 に 中 
ルギー プラ ント が 併設 され て 
層 に 隔 次 され て いる と は い 
働い て いる 場所 に コジ マブ 3: 
BL. THEORET 
で きる 技術 は 、 トー ラス な ら 

トー ラス は アク アピ ッ ト 
術 を 巡っ て オー メル と 対 Y 
戦い は 形 を 変え な が ら 続 い 


下 、 ク リティ ー ク を 派遣 し て 基 
と だ 。 資源 と 同時 に アジ アヘ へ 
『 よ うと し た アル ドラ に 対し 、 
の 備 兵 を 雇い 、 基 地 を 奪還 し 
果 は GA 側 の 勝利 で 終わ り 、 
設 を 取り 戻し て いる 。 興味 深 
ィ ー ク の リン クス ・ シ ェ リ ング 
『 兵 は 、 ど ちら も 元 レイ ヴ ン と 
適性 と いう 幸運 に より ネクス 
ン た 両者 だ っ た が 、 こ の 勝敗 
) れ た 形 に な る 。 


欧州 に ある トー ラス の 最深 度 採 所 施設 。 最 
下層 は 地下 5000m に も 達する 大 規模 な 施設 
で あり 、 多 く の 作業 員 を 生活 させ る た め の 居 住 
区 も 備え て いる 。 特徴 は 施設 の エネ ルギー を ま 
か な うた め 、 同 施設 内 に 中 規模 の コジ マエ ネ 
ルギー プラ ント が 併設 され て いる こと だ 。 最 下 
層 に 隔離 され て いる と は いえ 、 多 数 の 人 間 が 
働い て いる 場所 に コジ マ プ ラ ント を 併設 する 神 
経 と 、 そ れ だ け の 近 距 離 で コジ マ 汚 染 を 防止 
で きる 技術 は 、 トー ラス な ら で は と 言え る 。 

トー ラス は アク アビ ピット 時 代 よ り 、 コ ジマ 技 
術 を 巡っ て オー メル と 対立 関係 に ある 。 この 
戦い は 形 を 変え な が ら 続い て お り 、B7 の 戦い 


コジ マエ ネル ギー プラ ント 


も 対立 が 表面 化し た も の の ひと つ で ある 。 F 
回 、 先 に 手 を 出し た の は オー メル だ っ た 。 オー 
メル は B7 の 防備 が 手薄 な こと を 知る と 、 カ 
ラー ド の ネクス ト を 雇い 、 施 設 を 急襲 、 占 領 し 
て し まう 。 これ に 対し 施設 を 熟知 する トー ラス 
は 、 雇 っ た ネクス ト に コジ マ プ ラ ント を 暴走 さ 
せ 、 施 設 を 高 濃度 コジ マ 汚 染 で 使用 不能 に す 
る 苦 烈 な 報復 手段 を 取っ た 。 この 例 を 見 る だ 
け で も 、 両者 の 対立 の 深刻 さ が よ く 分 か る 。 


これ を 一 区 画 と し て 
一 区 画 お き に a 
小 部 屋 と 階段 を 配置 小 部 屋 
し て くだ さい 


ロー ビン ター ル の 所 和 有する 大 規模 アル テリ 
ア 施 設 。 洋上 に 設置 され て いる が 陸 と は それ 
ほど の 距離 は な く 、 道 路 で 行き 来 が 可能 だ 。 
高い 外壁 の 中 央 に 6 基 の アル テリ ア が 敷設 さ 
れ て お り 、 上 空 を 飛行 する クレ イド ル に エネ ル 
ギー を 供給 し て いる 。 また 外壁 に は 多数 の 砲 
台 が 設置 され 、 施 設 を 要塞 化し て いる 。 ロー 
ゼン ター ル は クレ イド ル を 直接 所 有 し て は い 
な い が 、 カ ー バ ルス に 代表 され る アル テリ ア 
施設 を 建造 し た 。 こと れ は クレ イド ル と アル テリ 
ア 建 造 が 、 企業 連 す べ て が 参加 し た 共同 事業 
で あっ た と と の 証拠 で ある 。 

カー バル ス も 大 規模 アル テリ ア 施 設 の 例 に 


漏れ ず 、 ORCA 旅 団 の 襲撃 を 受け て 破壊 され 
た 。 と の と き ロ ー ゼ ンタ ー ル の 最高 戦力 で あ 
る ノブ リス ・ オ ブリ ー ジ ュ が 急行 する も 、 
ORCA 旅 団 の 手 に よっ て 撃破 され て いる 。 こ 
の 戦闘 は 情報 が 少な く 、 目 撃 情報 で も 敵 ネ ク 
スト が 1 機 だ っ た の か 2 機 だ っ た の か 不明 と 
な っ て いる 。 ノブ リス ・ オ ブリ ー ジ ュ の リン ク 
ス は カラ ー ド ラン ク 5 の ジェ ラル ド ・ ジ ェ ン ドリ 
ン で あり 、1 対 1 で 敗れ た と は 考え に くい 。 も 
し ORCA 旅 団 に それ 程 の 腕 の リン クス が いる 

合 、 彼 ら と まとも に 戦え る リン クス は カラ ー 
ド 内 で も か な り 絞ら れ て し まう 。 
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切り 立っ た 崖 に 建造 され た 、 ア ル テ リ ア 施 
設 。 GA が 所 有 し 、 自 社 の クレ イド ル へ と エネ 
ルギー を 供給 し て いる 。 所 々 に ある 風車 は 谷 
の 間 を 常に 吹き 抜け る 強風 を 使っ て 、 施 設 維 
持 用 の 補助 電力 を 生産 中 だ 。 ウル ナ は アル テ 
リア 施設 と し て は 新しい も の で 、 現 在 まだ 第 2 
カタ バル ト を 建設 し て いる 。 頻繁 に 行き 来 す 
る 輸送 機 は 、 資 材 を 積ん だ も の だ 。 た だ し 、 
空中 か ら 近 づけ る の は 自社 の 輸送 機 だ け で あ 
り 、 衣 撃 に 対し て は プラズマ 高射 砲 に 守ら れ 
た ライ ン ア ー ク の メガ リス を 超え る 対空 防備 
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が 、 そ の 場合 GA が 配備 し た 大 量 の ノー マル 
守備 部 隊 を 突破 し な く て は な ら な い 。 

ウル ナ も 他 の アル テリ ア 施 設 と 同じ く 
ORCA 旅 団 の 標的 と な り 、 激 し い 戦場 に な っ 
た 。 結果 、 ウ ルナ の アル テリ ア は すべ て 破壊 
され て いる 。 ORCA 旅 団 の ネクス ト は 対空 防 
備 を 避け て 崖 下 か ら 侵入 し 、 崖 を 飛び 回 っ て 
防衛 部 隊 を 携 乱 。 崖 上 まで 驚く べき 速度 で 辿 
りつ いた 後 、 ア ル テ リア を 破壊 。 追い すがる 
防衛 部 隊 を あざ 笑う か の よう に 離脱 し て いっ 
た と いう 。 ウル ナ は GA の 所 有する な か で や 重 
要 な アル テリ ア 施 設 で あり 、 今後 他 の アル テ 
リア に か か る 負担 が 懸念 され る と ころ だ 。 


注目 か ら 生 る と ディ ティ ー ル の 無い 
コン クリ の 内 
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ここ まで 国家 解体 戦争 、 リ ンク ス 戦 争 と 続く 過去 、 そ し で ORCA 旅 団 を 巡 
る 現在 の 情勢 を 伝え て きた 。 内 容 に は 歴史 が あり 、 軍 事 が あり 、 経 済 が 
あっ た 。 そ れ ら を 通じ 、 世 界 が クレ イド ル の 外 へ も 広がっ て いる こと を 思 
い 出 し て 欲し か っ た か ら だ 。 本 書 を 締め くく る に あたり 、 最 後 は 世界 の 未 
来 を 語る こと に し よう 。 9 
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えれ ば 、 そ の 不満 、* 不 安 を 打ち 破 ろ うと する 反抗 
心 が 、 本 書 を 企画 し 、 軌 筆 を 進め る 原動力 だ っ た 
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現状 、 悪い 意味 で 、 世 界 の 未来 は ORCA 旅 団 


。 に 委ね られ て いる 。 彼ら が どう 出る か に より 、 企 


業 連 の 動き も 変わ っ て くる だ ろう 。 その た め 、 世 
界 の 今後 に つい て 語る こと は 難し い 。 た だ 言え る 
こと は 、 過 去 の 国家 解体 戦争 、 リ ンク ス 戦 争 と 同 
じ く 、 今 回 の ORCA 旅 団 に よる テロ ル が 収束 する 
と き 。 世界 の シス テム は 大 きく 変わ る と いう こと 
だ 。 例え ば ORCA 旅 団 に よる アル テリ ア 施 設 被害 
が 広がり 続け れ ば 、 ク ピ イ ドル は 着陸 を 余儀 な く 
され る 。 そう な れ ば 、 あな た の 生活 は いま と まっ た 
く 変 わっ て し まう だ ろう 。 現状 に 危機 感 を 覚え な 
い の な ら ば 、 その 精神 を こそ 疑う べき で ある 。 
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企業 対 ORCA 旅 団 の 戦い は 、 ど こ か 遠い 星 の 
で き ご と で は な い 。 あな た の 未来 を 決め る 現実 の 
戦い だ 。 新しい シス テム の 主導 権 を 握る の は 企業 
か 、 テ ロリ スト か 。 その 答え は 戦い の 結果 を 待た 
な けれ ば 分 か ら な い 。 し か し 敢えて 言う な ら ば 、 Z 
の よう な 特定 企業 、 テ ロリ スト が 未来 を 決定 し て 
いる と いう 考え 方 その も の が 誤り で ある 。 | 

本 書 は 私 と 同じ 閉 審 感 を 感じ て 日 々 を 暮す 人 
間 の た め の 書 だ 。 こと に は 自分 の 目 を 開き 、. 真 実 ， 
を 想像 ず が る た め の た くさ ん の ヒン ト が 記し て ある 。 
どう か 自分 た ち に こそ 未来 を 作る カ が ある と いう 
こと を 思い 出し て 欲し い 。 

最後 に な っ た が 、 本 書 の 取材 ・ 執 筆 に あたり 協 
力 し て くれ た 関係 者 、 友 人 た ち に 感謝 を 捧げ た 


© い 。 彼ら の な か に は 理想 の 未来 を 掴む た め 、 す で 


に 活動 を 初め て いる 者 も 多く いる 。 私 も そろ そろ 
本 書 の た め の 筆 を 置き 、 次 の ステ ー ジ へ 向かう つ 
も り だ 。 願わ くば 、 あ な た と も 新しい ステ ー ジ で 
再会 し た いと ころ で ある 。 それ まで の お 互い の 幸 
運 を 祈っ て 。 
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